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　序章







「諸君！　犯罪である！　恐ろしい犯罪が行われた！　そしてさらに恐ろしいことに彼らは犯罪を重ねようとしている！　戦争という名の犯罪だ！　彼らは禁きん断だんの武器を量産し、武装し、我らが定めた聖なる禁きん忌きを踏みにじり、さらに平和という花園をも、その足で踏みにじろうとしている！　百年前と同じ罪を犯そうとしているのだ！」

　大おお広間の中に若い男の声が響ひびいていた。

　すり鉢のような広がりを持つその大広間の、底に当たる部分に設けられている演台に立って演説している白い長ちよう衣いをまとったその男の声は、演台の上にある黒い棒を通じて壁面に設置された拡かく声せい器きに伝えられ大広間全体に響き渡っていた。

「我々は彼らに、先祖から受け継いできた優れた知識を分け与え、常に正しき道に導こうと努力してきた。正しいことのみを信じ、決して疑問を抱いてはならぬと教え続けて来た。しかし、彼らはそれを受け入れようとせず、愚おろかな道へと進もうとしている」

　男が演説している大広間には、百以上の席が階段状に並び、それぞれに彼と同じような白い長ちよう衣いを着た男女が座っている。

　その中で、若い男の熱の入った演説は続いていた。

「なぜ、彼らはかくも無む知ちで愚おろかなのだろうか？　……無知で愚かであることに罪があるわけではない。彼らには、理解できないだけなのだ……自分たちがどれほど無む謀ぼうで、どれほど愚かで高こう慢まんな思想に取り付かれているのか、それを知らぬだけなのだ！　彼らは子供だ、無知で愚かな子供なのだ！　誤った道に進もうとする子供は、正しい道に矯きよう正せいしなくてはならない、それが我々の義務なのだ！

　諸君！　もはや論ろん議ぎや分ぶん析せきを加えているときではない！　我々に求められているのは行動だ！　もし、ここで手をこまねいて愚かなピープルどもの行動を看かん過かし、再び戦争へと突き進むことを止められなければ、我々は、選ばれた知識の守しゆ護ご者としての責任を果たすことができなかったことになる！　それは自己否ひ定ていと同じことなのだ！　最後にこの件について、メタクサ最高評ひよう議ぎ会かい議長の言葉を引用させていただく『懲ちよう罰ばつ行動は、百年前に前例を持つ由ゆい緒しよ正しき正当たる行為である！』……」

　若い男はそこで言葉を切って、大おお広間に居並ぶ男女をぐるりと見回した。

「私もそう思います、懲罰行動はこの惑わく星せいドラングにおける平和維い持じのために必要な行動であり、決して禁きん忌きに触れる行為ではありません。皆様の支持を信じております」

　若い男が一礼して演台を去ると、大広間に拍手が湧わき起こった。

『プレディカーツ上級評議会委員の表ひよう明めい演説を終わります……続きまして……』

　演台を降りた若い男は、次の演説者を紹介する司会の声を背中で聞きながら唇の端に薄うす笑わらいを浮かべた。

　……ソバーヌめ、教団の命令に逆らうだけでなく、使者として赴おもむいたこの私に短銃を突きつけ、一ヶ月に渡って監かん禁きんしおって……その貴き様さまの振る舞いが、どんな結果を生むか……その目で見るがいい。

　知の教団に……いや、この私に逆らったことを心の底から後こう悔かいさせてやる！




　季節は八月の半なかば。

　西せい域いき国こくの南部州に壊かい滅めつ的な被害をもたらした、猛もう獣じゆうエズオルの大だい発生……スタンピードが終結して三ヶ月が過ぎようとしていた。







　第一章「晩餐会」







　王おう都とデメララの中心部にある王おう宮きゆうの二つの塔とうの間に、大きな夏の夕日が沈んでゆく。

　日の光を失った街並みが薄うす紫むらさき色に染まり始める中で、気の早い露ろ店てんが、一つ二つと、軒のき先さきのランタンに火を灯ともし始めるのと同時に、メインストリートを行き交う人々が増え始める。

　夏の盛りに向かって、日一日と日差しが強くなっていくこの季節、人々は昼間の日差しの中を出歩く気にはなれないのだろう。デメララのメインストリートが活気付くのは、日が落ち、グレン川の上を渡ってきた川風が吹く夕方過ぎからだった。

　夕涼みをかねて街を散策する人々に向かって、呼び込みを始めた露天商しようたちの横顔を、ランタンの明かりが照らしている。

　その明かりがときおり揺らぐのは、石いし畳だたみから立ち昇ってくる昼間の熱気の名残なごりが、炎ほのおを揺らすせいに違いない。

　デメララの夏の夜が始まろうとしていた

　初めてデメララの街の地図を見た人の多くは、そこにクモの巣を思い浮かべるだろう。

　王都デメララの中央には広々とした王宮と官かん庁ちよう街、そして王宮広場があり、そこから放射状に何本もの大通りが延び、そしてそれを横おう断だんして、同どう心しん円えんを描くように何本もの環かん状じよう道路が延びる、というこの道路の構造は、まさしくクモの巣のような規則正しさでデメララの街を構成していた。

　そして、この構造は、そのままデメララの街に住む人々の身分と家いえ柄がら、そして収入の高さを表していた。

　市内のどのあたりに住んでいるのか、その位置を知るだけで、おおよその見けん当とうがつくのだ。

　王宮の前にある中央広場に面した一角には、政府の要よう人じんやその一族の住む広い庭園を持つ、高級住宅地が広がっており、その外側には中級官かん僚りようと、大だい商人やギルドの幹部の邸てい宅たくが。そしてその外側には、普通の上級士族セツクと、裕ゆう福ふくな商人の住宅。そしてまたその外には下級官僚や、兵士、店持ちの商人たちの住宅、さらにその外側には中小の工こう房ぼうや賃ちん貸たいの集合住宅……いわゆる「長なが屋や」や「安アパート」と呼ばれる建物が並んでいる。

　中心部に近ければ近いほど身分と家柄、そして収入が高くなり、家も大きく敷地も広くなり周辺部に行けば行くほど身分と家柄そして収入が低くなる、という、この実にわかりやすい構造によって、デメララに住む人々の間では出世することを『内に引っ越す』と言い、没ぼつ落らくすることを『外に引っ越す』と言い表していた。




　その、デメララの最さい外がい周しゆう部ぶ。

　薄うす汚よごれた小さな工こう房ぼうや、荒れ果てた資材置き場などが建ち並ぶ一角に、高い板いた塀べいで囲われた廃はい品ひんの集積所があった。

　資源の少ないこの世界では金属のみならず、古い衣類や古紙などのリサイクルが当然のように行われており、工房や家庭で不要になった金属類や古紙などはすべて、この集積所に集められ、ここで専門の業者によって仕分けされ、それぞれの再さい生せい工房へと送られていくことになっていた。

　すっかり傾いた夏の夕日が、集積場に積み上げられた廃品の山の影を長く引く中を、今日の仕事を終えた作業員たちが、赤しやく銅どう色に日焼けした顔を見合わせて、がやがやと会話を交わしながら集積所の正門から三さん々さん五ご々ご出て行く。

　きっと会話の中身は、これから飲む良く冷えたエールのことに違いない。

　その作業員たちと入れ替わりに、一台の小さな荷馬車が集積所の中に入って来た。

　馬車に乗っているのは、一見すると労働者には見えない、色白の事務員のような風ふう貌ぼうの二十代半なかばくらいの若い男だった。

　馬車は、集積所の正門を入るとぐるりと中を一回りして、古紙の回収をやっている業者の事務所の前で停まった。

　その気配に気が付いた古紙回収業ぎよう者しやの元締めは、机の上に広げた台帳から顔を上げぬまま、無ぶ愛あい想そうに言った。

「今日はもう終わりだ、受け入れはしねえよ、明日また来てくんな」

「渡しに来たんじゃない、受け取りに来たんだよ、親父おやじさん」

　その声を聞いた元締めは、慌あわてて台帳から顔を上げて、声の主ぬしを見た。

「ああ、なんだ。ザーレックの旦だん那なでしたか、お久しぶりです」

　ザーレックと呼ばれた若い男は、軽く頭を下げてから、事務的な口く調ちようで聞いた。

「ここしばらくは、スタンピード騒ぎでゴタゴタしていたからな、ところで例の物は入ったのかい？」

　元締めは、その髭ひげ面づらに微笑を浮かべると、事務所の奥に積んである大きな木箱に向かって顎あごをしゃくった。

「ええ、昨日入りました。あれが教団の神しん殿でんから出た紙かみ屑くずです」

「全部で三つか、いつもよりちょっと多いかな？」

　元締めは首を振った。

「いえ、いつもどおりですね、あれで一月ぶんです……相変わらず贅ぜい沢たくな紙の使い方をしてやがりますねえ、あいつらは」

　ザーレックは、小さくうなずいた。

「この世のすべての知識を守っている方々だからな……じゃあ、いつものように馬車に積んでくれ、代金もいつもどおりでいいかい？」

「ええ、あの紙かみ屑くずは、いつもどおりのお値段で構いません、でも、こいつは別会計でお買い上げいただけると嬉うれしいですがね……」

　元締めは、そう言ってにやっと笑うと、事務机づくえの一番下の引き出しを開け、中から布ぬの包みを取り出して、机の上に置いた。

　その包みを見たザーレックの顔色が変わった。

「そいつは……古こ書しよか？」

　元締めは黙ってうなずくと、そっと布包みを開いた。

　布包みの中から出てきたのは、茶色く変色した厚い数冊の本の束だった。

「こいつはグレン・スタッグの街で回収した古ふる道具の中にあったものなんですがね、旦だん那ななら高く買ってくれるんじゃねえかと思いましてね、取っておいたんですよ。教団に見つかったら一発で取り上げられちまいますからね、粛しゆく清せい前の本ってのは」

　ザーレックはそっと本に手を伸ばしかけて、そこではっと気が付いたように元締めに聞いた。

「ちょっと、中を見させてもらってもいいかな？」

　元締めは、慌あわててうなずいた。

「え、ええどうぞどうぞ、何かのマニュアルみたいなことが書いてありますけど、俺には何のことだかちんぷんかんぷんの本ですし、旦那なら価か値ちがわかるんじゃないですか？」

　ザーレックはその本を手に取ると、そっとページを開いた。

　ぱらぱらとページをめくっていたザーレックは、驚きが顔に出ないように苦労しながら、その本を置き、次の本を手に取った。しかし、その本の中に書かれた文章を見たとき、ついに手が震え始めた。

　……こいつは……こんなものがまだ残っていたのか。

　その、ザーレックの顔つきを見ていた元締めは、してやったり、という微笑を浮かべた。

「どうやら高く買っていただけそうですな」

　ザーレックは、はっとした顔をしたあとで、苦く笑しようを浮かべた。

「仕方ない、言い値で買うよ、いくらだい？」

　元締めは、一瞬、頭の中に十万タレント、という値段を思い浮かべたが、すぐに思い直した。

　……いや、この旦那は、紙屑を高い金を出して買ってくれる、という奇き特とくな方だ、あんまり足元をみて吹っかけたんじゃ、取り引きをしてくれなくなるかもしれねえな……どうせ元はタダ同然で仕入れたんだ、思いきって五万と行くか。ダメなら値引きすりゃいいんだ。

　元締めは、にやっと笑うと、右手を突き出して五本の指を広げた。

「あの、木箱に入った紙屑と一緒で、これだけもらえれば充分でさあ」

「そうか、良かった、それくらいなら持ち合わせがある……」

　そう言って、持っていた手て提さげカバンの中をかき回し始めたザーレックを見て、元締めは頭を掻かいた。

「いやあ、ちょっと吹っかけ過ぎたかな……」

「いや、そんなことはないさ、順当な値段だと思うよ……」

　カバンの中から分厚い封筒を取り出したザーレックは、封筒の中を見てから、その封筒を元締めに差し出して、事も無げに言った。

「はい、じゃあ五十万」

「へ？」

　目を丸くした元締めを見て、ザーレックは怪け訝げんな顔をした。

「どうしたんだ？　早く受け取ってくれ、それと……領収書をくれないか？　私の権けん限げんで払える限度は、一回に二十万までなんだ、下したっ端ぱなのでね」

「あ、はい、わかりましたすぐに用意します」

　我に返った元締めは、慌あわてて事務机づくえの引き出しをかき回し始めた。

　その姿を見ながら、ザーレックは内心の興こう奮ふんを抑えきれないように、机の上の古ふる本ほんをもう一度手に取った。

　……まさか、教団の保安部門の管理運営マニュアルが手に入るとは思わなかった、こいつは間違いなく部長賞ものだな。




　デメララの場末の廃はい品ひん集積所で、ザーレックという名前の一人の若者が、宝物を見つけたかのように興奮していたその頃。

　下級士族デミセツクの家族などが住む平ひら屋やの集合住宅……いわゆる長なが屋やと呼ばれる建物が立ち並ぶ裏通りに、一台の二頭だての馬車が停まっていた。

　どこかの上級士族セツクの自家用馬車なのだろう、黒光りする塗料で仕上げられた車体は、ぴかぴかに磨き上げられ、ドアにはその一族のものと思われる紋もん章しようが描かれている。

　御ぎよ者しや台で馬の手綱たづなを握っていた御者が、詰つめ襟えりの制服の喉のど元もとに指を入れて首を居い心ごこ地ち悪そうに回した。

　その空気が馬にもわかるのだろう、しきりに鼻をならしたり、足元の石いし畳だたみを蹄ひづめで掻かいたり、さっきから落ち着きが無い。

　それもそのはずである。

　馬車の回りを、何十人という老人から子供までさまざまな年ねん齢れいの男女が取り巻いて、さっきから好こう奇き心しん丸出しの視線を投げつけているのだ。

　この町内の住民にとって、こんな高級な馬車を、しげしげと間近に見る機会はめったにない。街角で拾う辻つじ馬車でさえ乗ったことのない人間ばかりなのだ。

　ただでさえ娯ご楽らくの少ない長屋町の住民にとって、この馬車は格かつ好こうの見み世せ物ものだった。

　住民の中にいた、日焼けした若者が、横に立っていた兄あに貴き分ぶんらしい男に聞いた。

「ねえ、兄あに貴き。あの御ぎよ者しや、もう夏だってのに長なが袖そでに詰つめ襟えりですぜ、暑くないんすかね」

「そりゃあ暑いに決まってら、でもよ、あれが制服なんだから仕方ねえじゃねえか、上級士族セツクのお抱え御者てのは、固くなきゃ勤まらねえ仕事なんだ。お前みたいに暑いからってパンツ一いつ丁ちようにねじり鉢はち巻まきで仕事してんのとは、わけが違わあな」

「仕方ねえでしょう、俺の仕事は鉄道馬車の枕まくら木ぎ運びなんだから。俺だってどっかのお屋や敷しきに勤めることができりゃあ、ちゃんとした格かつ好こうで仕事しますよ」

「何言ってやがる、お前みたいなガサツで乱暴な人間が、お屋敷勤づとめなんかできるわきゃあねえだろうが！」

「ひでえなあ兄貴……それはそうと、あの馬車はどこのお屋敷の馬車なんですかね？」

「なんだ、てめえは家の紋もん章しようの見分けもつかねえのか。あれはモリアーティ家の紋章だ。あのスタンピードを予言して、大たい老ろうに抜ばつ擢てきされたソバーヌさまのお屋敷の馬車だよ。きっとケリンを迎えに来たに違いねえ」

　若者は、小さくため息をついた。

「あのワルガキが、今じゃあグレンダランを守り抜いた英雄、ケリン・ミルダモン様ですからねえ……デメララから帰ってきてから、毎晩どっかのお屋敷に呼ばれているそうですけど……今夜はどうしてお迎えの馬車が来ているんですかね」

　兄貴分ぶんは、馬車の屋根に立てられている小さな旗を指差して得意げに答えた。

「あそこに西せい域いき国こくの国こつ旗きが立ててあるだろ？　あれはこの馬車が公用に使われている目印だ。つまりケリンは国こく賓ひんってことだ、国王様から、じきじきに勲くん章しようを授さずかる公式行事と宮きゆう中ちゆう晩ばん餐さん会の主役なんだぜ」

　子分らしい若者が目を丸くした。

「宮中晩餐会！　すげえな、ケリンみたいな下級士族デミセツクがそんなところに呼ばれるなんてのは、よほどのことですよね」

「まあな、あいつはその、よほどのこと、ってのをやってのけちまったんだから当たり前って言やぁ当たり前なんだけどよ、なんというか、こう、今ひとつ実感が湧わかねえな」

　兄貴分らしい男が、右手で自分の顎あごを撫なでながら、そうつぶやいたとき……。




　馬車の停まっている路地の奥にある長なが屋やの広い板の間の中で、一人の大おお男が床に敷かれた、薄い敷物の上で腕を組み、あぐらをかいて座っていた。

　彼の不ふ機き嫌げんそうな視線は、奥の部屋で身み支じ度たくをするケリンの背中に注そそがれている。

　やがて、その大男は、眉まゆをひそめてつぶやくように言った。

「どうも、今ひとつ実感が湧かねえ……俺の息子むすこが、よりによって叙じよ勲くんされ、宮中晩餐会の主しゆ賓ひんサマになるとはな……」

　国防軍の大たい礼れい服を鏡に映して、肩モールの位置を鏡で確認していたケリンが、その父親譲ゆずりの紅あか毛げの頭を左右に振って言った。

「俺だって湧わかねえよ……」

「王おう宮きゆうってのはな、お前のような学の無い、勝かつ手て気ままに育った人間が行くところじゃねえんだ。式しき典てんとか宮きゆう中ちゆう晩ばん餐さん会ってのは、いろんなしきたりやら、作法ってモンがあるんだぜ、お前、知ってンのか？」

「まあね、Ｄデイー・Ｄデイーからいろいろ教わったから、大丈夫だと思うぜ」

　ケリンの父親は、小さく首を振った。

「行ぎよう儀ぎとか作法ってのはよ、身に染み付いているモンがそのまま出るんだ。昨日きのう今日教わったような付け焼やき刃ばでどうにかなるモンじゃねえんだ」

　ケリンは振り返った。

「そんなに心配なら、親父おやじも一緒についてくりゃいいじゃねえか」

　敷物の上であぐらをかいていたクローブは目を見開いた。

「馬鹿言え、授業参さん観かんじゃあるまいし、のこのこと親がついて行けるわけがねえじゃねえか。宮中晩餐会ってのは西せい域いき国こくの公式行事だぞ！」

　そして、クローブは少し声のトーンを落として付け足した。

「……まして俺は今、平へい民みんだ。士し族ぞくじゃねえから、王宮の公式行事には出席できねえんだよ」

　ケリンは、父親が座っている広い板の間を見回した。

　そこは、この長なが屋やの二軒ぶんの部屋の壁を、すべてぶちぬいて作られた体たい術じゆつの道場だった。

　クローブは半年前の下級士族デミセツクの反乱騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者として、国防軍王おう都と守備隊の五十人隊長の職を追われ、下級士族の身分を剥はく奪だつされ平民となった。そしてそのときにもらった退職金でこの古い長屋を買い取り、体術の道場として改装して道場主ぬしに納まっていた。

　暇ひまつぶしにデメララの街中をうろついて、喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいをやって酒代稼かせぎにしていた「喧嘩屋」クローブにとって、体術の道場主というのは、まさに天てん職しよくのようなものだった。

　他人をぶん投げ、叩たたきのめし、関かん節せつを捻ねじ曲げても、誰も文句を言わない。それどころか、逆に礼を言われ、教授料としていくばくかの金を置いていってくれるのだ。

　国防軍の兵士だった頃よりも、生き生きしていたように見えるその父親が、一瞬見みせた表情を見たとき、ケリンは一瞬はっとした。

　普段、士族の身分を失ったことなど、歯し牙がにもかけないように振る舞っている父親の心の奥にある、こだわりを見たような気がしたのだ。

　……そうか、ああ見えてもやっぱり親父も士族の身分に誇りとかプライドを持っていたんだな。

　ケリンは、父親に向かって微笑ほほえんだ。

「まあ、待ってろよ、俺がもうちょっと出世したら、大たい老ろうのソバーヌ様に、親父の身分を士族に戻してもらうように掛け合ってみるからよ」

　ケリンの言葉を聞いたクローブは、顔をしかめて怒ど鳴なった。

「馬鹿野や郎ろう！　十年、いや二十年早い！　何を生なま意い気きなことを言ってやがる！　うぬぼれんじゃねえ！　だいたいお前はだな……」

　クローブの説教が始まりそうになったそのときを見計らったように、その場にメガネをかけたインテリ風の若者が、ひょいと顔を出した。

「ケリン、そろそろ時間だぞ、用意はできたのか？」

「ああ、用意できたぞ、Ｄデイー・Ｄデイー」

　ケリンは、ほっとしたようにそう答えると、クローブに向かって頭を下げた。

「……と、いうわけで時間がねえんだ。親父おやじ、悪いけど説教は帰ってから聞かせてくれよ、あんまり馬車を待たせちゃ悪いしよ」

　クローブは不満げに答えた。

「赤あかっ恥ぱじかかないようにしろ……なんてこたぁ言わねえ、その逆だ。てめえみたいのは、思いっきり恥かいて笑われて来りゃいんだ。ちっとはクスリになる」

「ひでえこと言いやがる、それでも親かよ」

「ああ、親だからこそ言えるんだ」

　ケリンが、目の前に立っていたＤ・Ｄと視線を合わせ、やれやれ、といった風に肩をすくめたとき、クローブが声をかけた。

「ああ、そうだ、Ｄ・Ｄよ、お前さんにちょっと話がある」

「え？　俺にですか？」

「安心しろ、別にとって食おうというわけじゃない、お前さんにちょいと頼みがあるんだ」

　目を丸くするＤ・Ｄに向かって、そう言って笑いかけたあとで、クローブは怪け訝げんな顔をするケリンに向かって、あっちへ行け、という風に手を振った。

「お前には関係ねえ、さっさと馬車に乗れ。なに、Ｄ・Ｄとの話はすぐに終わる。先に行って迎えの役人を安心させておけ、きっとやきもきしているだろうからよ」

「ちぇっ！　いつまでたってもガキ扱いしやがって……」

　ケリンは口を尖とがらせて、不満そうに答えると、部屋を出て道場の玄関に向かった。

　道場とはいえ、もともとは民家だった狭い玄関先には、紺こん色いろの内ない務む局の官服を着た、線の細い青白い顔色の痩やせた男が、ケリンを待ち構えていた。

「ああ、ご用意ができたようですな、ささ、どうぞ馬車の方へ」

　そう言って慇いん懃ぎんに頭を下げた男の目は笑っていなかった。

　……俺に頭を下げたり敬けい語ごを使うのは仕事ビジネスであって奉仕サービスじゃないってわけか。それにしても、こいつは見るからに小こ役人って顔をしてやがんなあ。働く人図ず鑑かんの「小役人」というページを開いたら、見本として顔が載っていてもおかしくねえな。

　ケリンが、そんなことを考えていると、その図鑑の項こう目もく的てき小役人は、ケリンの後ろの方を見ながら怪け訝げんな顔をした。

「あの……お付の方は？」

「ああ、Ｄデイー・Ｄデイーか、すぐに来るよ……」

　ケリンは、自分の背後を肩越しにちらりと振り返ってから、肩をすくめた。

　……お付の方なんかじゃねえ、仲間だ。って言ってもわかんねえだろうな、こいつには。




　馬車の上で、ずっと待ち続けていた御ぎよ者しやは、長なが屋やの中から人が出てくる気配を感じ取って、ほっとしたような表情を浮かべた。

　手綱たづなを持ち替えたり、首を回すだけで「おお」とか「わあ」などという声が周りに広がるという状況は、興味を持たれているといえば聞こえはいいが、ようは体ていの良い見み世せ物ものでしかない。

　さっきまで、汚い手て垢あかのついた手で、磨き上げた馬車の車体をぺたぺた触りまくったり、記念品にするためか売るためなのか知らないが、隙すきを見て外部についている金の飾りを剥はぎ取ろうとするワルガキどもを追い払っていた役人が家の中に入ってからは、彼一人だけでその視線を浴びていたのだ。

　やがて、長屋の玄関先さきに誰かが立つ気配と共に、今まで自分に集中していた視線が、すべて自分を離れたのを感じた御者は、肩の力を抜いて大きく息を吐いた。

　野や次じ馬うまの中から歓声が上がった。

「よう！　ケリン！　一いつ世せい一いち代だいの晴れ姿だな！」

「お前はオレたち下級士族デミセツクの誇りだぜ！」

「ステキよ！　ケリン！」

　道場の玄関を出たケリンが、笑いながら大たい礼れい服ふくの帽ぼう子しを脱いで、大きく人々に向けて振ると、あたりにいた野次馬たちの歓声が一段と高くなった。

　手を振りながら迎えの馬車に乗り込むケリンの姿を見ながら、Ｄ・Ｄは小さくため息をついた。

　……舞い上がっているとか、浮かれているというんじゃなくて、あれは、あいつの地の姿だと思うんだが……まあ、そういう目で見られても仕方が無いな。

　最後にＤ・Ｄが乗り込み終わったのを確認した役人は、馬車の扉を閉めると、急いで後ろに回り、従じゆう者しや席のステップに足をかけて立つと、前にいる御者に声をかけた。

「ようし、キランズ、馬車を出してくれ！　ちょっと急いでくれるとありがたいな」

「わかりやした、少し飛ばします！」

　御者はそう答えると同時に、手綱を緩め、馬の背に鞭むちを入れた。

　馬車が、がたんと揺れて走り出すと、周りで見守っていた野次馬の輪の中から子供達が走り出して、手を振りながら馬車のあとを追い始めた。

　左手で馬車の手すりにつかまり、右手で帽ぼう子しを押さえながら、内ない務む局の役人は、ちらりと後ろを振り返った。

　……貧乏下級士族デミセツクや平へい民みんどもにとって、この無ぶ作さ法ほうな若者は、英雄以外のなにものでもないのだろう……偶然に恵まれ、ただ運が良いだけで、とんとん拍子に出世と勲くん章しようが転がり込んできただけの英雄であっても。

　御ぎよ者しやの掛け声が響ひびき、馬車はそれに合わせてぐん、と速度を増した。

　宵よい闇やみの迫るデメララの下町の細い路ろ地じを、馬車は車輪の音と蹄ひづめの音を響かせながら王おう宮きゆうに向かって一いち目もく散さんに走り始めた。




　その頃。王宮の大おお広間に通じる控え室は、最後の化け粧しようや着替えなどをする女性たちで、ごったがえしていた。

　この部屋は本来、晩ばん餐さん会の開かい宴えんを待つ待合室であり、着替えや化粧などをする場所ではない。上級士族セツクの妻や娘たちは、それぞれの部屋で身み支じ度たくをすませてから、この控え室に来ることになっているのだが、この部屋に来て他人の着ているドレスを見ると、急に着替えたり、化粧をしなおしたりする人間が多いため、この部屋は、いつもこのような大騒ぎになるのだ。

　ヒステリックな叱しつ責せきの声の中をメイドや小こ間ま使づかいたちが、忙せわしげに歩き回って化粧や身支度の世話をしている姿を部屋の一番隅すみっこに置かれた椅い子すに座って眺ながめながら、ミントは、グレンダランの城じよう壁へきの上の戦いを思い浮かべていた。

　……銃じゆう士し隊の周りを火薬運びパウダーモンキーの少年たちが走り回るのと、どこか似ているわね。

　そうか、ここは戦場なのね、女の戦場。

　白おし粉ろいが火薬で、ドレスは銃。

　ミントは、ひじの上まである長い手袋に包まれた自分の手に視線を落として、小さくため息をついた。

　……手袋があって良かった……機械油の染み付いた職人の指先なんか恥ずかしくて見せられないもの。

　子供の頃は、お城の舞ぶ踏とう会とかに、無む邪じや気きにあこがれていたけど……世界が違いすぎるわ。

　ミントは、さっきから同じ部屋の中にいる上級士族や高級官かん僚りようの妻や娘たちの視線を感じていた。

　……みんな、きっと私のことを場ば違ちがいな人間だと思っているのね……そう、ここは、私みたいなインダストリアンの女の子が来るところじゃない。

　ミントは自分が着ている薄い水色のイブニングドレスを見下ろした。

　それは、この控え室にいる他の娘たちが着ているどのドレスとも似ていなかった。

　両肩を出す、というイブニングドレスの基本的なデザインは同じだが、派は手でなフリルも、刺し繍しゆうも無く実にシンプルで、身体からだのラインをそのまま出しているが胸やヒップラインを誇こ張ちようするようなセクシーさはカケラも無かった。

　そのドレスは、王おう宮きゆう差し回しの仕立て屋とお針はり子こが一晩で作り上げたものだった。

　よほど腕が良いのだろう、たった一晩という短い時間で仕上げたドレスでありながら、裁さい断だんラインに無む駄だが無く、歩いても振り向いても身体からだの線が崩れない。

　ミントは、滞在先のホテルの部屋に仕立て屋と一緒にやってきた、品の良い、頭の良さそうな女の人のことを思い出していた。

　ソバーヌ大たい老ろうの秘書官で、メリーダウンと名乗ったその人は、ミントにさまざまな柄がらや色の洋服生き地じを見せて聞いた。

「宮きゆう中ちゆう晩ばん餐さん会の主しゆ賓ひんにふさわしいドレスを作りにまいりました。御お好このみのデザインはございますか？」

　ミントは目を丸くして首を振った。

「いえ、ドレスなんて着たこともありませんから……どんなデザインと言われましても……」

　メリーダウンと名乗った女の人は、あ、そうか、という顔をした。

「いつもお相手している上級士族セツクの令れい嬢じようたちと違って、あなたは何もかも初めてなんだから、聞かれたって答えようがないわよね……」

　そしてメリーダウンはすまなそうに微笑ほほえむと、ちょろっと舌を出して言葉を付け足した。

「……ごめんね気が利かないで」

「あ、いえ……」

　慌あわてて首を振ったあとで、ミントは心の中で、ほっとため息をついた。

　この人、冷たそうに見えるけど、思ったより優しい人かもしれないな。

　メリーダウンは、しばらくミントの体つきを見て考え込んでいたが、やがて何かを決めたように大きくうなずくと、真剣な目でミントを見て聞いた。

「ドレスのデザイン、私に任せてもらえる？」

　そのメリーダウンの目を見たとき、ミントは確信した。

　この人は悪い人じゃない。他人を田舎いなか者だとか貧乏人だとか、そういった目で見る人じゃない、この人なら信じても大丈夫だ。

　ミントはうなずいた。

「はい、お任せします！」

「よし、任された！」

　メリーダウンは、にっこり微笑むと、ミントに近づき、しげしげとミントの身体を眺ながめ回した。

「……ふむ、十六歳さいにしては未発達ね、身体のラインを強調して女性らしさをアピールするのは無理か……かといって、今はやりのデザインみたいに胸とかにパットを入れて補正するのは不自然よね……」

　ミントは、気になっていたことをずけずけと言うメリーダウンを半分涙なみだ目めになってにらみ返した。

「女性の価か値ちは胸の大きさで決まるものじゃないと思います！」

　メリーダウンは、微笑を浮かべてさらりと答えた。

「そうね、それを教えてあげましょう、世の殿との方がたに……」

「え？」

　驚くミントに向かって、メリーダウンは静かに言った。

「あなたは気がついていないかもしれないけど、未完成な女の子には、未完成な美しさがあるのよ。それはね、バストラインとかヒップラインを見せ付ける、という大人の女の人の美しさとは別の美しさなの……」

　そして、メリーダウンは、そっとミントの肩に手を置いて言葉を続けた。

「今、デメララで流行しているドレスのデザインはね、派は手でで目立つものばかりなの。胸を大きく見せようとして、パッドを入れたり、大きな薔ば薇らの刺し繍しゆうを入れたりして、飾り立てているわ。でもね、私、思うんだ。着ている人を飾り立てるだけじゃなくて、女の子本来の美しさ可かわ愛いらしさを見せるドレスがあってもいいって」

　ミントから一歩離れたメリーダウンは、もう一度ミントの身体からだを見回したあとで、優しく微笑ほほえんで聞いた。

「晩ばん餐さん会かいで着飾った自分の姿を想像できる？」

　ミントは慌あわてて首を振った。

「いえ、想像もできません！」

「そう……じゃあ、好きな男の子と一緒に街を歩く自分の姿は？」

「え？」

　目を見開いたミントは、自分の頬ほおが上じよう気きしてくるのに気がついた。

　その表情を見ていたメリーダウンは、小さくうなずいた。

「いい顔してる。やっぱり女の子が輝くときってのは、好きな人のことを考えているときなのよね」

「そんな人……いません！」

「はいはい、わかりました。じゃあそういうことにしておきましょう」

　メリーダウンは、慌てて抗議するミントを軽く受け流すと、仕立て屋が持って来た洋服生き地じの山の前に立った。

「さて、この中から好きな色を選んでちょうだい。その色に合わせてデザインするつもりだから」

　ミントは洋服生地の山の前に立つと、その中にある、薄い水色の光こう沢たくのある生地を指差した。

「私、この色が好きなんです」

　メリーダウンは、わが意を得たり、という顔でうなずいたあとで、いたずらっぽく言った。

「うん、イメージどおりだ。その色でドレスを作りましょう……清せい楚そで、可か憐れんで、可愛かわいらしいドレスができそうだわ。晩ばん餐さん会に出席する殿との方がたを萌もえ殺すくらいの……」

「そんな……清楚だとか、可憐だとか……きっと私には似に合あいません！」

「私を信じて。あなたは言ったはずよ、私に任せるって」

「それはそうですけど……」

　口ごもるミントに向かって、メリーダウンは、力づけるように再び微笑ほほえんだ。

「大丈夫、自信を持って！」

「はい……」

　ミントは不安げにうなずくと、自分が選んだドレスの生き地じを見つめた。

　その色は、ケリンを案内して、グレンダランの街を歩くときに着るつもりだったワンピースの色に良く似ていた。




　……ざわ。

　控え室の扉が開いて、大おお広間で演奏している楽団の音楽の音が急に大きくなったのに気がついてミントは我に返った。

　顔を上げると、控え室の入り口に誰かが立っていた。

　その人は軍人の礼れい装そうをしているように見えた。

　なんで男の人が？　ここは女性専用の控え室なのに。

　ミントがそう考えたとき、控え室の中に、ささやき声が満ちた。

「……アニゼット様よ」

「何度見ても、りりしいお姿だわ……その辺の男どもなんか比べ物にならないくらい」

　女たちのささやき声のとおり、それは男性の軍人と同じ大たい礼れい服ふくを身にまとったアニゼット姫だった。

　長い金きん髪ぱつを伸ばし、背せ筋すじをピンと伸ばしたその姿は、中性的であるがゆえに、なんとも言いようの無い怪しい色気を漂わせている。

　目を潤うるませてアニゼットを見ている娘などは、ちょっとその気があるのだろう。

　つかつかと足早に控え室の中に入って来たアニゼット姫は、高級官かん僚りようの娘たちの上じよう気きしたような視線を無視してあたりを見回し、そして控え室の隅すみに座っていたミントを見つけると微笑みながらやってきた。

　ミントは慌あわてて立ち上がると、ドレスをつまんで一礼した。

　その仕し草ぐさを見たアニゼットは、少し驚いたように目を見開いて言った。

「これはこれは……実に可憐だな、ミント・マージョラム嬢じよう」

「可憐だなんて……そんな……」

　赤くなって下を向いたミントを見て、アニゼットはすまなそうに頭を下げて言った。

「困ったことにもう片方の主しゆ賓ひんであるケリン・ミルダモン殿の到着が遅れているのだ。しかし、御ご臨りん席せきされている方々をお待たせするわけにはいかない。そこで代わりに私があなたをエスコートして、国王の名みよう代だいであるバーネット公こうの前にまかり出ることとなった……私ではケリン殿の代わりにはならないだろうが、許してもらいたい」

　ミントは目を見開いた。

「あ、いえ！　とんでもありません！　どうか私のようなものに頭をお下げにならないで下さい！」

　アニゼット姫は、一瞬真しん剣けんな目をして、周りの人間に聞こえるようにはっきりとした口く調ちようで答えた。

「いや、あなたが作ったあの新型銃じゆうが無ければ、このたびのスタンピードの災さい厄やくを食い止めることはできなかっただろう。ミント・マージョラム嬢じよう、あなたは我が西せい域いき国こくの恩おん人じんであり英雄なのだ。国家と国民が未み曽ぞ有うの災さい厄やくに襲おそわれたあのとき、因いん習しゆうに囚とらわれ、禁きん忌きの言葉の後ろに逃れ、何も為なさなかった者どもと違い、あなたは為すべきことをした。安心したまえ、王おう家けは、あなたと共にある」

　そして、アニゼット姫はミントをいざなうように左手を伸ばした。

　その微笑の向こうにある真剣な色にミントは気づいた。

　今の言葉は、私に聞かせるための言葉じゃない。

　西せい域いき国こくは、もはや禁きん忌きの名の下にギルドと技術を支配する知の教団に従うつもりはない。国民のために正しいと信じる道を行く、ということを宣言したんだ。

　……メリーダウンさんから聞いたことに間違いは無かった。

　西域国は、インダストリアンをギルドの支配から解き放とうとしているんだ。

　ミントの脳のう裏りに父親の顔が浮かんだ。

　朝から晩まで油まみれになって働いていた父さん……。

　新しい技術を考え付いた、というだけの理由で、ギルドに鉄砲鍛冶ガンスミスの資格を剥はく奪だつされ、デメララを追われた父さん……。

　最後まで技術の進歩はインダストリアンの義務だと信じて疑わなかった父さん……。

　今、この国の人たちは、父さんのことを認めているよ。

　父さんは間違っていなかった、父さんのやったことは正しかったって言ってくれているんだよ。

　だから……私も……負けないよ。見ていてね……父さん。

　ミントは、すっと背せ筋すじを伸ばすと、アニゼット姫の左手を取って立ち上がって微笑ほほえんだ。

「かしこまりました、アニゼット様、どうかよろしくお願いします」
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　ミントの表情から弱気な部分は消え失うせていた。

　アニゼットは、心の中の驚きを顔に出さぬように苦労しながら微笑を浮かべ、ミントの手を取ったまま大おお広間に向かって歩き出した。

　控え室に居並ぶ高級官かん僚りようや上級士族セツクの妻さい女じよたちの視線を浴びながら、昂こう然ぜんと顔を上げて歩くミントの横顔を見ながら、アニゼットは思った。

　……清せい楚そな野の花のように、実にはかなげに見えるドレスをまとったこの少女は……本当は誰よりも強い意志と、信念に支えられているのかもしれない。

　控え室の入り口に黒いロングスカート姿の女侍じ従じゆうが立って、よく通る声で呼びかけた。

「お時間でございます！　皆様、どうぞ大広間にお進み下さい！　大広間の入り口にエスコート役の殿との方がたがお待ちでございます！」

　アニゼットとミントは、後ろに着飾った女性たちを従えて、大広間に向かった。

　大広間に通じる大おお扉が、左右に控えていた侍従たちによって開かれるのと同時に、ソバーヌ大たい老ろうの声が響ひびいた。

「さあ諸君！　美しき花たちの入場だ！　満場の拍手を持って迎えようではないか！」

　拍手と共に、式しき典てんが始まった。

　主しゆ賓ひんの片方であるケリンが不在のまま、という前代未み聞もんの式典であったが、この式典を計画した内ない務む局にとってみれば、二人揃そろわなくても特に問題は無いからだ。

　この式典の目的は、グレンダランの英雄を称たたえ、その功こう績せきを顕けん彰しようするため、ということになっていたが、本来の目的はそうではない。

　式しき典てんの主しゆ賓ひん、つまりケリンとミントは、教団の定めた禁きん忌きに反はん逆ぎやくし、平へい民みんに銃を持たせ公然とエズオルを狩り、ギルドが禁じた禁きん断だんの銃を大量生産した異い端たん犯罪者として、ギルド及び教団の審しん問もん院いんから追つい訴そされていた。

　教団から名指しされたその犯罪者を、逆に英雄として称たたえ顕けん彰しようすることにより、西せい域いき国こくの旗はた色いろを鮮明にすることがこの式典の目的だった。




　その頃、式典の主賓であるはずのケリンは……。

「おい！　もっと力を出せ！　それでもお前男かよ、Ｄデイー・Ｄデイー！」

　石炭の粉で真っ黒になったＤ・Ｄは、半分泣きそうな声で言い返した。

「前から言っているだろう！　俺は頭ず脳のう労働専門なんだ！」

「身体からだを下に入れて、足と腰で持ち上げろ！　腕の力だけじゃダメだ！」

「俺たちだけじゃ無理なんじゃないか？　もっと人を呼んできたほうが……」

「馬鹿！　そんなヒマあるか！　下した敷じきになってるヤツが持たないぞ！」

　同じように真っ黒な顔をしたケリンは、そう叫ぶと地面に膝ひざをついて、目の前にある黒い石炭がぎっしり詰まった箱型の馬車の荷台の下に身体を入れた。

「あ、おい、ケリン、お前そのズボン……」

　Ｄ・Ｄは、そう言いかけて、言葉を飲み込んだ。

　……頭っから石炭の粉を浴びて真っ黒けな顔してるんだ、いまさらズボンにこだわったって仕方ないな。

　Ｄ・Ｄは小さくため息をつくと、ケリンの隣となりに同じように膝をついて、斜めになった石炭運うん搬ぱん用の大型馬車の荷台の下にはい込んだ。

　荷台の隙すき間まから細かな石炭の粉がパラパラと落ちてきて、襟えり首くびの後ろから背中に入り込む。うひゃ！　下着まで真っ黒になっちまう。帽ぼう子しと上着は馬車の中に置いてきたが、ズボンは大たい礼れい服ふくのままだし、こりゃあ宮きゆう中ちゆう晩ばん餐さん会どころの話じゃない。

　それにしても、よりによって、こんなときに事故に出くわすとはな。

　ケリンとＤ・Ｄが持ち上げようとしているのは、車しや軸じくが折れ、荷に崩くずれを起こして露ろ店てんの上に横倒しになった大型の石炭運搬用の馬車だった。

　宮中晩餐会に向かっていたはずのケリンとＤ・Ｄが、なぜこんなところでこんなことをしているのか。

　話は少し前にさかのぼる。

　二人を乗せて、クローブの道場を出た迎えの馬車は、遅れを取り戻すために、混雑するメインストリートを避けて、一本裏の細い道に回り込んだところで、この事故の現場に出くわした。

　裏うら路ろ地じの交差点を斜めに塞ふさぐような形で大きな荷馬車が横おう転てんしており、左右に他の馬車が通り抜けるような隙間は無かった。

　御ぎよ者しやは悪あく態たいをつくと、手綱たづなを引いて馬車を止めた。

　馬車というのは、馬という生き物の力で前に進むことを前ぜん提ていに考えられて設計されている。馬に限らず、どんな生き物でも、後ろに下がるのは苦にが手てだ。特に後ろが見えない状態のまま後退するのには不安が伴う。そして馬というのは想像以上に臆おく病びような動物なのだ。

　今まで快調に飛ばしていた馬車が急きゆう停車したのに気づいた役人は、車体の後部外側にある従じゆう者しや席から身を乗り出して御者に声をかけた。

「おい！　どうした！」

「どうしたもこうしたも、見て下さい、事故で道がふさがれていやす、こりゃあ下がらないと無理っすね」

　役人は、目の前で横倒しになっている大きな荷に馬車を見て舌した打うちをした。

「ただでさえ遅れているってのに……仕方ない、私が先導するから後退してくれ」

　そう言って馬車から降りようとしたとき、横転していた馬車の周りで騒いでいた人間たちの群れの中から一人の男が役人の元に走り寄ってきて叫んだ。

「頼む！　手を貸してくれ！　母親と子供が馬車の下した敷じきになっているんだ！　早く馬車を動かさないと死んでしまう！」

　役人は、顔をしかめると、馬車の屋根の上に立っている西せい域いき国こくの旗はたを指差して言った。

「この馬車は公用で急いでいるのだ、そんな暇ひまはない！　警備隊ガーデイアンの詰め所に人をやって、警備隊員を呼べばいいだろう」

「警備隊の詰め所には、もう人をやった、でも人が集まるには時間がかかる！　一いつ刻こく一秒を争うんだ！　頼む、手伝ってくれ！」

　役人は横おう転てんしている馬車をちらっと見た。

　周囲を高い板で囲った箱型の荷に馬車の積荷は石炭だったらしい。馬車の周囲は石炭の粉で真っ黒になっている。

　馬車の周りに群がる男たちも皆、その石炭の粉を浴びているのだろう、近所の人が掲げるランタンの明かりに浮かび上がる男たちのシルエットの上半身は、宵よい闇やみの中に溶け込んでしまっている。

　役人は、慌あわてたように首を振った。

「あのような場所に行けるわけが無い、我々は王おう宮きゆうで開かれる式しき典てんの主しゆ賓ひんを送そう迎げいしているのだぞ！　公式行事に遅れるわけにはいかんのだ、そこをどけ、馬車を後退させねばならん！」

　そのとき、馬車の扉が、がたん、と開いて、胸元と袖そで先さきにフリルの付いた礼れい装そう用の白いシャツを着た若者が二人飛び出してきた。

「俺たちが手伝うぞ！」

　大たい礼れい服ふくを脱いで、やる気満まん々まんのケリンとＤデイー・Ｄデイーの二人を見た役人は目を丸くして叫んだ。

「おやめ下さい！　何をなさるおつもりですか！」

　ケリンは、横倒しになった荷に馬車を指差した。

「あいつらを手伝うに決まってるだろう！　人の命がかかっているんだぞ！」

「し、しかし、あなた方は今夜の式しき典てんの主しゆ賓ひんですぞ！　この式典は国家の公的行事であって……」

　ケリンは、役人をにらみつけた。

「公的行事って言ったって、国家存そん亡ぼうの危機とかじゃなくて、ただの晩ばん餐さん会だろうが！　たかが勲くん章しようもらって、綺き麗れいな服着て美う味まいもの食って、話をするだけじゃねえか！」

　役人は、目を白しろ黒くろさせて、絶ぜつ句くした。

「そ……そんな無責任な……」

　役人の引きつった顔を見たケリンは白い歯を見せて笑った。

「あんたを巻き込む気はねえよ、俺たちを置いて行きゃあいいだけのことさ、じゃあな、王様とソバーヌ大たい老ろう様によろしくな、よし、Ｄデイー・Ｄデイー行くぜ！」

　そう言って横転した馬車に走り寄っていくケリンとＤ・Ｄの背中を役人は、現実感を喪うしなった目で見送った。

　公式行事、それも叙じよ勲くん者という立場を、いとも簡単に投げ出すような人間がこの世にいるとは思わなかったのだろう。

　目の前にいるのは、下級士族デミセツク、それも不良の親おや玉だまだった人間だ。

　実力者の気まぐれで抜ばつ擢てきされ、たまたま赴ふ任にんした先のグレンダランが城じよう塞さい都市で、運の良いことに新型銃じゆうを作れる鉄砲鍛冶ガンスミスがいてくれたために、スタンピードを切り抜けた……という、今どき、ご都つ合ごう主義の子供向け小説でも出てこないような、絵に描いたような立りつ身しん出世劇を演じた男なのだ。

　彼は、もう何もしなくて良いのだ、これから開かれる晩餐会で国王からお褒ほめの言葉と勲章をもらえば、西せい域いき国こくの英雄になれる。

　他の誰もが、望み、手に入れたいと渇かつ望ぼうしている国家的な英雄の座が転がり込んでくるのだ。

　その、式典をすっぽかすということがどういう結果を生むのか彼らは知らないのだろうか？　いや、そんなことはない、それほどまでに愚おろかであるわけがない。

　では……なぜだ！

　役人の思し考こうを断ち切ったのは御ぎよ者しやの戸と惑まどったような声だった。

「どうしやすか？　馬車を後退させますか？　それともここで待ってます？」

「待ってなどいられるわけがない！　王おう宮きゆうに急ぐぞ！　この件の責任は私にはない！」

　役人はわめくようにそう言うと、馬車の後ろに立って後退の誘ゆう導どうを始めた。




　室内楽がく団だんの奏でるセレナーデが響ひびき渡る大おお広間には、純白のテーブルクロスが敷き詰められたテーブルが並び、壁かべ際ぎわには、タキシード姿の給仕たちが立って、晩餐会が始まるのを待ち構えていた。

　出席者はすでに全員席に着いているのだが、上かみ座ざの玉ぎよく座ざの脇にある二つの主しゆ賓ひん席の片方、ケリン・ミルダモンが座るはずの席は空席のままになっている。

　居並ぶ出席者たちが、ひそひそと会話を交わす声が低いざわめきとなって大おお広間の中に広がっていた。

「どうしたのだろうね？」

「何かあったのではないか？」

「身分の低い下げ賤せんの者のことだ、怖気おじけづいたのかもしれんぞ」

「まったくですわ、運が良いだけの男ですしね」

「たかが下級士族デミセツクの不良が、西せい域いき国こくの英雄ですからな、時代は変わりましたな」

「そういえば、面白いウワサ話がありますぞ、あのケリンという男は、ソバーヌ大たい老ろうの隠かくし子ではないか、というのですよ」

「なんと、それは本当ですか！」

「いえいえ、あくまでもウワサですよ。しかしそう考えるとすべての話のつじつまは合う……違いますかな？」

「なるほど、あの大だい抜ばつ擢てきも、この活躍も、新型銃じゆうも、このときのための布ふ石せきというわけですか」

「あらかじめスタンピードが起こることがわかっていれば、なんでとでもできる……ということですよ」

「さすがはソバーヌ様だ、この先あの方についておれば、安あん泰たいでしょうな」

「わからんぞ、ギルドと教団は、このまま引っ込んでいるとは思えぬし……しばらくは様よう子す見みではないかな？」

「乗のり合あい馬車に乗り遅れると分け前は減るぞ」

「かといって、真っ先に乗り込むにはリスクが大きいですし」

「お互い、思し案あんのしどころですな」

　そのとき、一人の役人らしい男が、そそくさと控え室から入ってきて、ソバーヌの後ろに立ち、小さく一礼してから何かを耳打ちした。

　ソバーヌは、表情も変えずに話を聞いていたが、やがて、何か指示を与えた。

　部下らしい役人は、小さくうなずくと、控え室に下がって行った。

　ソバーヌが、目もく礼れいしたあとで立ち上がると、大広間が静まり返った。

　玉座に座っている国王の名みよう代だいであるバーネット公こうに一礼したあとで、会場の人々を見回してソバーヌは言った。

「御ご臨りん席せきの諸君に残念なお知らせがある。本日の叙じよ勲くん者のお一人であるケリン・ミルダモン殿は、こちらに向かう途中で、事故に遭そう遇ぐうした、との知らせが入った。お身体からだは無事のようだが、こちらに向かえないとのことである。よって、誠に異い例れいではあるが、ミント・マージョラム嬢じようのみを叙じよ勲くん者として式しき典てんを開催することと致します」

　ミントの横に座っていたアニゼットは、ソバーヌの言葉を聞いたミントが、はっと息を飲んだのに気がついた。

　ミントの顔からは血の気が失われていた。

　アニゼットは、小声でささやいた。

「私があとで詳しいことを聞いてきてあげよう。とりあえず今はケリンの身が無事だという言葉を信じるがいい」

　ミントは小さくうなずいたが、その顔から不安の色は消えていなかった。

　その、青ざめた顔を見てアニゼットは思った。

　……この子が、これほどまでに身を案じる……その理由に、当のケリンは気が付いているのかな。

　大おお広間に、式典の開催を告げるファンファーレが鳴り響ひびいた。




　その頃。デメララの下町を、早足で走る一台の荷に馬車があった。

　野菜や果くだ物ものなどを売り歩く行ぎよう商しよう人にんの馬車なのだろう、荷台には、箱に入った野菜などが乱雑に積み上げられており、その箱の上には真っ黒な顔をした二人の若者が座っていた。

　その、真っ黒な顔の若者が荷馬車を走らせている小こ太ぶとりの中年の男に声をかけた。

「いいのかい親父おやじさん、俺たちみたいなのを乗せちまって、商売物の野菜が石炭の粉で真っ黒になっちまうぜ」

　声をかけられた行商人らしい中年の男は笑いながら答えた。

「なあに、いいってことよ、困ってるときはお互い様だ。あんたらが手伝ってくれたおかげで、馬車の下した敷じきになっていた母娘は助かったんだ。こんどは俺があんたらを助ける番ってことよ……」

　中年の男は、そこで言葉を切ると振り返った。

「アンゴスチュラ大通りに出たぜ、どっちに行くんだ？」

　真っ黒な顔をした二人組の若者のうち、すこし痩やせてメガネをかけている方の若者が答えた。

「まっすぐ王おう宮きゆうの方に向かってくれればいい」

「王宮の方に向かえばいいんだな？」

　もう一人の若者が笑いながら言った。

「そうそう、そのまま大おお手て門もんをくぐって王宮の中まで行ってくれ」

　行商人の男は、気の利いたジョークだと思ったのだろう、大声で笑った。
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　第二章「懇談会」







　控え室に、大おお広間で演奏されている室しつ内ない楽がくの音楽と、出席者が談だん笑しようする声とが入り混じった、ざわめきが満ちていた。

　ケリンとＤデイー・Ｄデイーが到着したという知らせを受け取ったソバーヌは、この控え室に下がって、そこで詳しい報告を受けていた。

「石炭まみれになったまま、行ぎよう商しよう人にんの荷に馬車で王おう宮きゆうに乗りつけたとな？　実に彼らしい」

　そう言って笑ったソバーヌを見て、控え室にいた、四十歳さいくらいの目つきの鋭い高級官かん僚りようらしい役人が、憤ふん慨がいしたように言った。

「しかし、公式行事をないがしろにするということは、処分に値あたいします。しかるべき処置を取るべきだと思いますが……」

　ソバーヌの顔から微笑ほほえみが消えた。

「クローネン。君は、目の前で起こっている事故を見て見ぬふりをする方が正しいと思うのかね？」

　クローネンと呼ばれた高級官かん僚りようは首を振った。

「いえ、そうではありません。しかし、時と場合によると思います。わざわざ自分から手を下さずとも、他に人がいるはずです、そういった者にやらせれば良いことであって、大たい礼れい服ふくを汚してまでやるようなことでは無いと思いますが？」

　ソバーヌは控え室の隅すみにいた、一人の小こ役人を見た。

「ケリンを迎えに行ったのは、確か君だったな、ちょっと聞きたいことがある」

　小役人は、ぴょんと飛び上がるように背せ筋すじを伸ばした。

「はい、何でしょうか大たい老ろう閣かつ下か」

「君が事故の現場に遭そう遇ぐうしたときの状況について聞かせてくれ。その事故の現場に、倒れた石炭運うん搬ぱん用馬車を動かせる設備とか、何十人という力ちから自慢の男たちなどがいたのかね？」

　小役人は、首を振った。

「いえ、市場の男たちがいたただけです……十数人ほど。わたくしは急ぐように進言いたしましたが、ケリン閣下は『晩ばん餐さん会など、綺き麗れいな服を着て、美う味まいもの食って話すだけのことだ』と申され、大礼服のまま横おう転てんした馬車の方に行ってしまいました」

　ソバーヌは声を上げて笑った。

「なるほど、確かにケリンの言うとおりだ。晩餐会など綺麗な服を着て美味いもの食って話をするだけのことだな、人の命に比べればたいしたことではない……それにしても、現場にいたのは十数人か、ならば、あと一人か二人の力があれば、下した敷じきになった人間を救出することはできると考えたのだな……実に的てき確かくで迷いが無い」

　ソバーヌは、ゆっくりとクローネンに向き直った。

「君は、内ない務む局に勤めて何年になる？」

「二十年になりますが？」

「そうか……君は、手を汚し、汗をかくような汚れ仕事は、すべて他人にやらせることが当たり前だと思っているようだな。大礼服を汚すくらいなら、目の前で人が死ぬのを見ているほうが良い……そう思っておるのだろう」

　クローネンは目を見開いた。

「いえ！　そのようなことは決して！　……」

　ソバーヌはクローネンの目を正面から見て力強く言った。

「良く聞け、我らが奉仕すべきは国家にして国民なり。国民とは、士し族ぞくのみを言うにあらず、数多き平へい民みんこそがわが国の礎いしずえだ！　しかし貴き様さまは心の根で平民を蔑さげすんでいるのだ。その証しよう拠こに貴様は大礼服と平民の命を天てん秤びんにかけ、大礼服を尊しと考えた……違うか！」

　黙って目を伏せたクローネンに向かって、ソバーヌは畳たたみかけた。

「貴様は、見て見ぬ振りをしても誰にもわからないと考えておるのだろうが、誰かがどこかで必ず見ている。そのことを肝きもに銘めいじておけ！　民たみは常に我々を見ている。我々の行いのすべてを！　我らが民たみの信しんを失えば、西せい域いき国こくは滅びる、民の信無くして国家はありえんのだぞ！」

　クローネンはしばらく黙っていたが、やがて目をそらしたまま答えた。

「……申し訳ありません、肝きもに銘めいじます」

　ソバーヌは、クローネンをにらみつけていたが、やがて、すっと視線をそらして言った。

「貴き様さまらはどう考えているか知らんが、あのケリンという若者は、運が良いだけのただの野や卑ひな不良上がりの若者ではない。今、自分は何をすべきなのか、それを判断し、そのために動くことができる優れた能力を持っておる……自分のためではなく他人のためにな……まもなく出席者は懇こん談だん会の会場に移る。私は大おお広間に戻らねばならん。ケリンにシャワーを浴びさせて石炭の粉を落とし、着替えさせたら懇談会の会場につれて来い。主しゆ賓ひんが最後まで不在というわけにもいかないからな」

「かしこまりました」

　慇いん懃ぎんに頭を下げたクローネンを、ちらりと見たあとでソバーヌは控え室を出て行った。

　そのソバーヌの背中を見送ったあとで、クローネンは小声で、そばにいた小こ役人を呼んだ。

「おい、ちょっと来い」

　ケリンを迎えに行ったその小役人がやってくると、クローネンはさらに小さな声で言った。

「……サルート様に、ことの次第をお伝えしろ。ケリン・ミルダモンは西域国の国こく事じ行為をないがしろにし、国王陛へい下かに対し侮ぶ辱じよく的な言葉を吐いたが、ソバーヌ大たい老ろうは咎とがめるどころか笑った……とな」

　部下の小役人は目を見開いた。

「しかし、それは……」

「これは、高度に政治的な問題なのだ。お前は私が言ったとおりに言葉を伝えれば良い！」

「はい、かしこまりました」

　クローネンの険しい目を見た部下は、慌あわててうなずくと、そそくさと部屋を出て行った。

　控え室の扉が開くと、一瞬、晩ばん餐さん会の会場から、隣となりの懇談会用の広間に向かって移り始めた人々が交わす会話の声が大きく聞こえて、すぐに小さくなった。

　そのざわめきを聞きながらクローネンは薄く笑った。

　……スタンピードが終わったら、あんたに用は無い。と思っている人間は、いっぱいいるんだよソバーヌ大老閣かつ下か。みんな、あんたを引きずり下ろすための言いがかりを探しているんだ。

　西域国の公式行事をすっぽかそうとしたあのクソガキを咎めなかった。それは国家をないがしろにし、国王陛へい下かの名みよう代だいであるバーネット公こうの立場を否定する行為だ。つまり、あんたは国家と国王に対する反はん逆ぎやく者だ……みたいなむちゃくちゃな言いがかりをね。

　誰が聞いたって理由にならないような理由で失しつ脚きやくさせれば、させるほど、それはあんたの一派全員に向けたメッセージになる。

　お前らを叩たたき潰つぶすのにまともな理由など必要ない、お前らは完全な負け組だ、というメッセージに……。




　叙じよ勲くん式の晩ばん餐さん会は、テーブルに着席して行われる公式行事としての正せい餐さんと、その後、場所を変えて立食形式で自由に会話を楽しむ私的な懇こん談だん会の二部構成になっていた。

　言うなれば懇談会は二次会であり、非公式な立場でものが言える場所でもある。

　叙勲式が終わり、それに続いて開かれた宮きゆう中ちゆう晩餐会の正餐も無事に終わった会場から、懇談会が行われる別の大おお広間に向かって、出席者が移動していた。

　その回かい廊ろうを動いていく人の波の中に、ひときわ目立つ人の群れがあった。

　その群れの中心にいるのは、薄うす水みず色いろのイブニングドレスを着た少女と、黒い近衛このえ連れん隊たいの礼服を着た美女の二人組で、それを取り巻く人間のほとんどが、若い男性たちだった。

　ミントの脇を一緒に歩いて彼女をエスコートしていたアニゼットは、自分たちの周りに群がる男たちと、その後ろで、嫉しつ妬との炎ほのおを燃やす女性陣じんの両方の視線をずっと感じていた。

　アニゼットは、ちらっとミントを見た。

　ミントの着ている薄水色のドレスは、実にシンプルで、見み様ようによっては質しつ素そですらあった。しかし、そのシンプルさは、決してミントの可愛かわいらしさを損そこなうものではなく、逆にミントの清せい純じゆんさと可か憐れんさを際きわ立だたせていた。

　少女が、大人の女性に向かって一歩踏み出した瞬間の初うい々ういしさを、何にたとえればよいのだろう。

　女性特有のやわらかな身体からだの線の下に、まだ、どこかぎこちない子供の身体が薄く透けて見える。肩や細い首くび筋すじは少年のようだ。

　しかし、シンプルなドレスは、未み成せい熟じゆくな身体の線を覆おおい隠かくすことも、補正することもせず、実に微び妙みようなバランスのままそこに保ち続けることによって、ミントの魅み力りよくを引き出していた。まあ、確かに女の私から見ても、この子は実に可愛らしく健気けなげで、守ってあげたくなるような子だから無理も無いが……。

　アニゼットの視線は、さっきからミントに向かってしきりに話しかけている、若い男に飛んだ。

　青黒いような不健康な顔色と、たるんだような皮ひ膚ふをした小こ太ぶとりの長髪のその男は、しまりのない顔にへらへらした笑いを浮かべ、自分にしか笑えないようなジョークを繰り返していた。

　……このドレスをデザインしたメリーダウンが『殿との方がたを萌もえ殺す』とか言っていたそうだが、その目もく論ろ見みは成功したようだな。同じような嗜し好こうの男どもばかり寄ってくる。

　問題は……あの男の正体だ。ミントに言っておかなければ。

　懇談会用に用意されたもう一つの大広間は、晩餐会の会場よりいくらか狭く、部屋の中には小さな円形のテーブルがいくつも置かれ、一休みする人のために壁かべ際ぎわに椅い子すが並べられていた。

　部屋の中に入るところで、飲み物の入ったグラスが渡され、人々はそのグラスを持ったまま思い思いの場所に散ってゆく。

　ミントの周りに集まっていた人間が離れた隙すきに、アニゼットが小声で言った。

「さっき、あなたに向かってしきりに話しかけていた男に気をつけた方がいい。彼はインダストリアンギルド評ひよう議ぎ会の副議長、ヘニンガーの息子むすこだ……」

　ミントは息を飲んだ。

「インダストリアンギルドは、私の追放と訴そ追ついを要求しているはずです！　それなのに、なぜこの晩ばん餐さん会に？」

「ギルドの中にもさまざまな考え方の人間がいるということだ。ヘニンガーは評議会総そう議長のアスバッハの失しつ脚きやくを望んでいる、息子をこの晩餐会に臨りん席せきさせたのは、自分はアスバッハとは違い、王おう国こく府ふとの関係を保ちたいと思っている、という意思表ひよう示じだ」

　ミントはアニゼットを真剣な目で見ると、小声で静かに聞いた。

「王国府のために……私は、何をすればよろしいのでしょうか？」

　アニゼットは目を見開いた。

「あなたは……自分自身のことを考えなくては……」

　ミントは首を振った。

「私は、私の思うとおりのことをしただけです。でも、そのことでアニゼット様や、ケリンに迷めい惑わくがかかるとしたら、その責任は私にあります」

「あなたは正しいことをした。もし、それが罪だと言うのなら、人を救い、人のために何かをし、人の未来を守ろうとするすべての人を捕らえ、牢ろうに繋つなぎ、処しよ刑けいしなくてはならないだろう……そんなことが、許されるわけがない。王国府は……私とソバーヌは、何があってもあなたを守る」

　アニゼットは、そこで言葉を切ると、ちらりと視線を飲み物のワゴンに群がっている客の背中に投げて言葉を続けた。

「ヘニンガーの息子は、ギルドの幹部の息子という自分の立場を使って、あなたに言い寄るかもしれないが……そんなことをやったら、向こうずねを思いきり蹴け飛とばしてやれ」

「いいんですか？　そんなことをして！」

「構うものか、人の弱みに付け込もうとするヤツは、痛い目にあわせてやったほうがいい」

「でも……」

　困った顔をするミントを見て、アニゼットが、小さくため息をついた、そのとき。

　懇談会が開かれている大おお広間の入り口あたりが急に騒がしくなった。

　その方向に視線を走らせたミントの瞳が、ぱっと輝いたのを見たアニゼットが振り向くと、大礼服を着た人々の向こうに見え隠かくれする見事な紅あか毛げが見えた。

　アニゼットは、再び小さくため息をついた。

　……やれやれ、やっと主役の登場か。何かにつけて一ひと筋すじ縄なわではいかない男だな、あの男も。

　やがて、人の群れを掻かき分けて姿を現したケリンの深ふか緑みどり色の国防軍の大礼服の胸には、グレンダラン防衛の功こう労ろうを称たたえて授じゆ与よされた、白い大だい勲くん章しようが輝いていた。

　照れたような微笑を浮かべているケリンに、一人の白はく髪はつの老人が近寄るのを見たアニゼットは、嫌な予感がした。

　その老人は、元の大たい老ろう、サルートだった。

　利権の裏うら取り引きや駆け引きにより、十数年にわたって西せい域いき国こくの権力の中ちゆう枢すうに君くん臨りんし続け、王おう国こく府ふの古ふる狸だぬきと異い名みようを取った彼が、スタンピードが始まるのと同時に、この国こく難なんを乗りきるには、指導力と決断力に勝るソバーヌこそがふさわしい、として大老職しよくを譲ゆずり、身を引いたその潔いさぎよさに、人々は驚いた。

　しかし、ソバーヌたちの必死の働きで、スタンピードが収まり、あちこちで復ふつ興こうのための予算が組まれだしたとたん、サルートの名前が再びささやかれ出したのだ。

　既き得とく権けんを握っている大だい商人……いわゆる政せい商しようたちにとってみれば、清せい廉れん潔けつ白ぱくで厳げん格かくなソバーヌより西域国の利り権けん構造を知り尽くしたサルートが大老職にいてくれた方が、ありがたいということなのだろう。

　政商たちは、西域国内の実力者に接触し、サルートの復権について活動し始めており、サルートもどうやらその気らしい、というウワサをアニゼットは聞いていた。

　……あの古狸め、一番面めん倒どうで、責任の重いスタンピード対策をソバーヌに押し付けて、自分はさっさと逃げておいて、スタンピードが収まったら知らん顔で元のポストに戻るつもりでいるというわけか、ケリンに話しかけて何をするつもりだ？

　サルートがケリンに近づくのを見て、心配そうな顔をした人間が、他にもいた。

　懇こん談だん会が開かれている大おお広間の壁の向こうには、賓ひん客きやくの部下や随ずい行こう員などが控えるための待機室が、いくつか設けられていた。

　この待機室には、大広間の様よう子すを見ることのできる小さなのぞき窓が作られており、随行員などはここから上じよう司しや主人の動どう静せいをうかがうことができるようになっていた。

　そののぞき窓から懇談会の会場を見ていた、黒いフォーマルなスーツを着た若い秘書官らしい女性が、眉まゆをひそめてつぶやいた。

「ケリン君、お願いよ、下へ手たなことを口走らないでね……相手は海うみ千せん山やま千せんのサルートなんだから、言葉尻じりをとらえて何を言い出すかわからないわよ……」

「気を揉もむだけ無む駄だですよ、メリーダウンさん」

「え？」

　慌あわてて振り向くと、そこに、メガネをかけた若い男が微笑ほほえみを浮かべて立っていた。

「なんだ、Ｄデイー・Ｄデイー君か……」

　Ｄ・Ｄは少し目を見開いて、意外そうに言った。

「今日は本名で呼んでくれないんですか？」

「今みたいに忙しいときに、いちいち『ドナルドエリメンシス・デュークロアエリエント・デビルズハカープログラム君』なんて呼べるわけ無いじゃない……って呼んでるけど」

　Ｄデイー・Ｄデイーは意外そうな顔をした。

「俺の名前をいきなりすらすら言える人は、めったにいないんですよ。デビルズハカープログラム家の子供は代だい々だい頭かしら文字をＤ・Ｄ・Ｄにするしきたりがあるとかで、こんな名前になってるらしいですけど」

「変なしきたりね……Ｄ・Ｄ・Ｄなんて、成績表で言えば不合格って意味よ」

　Ｄ・Ｄは、まいったな、という顔をした。

「ひでえなあ……」

　そのＤ・Ｄの顔を見て、メリーダウンは面白そうに笑ったあとで、少し真剣な目でＤ・Ｄに聞いた。

「あなた、私のこと覚えていないの？」

　今度はＤ・Ｄが真剣な目になった。

　……この人と、過去に出会ったことがあるんだろうか？

　俺はアカデミーを中退したあとは、いろんな学校に行って、いろんなことを勉強してきたけど、どこも、俺と似たような連れん中ちゆうばかりで、女の子とは縁えんが無かったし、ましてこのメリーダウンって人は俺より一つか二つ年上のはずだ。だとすると、もっと縁が無いはずだ。

　ということは、アカデミーにいた頃の話か？　俺が中退したのは十三のときだから、そのときこの人はきっと十五歳さいくらいで……。

「あ！」

　Ｄ・Ｄの記き憶おくの中に存在する何十人という少女の顔の中から、一人の少女の顔が浮かび上がった。それは、知識アカデミーの生徒自治会の書しよ記き長ちようをやっていた人だった。

　……あの人に似ている。でも、名前が違う。

　そこまで考えたとき、Ｄ・Ｄはメリーダウンという一族のことを思い出した。

　メリーダウン家は、代々優秀な秘書を輩はい出しゆつする一族として有名だった。自分の一族のみならず、優秀な子供を引き取り、英えい才さい教育を行う、一種の養成機関のようになっており、メリーダウン家に引き取られ、そしてメリーダウンの名前をもらって世に出るということは、秘書として免めん許きよ皆かい伝でんをもらったに等しいとされていた。

　……そうか、この人は、メリーダウン家に養よう子しに行って、そしてそこでメリーダウンの名前をもらったんだ。だとすると、元の名前は……。

　Ｄ・Ｄは注意深くその名前を口にした。

「ひょっとして……ロゼ・ダンジュー先せん輩ぱいですか？」

　メリーダウン目が輝いた。

「当たり！　……それにしても思い出すのに随ずい分ぶんと時間がかかったわね」

　Ｄデイー・Ｄデイーは再び頭を掻かいた。

「すみません、先せん輩ぱいはてっきり知の教団の方に進まれたと思っていましたから……まさかメリーダウン家に養よう子しに行っているなんて……」

　メリーダウンは少し悲しそうな顔になった。

「あなたがアカデミーを辞やめた半年後かな、父が倒れてね。我が家はそんなに裕ゆう福ふくな方じゃなかったし、特とく待たい生せい待たい遇ぐうは取れたけど、アカデミーの教えることが嫌になっていたから、中退してそのままメリーダウン家に養子に入ったのよ」

「そうだったんですか」

　メリーダウンは、悪戯いたずらっぽい目でＤ・Ｄを見た。

「私はあなたを覚えていたのに、あなたはわたしのことなんか忘れていた、ってのはなんか悔しいわね」

　Ｄ・Ｄはちょっと赤い顔になると、話をそらした。

「あ、いえ……それはそうと、さっき言っていましたけど、アカデミーの教え方が嫌になっていた、ってどういう意味ですか？」

　メリーダウンは、一瞬『あ、このやろ』という顔をしたあとで肩をすくめると静かに答えた。

「アカデミーで教わるのは知識だけだわ、いわば答えが最初から与えられていて、私たちはそれをただ暗あん記きすることだけが求められていたわよね。与えられた答えに『なぜ、そうなるのか？』という疑問を持つことや『本当にそうなのだろうか？』という検けん証しようを加えることは異い端たんとして厳しく罰せられる……私はそのことにずっと不満を持っていたの。だって、勉強って、なぜなんだろう、どうしてなんだろう？　って疑問を抱くことから始まるものだと思っていたから……でも、アカデミーでは、そうやって抱いた疑問を自分の手で理解する必要は無い。なぜなら正しい知識がすでにあるのだから、最初からそれを受け入れれば良い、疑問を持つな、知識を無批判に受け入れろと言われたわ、きっと私は最初っからアカデミーとは合わなかったのかもしれないわね」

　メリーダウンは、そこで言葉を切ると、Ｄ・Ｄの顔を見て微笑ほほえむと言葉を続けた。

「ねえ、知ってる？　あなたや私みたいにアカデミーをドロップアウトした連れん中ちゆうって、結けつ構こう多いのよ、それぞれにいろんなところで働いてるけど、みんな一ひと癖くせも二癖もある連中ばっかり。その連中を集めると結構面白いことができるかもしれないわよ」

「まあ、癖があるからこそアカデミーみたいなところには馴な染じめないんでしょうけどね」

　Ｄ・Ｄが、そう答えてうなずいたとき。

　懇こん談だん会の会場が、どっと沸いた。

　メリーダウンとＤ・Ｄは、慌あわてて小さなのぞき窓に顔を突っ込んだ。

　背の低いメリーダウンの頭の上に顎あごを載せるような形になったため、のぞき窓が見えなくなったＤ・Ｄは顔を横にしてメリーダウンの頭に載せた。

「ちょっと、重いわよ！」

「仕方ないですよ、窓が小さいんですから、それよりも先せん輩ぱいが少し頭を下げて下さいよ」

「これはソバーヌ様の秘書として重要な役目なんです！」

「ケリンの副官として、話を聞くのも重要な役目ですよ、それにソバーヌ様と違って、あの馬鹿は、なにをやらかすかわからないんすから！」
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　メリーダウンが納なつ得とくしたように少し頭を下げると、Ｄデイー・Ｄデイーの目にケリンとサルートが飛び込んできた。

　そのままの姿勢でＤ・Ｄは聞き耳を立てた。

　メリーダウンの髪の匂においと、柔らかな息いき遣づかいの向こうから、大おお広間の中からサルートとケリンの会話が聞こえてきた。




「もう一度聞くが、君は、この式しき典てんと晩ばん餐さん会について『たかが勲くん章しようもらって、いい服着て美う味まいもの食って話すだけだ……』とか言い放った。このことに間違いは無いね？」

　念を押すように聞いたサルートに向かって、ケリンはしれっと答えた。

「ええ、言いましたよ、だってそうでしょ？」

　どよめく出席者に向かって、サルートは勝ち誇ったように言った。

「まったく、あきれたものですな。今までセックにのみ与えられていたダイヤモンドリーフ勲くん章しようを下級士族デミセツクの、しかも、このような無法者に与えるとは。ソバーヌ大たい老ろうの良識を疑いますぞ。そもそもこの式しき典てんは、国王陛へい下かの名みよう代だいであるバーネット公こうご臨りん席せきの国家としての公式行事だ。それをないがしろにするというのは、これ、すなわち国家と国王に対する侮ぶ辱じよくであります！　かくのごとき反はん逆ぎやく者しやを……」

「おい、じいさん……」

　サルートの長ちよう口こう舌ぜつは、ケリンのどすの利いた声で止まった。

「じ、じいさんだと？」

「ああ、そうだ、どんな魂こん胆たんがあるのか知らねえけど、俺のことを他人にこじつけんじゃねえよ、お前は俺がこの式典に遅れた理由を知ってそんなことを言っているのかよ！」

　目を見開いたまま、ぽかんと口を半開きにしているサルートを見て、メリーダウンは小さくため息をついた。

「……いきなり「じいさん」呼ばわりされて、つぎは「お前」か……きっと生まれてはじめてじゃないかしら、公こう衆しゆうの面めん前ぜんであんな風に呼ばれたの、古ふる狸だぬきも形なしね」

「あの馬鹿は怖いもの知らずだから……」

　そう答えたＤデイー・Ｄデイーの見ている前で、やり取りは続いていた。

「俺が式典に遅れたのはな、石炭運うん搬ぱん馬車が横おう転てんした現場に居合わせたからだ！　親子が馬車の下した敷じきになっていて、すぐにでも動かさないと、命が危なかった。だから俺はそっちを優先した。それだけのことじゃねえか！

　迎えの役人が、式典は公式行事だなんだかんだとぐずぐず言いやがるから俺はこう言ったんだ『公式行事って言ったって国家存そん亡ぼうの危機とかじゃねえ、たかが勲くん章しようもらっていい服着て美う味まいもの食うだけのことだ』ってな！

　式典に俺が遅れたことで、誰か死んだのか？　怪け我がしたヤツがいたのか？　俺があそこで手伝わなけりゃ人が死んだんだぞ！　俺はグレンダランで何百人という人間が死んでいくのを見てきた……だからもう、人が死ぬのを見たくなかったんだ！」

　サルートは鼻で笑った。

「貴き様さまは百人隊長失しつ格かくだな。人が死ぬことにいちいち騒ぎ立てていたのでは、隊長として部下を戦わせることもできまい。兵というのはな、平時においては掌しよう中ちゆうの珠たまのごとく扱い、戦時においてはこれを土くれのごとく扱わねばならんのだ！　それに、たかが勲章などと言っていたくせに、貴様の胸についているのは何だ？　もらえるものは、何でももらうという、そんな卑いやしい性しよう根ねの持ち主が、何を言っても説得力は無いな。貴様のような英雄は必要ない。

　わしが言っているのは生き死にの問題ではない、国家としての体たい面めんの問題を言っておるのだ。国家の体面というのはときとして平へい民みん一人二人の命などよりはるかに大切なものだ。貴様のような身分の低い者には国家の動かし方などわかるまいがな」

　ケリンはサルートをにらみつけると、胸の勲章をむしりとってサルートに突きつけた。

「いらねえよ、こんなもの！　英雄にだってなりたかねえ！　本当ならあんたの顔に叩たたきつけてやりてえくらいだ！　でもな、俺ができることはこれしかねえんだ！　俺は、この勲くん章しようを、グレンダランで死んだあいつらの墓に持って行って、墓ぼ標ひように向かってお前らが死んだのは無む駄だじゃねえんだ！　西せい域いき国こくはお前らを忘れない、これがその証しよう拠こだ、って言ってやらなきゃならねえんだ！」

　ケリンは、大きく息を吸うと、声のトーンを下げた。

「あんた、今言ったよな。人が死ぬことに騒ぎ立てていたんじゃ隊長失格だって……そのとおりだよ、部下を失うことを恐れていたんじゃ戦うこともできやしない。兵士とは平時においては掌しよう中ちゆうの珠たまのごとく扱い、戦時においては土くれのごとく扱うべしってのは本当のことだと思うぜ……でもよ、グレンダランで死んでいった連れん中ちゆうは、一度も掌中の珠のように扱われたことなんかなかったんだぜ。最初っから最後まで土くれのように扱われて死んで行ったんだ。そして、それでも、あいつらは戦った。最後の最後まで、弾だん薬やくが尽きても、銃じゆう剣けんと斧おので戦ったんだ！」

　そして、ケリンはもう一度サルートを指差した。

「俺みたいな英雄は必要ないって？　……そうさ、誰もがやるべきことをちゃんとやって、あらかじめ備えていりゃあ、英雄なんか生まれねえし必要もねえ！　英雄ってのは、ちゃんとやっていなかった連中の尻しり拭ぬぐいと帳ちよう尻じり合わせに作られるもんだ！　そういった連中の責任を追及するより、英雄を祭り上げた方が簡単だからな！　俺を英雄にしたのは誰だ？　やるべきことをやらなかったのは誰だ？　スタンピードなんか起こらないって決め付けて対策をとらなかったのは誰だ！」

　ケリンは勲章をサルートに突きつけた。

「この勲章は、俺のものじゃない、あいつらのものだ！　本当の英雄はあいつらだ！　でも、死んだ英雄じゃなくて生きている英雄が必要だった、俺が勲章をもらえた理由はそれだけだ！　……それとも礼を言って欲しかったのか？　あんたが何もしなかったおかげで、俺は勲章をもらえました、どヽうヽもヽあヽりヽがヽとヽうヽごヽざヽいヽまヽすヽと！」

　サルートは真っ赤な顔でケリンをにらみつけると、吐き捨てるように言った。

「野の良ら犬いぬめ……」

　そして、くるりと背を向けると、足音も荒く大おお広間から出て行った。




　のぞき窓からその様よう子すを見ていたメリーダウンが、感かん嘆たんしたようにつぶやいた。

「すごいわ、ケリン君……あのサルートにあそこまで言うとは……」

「世の中に、怖いもの知らずを横で見ているほど怖いものは無いって言うけど……納なつ得とくした」

　メリーダウンは小さく首を振った。

「怖いもの知らずじゃないわ、失うものが何も無いって言った方が近いんだと思う……サルートの影えい響きよう力は、名めい誉よとか利権とか、そういったものを欲しがる人にとっては絶ぜつ大だいだけど、ケリンみたいな、あっけらかんとした人間には通用しないのよ。古ふる狸だぬきが野の良ら犬いぬだと思って甘く見た相手は、実はオオカミだった、ってとこかな？」

　Ｄデイー・Ｄデイーはため息をついた。

「そのオオカミに首くび輪わをつけて引っ張り回す仕事が、この俺ってわけですね……」

　メリーダウンはひょい、と顔を上げてＤ・Ｄを見上げた。

　目の前にメリーダウンの顔が来たのに気がついたＤ・Ｄは、慌あわてて頭を上げようとして、そのまま後頭部をのぞき窓の上にあるでっぱりにぶつけた。

　ごっ！

　鈍い音がした。

「痛って〜え！」

　後頭部を押さえたＤ・Ｄを見て、メリーダウンは思わず声を上げて笑ってしまった。

「笑わなくてもいいじゃないですか……ひでえなあ」

　メリーダウンは、笑いながら思った。

　……なんだかんだ言っても、Ｄ・Ｄ君って、可愛かわいいところあるわよね。

　後頭部を撫なでながら、ゆっくりと向き直ったＤ・Ｄの顔は笑っていなかった。

　その、真剣な目を見たとき、メリーダウンの顔からも笑いが消えた。

　Ｄ・Ｄは、ゆっくりと言った。

「ロゼ・メリーダウンさん、折り入ってお聞きしたいことがあります」

　目を見て、自分の本ほん名みようを呼ばれたメリーダウンは、思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

「な、何を？」

「先せん輩ぱいのスリーサイズ……」

「え？」

　目を丸くして、顔を赤くしたメリーダウンの顔を見て、Ｄ・・Ｄは声を上げて笑った。

「冗じよう談だんですよ、ちょっとした報ほう復ふくです。本当は、ソバーヌ大たい老ろうに聞きたかったことがあるんですけどね、俺みたいな人間が直接聞けるわけがないですからね、あなたなら聞けるかもしれないと思いましてね」

「私は、一いつ介かいの秘書にすぎないわ、ソバーヌ大老のお考えになっていることなど、私にわかるわけがないでしょう！」

　怒ったような顔でにらみつけたメリーダウンを見て、Ｄ・Ｄは、にやっと笑った。

「確かに、他人の考えなんて誰にもわかりません。でも、それを推すい察さつすることはできます。私が聞きたいのはその推察です。ソバーヌ大老の一番近くにいて、その仕事の目的も方針もすべて理解している人の推察を聞きたいんです」

　メリーダウンは警けい戒かいしたように答えた。

「答えられることと、答えられないことがあるわよ」

「そんな怖い顔しないで下さいよ、俺が聞きたいのは、あいつのことだけなんですから」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、そう言うとのぞき窓を指差した。

「あいつ……って、ケリン君のこと？」

「そうです、王おう国こく府ふは……正確にはソバーヌ大たい老ろうは、あいつをどうするつもりなんですか？　下級士族デミセツクの不良を、百人隊長に抜ばつ擢てきした理由はなんとなくわかります。赴ふ任にん先が吹き溜だまりの六三三銃じゆう士し隊たいだった、って理由もね……この身分制度でがんじがらめになっている西せい域いき国こくに風かざ穴あなを開けて、くすぶってる連れん中ちゆうに風を送るつもりだったんでしょう」

　Ｄ・Ｄはひょい、と肩をすくめたあとで言葉を続けた。

「でも、まさかスタンピードが起こるとは思っていなかったでしょうし、あいつがグレンダランを守り抜くとも思っていなかったはずです……実際、俺だって今、ここにいるのが信じられないくらいの出来事でしたからね……そして王国府はケリンに、グレンダラン防衛の勲くん功こうを称たたえ、ダイヤモンドリーフ勲くん章しようを与えた。あれは上級士族セツクの将軍でさえめったにもらえない勲章ですよ、まして下級士族の不良になんざ、まず縁えんの無いシロモノです。風穴を開けるにしては少々穴が大きすぎやしませんか？」

　メリーダウンは、目を閉じると、唇の端に微笑を浮かべた。

「これはね、あくまでも私の個人的な推すい察さつにすぎないんだけど……ソバーヌ様は、最初は壁に小さな風穴を開けるつもりだけだったのかもしれないわ、溜まりに溜まった下級士族や上級士族の次男坊ぼうたちの鬱うつ憤ぷんを抜くための穴をね。でも、その穴を見ているうちに、穴じゃ満足できなくなって、窓を作ろうと考えるようになったのかもしれないわね。身分とかしきたりとか、禁きん忌きという名前の壁に」

「禁忌という名前の壁？」

　メリーダウンは目を開いた。

「そうよ、スタンピードが起きたとき、教団の使者が来て、ソバーヌ様に向かって、エズオルに手を出すな、軍を差し向けることも抵抗することも許さん、って命令したそうよ、エズオルを狩るのは禁忌に触れる、たとえ何百人死のうと関係ない、エズオルこそがこの世界の主ぬしなのだから、って……」

　Ｄ・Ｄはあきれたようにつぶやいた。

「むちゃくちゃなことを言いますね……」

「でも……教団が言いそうなことじゃない？　禁忌は絶対にして疑うべからず、って考え方しかできない連中の……」

　メリーダウンはほっと、小さく息を吐いて言葉を続けた。

「その命令を聞いたとき、ソバーヌ様の中で何かがキレちゃったんだろうな……って言うより、自分がずっと穴を開けたがっていた壁の正体が、しきたりとか身分とかじゃなくて禁忌と教団だってことに気がついたのかもしれないわね……」

「教団に叛はん旗きを翻ひるがえすということですか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーの言葉を聞いたメリーダウンは、ちょっと首をかしげた。

「叛旗というよりどっちかというと、教団の鎖くさりを断ち切るといった方がいいかもしれないな。教団は、今あるものに満足しないものは悪であり、現状を維持することだけが正しいと決め付けてきた……確かにその論ろん理りにも一いち理りあることは認めるわ、人間の欲望って限りないから……でも、それは人間の心の中にある、より良いものを求めようとする欲求すら否定してしまっているのよ、技術だけじゃなくて、この社会全体を、より良くしていこうとする意識すら否定しているのよ」

「でも……それが為い政せい者の本音じゃないんですか？　この社会の仕組みが揺らぐってことは、自分自身の地位すらも揺らぐってことです。誰もそんなことなど望んでいません、たとえ、世のため人のためだとわかっていても、既き得とく権けんを手放すことを受け入れられるほど人間ってのは賢かしこくありませんよ」

　メリーダウンは微笑ほほえんだ。

「そうね……あなたの言うとおり。そんなに賢く生きることのできる人間なんていないよね……私も、ずっとそう思ってたわ……」

　Ｄ・Ｄは、黙ったままメリーダウンの微笑を見ていたが、やがて大きくため息をついた。

「そうか……よくわかりました。なぜダイヤモンドリーフ勲くん章しようをもらっておきながら、ケリンは地方守備隊の百人隊長のままで昇進しなかったのか、その理由が。

　ならば、あの馬鹿を好きに使って下さい。広告塔とうにでも人気取りにでも好きなように！　嫉しつ妬とと羨せん望ぼうと憎ぞう悪おの的まとにされたって、あの浮かれポンチなら、しれっと生きていけます……俺がなんとかすればいいだけのことですから」

　メリーダウンは笑った。

「苦労するね、Ｄ・Ｄ君」

「ケリンの親父おやじさんにも言われました……苦労かけるなＤ・Ｄ、これからもっと苦労するぞ……って」

　もう一度微笑ほほえんだあとで、メリーダウンは壁の時計を見上げた。

「あら、もうこんな時間だわ……馬車の準備ができているかどうか確かく認にんに行かなくちゃ……じゃあ私はこれで……」

　狭い待機室を出て行こうとしたメリーダウンを、Ｄ・Ｄは呼び止めた。

「あ、そうだ、先せん輩ぱいに一つ聞き忘れたことがありました」

　部屋のドアノブに手をかけたままメリーダウンは振り返った。

「え？　何？　聞き忘れたことって？」

　Ｄ・Ｄは真ま面じ目めな顔で聞いた

「スリーサイズは、答えられることと、答えられないことのどっちなんですか？」

　メリーダウンは黙ってＤデイー・Ｄデイーをにらみつけると、そのまま部屋を出て行った。

　あとに残ったＤ・Ｄは、しばらく考え込んでいたがやがて、小さくうなずいた。

「……そうか、答えたくないこと、という選択肢しがあるのを忘れていた」




　Ｄ・Ｄが、女おんな心ごころについて一つ賢かしこくなったその頃、懇こん談だん会が行われている大おお広間には、二つの大きな人だかりができていた。

　一つはミントの周りに集まる若い男の群れ、そしてもう一つがケリンの周りに集まる若い娘たちの群れだった。

　ケリンの周りにいる若い娘たちの中には、ミントの周りに男たちが集まるのを見て、それに当てつけるためにケリンの近くにやってきた子もいたが、ほとんどは、ケリンの持つ八はつ方ぽう破れな気き性しように魅み力りよくを感じていた。

　ケリンは、今まで彼女たちが見てきた、いわゆる上流階かい級きゆうのお坊ぼつちゃまとは、気迫も生き方もまったく違っていた。

　あの、サルート元大たい老ろうに、正面からタンカを切り、筋を通そうとするような男を彼女たちは見たことがなかったのだ。

　まして、見た目もそれなりで、下級士族デミセツクとはいえ、彼はこの西せい域いき国こくの英雄であり、まさに『時の人』とくれば、社交界で名を売るのにもってこいの相手だ。

　かくしてケリンの周りには、ちょっと浮うき名なを流して、社交界のウワサの的まとになりたがる女の子たちが群がることとなった。

　頭の上の帽ぼう子しから靴の先まで、ピンク一色の衣装を着た女の子がウィンクして聞いた。

「ケリン閣かつ下かはどのような女の子が御お好このみですの？」

「え？　いやあ、好みって言われても……」

　胸の谷間を強調した下着を思わせるような黒いレースのドレスを着た女の子が、いきなり胸の前に飛び込んできて、潤うるんだ目で見上げた。

「わたくしの家は、この王おう宮きゆうの目の前にございますのよ……ぜひ一度わたくしの家に遊びに来てくれませんか？　いろいろお話が聞きたいですわん」

「あ、そう、近いんだね……お金持ちなんだ」

　下着のラインを見せ付けるような薄いドレスを着た女の子がいきなり左手に抱きついた。

「私の両親も、ぜひケリン閣下にお会いしたいと申しておりましたわ、私の父は国防軍の参さん謀ぼう総そう長ちようですの……この先、なにかとお力になれると存じますが……」

「すごいなあ、俺そんな偉い人なんか会ったこともないや……」

　周りに群がる女の子たちと適当に話を合わせていたケリンは、ちらっと視線を走らせて大広間の向こうにいるはずのミントを探した。

　背の高い男たちに囲まれたミントの姿は、なかなか見えなかったが、やがて人並みが動いたときに、ミントの顔が見えた。

　ミントと視線が合ったケリンは、手を上げて挨あい拶さつしようとしたが、ミントは半分拗すねたような目でちらりとケリンを見ただけで、そっぽを向いてしまった。

　……ちえ、なんでえ、あいつ。

　一ヶ月ぶりに会ったってのに、なんだよあの態度。

　王立銃じゆう器き研究所だとかいうところの主しゆ席せき研究員に抜ばつ擢てきされたとか言っていたけど……随ずい分ぶんと偉い人になっちまったみたいだな。

　ケリンがそんなことを考えていると、いきなりぐい、と右腕を引っ張られた。

　見ると右腕に派は手でな赤いドレスを着た女の子がぶら下がっていた。

　その女の子は、媚こびを振りまきながら甘え声で言った。

「ねえ、ケリン閣かつ下か、お写真撮とりましょうよ！　お抱えの写真師を連れてきていますのよ、記念に……ねえ、いいでしょう？」

「え？　あ、ああいいですよ、じゃあみんなで……」

　女の子は口を尖とがらせた。

「みんなじゃダメよぉ、二人っきりのお写真が欲しいの」

「いいじゃないか、記念にするならみんなで撮って、そして配ればいい、そうだそうしよう、そうに決めた」

　ケリンはそう答えると声を上げた。

「こちらのお嬢じようさんが記念写真を撮るそうです、皆さん一緒に入りませんか？」

　周りにいた人々が、がやがや言いながら集まって来るのを見た女の子は、誰にも聞こえないような小声で悪あく態たいをついた

「馬鹿馬鹿しい、集合写真じゃ意味無いじゃん……」

　その光景を遠くから見ていたミントは、そっと唇を噛かんだ。

　……ケリンは私なんかの手が届かないところに行っちゃったんだね。

　そうよね、ケリンは英雄なんだもの……。

　ケリンの将来を考えたら、ふさわしい相手が必要だよね。

　……私みたいなインダストリアンの女の子じゃなくて。

　そのとき、ミントの想いを知ってか知らずか、アニゼットが話しかけてきた。

「ケリンは人気者だな……まあ型かた破やぶりな男には誰しも興味を持つものだからな、あそこに集まっている娘の半分は興味本ほん位いだ、そんなに気にしなくていいぞ」

　ミントは顔を上げると、慌あわてて首を振った。

「気にするって……私、そんな……」

　アニゼットは、ミントの肩に、ぽん、と手を載せて微笑ほほえんだ。

「いろいろな人とおしゃべりをして、喉のどが渇かわいただろう。何か飲み物を持ってきてあげよう」

「え？　あ、そんな……」

　恐きよう縮しゆくするミントに向かって、アニゼットはもう一度笑いかけると、ミントの脇を離れ、飲み物のグラスが並んだワゴンの方に歩いて行った。

　そのとき、エスコート役のアニゼットが離れたのを見計らったように、一人の男がミントに近づいて来た。

　それはインダストリアン評ひよう議ぎ会の副ふく議長、ヘニンガーの息子むすこだった。

　不健康な青黒いぶよぶよとした小こ太ぶとりの顔に、薄うす笑わらいを浮かべてミントの前にやってきたヘニンガーは、馴なれ馴れしい口く調ちようでミントに話しかけた。

「君のあの新型銃じゆう、あれは、君より僕の方が先に考えついていたんだけどね、やっぱり量産して、有名にした人間の名前の方が大きくなるのは仕方ないよね」

「先に考え付いた……とおっしゃいますと、いつ頃の話ですか？」

「え？　あ、ああ、五年くらい前かな、とにかく雷管キヤツプと発はつ射しや薬やくを一体化したチャンバーって機構を僕が思いついたのは、君が考え付くよりずっと前であることに間違いは無いよ」

　ミントは微笑ほほえんだ。

「左さ様ようですか、五年も前に考え付いていらしたんですか、すごいですね」

　ヘニンガーは得意げに鼻を鳴らした。

「うん、僕はね、そういったことについては他人とは違うんだ。何て言うのかな？　自分で言うのもなんだけど、知性と教養にあふれた博はく学がくな僕は、ちょっと天才っぽいところがあるんだよね、天才ってのは模も倣ほうされるのが運命なのかなあ」

　ヘニンガーの言葉を聞いたミントは、思わず心の中でこうつぶやいた。

　……知性は『痴ち性せい』教養は『狂きよう養よう』そして博学は『薄はく学がく』って文字に置き換えた方がぴったりくるわね。

　微笑みを浮かべたままミントは答えた。

「あのチャンバーを使った連発機き構こうを組み込んだ銃は、私の父が、二十年ほど前、私が生まれる前に考え付いたものですわ」

　ヘニンガーは目を見開いた。

「あ……そうなの？　ふーん、二十年前にねえ……でもね、僕の新型銃は君の作った銃より高性能で、連発機構も優れていると思うよ。君の銃と違って実戦で使われていないから評価は低いけど……」

「実際に銃をお作りになったのですか？」

「あ、ああ、当然さ。僕はインダストリアン評議会の副議長の息子なんだ。銃を作ることぐらいわけはないさ」

　そう言って虚きよ勢せいを張ったヘニンガーを見て、ミントは静かに言った。

「私の父は、あの新型銃を作り、禁きん忌きを侵したとして審しん問もんを受け、インダストリアンギルドを追放されました……あなたは審しん問もんを受けなかったのですか？」

　ヘニンガーの顔から血の気が引いた。

「あ、いや、実を言うと作っていないんだ、今のは言葉の綾あやでね……本当はまだ設計の段階なんだよ」

「そうですの、お気をつけあそばせ、たとえ設計段階でも禁きん忌きは禁忌として厳しい処分が下りますわよ……」

　そして、ミントは冷たい声で付け足した。

「それにしても……ギルドの幹部のご子し息そくなら、禁忌を侵しても平気なんですのね……私、知りませんでしたわ」

「あ、いや、その……ははは、嫌だなあ冗じよう談だんですよ、冗談、全部冗談。柔軟な発想ができない人って知的な遊ゆう戯ぎについて来られないから困るなあ」

　ヘニンガーは冷や汗を拭ぬぐいながらそう言うと、ミントの前から後ずさりし、やがてくるりと背を向けて離れて行った。

　よろよろと去っていくヘニンガーの後ろ姿を見送っていたミントの後ろで、落ち着いた年配の男の声がした。

「ヘニンガーの馬鹿息子むすこめ、相手がシロウトかどうかの区別もつかんくせに、口から出で任まかせばかり言いおって……これでちっとは懲こりただろうて……」

　ミントが振り向くと、そこに白髪しらが混じりの髪を持つ五十歳さいくらいのがっちりとした体格の男が立っていた。

　男はミントを見ると、手に持ったウィスキーの水割りの入ったタンブラーグラスをひょいと持ち上げてにやっと笑った。

「なかなかお見事でしたぞ、ミント・マージョラム嬢じよう……言葉の選び方といい、話し方といい、お父ちち上うえが、論ろん敵てきを言い負かすときにそっくりでしたな」

　ミントは、思わず両手を口元に当てた。

「ダフ・ミルトンさん！　いらしていたのですか？」

　五十歳くらいの、その男は手に持っていたタンブラーグラスを近くのテーブルの上に置くと背せ筋すじを伸ばし、右手を差し出して、ゆっくりとした口く調ちようで言った。

「改めて公式にご挨あい拶さついたします、ミント・マージョラム嬢。私はインダストリアンギルド銃てつ砲ぽう部長のダフ・ミルトンと申します、どうかよろしくお願いいたします」

　ミントは差し出された右手を見た。

　それはあちこちに小さな傷きず跡あとや火傷やけどの跡がある無ぶ骨こつな、鉄砲鍛冶ガンスミス職人の手だった。

　……父さんの手に似ている。

　ミントは思わずその手を握り締めた。

　手袋の感かん触しよくを超えて、ミルトンの手の温かさが伝わって来るような気がした。

　ミルトンは、微笑ほほえんだ。

「いい手だ……繊せん細さいで、それでもどこかしっかりとした職人の手をしている。セージは、立りつ派ぱな跡あと継つぎを残したようだね」

「ありがとうございます……」

「インダストリアンギルド銃じゆう砲ほう局に所属する鉄砲鍛冶ガンスミスの工こう房ぼうの親方のほとんどは、君の味方だ。技術の改良と革新は技術者の夢であり理想だ。私たちは、そこに向かう道を切り開く者がいつの日か現れてくれることを望んでいた……まさか、それが、君のような少女だとは想像すらしなかった、まして、それが親友の娘だとはな……」

　泣きそうな顔になったミントの肩を左手で、ぽん、と叩たたいてミルトンは続けた。

「我々は絶対に君を見捨てはしない……そう、こんどこそ君を守ってみせる。セージの轍てつは踏ませはしないよ。私は、うちの工房の若い者を君の弟で子しにしたいと思っている。これからはどんどん新しい技術を開発していかねばならん、そういう時代だ」

「あり……がとう、ございます……」

　下を向いたミントの目から涙がこぼれた。

　ミントの心の中にあった不安。それは、インダストリアンの人々は、自分のことをどう思っているのだろう、ということだった。

　王おう国こく府ふとソバーヌ大たい老ろうは、王立銃じゆう器き研究所を設立し、ミントをそこの主しゆ席せき研究員に据すえた。それは教団の手からミントを守るためでもあったが、それを教団への反はん逆ぎやくと、今まで独占してきた既き得とく権けんへの侵害と受け取ったギルドは、その総力を挙げて、ソバーヌとミントを攻撃していた。

「禁きん忌き破りの大だい罪ざい人にん！」

「殺さつ戮りくの道具を世にばら撒まく血に餓うえた魔ま女じよ！」

「死しに神がみの手先！」

　こういったショッキングな見出しと、インダストリアンに団結を呼びかけるチラシやポスターがデメララの市内のあちらこちらに貼はられていたのだ。

　そういった文字を見るたびにミントは泣きたくなった。

　……私は、ギルドの人たちに恨みなんか無い。

　私は……父さんの銃で、みんなを助けたかっただけなのに……。

　自分が、他人から憎しみの対象にされているということを知って、それでも平気で生きていけるほど強い人間はそう多くない。

　脅きよう迫はくという方法は、相手の心に重圧を加え、ストレスによって自じ壊かいするのを待つという実に卑ひ劣れつで悪あく質しつな方法である。そして、それがゆえに有効なのだ。

　しかし、ミルトンの言葉と微笑みは、そのミントの心の上に重くのしかかっていたストレスを軽くするのに十分な効果があった。

「あ、ごめんなさい……泣いたりしちゃって……」

　ミントはそう言うと慌あわててハンカチで涙を拭ぬぐい、顔を上げ、微笑ほほえんだ。

　両手に飲み物の入ったグラスを持って帰って来たアニゼットは、そのとき、ミントの本当の笑顔を見たような気がした。




　ミントと会話をしているミルトンの顔を遠くから見ていた一人の太った中年男おとこが、吐き捨てるようにつぶやいた。

「裏切り者め……ギルドと教団の大だい恩おんを忘れ、迎げい合ごうしおって……」

　横に立っていた痩やせた背の高い中年男が、なだめるような口く調ちようで答えた。

「まあまあ、好きにさせておけ、あのサルート様のことだ、このままでは済むまい、きっと何かある」

「何か……とは？」

　痩せた中年男は唇の端に薄い笑いを浮かべて言った。

「このデメララで発行されている大だい新聞を裏で牛ぎゆう耳じっているのはサルート様だってことは、君も知っているだろう？　あの方に逆らった人間や政せい敵てきは、みんな新聞に過去の悪あく行ぎようを暴かれ、スキャンダル地じ獄ごくに落とされて表おもて舞台から消えていった。あの不良のクソガキの身に何が起こるか……楽しみだとは思わないかね？」

　太った男は少し驚いたように目を見開いたあとで、にやっと笑った。

「そうか……それは楽しみだ」

　痩せた中年男は、満足そうにうなずいた。

「そう、楽しいことは、あとに取っておいたほうがいい……」







　第三章「情報収集」







　懇こん談だん会の行われている王おう宮きゆうの大おお広間に、欲望、思おも惑わく、陰いん謀ぼうなどのさまざまな想いが渦巻いていたその頃。

　王宮の近くにある、外がい務む局の建物の中にある一室には、それとは正反対の実に冷静な空気が漂っていた。

　実際には、そこそこ広い部屋なのだろうが、部屋の片かた隅すみに置かれた会議用のテーブルのある一いつ角かく以外は、書類を綴とじたファイルが詰め込まれた書棚が並び、その周りには書棚に収めきれなくなったファイルが入っている箱が天井まで積み上げられているため、ひどく狭く感じられる。

　それは当然だ。この部屋の主人は、会議用のテーブルを囲んで座っている三人の男ではなく、部屋を埋め尽くしている書類の山なのだ。

　会議用のテーブルを囲んでいる三人の男のうち、最も年上と思われる、四十歳さいくらいの中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの目立たぬ風ふう貌ぼうの男が、机の上に広げられたファイルから顔を上げると、斜め前にいる三十代の肩かた幅はばの広い男に向かって、静かな声で言った。

「アダムス班長、君はこの情報の確度を、どの程度に評価しているのかね？」

　アダムスと呼ばれた男は、顔に表情を浮かべることなく即そく座ざに答えた。

「Ａ……と言いたいところですが、百年以上前に書かれたものであり、その後にさまざまな改かい変へんが為なされているであろうことを考えると、Ｂ、もしくはＢＢというところではないかと思われます……ディビス部長は、どのようにお考えですか？」

　ディビス部長と呼ばれた目立たぬ中年男おとこは、少し考えたあとで、小さくうなずいた。

「私の評価も、そんなところだな……」

　自分の横に座って緊きん張ちようしていた、若い事務員のような風貌の男の肩から力が抜けるのを見たアダムスの顔に、微笑が浮かんだ。

「まあ、そう気を落とすな、ザーレック。ランクＢと言ったってお前が見つけてきた資料は、いわばパズルのメインピースに当たる。こんな大物が見つかることはめったに無いことだぞ、お前は充分な仕事をしたんだ」

「はい……」

　少し不満そうな顔をするザーレックに向かって、ディビス部長は、諭さとすように言った。

「我々の仕事は、決して歴史の表おもて舞台に出る仕事ではないのだ、我々が収集し系けい統とうごとに分類した情報が役立つことなど、めったに無いと言っても過か言ごんではなかろう。我々の仕事は傍はたから見れば壮大な無む駄だにしか見えない……」

　ディビス部長は、そこで言葉を切ると部屋の壁面を埋め尽くす書類の山を見渡した。

「ここにあるのは、知の教団に関する情報資料のほんの一部に過ぎん。我々外がい務む局情報分ぶん析せき部ぶは、知の教団だけではない、西せい域いき国こくの国家体制の安全保ほ障しようにおいて障害となる可能性があると思われる諸外国の個人、組織、そのすべてについて、常に情報を収集してきた。それに費ついやされてきた費用と労力は、莫ばく大だいなものになる、しかし、それが役に立つことなどありはしない……この百年間、一度として使われたことはない。だが、もし、再び知の教団の武力介かい入にゅうが行われるようなことがあれば、そのとき、この百年の蓄ちく積せきが西域国の命めい運うんを左右することになる。正しい情報と正しい分析、そしてそれによる正しい判断こそが国を救うのだからな」

　アダムス班長が部長の言葉のあとを継いだ。

「俺たちの仕事が評価されるのは、すべての結果が出てからだ。すべてがうまくいって戦せん果かを挙げた実じつ戦せん部隊が賞しよう揚ようされる、その一連の手続きの名めい簿ぼの端っこにちょろっと名前が書き加えられるのさ。補ほ給きゆう部隊の馬車運うん用よう係の名前のあとに自分の名前がある、そのことに喜びと誇りを持てるようになって、初めて本当の外務局情じよう報ほう分析部員になれる……ザーレック、お前はまだまだ辛しん抱ぼうが足りないな」

　アダムス班長の言葉を聞きながらザーレックは、デメララの大きな劇場にかかっている人気の芝しば居いを思い浮かべた。

　舞台の上で華やかな照明を浴びる花形の役者たちと、決して表おもてに出ない脚本や演出や舞台美術の裏うら方かたたち……舞台の上で照明を浴びる役者を羨うらやましがるよう人間には、演出家や脚本家は務まらないってことか。

　納なつ得とくしたようにうなずいたザーレックを見て、部長は微笑を浮かべた。

「まあ、正式な部長賞は無理だが、私のポケットマネーで昼ひる飯めしくらいは食わせてやる価か値ちはあるな、今日仕入れてきたあの紙かみ屑くずの仕分けが終わったら、総そう括かつ報告書を作って私のところに持ってきなさい」

「はい、ありがとうございます！」

　目を輝かせるザーレックを見て、満足げにうなずいたあとで、部長はアダムス班長に向かって聞いた。

「教団は、今回のスタンピードに対して、ソバーヌ大たい老ろうの取った行動について、かなり敵意を抱いているようだが、内部派は閥ばつの力ちから関係は、以前と同じかね？」

　班長は、手に持ったファイルを開き、組織系けい統とう図ずを示した。

「教団の知識と禁きん忌きは絶対にして神しん聖せいであり、これに疑問を持つことは異い端たんであるとする教きよう条じよう主義を掲げるメタクサ評ひよう議ぎ会かい委員長の一派が、相変わらず圧倒的多た数すうの主流派を占めており、禁忌は実情に応じて修正を加えるべきだ、とする修正主義派、及び教団の本来の使命は知識の継けい承しように過ぎず、これを独占してはならないという改かい革かく派はが、ほんの一ひと握にぎり、という基本構こう造ぞうに変わりは無いようですね。主流派は何といっても教団内の昇しよう任にん試験を取り仕切る教きよう授じゆ局を押さえているのが強みでしょう」

　部長は胸の前で両手の指を組んで、少し嘲ちよう笑しようするような口く調ちようで聞いた。

「昇任試験か……相変わらずペーパーテストをやっているのかね？」

「はい、年に一回、教団内のあらゆる部局で一いつ斉せいに行われております。ご存ぞんじのように教団の組織は完全な階かい級きゆう制度です、意志決定を行う評ひよう議ぎ会はもとより、神しん知ち局のデータ管理者、食堂の調理係から雑ざつ務む係に至るまで、この試験結果によりランク付けされております」

「そうか……人じん事じ管理における情じよう実じつを排し、純粋に知識と学力のみをもって人物を評価する手段として、ペーパーテストは単純であるがゆえに確実でもある、ということなのだろうが、ペーパーテストで点を取るために必要なのは、思し考こう力ではなく暗あん記き力だ。柔軟な発想……いや、発想という概がい念ねんすら必要としない。教団に教きよう条じよう主義者が増えるわけだ……」

　部長はそう言うと、顔を上げて班長とザーレックの二人を見た。

「そういえば、君たちは二人ともアカデミーの出身だったな……確かアカデミーでも同じような評価方法を取っていたと思うが？」

　班長は、自じ嘲ちよう気味の笑いを浮かべながらうなずいた。

「出身と言えば聞こえはいいですけど、正確に言えば中退ですな。私は二十年ほど前……十六の時に異い端たん者という烙らく印いんを押されて叩たたき出された人間です……ザーレックの頃はどうだった？」

　話を振られたザーレックは、恐きよう縮しゆくしたように答えた。

「私もアカデミーの教えに逆らって、十五歳さいのときに退学処しよ分ぶんになった人間ですが……私がアカデミーにいた頃も、ペーパーテストは行われていましたね、アカデミーではテストの点数は絶対で、その点数の優劣が人間の優劣だと教えられておりました。そして、それに対して疑問を持つ人間は、異端者という烙印を押されます……アダムス班長がいた頃とまったく変わっていません」

　アダムスは肩をすくめた。

「まあ、そうだろうな。今あるものが絶対であり、それに改かい変へんを加えることはすべて異端であり悪であるという教義なんだから、変わりようが無い……」

　そう言ってからアダムスは、自分の言葉の意味に気が付いたように目を見開いた。

「そうか……変わっていないかもしれないんだ！」

「何のことだね？」

　怪け訝げんな顔をする部長に向かって、アダムスは手に持ったファイルを指差して、興こう奮ふんしたように言った。

「ひょとすると、ザーレックが見つけてきた、この管理用のマニュアルの内容や図面は、今でもそのまま変わっていないかもしれません！　百年前の大だい粛しゆく清せいのとき、今の教条主義派が教団の主しゆ導どう権を握りましたが、そのとき彼らは、一切の改かい変へんと修正を悪と断じ、現状を維持することが教団の使命であると主張しました。だとすると、あの知の教団の本部である北の神しん殿でんの内部構造は、百年前から、一いつ切さい変化していないという可能性が大です！」

「そうか、その可能性はあるな……」

　部長は、そうつぶやいて考え込んだが、すぐに顔を上げた。

「アダムス班長、君を教団担たん当とうのチーフに任命する。あとで他の班から応援を回すから、今日から重点的にこの古い文ぶん献けんの解かい析せきに当たってくれ、今まで買い集めてきた教団の紙かみ屑くずの中から拾い出した書き損じの書類やメモなどから判明した事実と付き合わせるんだ」

「了りよう解かいしました……」

　アダムスは、そう言ってうなずいたあとで、部長の顔を見た。

「教団関係の作業班を増員するということは……部長は、教団の武力介かい入にゆうがあり得ると、お考えなのですか？」

「いや、そういうわけではない。単に教団側の態度が硬化しつつある現状に合わせて、重点をシフトしただけのことだ、応援要よう員いんの名めい簿ぼを作成して君のところに届けさせよう。今日はご苦労だった」

　そう言って立ち上がった部長の顔には何の表情も浮かんではいなかった。しかし、眉まゆが小さく動くのをアダムスは見逃さなかった。

　部長が部屋を出て行くのを見送ったあとで、アダムスは、机の上に置かれた香こう茶ちやのカップを片付けているザーレックに言った。

「これから忙しくなるぞ。お前は一番下したっ端ぱなんだから、こき使われることになる、覚かく悟ごしておけよ」

「ええ、覚悟しています。でも、応援の人が来るなら、少しは楽になるんじゃないですか？」

　アダムスはあきれたように答えた。

「お前……さっきの部長の話を聞いていなかったのか？」

「ええ、聞いていましたが……」

　きょとんとした顔をするザーレックに向かって、アダムスは、噛かんで含めるように説明を始めた。

「俺たち外がい務む局情報分ぶん析せき部の人間は、全部で何人いる？　事務方かたを除いた実じつ働どう局員だけでたったの四十五人だぞ、それぞれの作業班はみんな一いつ杯ぱい一杯の仕事を抱え込んでいるんだ。でも部長は他の作業班から人員を引き抜いて俺たちの班に回すと言った……これはどういうことだと思う？」

「ですからそれは、教団の態度が硬化しているため、情報分析の仕事の重点を移すと……」

　アダムスは、ため息をついた。

「お前には、見込みがあると思っていたが、どうやら俺の思いすごしらしいな……」

　むっとした顔をしたザーレックの鼻先に、人差し指を突きつけてアダムスは続けた。

「俺たちの仕事は、さまざまな情報を収集して分ぶん析せきし、より正確な事実を推すい測そくすることだ。お前はその対象は教団とか、東とう域いき国こくなどという外部に対するものだけだと思っているのか？」

「え？　だって班長、西せい域いき国こく国内の治ち安あん情報収集と分析は俺たちの仕事じゃなくて、内ない務む局の治ち安あん部の仕事ですよ」

「確かに仕事の内容は完全に役割が分かれているが、俺が言っているのは仕事としての情報収集や分析のことじゃない……いや、仕事といえば仕事なんだが……なんと言ったらいいのかな。俺たちは西域国のために仕事をしているわけだ、だとしたら西域国が今、どんな状態でどこに行こうとしているのか、それを知り、その向かう先に沿った仕事をすることが必要だということだ。ここはアカデミーじゃねえ、言われたことだけをやっていれば満点をもらえるなんてことはない、言われたことを完かん璧ぺきにこなして、初めてスタートラインなんだ……」

　そして、アダムスはにやっと笑った。

「ここの価か値ち観かんはアカデミーの逆だ。アカデミーで言うところの禁きん忌きの一つ、やってはならない余よ計けいなこと……つまり自分の責任の範はん囲い内ないで、先を読んで、自分で考えて動くってことが、求められているんだ。お前さんの頭ず蓋がい骨こつの中に詰まっているのが考えるための器き官かんなら、ちょいと多めに血を送って働かせてみたらどうだ？」

「はあ……」

　途と方ほうに暮れたような顔をするザーレックを見て、アダムスは再びため息をついた。

　……こいつは、三年前に配はい属ぞくになった新人の中では有能だという触れ込みだったが、今ひとつ使い物にならないな。真ま面じ目めで素直で熱意がある、というのは新人なら「使えるヤツ」と言われるが、三年たっても、それしかないとなると今度は「使えねえヤツ」と言われる、ってことがわかってないようだ。

　そのとき、ザーレックがおずおずと聞いた。

「あの……部長の今回の処置は、ひょっとして、単に教団の態度が硬化しているから、ではなくて……班長の言うように、武力介かい入にゆう……いえ、はっきり言って教団との紛ふん争そうになるかもしれない、ということなのでしょうか？」

　アダムスは、うなずきたくなる気持ちを抑えて、わざと木で鼻をくくったような口く調ちようで聞いた。

「お前がそう思った根こん拠きよは？　なんとなく、とか、そんな感じがしたから、なんてのは理由にならないぞ」

　ザーレックは自分の頭の中にある考えをまとめるように、言葉を選びながら答え始めた。

「あ、はい。まず今回のスタンピードに対する教団の介入の件です。教団の使者として西域国にやって来たプレディカーツ上級評ひよう議ぎ員は、エズオルに関する禁きん忌きを理由に、西域国に対し軍隊によるスタンピードの制圧を禁じ、エズオルを放置するように命じましたが、ソバーヌ大たい老ろうは、その命令をはねつけ、プレディカーツ上級評ひよう議ぎ員を約一ヶ月間王おう国こく府ふの建物の中で軟なん禁きん状態にしました……私の聞いた風ふう評ひようによりますと、ソバーヌ大たい老ろうはプレディカーツに短銃を突きつけて脅きよう迫はくしたそうですが、このような行為は前代未み聞もんです。

　次に教団下か部ぶ組織であるインダストリアンギルドは、グレンダラン防衛の際に使用された新型銃じゆうを生産した者と、それを使用し、平へい民みんに銃を渡した者について、禁きん忌き破りの大だい罪ざい人にんとして処しよ断だんするように要よう請せいしてきましたが、西せい域いき国こくはこれをもはねつけ、逆にこの二人の功こう労ろうを称たたえ勲くん章しようを与えました。これは今後ギルド及び教団の指し示じ命令には従わないことを明確に表すメッセージです。

　最後に、軟禁されていたプレディカーツの件です。スタンピードが終しゆう結けつするのと同時に彼は解放され、西域国王の謝しや罪ざいのメッセージと莫ばく大だいな寄付品と共に教団に送り返されましたが、そのようなメッセージや寄付で、教団が納なつ得とくするとは到とう底てい思えません。納得いかなければどうなるのか……その答えは教団による懲ちよう罰ばつ行動しかありません。以上の理由により私は近い将来に教団による武力介かい入にゆうがあると思し量りようしました……間違っていますでしょうか？」

　アダムスは、間違っているとも正しいとも答えずに、畳たたみかけるように聞いた。

「教団との間に紛争が起るかもしれない、としたら、西域国はどのような方ほう策さくを取るべきだ？」

「紛ふん争そうが全面戦争に発展しないうちに、落としどころを見つけなくてはなりません。西域国はスタンピードにより大きな傷を負っています。これ以上の疲ひ弊へいは、国家の存そん亡ぼうに関わります」

　ザーレックの、その答えを聞いたとき、初めてアダムスの顔に薄く微笑が浮かんだ。

「落としどころを探すためには、交こう渉しよう相手がどんな相手なのか知ることが必要だ。教団の中における力ちから関係や、影えい響きよう力などの詳しよう細さいな情報を探し出して分ぶん析せきするのは、どの部ぶ署しよだ？」

「それは……我々です」

　アダムスは、ゆっくりとうなずいた。

「そう、俺たちだ。だから部長は俺たちの班に応援を回すと言ったんだ。今日からこの外がい務む局情報分析部は、教団の情報を最さい優先で収集分析することになる！　西域国の命運を握る最さい重要部署になるってことなんだ！」

　ザーレックは怪け訝げんな顔をした。

「わかりました、でも……なんで部長は、そう、はっきりと言わなかったのでしょうか？」

「良く考えろ、教団と一戦交まじえるかもしれない、なんてこと部長クラスの人間が、軽々しく言えるようなことじゃないだろうが、風ふう評ひようというのはどこから広がるかわからないんだ。そしてそのことを一番良く知っている立場の人間なんだぞ……」

　アダムスは、そこで言葉を切ると、もう一度ザーレックの鼻はな先さきを指差して言葉を続けた。

「応援が来るってことはだ、その応援でも間に合わないくらい仕事が増えるということだ。明日から泊まり込みになるかもしれん、家に帰ったら着替えを用意して、明日そいつをバッグに詰め込んで出勤しろ。当とう分ぶん家には帰れないぞ、覚かく悟ごしろよ」

「は、はい、わかりました」

　そう言って目を見開いたまま、ごくりと生なま唾つばを飲み込んだザーレックに向かって、アダムスはにやりと笑ってみせた。

「とりあえず、今日お前が仕入れてきた、あの教団から出た紙かみ屑くずの仕分けをやっちまおう。俺も手伝ってやる」

「すみません、ありがとうございます！」




　五分後、作業服に着替え、白い布でできたマスクをつけたアダムスとザーレックの二人は、一階のゴミ集積場の脇にある仕分け場で、目の高さほどに積み上げられた紙屑の山と格かく闘とうしていた。

　事務用の帳ちよう簿ぼ用紙の書き損じや、さまざまな議ぎ事じ録ろくの写しなどがくしゃくしゃに丸められた紙屑を一枚一枚伸ばしながら、アダムスはぼやくようにつぶやいた。

「相変わらず教団はゼイタクな紙の使い方してやがる。紙は全部タダで製せい紙し業のギルドから、上納されてくるから、貴き重ちよう品だって意識がないんだろうな」

　紙屑の山の反対側で、同じように丸められた紙屑のシワを伸ばしていたザーレックが、不ふ思し議ぎそうな顔で聞いた。

「西せい域いき国こくの王おう国こく府ふでは機き密みつ関係の書類は機密保ほ持じのために全部焼しよう却きやくしたり、再生釜がまの中で煮て溶かしてしまいますよね、それが当たり前なのに教団は、どうしてこういった、いろいろな情報が書かれた紙屑を焼却処しよ分ぶんしないのでしょうか？」

　手に持ったメモ用紙をガサガサと広げながらアダムスは答えた。

「簡単に言えば理由は二つある。一つ目はリサイクルのためだ。教団は自分たちが掲げる「環境維い持じと先せん住じゆう種しゆ族ぞくの保護」というお題だい目もくを破るわけにはいかない、紙を焼却してしまったらリサイクルできないだろう？　そして二つ目は、自分たちは特別の人間だと思い込んでいるって理由だろうな」

「特別の人間？」

「そうだ、自分たちがやっていることや知っていることは、特別の知識の持ち主でなければ理解できないと思い込んでいるのさ。重要なことが書かれている書類でも、愚おろかなピープルどもには、意味などわかるまい……と、たかをくくっているから、平気で棄てちまうってわけだ。閉鎖的な集団の内部事情を知ることができるわけだから、俺たちにしてみればありがたいがな……」

　アダムスの言葉を聞きながら一枚の書類を開いたザーレックは、その書類の見出しに目を止めた。

　その見出しにはこう書かれていた。

『多た脚きやく砲ほう台だいのメンテナンスに関する報告』

　ザーレックの記き憶おくの中で、多た脚きやく砲ほう台だいという物ぶつ騒そうな単語と、百年前の大だい粛しゆく清せいのときに教団が武力介かい入にゆうしたときの記録の中にあった絵え図ずが重なった。

　その絵図には、人間のように二本足で歩く巨人のような機械ワーカーと、そして六本の足を持つクモのような巨大な機械ワーカーが描かれ、そのクモのような機械に多脚砲台という注ちゆう釈しやくがついていた。

　……あの化け物みたいな機械を使うつもりなのか？

　ザーレックは、慌あわててその報告書の書き損じらしい紙の皺しわを伸ばして、内容に目を通した。

　それはどうやら、評ひよう議ぎ会から行動可能かどうか問い合わせを受けた多脚砲台の保守管かん理り部門の責任者が、現状と行動可能になるまでの見込み日数について回答した報告書の書き損じらしかった。

「アダムス班長！　ちょっとこれを見て下さい！」

　仕分け室の中に響ひびいたザーレックの声は震えていた。







　第四章「陰謀」







　デメララの下町にある体たい術じゆつの道場の居間の窓に、朝の光が差し込んでいた……いや、窓から飛び込んできているのは、朝の光だけではない。何十人という人間が会話する、ざわざわというざわめきもまた同じように居間の中に飛び込んできていた。

　朝食のパンをかじりながら、クローブが顔をしかめた。

「おい、何とかならねえのかよ！　この騒ぎは……」

　皿の上に載っている目玉焼きの黄き身みをフォークで突っついて穴を開けながら、ケリンが不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「俺に言うな」

　木のボウルの中に、キャベツの葉を無む造ぞう作さに切ったものなどと一緒に入れてあったセロリを取り上げて、ドレッシングの壺つぼに突っ込んだクローブは、それを一口かじってから聞いた。

「今け朝さは何人くらい来ている？」

　流れ出した黄身を、同じ皿の中にある焼いたベーコンに塗りたくっていたケリンは、道場の居間の窓の外に、ちらっと視線を投げてから答えた。

「今け朝さは、ざっと三十人ってところかな」

　口の中のセロリをバリバリと噛かみ砕きながら、クローブはつぶやいた。

「まったくもう、役者じゃあるまいし、なんでお前みたいな不良のあとを追っかけるヤツがいるんだ？」

　卵の黄き身みを塗ったベーコンの切れ端を口に放り込んだケリンは、ひょい、と肩をすくめて答えた。

「さあね、よくわかんねえけど、新聞に俺のことが、いろいろ載ってるそうだ、俺は新聞なんか買わねえし、読んでねえからよくわかんないけど」

「確かにデメララで、新聞なんてものを毎週買うのは、金持ち連れん中ちゆうくらいのものだが、お前を追っかけてる連中は、あんまり金持ちとは思えねえな」

　口の中のセロリを飲み込んだクローブが、ちょっと考え込むような素そ振ぶりをしてそう言ったとき、家の前から女の子たちの黄色い声が聞こえた。

「きゃーケリン様ぁ！　お顔を見せてぇ！」

　クローブは、やれやれ、という顔をして付け足した。

「……ついでに、あんまり頭がよさそうにも思えねえ」

「俺に言うな、俺だって、いささかもてあましているんだからよ」

　憂ゆう鬱うつそうなため息を漏らしたケリンを見て、クローブは揶や揄ゆするように言った。

「で？　今夜はどこのお座ざ敷しきだね？　講こう釈しやく師しどの」

　ケリンはクローブをにらんだ。

「そういう言い方やめてくれよ、俺だって好きでこんなことしてるんじゃねえんだ。一刻も早くグレンダランに帰りてえんだ！　でもよ……ソバーヌ様が、やれ、って言うから仕し方かた無しにやってんだぜ」

　クローブはにやっと笑った。

「Ｄデイー・Ｄデイーに聞いたぜ。最近は結けつ構こう板についてきたそうじゃねえか。そのうちどっかの興こう行ぎよう師しからオファーが来るかもしれねえな」

「そりゃあ五日間も続けて同じようなことを話していりゃあ、誰だって少しは上達するさ……」

　ケリンは不ふ機き嫌げんそうに黙り込んだ。

　王おう宮きゆうで開かれた、あの晩ばん餐さん会から、五日が過ぎようとしていた。

　ケリンは、あのあと、ソバーヌに呼ばれ、特別な任務を与えられた。

　それは、西せい域いき国こく内の有力者の邸てい宅たくで開かれるホームパーティで、グレンダラン攻防戦の武ぶ勇ゆう伝でんを話すように、という任務だった。

　確かに、デメララから一歩も出ることのなかった高級官かん僚りようや、御ご用よう商人の幹部の家族は、みんなケリンの話を聞きたがった。スタンピードの話は、なんといっても最大の出来事であり格かつ好こうの娯ご楽らくに思えたからだ。

　しかし、最初、単なる暇ひまつぶしの娯楽と思って聞いていた人々にとって、ケリンの話は強烈なショックを与えた。

　ケリンの話し方は、話わ芸げい専門の芸げい人にんなどの語り方に比べれば、たどたどしく、ある意味朴ぼく訥とつですらあったが、素直な性格からくる一切の誇こ張ちようのない淡たん々たんとした話し方と、実じつ体験から来る言葉の重さは、スタンピードの恐ろしさがひしひしと伝わってくる実に生々しいものだったからだ。

　人々は、スタンピードの恐怖と、そして国防軍の戦いによってどれほどの人名が救われたのか、ミントの作った新型銃じゆうがそのためにどれほど貢こう献けんしたのかを知った。

　そして、それは西せい域いき国こくが取った決断。つまり、国家として守るべきは禁きん忌きではなく国民である、という決断がいかに正しいものであったのかをアピールするための手段でもあった。

　ソバーヌ大たい老ろう……いや、正確にはメリーダウンは、Ｄデイー・Ｄデイーの申し出どおり、ケリンを西域国の広告塔とうとして使い始めていたのだ。

　ケリンとクローブの父子二人の朝食時間が終わろうとしていたとき、玄関からＤ・Ｄの声が聞こえた。

「おーい、ケリン、起きてるか？」

「起きてるぜ、今、朝メシを食い終わったところだけど……何の用だ？　こんな朝っぱらから」

「今日出た新聞を持ってきたんだ……あ、どうも」

　居間に入って来たＤ・Ｄは、クローブに頭を下げたあとで、手に持っていた紙の束を差し出した。

「デメララ・ウィークリィ・ニュースの号ごう外がいだ、またお前の記事が載っているぞ」

　ケリンは目を丸くした。

「号外？」

「ああ、内容はこの前の新聞と同じようなものだな、お前の過去の悪あく行ぎようをあげつらって、最後はソバーヌ大老の責任追及で締めくくっているんだが……」

　Ｄ・Ｄはそう言ったあとで、にやっと笑って新聞を開いた。

「面白い記事が載ってる。ここのところを読んでみろ」

　Ｄ・Ｄの指差した新聞をのぞき込んで、活字に目を走らせたケリンは、すっとんきょうな声を上げた。

「え〜なになに？　なんだこりゃ俺がソバーヌ大老の隠かくし子だってぇ？」

「うぷ、がはっ、げほげほ……」

　テーブルの向こうで食後の香こう茶ちやを飲んでいたクローブが、いきなりむせて、口に含んでいた香こう茶ちやを吐き出して立ち上がった。

「うわ、なんだよ汚ねえなあ」

「お前が、変なことを言いやがるからだ、Ｄデイー・Ｄデイーちょっとその新聞を見せろ！」

　クローブは、ナプキンで口を拭ぬぐいながらそう言うと、ケリンの持っていた新聞をひったくった。

「あ、なんだよ、まだ全部読んでいないんだぜ！」

「いいから先に読ませろ！」

　眉み間けんに縦ジワを寄せて、いつになく真剣な表情で新聞を読むクローブの顔を見ていたケリンの胸に、一瞬疑ぎ念ねんがよぎったが、ケリンは小さく首を振ってその疑念を振り払うと、声を立てて笑ってみせた。

「この俺が、ソバーヌ様の隠かくし子だって？　馬鹿じゃねえのかこの記事を書いたヤツは……」

　クローブは、こともなげに答えた。

「いや……実を言うとその記事は本当だ。ケリン、お前は俺の息子むすこじゃねえんだ……」

「そ、そんな！」

「本当ですか！　親父おやじさん！」

　血の気を失ったケリンとＤ・Ｄの顔を見て、クローブはにやっと笑った。

「本気にするな。お前がソバーヌ様の息子であるもんか、常識で考えろ常識で！　どう見たってお前の馬鹿さかげんは、俺の馬鹿さかげんが遺い伝でんしたものに違いねえだろうが！」

　ケリンは大きくため息をついたあとで怒ど鳴なった。

「くだらねえ冗じよう談だん言うんじゃねえ！」

　クローブは、大笑いしたあとで目の前の椅い子すに向かって顎あごをしゃくった。

「立ち話もなんだ……まあ座れ。あ、ケリン、Ｄ・Ｄにもお茶を淹いれてやれ」

「あ、いいです、自分でやります……勝かつ手て知ったる他人の家ってヤツですから」

　Ｄ・Ｄはそう言うと、さっさと台所にあった客用のマグカップを持ってきて、自分でティーポットから香茶を注つぎ始めた。

　その手つきを見ていたクローブがつぶやいた。

「本当に小こ器き用ような男だな、お前さんは。うちのケリンみたいなガサツで大おお雑ざつ把ぱな人間とは大おお違いだ」

「悪かったな、どうせ俺はガサツで、大雑把な人間だよ、どっかの誰かさんに似ちまったんだから仕方ねえだろうが」

「ああ、そうだ、ついでに馬鹿なところまで似ちまったようだな」

　クローブはそう言うと、テーブルの上に置かれている新聞を指差してＤ・Ｄに聞いた。

「この新聞が、なんでケリンの過去の悪あく行ぎようをほじくり返しているか、わかるか？」

「ケリンのことを書きたてているようですけど、本当の目的はソバーヌ大たい老ろうへの攻撃ですね。この新聞は、ケリンのことをかなり深く調べていますね。泣き叫ぶ子供の手から飴あめ玉だまを取り上げたことがある、なんてことまで調べ上げて、ケリンがいかに残ざん酷こくで悪あく逆ぎやく非ひ道どうで、野や蛮ばんで、下げ衆すで、法律と文明社会の敵であるかを書き連つらねています」

　クローブは顔をしかめた。

「ケリン……てめえは、泣いているガキの手から飴玉を取り上げるようなケチくさいことをやったことがあるのか？」

　ケリンは目をむいた。

「違うよ親父おやじ！　その話には肝かん心じんのことが抜けてるんだ。表通りの小こ間ま物もの屋の息子むすこ、カッツェって知ってるだろう？」

「ああ、あのワルガキな、お前の小さい頃に良く似てる暴れん坊だが、あいつがどうかしたか？」

「一年くらい前の話だよ、あいつが母親に追いかけられていたんだ。母親に話を聞いたらカッツェのヤツ、虫むし歯ばがひどいので、医者に甘いものを止められていたのに、菓子の箱から飴玉を盗んで逃げちまったんだとよ。んでもって、つかまえてくれ、って言われたからカッツェをつかまえて、母親に渡した。それだけのことだ。それがなんで悪逆非道で、野蛮で、下衆で、法律と文明社会の敵ってことになるんだよ！　とんでもねえでっち上げじゃねえか！」

　Ｄデイー・Ｄデイーが、小さく首を振って言った。

「いや、でっち上げじゃないな、ケリンが泣いている子供から飴玉を取り上げた。という事実は事実だ、嘘うそを書いているわけじゃない」

「じゃあ、そこに書いてあることを認めろって言うのかよ！」

「違うよ、そう言っているわけじゃない。こいつはでっち上げじゃなくて、意い図と的てき編集というやつだ。前後の事情とかそういったものを書かずに、事実の中にある自分の論ろん調ちように都つ合ごうのいい部分だけを抜き取ってそれがすべてのように書く、という方法だ。失しつ言げんとか言葉尻じりとかそういった細かな部分を突っ付いて鬼の首でも取ったかのように騒ぎ立てる三流政せい治じ新聞の常じよう套とう手段さ」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いていたクローブが、ゆっくりと付け足した。

「そして、この三流政治新聞を裏で操あやつってるのが、サルート元大たい老ろうだ。お前のスキャンダルを足がかりに、なんとかソバーヌ様を失しつ脚きやくさせたくて仕方ねえんだろうな……」

　ケリンは、きょとんとした顔をしてＤ・Ｄに聞いた。

「スキャンダルって……何のことだ？」

「過去の悪あく行ぎようとか、裏でやってる悪いこととか、他人には知られたくないことをスキャンダルって言うのさ。人間ってのは、他人のスキャンダルを話すのが大好きな生き物なんだ。自分より優れている他人とか、自分にはできないことをやってのけた他人を見ると、自分も努力してあそこまで行こう、とかあの人を見習おう、とか考えないで、自分と同じ位置まで引き摺ずり下ろそうとする。あんな立りつ派ぱな人間だって裏じゃ悪いことをやっているに違いない。一ひと皮かわ剥むけば俺たちと同じただの人間だ。と思いたがるのさ」

「でもよ、俺にはスキャンダルになるようなことは何にもねえぞ。俺が昔悪わるかったことなんてのは誰でも知ってることで、いまさら新聞に書き立てるようなこっちゃねえ。それに一皮剥かなくたって俺は普通の人間だぜ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、小さくため息をついた。

「……だからお前を認めたくねえんだろうな、世間ってのは」

「別にいーじゃん、世間が何て言おうと、俺は俺が正しいと思ってることをやるだけだ。そりゃあ俺は馬鹿だから、世間の常識とは外れたことをするかもしれねえけどよ、何というか人としてやっちゃいけねえことはやってねえつもりだぜ」

　二人のやり取りを聞いていたクローブがテーブルの上の新聞を指差した。

「でも、世間は、不良上あがりの下級士族デミセツクの息子むすこが、とんとん拍子に出世して、西せい域いき国こくの英雄になった……なんてことを認めたがらねえというのも事実だ。その証しよう拠こが、この『ケリン・ミルダモンの隠かくされた出生の秘密』という記事だな。世間の連れん中ちゆう、特に上級士族セツクにとって血ち筋すじとか家いえ柄がらってのは何より大事なものだ。血筋ってのは何もしないでぶら下がっているだけで生きていける命いのち綱づなみてえなものだからな。だから、その命綱を否定されるような存在を死んだって認めるわけにはいかねえんだ。ただの下級士族の不良が英雄になったという事実を認めるためには何か理由が必要なんだ。自分たちが納なつ得とくできる理由がな……」

　Ｄ・Ｄは、ぽんと手を打った。

「そうか、だからケリンはソバーヌ大たい老ろうの隠かくし子、なんて説が出て来たわけですね！」

「どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をするケリンに、Ｄ・Ｄは説明を始めた。

「要するに、お前は特別な存在でなくちゃいけない、ってことなんだ……まあ、確かにお前は普通の人間じゃないけど、そういった意味じゃなくて……」

「どういう意味だよ」

　ケリンのツッコミにかまわずＤ・Ｄは言葉を続けた。

「世間ってのは、すごいことをやった人間を、スキャンダルを探して引き摺ずり下ろそうとするってのはさっき言ったよな。でも、お前みたいに最初っから下にいて、これ以上落とすことができないとなると、今度は持ち上げようとするのさ。あいつは特別だ、俺たちとは違う種類の人間だ。だからあんなことができたんだ。そう思って安心したがるんだ」

「落っことしたり持ち上げたり、めんどくせえ連れん中ちゆうだなあ」

　Ｄ・Ｄは笑った。

「みんながみんなお前みたいな性格だったら、世の中はもっと風通しが良くて住みやすいだろうな、世の中には、自分ってものがわからない人間の方が多いってことさ」

　クローブは自分のマグカップに香こう茶ちやを注つぎ足しながらうなずいた。

「Ｄデイー・Ｄデイーの言うとおりだ。この世の中にはな、本当の悪人なんか一人もいねえんだ。みんな自分が善人だと思ってる。グレンダランで、さんざんお前らを馬鹿にしていたくせに、いざスタンピードが始まったら、さっさと逃げ出しちまった上級士族セツクの連れん中ちゆうも、自分たちは悪いことをしているとは思っていなかったに違いねえ」

　ケリンは憤ふん慨がいしたように言った。

「あいつらが悪くない？　馬鹿も休み休み言えよ！」

　香茶を一口飲んでクローブは首を振った。

「善ぜん悪あくの問題じゃねえんだ。それは価か値ち観かんの差ってヤツなんだ。あいつらだってごく普通に役人やっていたわけだ。特に悪人だったわけじゃねえだろう？　仕事や責任と自分の命や財産を天てん秤びんにかけるような事件が無ければ何の問題も無かったんだ。でも最後の最後であいつらは自分の命や財産を選択した。だから逃げた。それはあいつらにとっては当然のことであり正しいことなのさ、もし悪人と呼ばれたらあいつらは本気で怒るだろうな」

「そんな馬鹿なことがあるわけねえだろうが！」

「いいや、お前はまだ若いからそう思うんだ。Ｄ・Ｄが言っただろう？　自分のことがわかってる人間は少ねえってよ。最初から自分のことを悪人だと思ってるような人間なんざこの世にいるもんか、マンガや子供向けの小説じゃあるまいし……」

　クローブは大きく息を吐いたあとで言葉を続けた。

「そして、悔い改めることができるのは、自分が悪いことをしているという自覚がある人間だけなんだぜ。自分が何よりも大事、なんて考えの人間が、自分のことを疑うと思うか？　……ひょっとして俺は悪いことをしているんだろうか？　なんて考えると思うか？」

　ケリンは首を振った。

「そんなことは考えねえな、そういう連中ってのは、悪いのは全部他た人にん。としか思っていねえ」

　クローブはうなずいた。

「そうよ、そいつらは悔い改めねえし後こう悔かいすらしねえ。昨日までの私は間違っていました、心を入れ替えてみんなのために尽くします。なんてこたぁ死んだって言わねえ。なぜならそいつらの価値観は、誰もが持ってる本音という部分と同じものだからだ。誰だって損はしたくねえし貧乏くじは引きたくねえ、自分が死ぬぐらいならどこかの誰かが代わりに死んでくれ、って思ってる……本音を裁さばく資格なんか誰にもねえ。だからそういった連中は、糾きゆう弾だんされると、必ずこう言うんだ『なんで俺が悪いんだ、お前らだって同じじゃないか、一ひと皮かわ剥むけばみんな同じじゃないか！』ってよ」

　ケリンは不満そうに答えた。

「そりゃあそうだ、俺だってその本音ってのは否定しねえし、否定できねえ……でもよ、人間の価か値ちってのはその剥むいた一ひと皮かわにあるような気がするんだよな……どこまでその皮をかぶっていられるか、結局はそこがそいつの価値なんだと思うぜ」

「最後に突っ張りを食らわす相手は他人じゃねえ自分だ。それがわかっていりゃあ俺から言うこたぁ何もねえ、好きに馬鹿やって好きに生きろ」

　クローブは満足そうに声を上げて笑った。




　デメララの下町で、クローブが大笑いしていたその頃、デメララ中心部にある大だい邸てい宅たくの一室では、元の大たい老ろうであるサルートが、机の向こうにいる一人の男を怒ど鳴なりつけていた。

「何をやっているのだ！　あれから五日もたつというのに、いまだにデメララでは、あの野の良ら犬いぬの悪あく評ひようも、それを重ちよう用ようするソバーヌを追及する声も聞こえて来ないではないか！　新聞にある事無い事書かき立てて、火の無いところに煙を立て、どんなに高こう潔けつな聖せい職しよく者も三日で泥まみれにして地じ獄ごくに叩たたき落すと豪ごう語ごしていたのは大おお嘘うそか！」

　サルートに怒鳴りつけられていた、目の落ち窪くぼんだ陰いん険けんそうな中年男は、額ひたいに冷や汗をにじませながら必死に弁べん解かいを始めた。

「あ、いえ、その……あのケリンという若わか僧ぞうは、馬鹿なのです！」

「そんなことは、お前に言われんでもよくわかっとる！」

「ただの馬鹿ではありません、大おお馬鹿です」

「それも知っておる！　貴き様さまは何が言いたいのだ！」

「あ、いや、だからですね、人間というのは見み栄えの生き物で過去の悪あく行ぎようや、自分に都つ合ごうの悪いことはすべて隠かくそうとするのですが、あの若僧は馬ば鹿か正直というか何というか、そういった見栄を張るという考えが無いのです。何もかも全部開けっぴろげで、まったく隠さないため、我々がいくら過去の悪行を書きたてたところで世間からは、何のいまさら……という反応しか返ってこないのです。火の無いところに煙を立てることはできますが、山やま火事みたいな相手に我々が一個や二個の煙を立てたところで、まったく意味がありません。それどころか逆に『汚れた英雄』という評ひよう判ばんが立ちまして、かえって人気を上げてしまいます……」

「大馬鹿者は貴様だ！　相手の評判を上げてどうする！　ええい、もう良い、貴様らには無理だ、もっと別の手を考える！　下がってよいぞ！」

　新聞社の男が下がったあとで、サルートはしばらく無言で考え込んでいたが、やがて、何かを思いついたかのように唇の端に微笑を浮かべた。

　……そうだ。スキャンダルなどという、持って回ったような方法を選択したのが間違いだったな。野良犬などというものは、単に叩きのめすだけで充分だ。

　サルートは顔を上げると、手を叩いた。

「誰かおるか！」

　部屋の隅すみに目立たぬように立っていた白い服を着た男が、すっとサルートの前に現れ、一礼した。

「何の御用でございますか？」

「ミュスカデに使いを出せ、すぐに来い、とな！」

　白い服を着た侍じ従じゆうらしい男は、ちょっと驚いたように目を見開いた。

「あのような者を昼間から屋や敷しきに呼びつけてよろしいのですか？　いつものように夜よ更ふけに呼んだ方がよろしいのでは？」

「誰が正門から入れろと言った、下働きの格かつ好こうをして裏口から入れ、と伝えろ」

「かしこまりました……しかし……ミュスカデはデメララで一、二を争うマフィアの頭かしらでございます。面子めんつというものがありますから、そのような格好で呼びつけるということは……」

　サルートは怒ど鳴なった。

「うるさい、面子ならわしにもある！　わしの面子とマフィアの面子、どっちが大切だ！」

　侍従は、慌あわてて頭を下げた

「誠に申し訳ありません、その様ように伝えます……」

「早くしろ、わしは忙しいのだ」

　サルートは不ふ機き嫌げんそうに手を振って侍従を下がらせると、机の上に置いてあったスタンピード復ふつ興こうのための予算案を読み始めた。

　……一刻も早く大たい老ろうの席に返り咲かねば、この復興予算の利権に関われなくなってしまう。

　御ご用よう業者どもに事業を割り振る権限だけは、何が何でもこの手に握らねばならん。

「……あの成り上がりめ、自分がスタンピードのためだけに抜ばつ擢てきされたということがわかっとらんのか。いつまでも大老の席に居座りおって……まったく意い地じ汚い見下げ果てた奴やつだな」

　脳のう裏りにソバーヌの顔を思い浮かべたサルートは苦にが々にがしげに独り言をつぶやくと、再び予算案の書かれた書類に目を落とし、頭の中で業者から入るであろうリベートの額を計算し始めた。




　その日の夜、デメララの下町に通じる裏通りの建物の影にうごめくいくつもの人ひと影かげがあった。

「大丈夫っすかね、兄あに貴き……あいつの親父おやじは、あの喧けん嘩か屋クローブですぜ、体たい術じゆつの方もそれなりの腕うで前まえだって話ですし……」

　人影の中の一人が、先頭に立つ人影に話しかけると、先頭に立っていた兄貴分ぶんらしい人影が振り返って答えた。

「安心しろ、あいつの体術は、長ちよう銃じゆう術だ、棒切れ持たせなきゃなんてこたぁねえ。それにヤツにはしこたま酒を飲ませてあるそうだ。こっちは鉄棒持ったのが十人もいるんだ。一いつ斉せいに殴なぐりかかりゃ、あんなガキはイチコロだ」

「そりゃあケリンは簡単かもしれねえけど……あの親父がどう出ますかねえ？」

　兄貴分らしい人影は、周りにいる手て下したらしい男たちを見回して言った。

「ケリンをぶちのめしたら、さっさと逃げる。どこの誰がやったかなんてわかるわけがねえ。いいか、てめえらも、無む駄だ口ぐち叩たたくな、ミュスカデの名前を絶対に漏らすんじゃねえぞ、いいな！」

　その言葉にうなずいたのだろう建物の影にひそんだ人影が、それぞれに小さく動いた。




　その一角に向けて、一人の若者が、ぶつぶつ小声で独り言をつぶやきながら、ふらつく足取りでやってきた。

「……まいったな、少し酔っ払っちまったかな。酒なんか飲めねえって言ったのに、あの商しよう務む局のオヤジめ、ワインを無理やり飲ませやがって……あげくのはてに下町の手前で馬車を止めて、酔い覚ましに少し夜風に当たるがよかろう、とか言って馬車から追い出すとはよ……酒を飲ますなら最後まで面めん倒どうみやがれ……」

　路ろ地じの入り口にひそんでいた人影が小さな声で叫んだ。

「来やした！　ケリンです！　あの紅あか毛げ……間違いありやせん！」

「よし、路地の中ほどまで引き込んで一いつ斉せいに殴なぐりかかれ！」

　兄あに貴き分ぶんの指示を受けた手て下したどもは、それぞれの得え物もの……直径六センテ、長さ一メルテほどの太さと長さを持つ鉄の棒……を握り締めて、路地に入ってくるケリンを待ち構えた。

　やがて、ケリンが路地の中ほどまで来たそのとき、ケリンを取り囲むようにばらばらと十人ほどの男が飛び出した。

　男たちは手に持った鉄棒を振り上げて、無言のまま一斉に殴りかかった。

　ケリンは、表情も変えずにすっと身体からだを前に倒し、そのまま一歩前に踏み込んで、右手の手のひらで、正面から殴りかかってきた男の顎あごを下から突き上げるのと同時に、後ろの足を引きつけながら身体を開いて、襲おそい掛かってきた男たちに向き直った。

　顎を突き上げられた男の頭が、石いし畳だたみに当たる『ごっ！』という音を背中で聞きながら、ケリンは途と方ほうにくれたようにつぶやいた。

「うわ……どうしよう」

　ケリンは右から殴りかかってきた男に向かって飛んだ。そして鉄棒を持って振り上げた左のわき腹に、目にも止まらぬ速さで突きを入れた。

『みき！』

　肋ろつ骨こつの折れる音と共に男の目が見開かれた。

　力を失った男の手から離れた鉄棒が石畳の上に落ちるより早く、ケリンは右足でその鉄棒を蹴けり上げてつぶやいた。

「まいったなあ……」

　蹴り上げられた鉄棒が、空中でくるりと回り、すとん、とケリンの手の中に納まった。と思ったとたん、ケリンの身体がいきなり正面に飛んだ。

　正面に立って鉄棒を振り下ろそうとしていた男の顔面に鉄棒を叩き込んだケリンは振り向きざまに後ろに立っていた男の側そく頭とう部ぶにも同様に鉄の棒を叩たたき込んだ。

　二人の男が声も立てずに崩れ落ちるのを見て、ケリンは再びつぶやくように言った。

「困ったぞ……」

　瞬またたく間に四人の手て下したを無力化された兄あに貴き分ぶんがわめいた。

「ちっとも困ってねえじゃねえか！」

「いやね……」

　ケリンはつぶやきながら、すっと身体からだを振った。

「酔っ払ってるからさ……」

　ケリンの手にあった鉄の棒がふっと消えたように見えた。

『どぐ！』

　兄貴分の横に立っていた男の二にの腕うでから鈍い音がした。

「が！」

　その男は目を見開くとその場に膝ひざをつき右の二にの腕うでを押さえた。

　右の二の腕には、新しい関かん節せつができていた。

　ケリンはゆらりと身体を揺すって、残りの男たちを見み据すえると、にたぁと笑った。

「手て加か減げんが……できねえんだよ……」

　男たちの士し気きが見る見るうちに下がっていくのがわかった。
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　兄あに貴き分ぶんの男が精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいをかき集めて叫んだ。

「て、てめえら、びびるんじゃねえ！　こんなガキ一匹に……」

　その言葉が終わらないうちにケリンが右前に飛んだ。

　鉄棒を腹のど真ん中に突き込まれた男が、声にならないうめき声をあげてその場に両膝ひざをつき、そのまま前のめりに倒れた。

「下へ手たしちゃうと死んじゃうし……」

　ケリンのつぶやきは続いていた。

「なかなか大変なんだよ……」

　首くび筋すじに鉄棒を叩たたき込まれた男が崩れ落ちた。

　三人だけになったとき、兄貴分の男の両側にいた二人の手て下したが、いきなり手に持った鉄棒を投げ捨てて、くるりと背を向けた。

「あ、おい！　てめえら！　逃げるな！」

　兄貴分の必死の叫びもむなしく、二人の手下は全速力で転がるように走っていく。

　ケリンは、すっと間合いを詰めると、兄貴分の男の喉のどに鉄棒をぐりっと押し込んだ。

「ぐぇ……」

　血の気を失った兄貴分の顔をのぞき込んだケリンは、にっこりと笑った。

「一緒に来いよ、ちょっとあんたに聞きたいことがある……俺もだけど、どっちかというと親おや父じが聞きたがると思うんだよな」

「ひ、ひぇええ」

　夜の下町の路ろ地じ裏うらに男の悲鳴が響ひびき渡った。




　午前三時。

　デメララの街が完全に寝静まった頃。

　屋や敷しき町の一角にある、ミュスカデ一家の事務所の扉が大だい音おん響きようと共に叩たたき破られた。

「なんだ！　どうした！　手入れか！」

　右う往おう左さ往おうするミュスカデ一家の下したっ端ぱの前に、体たい術じゆつの道どう着ぎを着込んだ大男が立った。

「手入れじゃねえ！　殴なぐり込みよ！　喧けん嘩か屋クローブとその一門が、売られた喧嘩を買いにきたとセーブルに伝えろ！」

　下っ端どもの間に驚きよう愕がくが走ったが、それはすぐに敵意に取って代わった。

「警備隊ガーデイアンでもなけりゃ、他の一家でもねえ、たかが街の道場が、ふざけたことを抜かすんじゃねえ！　おう！　てめえらこいつらをただで帰すな！」

　事務所の奥から手下どもがわらわらと出てくるのを見たクローブは、にやっと笑って後ろにいる門下生せいに向かって叫んだ。

「ようし、野や郎ろうども！　実戦組み手開始だ！　手足一本ずつまんべんなく折って差し上げろ！　両手や両足を折ると、世話する人間が大変だからな！」

「おう！」

　道どう着ぎを着込んだ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男たちは声を合わせて叫ぶと、事務所の中になだれ込んだ。




　一時間後。

　事務所の奥にあるミュスカデ一家の応接室に通された、クローブの前に一人の男が立った。

　年ねん齢れいは五十歳さいくらいだろうか、白髪しらが混じりの長髪をオールバックにし、肩かた幅はばの広い、がっしりとした体格の持ち主であるその男は、夜だというのに黒い色つきのメガネをかけていた。

　表情の読み取れない顔には、刃は物もので付けられたような大きな傷きず跡あとがあり、酷こく薄はくさが滲にじむ薄い唇と角ばった顎あごからは、得え体たいの知れない迫力がゆらゆらと立ち昇っている。

　それは、暴力と恐怖を職業にしている人間特有の迫はく力りよくだった。

　クローブの前に立ったその男は、メガネを外すといきなりその場に座り込み、床に両手をついた。

「この喧けん嘩か、セーブル・ミュスカデ、一生の不ふ覚かくでございやす！　ぜひともお手をお引き願いやす！」

　ミュスカデは、ここ最近デメララで勢力を伸ばしてきているマフィアの元締めだ。先代の頃は、あまりぱっとしない一派だったが、このセーブルの代になってからは、裏と表おもての両方の顔を上う手まく使い分けて、王おう国こく府ふの高官などにもつながりをつけ、今では百数十人の配はい下かを擁ようするブラックマーケットの最大派は閥ばつになった。

　押しも押されもせぬ自他ともに認める暗黒街の顔かお役やくが、両手をついて頭を下げているのには理由がある。

　その理由は、今、この事務所のあちこちの床に転がってうめき声を上げている手て下したたちの姿を見ればわかる。

　暴力を生なり業わいとするマフィアの力ちから関係は、要するに数で決まる。親分の命令に従い、どんなことでもやってのける手下の数が多ければ多いほど、そのマフィアは強くなり、強くなればそれを頼りに手下が集まってくる。手下の数こそがマフィアの力なのだ。

　今、ミュスカデ一家は崩ほう壊かいの危機に瀕ひんしていた。

　クローブはゆっくりと言った。

「顔を上げて、わけを言え。お前は、なんでケリンを襲おそいやがったんだ？」

「わかりやした、では、失礼して顔を上げさせていただきやす」

　ミュスカデはそう言うと顔を上げた。

「……実を申しますと私は、王国府のとある御お方かたとつながりがございやして……今日、その御方に、ケリン様を痛めつけて、デメララにいられないようにしろ、という命令を受けたんでございやす」

　ミュスカデの姿を見ていたクローブは、大きく息を吐いてうなずいた。

「わかった……といってもケリンは国防軍の隊長だ、俺の一いち存ぞんでなんとかなるもんじゃねえが、一刻も早くグレンダランに帰れるように、本人から上じよう申しんさせる……」

「ほ、本当ですか！」

　顔を上げたミュスカデに、もう一度うなずいたあとでクローブはにやっと笑った。

「ああ、その代わり条件がある」

　ミュスカデの目に、暗い光が浮いた。

「……条件ってのは……金ですかい？」

「いや、金なんかいらねえ、欲しいのはお前さんに、それを依頼した人間の名前や過去に受けた命令の情報だ」

　クローブの言葉を聞いたミュスカデは、真っ青になって叫んだ。

「と、とんでもねえ！　それだけは言うわけにはいきやせん！」

「お前が言わなくたってわかってるぜ、そんな下らねえことを命じるのはサルートぐらいのもんだ……吐いちまえよ」

　額ひたいににじんだ冷ひや汗あせを拭ぬぐいながらミュスカデは視線をそらした。

「あ、いや……しかし……」

　クローブは立ち上がった。

「よしわかった、それが嫌ならこの話は無かったことにする。そのかわり門もん弟ていに命じて、その辺に転がってるてめえの身み内うち、全員の残った手足一本ずつまんべんなく叩たたき折って、向こう半年身み動うごきできねえようにしてやる！」

「ひ、ひえぇ！」




　一時間後、騒ぎを聞いて駆けつけた警備隊ガーデイアンの隊長に向かって、門弟を引き連れたクローブは胸を張って言った。

「喧けん嘩かに……殴なぐり込みだと？　変な言いがかりはやめてくれ！　これは出張だ！　いわゆる出で稽げい古こというヤツだ！　このミュスカデ一家の連れん中ちゆうに稽古をつけてくれと頼まれたから、門弟総そう出ででやってきて、実じつ戦せん組み手を教えただけだ！　嘘うそだと思うなら、そこにいる親おや分ぶんさんに聞いてみろ！」

　ミュスカデは憔しよう悴すいしきった表情で、黙ってうなずくと、よろよろと事務所の奥に引っ込んで行った。

　クローブは、後ろに並んでいた門弟たちに振り返ると笑いながら言った。

「野や郎ろうども、帰るぞ！」

「おう！」

　朝日が差し込むデメララの街の中を、道どう着ぎを着た大男たちがざくざくと足音を立てて行進していくのを見送った警備隊ガーデイアンの隊長に向かって部下が言った。

「あのまま行かせてしまってもよろしいのですか？」

　隊長はうなずいた。

「稽けい古こだと言うのなら稽古なのだろう。何があったのかは知らんが……被害の申し立てが無ければ我々に出で番ばんは無い。それに……これで当分ミュスカデの連れん中ちゆうもおとなしい。警備隊としては礼こそ言えるものの咎とがめる理由は無いと思わんか？」

　部下は黙ってうなずいた。




　ルルルルルルル。

　低いモーター音と共に、鋼こう材ざいの丸まる棒ぼうが見る見るうちに削けずられてゆく様さまを、ミントは息を詰めて見つめていた。

　ここは軍ぐん務む局の建物の一角にある小さな部屋の中だった。

　王立銃じゆう器き研究所の真新しい看板がかかっているこの部屋は、軍務局兵へい器き廠しようの空あき部屋として放置されてきた部屋に設備を運び込んでなんとか体てい裁さいを整えたものだった。

　西せい域いき国こくがこの研究所を設立した表向きの目的は、新型銃じゆうの量産に伴う諸問題の解決ということになっていたが、その本当の目的はギルドと教団の攻撃からミントを守ることにあった。

　とはいえ、研究所の主しゆ席せき研究員に任命されたミントにしてみれば、何もせずに、のほほんと毎日を暮らすなんてことはできなかった。もともとそういうことのできる性しよう分ぶんではない。

　ミントは、ここのところ連れん日じつ金属加か工こう用の機械を取り寄せて、実際に金属の棒を削ったり、穴をあけたりして、機械の精せい度どを確認していた。

　今日運び込まれたその機械は、最新式のもので、ミントの家に代々受け継がれてきた機械ワーカーであるシルバーチップの作業用アームの旋せん盤ばん加工デバイスだけを独立させたような形をしていた。

　機械を操作していた職人が、ミントの表情を見て微笑ほほえんだ。

「どうですか？　この金属加工機は。電力供給が充分にできるデメララだからこそ使える機械ですけど、今、西域国で主流となっている水力利用の加工機に比べると、はるかに使い勝手がいいですよ」

「回転数を自由にコントロールできるんですね……」

「ええ、電力利用の一番の利点はそこです。これを作るとき、金属加工ギルドと教団とでかなり問題になったんですよ、でも、これは何一つ新しい技術を使っていない、既き存ぞんの技術の組み合わせにすぎない、ってうちの工こう房ぼうの親おや方かたが主張して、なんとかお目こぼししてもらったんです」

「これは……この加工機は全部で何なん体たいあるんですか？」

　職人は、肩をすくめた。

「五体しかありません、それしか生産を認めてもらえなかったんです」

「五体ですか……」

　ミントは考え込んだ。

　……軍ぐん務む局から、あの新型銃じゆうの量産について要よう請せいが来ているけど、銃を作る前に、まず金属加工をする工作機械の数を揃そろえることと、部品精せい度どの基準を決めることの方が先決だわ。

　部品の精度。それはグレンダラン攻防戦で、ミントが直面した問題だった。

　西せい域いき国こくの工こう房ぼうは、すべてギルドによって組織化されていたが、その目的は工房のインダストリアンが禁きん忌きを犯さぬように監かん視しするためのものであり、技術を普ふ遍へん化かするとか、共通のデータベースを構こう築ちくするといった行為は一いつ切さい行って来なかった。

　インダストリアンの工房で作られる機械類……銃じゆう器きのみならず馬の蹄てい鉄てつからドアの蝶ちよう番つがい、そしてそれを柱に取り付ける木ネジに至るまで、すべての部品や機械は、工房ごとに職人の手によって作り出されていた。つまり、Ａという工房で作られたボルトはＢという工房で作られたナットには合わない、ということなのだ。

　グレンダラン攻防戦のとき、ミントは銃じゆう士し隊たいの銃を改造し、他の工房に新型銃のチャンバーを作らせたのだが、このチャンバーに不良品が続出した。

　チャンバーを作っていたインダストリアンたちの頭の中には「共通部品」という概がい念ねんが無かったのが理由だった。

　彼らにとって銃というのは、一いつ丁ちよう一丁手作りするもので、どの銃も微び妙みように違うのが当たり前であり、チャンバーのように、どの銃にも同じように使えるものなど作ったことが無かったのだ。

　……グレンダランのときは本当に無む我が夢む中ちゆうだったけど、あれは百丁という単位だったからなんとかなったのね。西域国の国防軍の長ちよう銃じゆうをすべて改造するとなったら、ちゃんと計画を立てて部品生産から始めなくちゃいけないし……もしかして一番最初にしなくちゃいけないのは、インダストリアンの人たちの意識改かい革かくかもしれないわね。

　工作機械を見て考え込んでいたミントに、部屋の片かた隅すみで書類の山と格かく闘とうしていた研究員らしい若い男が声をかけた。

「マージョラム主しゆ席せき研究員、新兵器に関する書類審しん査さが終わりましたが……最終チェックをお願いできますか？」

「はい、工作機械の審査が終わったらすぐに取り掛かります……なにかアイディア的に面白いものはありましたか？」

　若い研究員は肩をすくめた。

「実用になるかどうかわかりませんが、炸さく裂れつ弾だんを発はつ射しやするものや、チャンバーを金具でリンクし、連続して装そう填てんできるようにするものなど、かなり斬ざん新しんなアイディアが寄せられていますね。荒こう唐とう無む稽けいな白はく日じつ夢むのようなものもかなりありますけど、なんというか、どの書類にも、今まで考えても他人に話すことや図面に起こすことすら禁じられていた、こういったアイディアを、正せい々せい堂どう々どうと語ることのできる嬉よろこびが満ちているような気がします」

　研究員の言葉を聞いたミントは微笑ほほえんだ。

「誰もみんな、そういったアイディアを心の中に抱え込んできたのでしょうね……より便利な、より良いものを作りたい、と願うのはインダストリアンとして正しいことの証明なんだと思います。工作機械のめどがついたら、さっそく試作してみましょう」

「かしこまりました」

　頭を下げて戻っていく研究員の先にある机の上の山のような書類を見て、ミントは思わずため息をついた。

　……すごい数だわ。嬉うれしい悲鳴ってところかな、しっかり審しん査さしなくちゃね。あれはインダストリアンの夢の結晶なんだから。

　王おう国こく府ふが王立銃じゆう器き研究所を設けた直後に、ミントは国中のインダストリアンに対し。禁きん忌きの名の元に封ふう印いんされてきた『新しき概がい念ねん』について公募を行う、という布ふ告こくを出した。

『想像を創造に変えることができるのは我らインダストリアンのみに許された特とつ権けんである！　その特権を自らの手で封じ、百年一日のごとき品物を作り続けるは、これ、インダストリアンにあらず！　新しき概念を！　新しき物を！　技術は人の生活を豊かにするために進化すべきである！』

　そう呼びかけたミントの布告に対し、ギルドと教団は、禁忌破りの大だい罪ざいであるとして配下の工こう房ぼうとインダストリアンに対し、この布告を無視するように通達を出した。

　しかし、ギルドの通達をあざ笑うかのように、その日から王立銃器研究所には、山のような書類が届き始めたのだった。

　ミントが書類の山を見てため息をついたそのとき、実験室の入り口を誰かがノックした。

「どうぞ」

　ミントが振り向くと、そこに受付の女子職員が立っていた。

「あの……ミント様、受付にご面会の方が来ていますが……」

「面会？　私に？」

　女子職員は微笑だ。

「ええ、ケリン・ミルダモン様が一階の受付でお待ちです」

　ケリンの名前を聞いたとたん、ミントは、自分の耳の奥で血管がどきん、と脈を打ったのを聞いた。

　……何の用なんだろう？　私に会いに来てくれたのかな？　でも、私なんか相手にしてくれるわけないし。

　半はん分ぶん混乱した頭でドアを見たとき、ミントの目にドアの窓ガラスに映っている自分の姿が飛び込んできた。

　……油ジミだらけの作業服に、無む造ぞう作さにまとめた髪の毛……とても人に会えるような格かつ好こうじゃないわ。

　ミントは一瞬『断ろうか……』と考えて、すぐにその考えを打ち消した。

　いいえ、大丈夫。ケリンならそんなこと気にしない……本当は、ちょっとくらい気にして欲しいけど……でも、それがあの人のいいところだと思うから。

　ミントは女子職員に微笑ほほえみ返して言った。

「わかりました、この試験が終わったらすぐに行きますから、ちょっと待っていただけるようにお伝え下さい」

「かしこまりました」

　一礼してドアを閉めた女子職員を見送って、ミントは工作機械を扱っている職人の方に向き直った。

「では、この機械を量産するために必要な時間と費用を報告書にして上げて下さい。この機械の精せい度どを西せい域いき国こくの標準として、統一規き格かくを作ります」

　職人は、ちょっと驚いたような顔をした。

「統一規格というと？」

「私は、この機械をたくさん作って、各工こう房ぼうに無む償しようで貸し出すことを考えています。そのための予算も計上して戴いただくつもりです。同じ機械で作られた同じ精度を持った品が無ければ本当の量産は無理だと思うんです」

　職人は、ミントの顔を改めて見直すと、小さくうなずいた。

「うん……そうですな、あなたの言うとおりだ。わかりました、さっそく報告書を作ります」

「よろしくお願いします」

　ミントは頭を下げた。




　二階から一階に降りる階段の踊り場まで来たとき、ミントの目に見覚えのある紅あか毛げが飛び込んできた。

　足音に気づいたのだろう、その紅毛の持ち主が振り返った。

　人ひと懐なつっこい笑顔がそこにあった。

「よう、ミント。元気そうだな」

　ケリンはミントの着ている作業服を見て、改めて微笑を浮かべた

「この前の晩ばん餐さん会のドレスも可愛かわいかったけど、お前はその格好のときのほうが生き生きして見えるぜ」

　ミントは、ちょっと嬉うれしそうに微笑んだ。

　……やっぱりケリンはケリンだ。私の作業服姿すがたを笑ったりしない。

「いきなり訪ねてきたりして……何かあったの？」

　ケリンは頭を掻かくと、照れたように言った。

「あ、いや……今、時間あるか？」

「時間って？」

「ちょっと抜け出せないか、って言ってるんだ」

　ミントは目を見開いた。

「抜け出すって……この研究所を？」

「そう、ちょっと話がしたいんだ」

　少しどぎまぎしたようにミントは答えた。

「だって……そんな、いきなりそんなこと言われたって……私は今、仕事中なのよ」

「俺と話すことだって仕事さ、だって俺はお前の作った銃のユーザーなんだぞ。メーカーがユーザーから話を聞くってのはれっきとした仕事だろ？」

「そ、それはそうだけど……」

「それはそうなら、それでよし、と」

　そう言うなり、ケリンはポケットから帽ぼう子しを取り出してひょいとかぶった。

「街まち中なかを歩くときはこいつをかぶらないとな、目立つのは好きじゃねえんだ」

「……街中を歩くって？」

　ケリンは怪け訝げんな顔をするミントに答えようともせずに、その手をぎゅっと握って引っ張った。

「きゃ！」

　小さな悲鳴を上げたミントにお構いなしに、ケリンはミントの手をそのまま引っ張って、軍ぐん務む局の玄関から外に出た。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　どこに行くつもりなの？」

　ケリンはミントの抗議する声に構わず、ずんずんと進んで、軍務局の建物の前にある広い階段の中ほどまでやってくると、そこで立ち止まって振り向いた。

「お前に、デメララの街を案内してやるよ。俺はグレンダランに戻るけど、お前は当分この街で暮らすことになるだろうから……」

「え？」

「俺、明日グレンダランに帰ることになったんだ、あそこには銃じゆう士し隊たいの連れん中ちゆうが待ってるからな、早く帰ってやらなきゃ」

　ケリンの言葉を聞いたとき、ミントは、自分の胸の奥で何かがきゅっと絞られたような気がした。

「あ……そうなんだ、グレンダランに帰るんだ」

「ああ、いつまでもデメララで遊んでるわけにもいかねえからな……」

　ケリンはそこで言葉を切ると、ひょいとミントの顔をのぞき込んだ。

「どっか行ってみたいところあるか？」

「わかんない……良く知らないから」

　首を振ったミントを見てケリンは考え込んだ。

「そうか……じゃあどうするかな？　手っ取り早くおのぼりさんコースを回るかそれともショッピングに行くか……」

　そのとき、ミントがおずおずと聞いた。

「ケリンは、デメララの生まれなんだよね？」

「え？　ああそうだ。下町の生まれだ、それがどうかしたか？」

　ミントは微笑ほほえんだ。

「私……ケリンが育った街が見たいな、ケリンが走り回って遊んだところとかそういった場所」

「見るところなんかないぜ、ごちゃっとしていてさ、見るならもっとキレイで上品なところが一いつ杯ぱいあるのに……」

　ぶんぶんと首を振ってミントは言った。

「いいの、そういったところはいつでも行けるけど、ケリンの育った街はケリンと一緒じゃないと行けないんだから」

　ケリンはうなずいた。

「よし、じゃあ案内してやる、そういえば少し腹へって来たな……とりあえず白はく鹿しか亭ていにでも行くか」

「白鹿亭？」

「トリサーの働いていた店さ、あんまりキレイじゃないけど、メシは美う味まいぜ、こっちだ」

　そう言うなりケリンはミントの手を引っ張って歩き出した。

　ミントは、その強ごう引いんさに、思わず小さな悲鳴を上げそうになったが、自分の手を握っているケリンの手の感かん触しよくに気づいて、悲鳴を飲み込んだ。

　その手からは、あのときと同じ温かさが伝わってきた。

　グレンダランのギルビーの工こう房ぼうの屋根裏うらで息を殺して二人で身を寄せ合っていたあのときと同じ温かさだった。

　……そう、あのとき、ケリンの手はこう言っていた。

『心配するな……』って。

　肩の力を抜いて、大きく息を吐いたミントはにっこりと微笑んで答えた。

「実を言うと私も少しお腹空すいてるんだ、早く行きましょう！」

　一瞬驚おどろいたようにミントの顔を見たあとで、ケリンも微笑んだ。

「お前、思ったより元気だな、安心したぜ」

「思ったより……って？」

「だってよ、お前泣いていたじゃんか、ほら、あの晩ばん餐さん会のとき。俺、心配してたんだぜ」

　ミントは思わず立ち止まった。

「……見ていたの？」

　ケリンは、握っていた手を離すと、ちょっと照れたようにそっぽを向いて答えた。

「ああ、だってよ、気になるじゃねえか、女の子が泣いてりゃ……」

　……私のこと気にしてくれていたんだ。

　ミントは、思わず両手で自分の頬ほおを押さえた。

　手のひらが、ぽうっと熱くなったのがわかった。

　その上気した表情に気づかぬようにケリンは言葉を続けた。

「なんで泣いていたんだ？　あのとき……あそこにいたおっさんに何かひどいこと言われたのか？」

　ミントは慌あわてて首を振った。

「ううん、違う！　その反対！　嬉うれしくて泣いたの……あの人、死んだ父さんの親友だった人で、ギルドの幹かん部ぶなんだけど、私を応援してくれるって……それが嬉しくて、つい……」

「なんだ、そうか、なら安心した」

　ケリンは笑ってそう言うと左手を差し出した。

「え？」

　その手を見て怪け訝げんな顔をするミントに向かって、ケリンはにやっと笑ってみせた。

「つかまれよ、街は人通りが多いぞ、はぐれるとお前みたいな田舎いなか者のぽーっとしてる女の子は、迷まい子ごになったり、変な連れん中ちゆうにひっかかるかもしれないからな……いつぞやみたいに警備隊ガーデイアンにとっつかまるのは、もうごめんだ」

　差し出されたケリンの手を見てミントは思った。

　……ケリンはちっとも変わってない……いじけていた私が馬鹿みたい。

　私……もっと素直になろう、いえ、素直にならなきゃいけないんだ。

　ミントは小さくうなずくと、目の前にあるケリンの手を握った。

「よし、行くぞ、はぐれるなよ」

「うん！」

　二人はデメララの街まち中なかに向かって歩き出した。




　白はく鹿しか亭ていの店内に人ひと影かげは無かった。

　昼食時を過ぎ、夕方の混雑が始まる前のこの時間は、どの店もたいてい客きやく足あしが途と絶だえるために、従業員の休憩や夕方のピークに向けた仕込みなどに当てている店が多い。

　白鹿亭も同じようにこの時間を従業員の休憩時間に当てているのを知っている客たちはこの時間にめったに訪れることは無い。

　ミントを連れて白鹿亭の中に入ってきたケリンは、店の奥の方にあるカウンター席にミントと並んで座ると、がらんとした店の中を見回して大声で言った。

「しばらく来ねえうちに、ずいぶん寂さびれちまったなあ、もうすぐ潰つぶれるんじゃねえのか？　この店……」

　カウンターの奥にいた、長い茶ちや髪ばつを後ろでまとめた二十歳さいぐらいのウェイトレスらしい女の人が小こ走ばしりにやってくると、手に持った銀色のお盆ぼんを振り上げ、後ろを向いて店内を見回していたケリンの頭に振り下ろした。

　ごわゎゎん！

　金属音と共に頭を押さえたケリンに向かって、ウェイトレスは咆ほえた。

「こら！　ケリン！　あんた人聞きの悪いことを大声で言うんじゃない！」

　ケリンは頭を押さえたまま涙なみだ目めで抗議した。

「ひでえなあ、いきなり殴なぐるこたぁないじゃないですかアニス姉さん！」

　アニスは左手を腰に当て、右手でケリンを指差した。

「あんたは軽かる口くちのつもりかもしれないけどね、あんたはもう、不良のガキじゃないんだよ！　自分の立場ってものを考えてものを言いな！　自分の立場ってものを！　あんたは英雄なんだから！」

「英雄だって言うなら、英雄らしく扱ってくれよ、立場を考えろと言われたその立場がねえじゃねえか」

　アニスは、それもそうか、という顔をした。

「まあね、そう言われてみりゃ、私だってあんたが英雄だなんてちっとも思ってないもんね」

　そう言ってケラケラと笑ったあとで、アニスはケリンの横で目を丸くしているミントに気がついた。

「あら、めずらしいわねえ、つーかあんた初めてじゃないの？　女の子連づれで歩くなんて……こちらのお嬢じようさんはどなた？」

　アニスとケリンのやりとりを息を止めて見ていたミントは、慌あわてて頭を下げた。

「あ、はい！　ミント……ミント・マージョラムと申します。あの……ケリンとはグレンダランで……その……知り合いになって……」

　ミントの言葉が終わらないうちにアニスは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あーっつ！　知ってる！　新聞とかでニュースになった、天才少女発はつ明めい家か！　グレンダランをスタンピードから救った新型銃じゆうを作った硝しよう煙えんの女め神がみ様！」

　アニスが並べ立てた肩書きを聞いたミントは真っ赤な顔になって下を向いた。

「いえ……私、そんなんじゃありません……」

　そのミントの様よう子すを見て、ちょっと驚いたような顔になったアニスに向かって、ケリンが弁べん解かいするように言った。

「あ、いや、アニス先せん輩ぱい。ミントはさあ、そんな風に騒がれるのに慣れていねえんだ。だからめったに外に出ねえらしくてさ、それで今日は俺がデメララの街を案内しようと思って連れて来たんだ、あんまり騒がしくしねえでくれよ」

　ケリンとミントの顔を交互に見ていたアニスは、小さくうなずいたあとで微笑ほほえんだ。

「そっか、そういうことか……わかった、じゃあ騒がない……それはそうと、何か飲む？　それとも軽く何か食べる？」

　ケリンはミントに聞いた。

「何か食べたいものとかある？　この店はあんまりキレイじゃないけど、安くて美う味まいもの食わしてくれるんで有名なんだ」

「こら、キレイじゃないってのは余よ計けいだ」

「ついでにウェイトレスは乱暴だし……」

　アニスはお盆ぼんを持ち上げてケリンをにらみつけた。

「何か言った？」

　ケリンはぶんぶんと首を振ったあとで、入り口を振り返って言った。

「あ、ジム先輩だ……」

　その言葉を聞いたとたん、アニスは真っ赤な顔になり、慌あわてて手に持っていたお盆を背中に回して肩をすくめて小さくなったが、誰も店に入ってきていないことに気がつくと、もう一度ケリンをにらみつけた。

「ジムなんて、どこにもいないじゃない！　このウソツキ！」

　ケリンはにやにや笑って答えた。

「俺のカン違いだったみたいですね、それにしてもアニス姉さんは、本当にジム先輩に惚ほれているんすねえ」

　アニスはケリンをにらみつけたまま真っ赤な顔になった。

「うるさい、年上をからかうな！　そんなことより早くオーダーを言いな！」

　ケリンはカウンターの奥にあるメニューを見ながらつぶやいた。

「えーと、じゃあ、へんでろぱーを二人前、ヒラミレモン風ふう味みで……」

「そんな、わけのわかんないものはメニューに無い！」

「なんだ、そうなんだ。じゃあいいや、フライドポテトとかそういった軽いものと、あと冷たいジュースのようなものがあったら頼む……あ、俺はアイスコーヒーね」

「わかったわ、じゃあスナックの盛り合わせで作っておくわ」

　ケリンのオーダーを聞いたアニスは手に持った伝票に品目を書き込むと、店の奥にある厨ちゆう房ぼうに引っ込んだ。

　ケリンとアニスのやりとりを目を丸くしてみていたミントが、くすりと笑った。

「ケリンとあの人って、仲がいいのね、なんか姉弟ゲンカを見ているみたいな気がした……」

「まあね、実際俺おれにとっちゃ姉あね御ごみたいなものだからな……それにしても、アニス姉さんはまだジム先せん輩ぱいとくっついてねえのか、ああ見えて意外とオクテなんだよなあ、あの人……んでもってジム先輩は輪をかけて朴ぼく念ねん仁じんと来てやがるから傍はたでみていて歯がゆいのなんの……」

　ケリンがそこまで言ったとき、後ろから若い男の声がした。

「誰が朴念仁だって？　え？　この不良が！」

　二人が振り向くと、そこに青い警備隊ガーデイアンの制服を着た若い男が立っていた。

「ジム先輩！」

　ジム先輩と呼ばれた警備隊の隊員は白い歯を見せて笑った。

「よう、元気そうだなグレンダランの英雄！」

　ケリンは照れたように笑った。

「やめて下さいよ、俺、そんなたいした人間じゃねえですよ」

　ジムは首を振った。

「人間の価か値ちってのはな、何をやったか、それで決まるんだ。だとしたら、お前はたいした人間なんだよ……」

　そして、ジムは右手を出した。

「お前は俺たちマイヤーズの誇りだよ、ケリン……」

　ケリンは一瞬ためらったあとで、右手を出してその手を握った。

「ありがとうございます、……ジム先輩にそんな風に言われるときが来るなんて、思ってもいなかったな……」

　二人ががっちりと手を握って微笑ほほえんだそのとき、カウンターの奥からアニスの声が聞こえてきた。

「いいよ、父さん、そんなに手をかけなくたって、どーせ相手はケリンなんだからてきとーに残り物食わせときゃいいんだよ。あ、でもお連れのお嬢じようさんの分はしっかり丁てい寧ねいに作ってよ、そっちはちゃんとしたお客さんなんだから」

　ケリンは、にやっと笑うと、カウンターから奥の厨ちゆう房ぼうに向かって声をかけた。

「あーっ、ひでえの！　そんないい加か減げんなことやってると、嫁よめにいけねえっすよ！　ジム先輩が聞いたらきっと幻げん滅めつしちゃうだろうなあ」

「うるさいわね！　ごちゃごちゃ言ってると、ただじゃすまないよ！」

　ケリンはにやにや笑うと、わざと挑ちよう発はつするように言った。

「へえ、どうただじゃすまないって言うんだ？　面白れえ、やってもらおうか」

「あんたねえ、ちょっとばかり有名になったからって、いい気になるんじゃないわよ！」

　お盆ぼんを振り上げて厨房の奥から出てきたアニスは、ケリンの横に立っている人間の顔を見て小さな悲鳴を上げて立ちすくんだ。

「きゃ！　ジ、ジム……いつ来たのよ！」

　ジムは微笑を浮かべたままさらりと言った。

「さっきね、ここにケリンが入るのを見たんで、隊長に許可もらって会いに来たんだ……それにしてもお前、結けつ構こう勇ましいんだなあ」

　アニスは耳の先まで真っ赤にして店の奥に逃げ込んだ。

　その背中に向かってケリンが叫んだ。

「安心して下さいアニス姉さん！　ジム先せん輩ぱいはそんなところもひっくるめてアニス姉さんが大好きだそうですから！」

　どんがらがっちゃーん！

　店の奥で何かがひっくり返る音がした。

「混乱してる混乱してる……ああ面白れえ」

　笑っているケリンの頭に一発ゲンコツを食らわしてジムが言った。

「相変わらずだなお前は……でも安心した、人間ってのは偉くなると変わっちまうヤツが多いけどお前は変わんねえみたいだな」

　頭を押さえてケリンは笑った。

「俺って、そんなに器き用ような人間じゃねえっすよ」

　ケリンとアニス、そしてジムのやりとりを横で見ていたミントは、思わず微笑を浮かべていたのに気がついた。

　……本当に、ケリンの周りの人って、ケリンと同じような人ばかりなんだ。

　他人をうらやんで自分の境きよう遇ぐうを呪のろって……なんて人たちと正反対の、裏も表おもても無くて、他人を大切にして自分も大切にする、そういった人ばっかりなんだ。

　なんで、ケリンがこんな風に育ったのか良くわかるような気がするな……。

　やがて、真っ赤な顔のアニスがお盆ぼんを持ってやってきた。

「お待たせしました、スナックの盛り合わせと、フルーツミックスジュースのセット、そしてアイスコーヒーでございます」

　他人行ぎよう儀ぎな口く調ちようでそう言って頭を下げ、そのまま戻ろうとするアニスにミントは声をかけた。

「あの……」

「はい？」

　ちょっと驚いたように目を見開いて振り返ったアニスに、ミントは思いきって聞いた。

「このお店に……これからも来ていいですか？　あの……一人だけで……」

　アニスは目を丸くしたままうなずいた。

「そりゃあ、まあ、別に構わないけど……自分で言うのもなんだけどうちの店はあんまり女の子が一人で来るようなお店じゃないよ、夜は居い酒ざか屋やになっちゃうし……」

　ミントは首を振った。

「いえ、構いません！　私……今、ホテルに一人暮らしなんです……話する友達もいないし……だから……その……ケリンとのやり取り聞いていて、ああ、こんなお姉さんがいたらいいな……って思って、その……」

　ミントの言葉を聞いていたアニスはにっこりと笑った。

「そういうことね、いいよ、いつでもおいで。ケリンのこととか全部教えてあげる……って言うより、ホテルで一人暮らしなんかやめて、うちにくれば？　ここだって二階は宿屋になってるし、ちょっと夜は騒がしいけど、それさえ気にならなきゃ居い心ごこ地ちはいいと思うよ」

　アニスの言葉を聞いたミントは目を見開いた。

「本当ですか？　じゃあ、ここに引っ越します！　今日研究所に帰ったらさっそく手続きします！」

　ケリンは慌あわてた。

「おい、ミント、そんなこと勝手に決めちまっていいのかよ！」

　ミントはうなずいた。

「大丈夫だよ、自分の住むところくらい自分で決めたって何も言われないよ……ケリンが暮らしていた街で私も暮らしてみたいんだ」

「お前がそれでいい、って言うならそれでいいけどよ……心配だなあ」

「大丈夫だよ、だって隣となりは警備隊ガーデイアンの分ぶん署しよだもの、ちっとも心配いらないよ」

　ケリンは首を振った。

「いや、俺が心配してるのはそういうことじゃないんだ。この店にいると、アニス姉さんのガサツさが伝う染つるんじゃないかと……」

「あんだってぇ？」

　ケリンは表情を消して首を振った。

「あ、いえ、何でもありません、このフライドポテトはおいしいですね」

「わかればよろしい」

　満足そうにうなずくアニスを見て、ミントは思った。

　……デメララの暮らしが好きになれそうな気がする。

　そうか、好きになって当然なんだ。

　だって……この街はケリンが暮らしていた街なんだから。

　ミントは大きく息を吸うと、目の前に置かれたミックスジュースを一口飲んだ。

　良く冷えた芳ほう香こうを持つ甘い液体が喉のどを降りて行った。

　そして、大きく息を吐いたとき。

　ミントは新しい扉の向こうに立っているような気がした。







　第五章「北の神殿」







　西せい域いき国こくの北にそびえる山さん岳がく地帯。

　そこには標ひよう高こう二千メルテを越える高い峰みね々みねが連なり、人々の立ち入りを拒こばんでいる。

　その高い山の頂いただきから雪が消えるのは、一年のうちを通じて夏の一ヶ月間だけだ。

　しかし峰々の頂にあった白い雪こそ消えるものの、山さん頂ちようから山すそに向かって深く刻まれた谷の底には一年を通じて消えることの無い万まん年ねん雪ゆきがいく筋も積もっている。

　深い谷は、その雪溶け水を谷川に流し、いくつもの谷川は山を下って合流し大きな川となり、やがてその川は、この世界の大陸を東西に分かつ大河バンドールとなって南の大海に注そそぐことになる。

　その大河バンドールの源流の一つ。ラグソム川が谷を抜け、平野に出たところに大きな台地があった。

　扇おうぎ状じように広がった広々としたその台地の頂には、優ゆう雅がな曲線を描く白いドーム状の建物があり、それを中心としてその周囲を囲むようにいくつもの建物が立ち並んでいる。

　総そう人口五千人のこの大都市こそ、この世界におけるありとあらゆる知識をつかさどる知の教団の本ほん拠きよ地ちロマ・コンティだった。

　ロマ・コンティの街に足を踏み入れた人間は皆、街中に乱立する電柱とその間に張り巡らされたおびただしい数の電線、そして街灯の数に驚くだろう。

　ラグソム川を上流でせき止めた水力によって発電されている豊富な電力は、夜ともなればロマ・コンティの街を煌こう々こうとした電気照明によって照らし出す。

　夜空を照らすその明かりは数十キロテ離れた場所からも、見ることができると言われていた。

　さらにこの都市が西域国の他の都市と大きく違うところ、それは都市の郊外に耕こう作さく地ちがまったくないことだろう。

　ロマ・コンティ以外の都市は、周囲に広い農場を持ち、そこで生産された穀こく物もつや農作物で都市の住民を養っている。しかし、この都市にはそういった農場は必要が無いのだ。

　知の教団は、人々にさまざまな知識を与え、その対たい価かとして献けん納のうを受けるしきたりになっていたが、長い年月の間に、このしきたりは法律に代わり、献納は知識の対価としてではなく、聖なる存在に対する感謝を表す義務、つまり税と化した。

　知の教団はこの都市で消費する農作物一いつ切さいを西域国と東とう域いき国こくから献納させ、そしてさらに両国のインダストリアンギルドから紙や布、油に石炭、錬れん鉄てつ、金、銀、銅といったレアメタルなどの貴き重ちような工業生産物をも献納させていたのだ。

　知の教団が運営する知識アカデミーの出身者だけが暮らす、労働をせずとも、ただ消費するだけの生活ができる都市。それが、このロマ・コンティだった。

　そのロマ・コンティの最上部に、すべての知識が収められた北の神しん殿でんがある。

　この建物は、正面から見ると半はん球きゆう形けいのドームに見えるが、実際の建物は南北に細長い紡ぼう錘すい形けいをしている。

　もし、上空からこの建物を見下ろすことができれば、平べったくなった円えん柱ちゆうが、谷に挟まっているように見えるだろう。

　失われた過去の高度な技術によって作られた、その巨大なドーム状の建物の最上階で、一人の若い男が、机の上に積み上げられた報告書らしい紙の山と、白い教団の制服を着た部下らしい男たちを前にして呪じゆ詛その言葉を吐き散らかしていた。

「不能！　不能！　不能！　大型二に足そく歩行機械、六脚きやく移動砲ほう台だい、装そう甲こう補給電でん源げん車、どれ一つ満足に動かんとはどういうわけだ！　保守管かん理り部門の責任者は何をやっていたのだ！　これは教団の財産を管理するという職しよく務むに対する怠たい慢まんだぞ！」

　部下らしい男が弁べん解かいするように答えた。

「しかし……プレディカーツ様、これらの機械ワーカーを稼働させますのは、まさに百年ぶりでございます。前例に応じて動かすとしても、経験者はすでに他た界かいしており、マニュアルこそ残っておりますものの、詳しよう細さいな事柄については理解不ふ能のうなことが多く……」

　プレディカーツと呼ばれた若い男は怒ど鳴なった。

「マニュアルが理解不能だと？　なぜそのような能力の低い男がそのような部門にいる！　成績管理はどうなっておるのだ！　成績優ゆう秀しゆうな者が管理職しよくについているのではないのか！」

　部下は頭を下げると、書類フォルダを差し出した。

「試験成績による人事管理は万ばん全ぜんであります！　こちらに試験成績表がございますが、ごらんのとおり各部門とも試験成績の最さい優秀者を責任者に任にん命めいしており、問題となるような点は見当たりません」

　差し出された書類フォルダを一いち瞥べつして、プレディカーツは再び顔を上げて聞いた。

「……なるほど、間違いなく定期試験の上位者が責任者に任命されているようだ……では、なぜ、理解不能などということを言い出したのだ？」

　部下は途と方ほうに暮れたような顔をして答えた。

「わかりません、このようなことは人事管理マニュアルにもありません、理解不能であります」

「貴き様さままで理解不能か！　わかった、特例だが私が直じき々じきに現場の者から話を聞く。多た脚きやく砲台の保管場所である地下倉庫まで案内しろ！」

　プレディカーツの言葉を聞いた部下は目を見開いた。

「現場視察を行う場合は、事前に各かく担当部ぶ署しよの局長に稟りん議ぎ書しよを回し、その合意を得て、日取りを決めて行うこととされております！　そのようなことは原則に反します！」

「原則に反するかもしれんが、前例がある。過去において『抜き打ち』と呼ばれる現場視察が行われたという記録が残っておる！　私はその『抜き打ち』で行く！」

「ははっ、では、直ちに！」

　部下は、慌あわてて頭を下げた。




　腕を組んで、目の前をゆっくりと昇ってゆく光の点てん滅めつと、足元に見える部下たちが乗り込んでいるエレベーターを眺ながめながら、プレディカーツは考えていた。

　……最さい高速にセットすれば、このリニアエレベーターは、ほんの一秒もあれば最下層まで行くのだが、これに乗れるのは、シサードの位くらいより上位にあるものだけだからな。

　自分の乗ったエレベーターの隣となりにある旧きゆう式しきのエレベーターを支えている油ゆ脂しで黒光りする太いワイヤーロープが、ときおりごとごとと揺れるのを見て、プレディカーツは小さく鼻を鳴らした。

　……ふん、上位のものが下位のものに合わせねばならんというのは面白くないが、まあ仕方があるまい。寛かん容ようさというのも上位の者に求められている素そ養ようなのだからな。

　やがて、エレベーターの速度が目に見えて遅くなり、壁面のモニターにＢ４という表ひよう示じが現れた。

　ドアが開くのと同時に、湿気を含んだ冷気がエレベーターの中に入り込んできた。

　豊富な電力によって、空調設備は動いているものの、やはり地上との温度差を解消するまでには至らないのだろう。壁面には、結けつ露ろした水分が流れ落ちた細かな縦たて縞じまがいくつも見えた。

　エレベーターの前は小さなエントランスになっており、そこから左右に高い天井と広い通路が延びている。

　通路に面した部分に、ナンバーが書かれた大きな扉がいくつも並んでおり、機械油と、湿気を帯びた空気のカビ臭さが入り混じった、地下倉庫特とく有ゆうの臭いの中を、大小の作業用台だい車しやが動いているのが見えた。

　その臭いに眉まゆをひそめながらエレベーターを降りたプレディカーツを、少し先に到着していた部下たちと、この倉庫の責任者らしい作業服姿すがたの男が出迎えていた。

　作業服姿の男は、緊きん張ちようしきった仕し草ぐさでぎくしゃくと頭を下げた。

「お待ちしておりました、このフロアの責任者で、ターフェルと申します」

「うむ、案内せよ」

「はい、こちらでございます」

　作業服姿の男は先頭に立つと、広い通路の中を、いそいそと歩き出した。




　その行列を、遠くから見ていた作業員らしい男が、横にいる同どう僚りようらしい男に聞いた。

「なんだあの若わか僧ぞうは？　いつもはふんぞり返ってるターフェルが、へこへこ頭下げてるけどよ……」

　同どう僚りようは、こいつ、馬鹿か？　という顔をした。

「お前、シサードの制服見みたことないのかよ？　ありゃあ、お前、上級評ひよう議ぎ員いんのプレディカーツだ」

「プレディカーツって、あの、試験の神様か？　全部の昇しよう任にん試験を一発クリアして、二十四歳さいでシサードの位くらいに出世した……って」

「そう、その『試験の神様』だよ。お前、知ってんじゃねえか」

「いや、そんな偉い人が、いきなりこんなところに来るなんて思ったこともなかったからさ」

「そう言えば、妙みようだな。こういった偉い人の視し察さつがあるときは、たいてい一週間くらい前に知らせがあるものだけど……」

「まあ、いろいろあるんだろう。自分に関係ないことを疑問に持つのはお前の悪いくせだぞ。俺たちは与えられた仕事に疑問を持つことなく、与えられたとおりのことをしていればいいんだ。考える時間があれば主しゆ任にん試験の模も範はん回答を暗記したほうがいい」

「そうだな、俺には、考えるという悪い癖くせがあるからな……それで出世しないんだろうな」

　二人の作業員がそんな会話を交わしていた頃、プレディカーツ一行は、地下倉庫の巨大な扉の前に立っていた。

「多た脚きやく砲ほう台だいの一番から四番までは、こちらに保管されております。ご命令を受けたあと、直ちに整備に取り掛かりましたが、マニュアルに不明な点が多く……」

　扉の前で必死に言い訳をするターフェルに向かって、プレディカーツは冷たい声で答えた。

「説明はいらん、状況を見せろ」

「は、はい、かしこまりました、今すぐ……」

　ターフェルは慌あわてて扉の脇にあるコントロールパネルの保護カバーを開くと、胸ポケットから取り出した小さな手帳を確認しながらコード入力ボタンを操作した。

　そして、最後に赤いエンターキーを押したとき、扉の上の方に設置されている二つの丸い窓が黄色いストロボ点てん滅めつを始め、通路に合ごう成せい音声と思われる女性の声で警告のメッセージが流れた。

『警告します、七番ハンガーより、汎はん用よう作業機械が移動開始いたします！　通路において作業中の作業員は退たい避ひして下さい！　繰り返して警告います、七番ハンガーより……』

　その声を聞いて不安そうな顔をした一行に、ターフェルは笑ってみせた。

「ご安心下さい。このメッセージは扉を開くと自動的に流れるようになっておるのです。実際には扉が開くだけです」

　ターフェルの言葉を裏付けるように、メッセージは五回ほど流れた後で沈ちん黙もくした。

　一秒ほどの間があったあと、重々しいモーター音が響ひびき、天井まである大きな扉が左右に開き始めた。

　ゆっくりと開いていく扉の向こうにある物が、徐々に姿を現すにつれて、プレディカーツたちの目も同じように見開かれた。

　それは、六本の折れ曲がった足と二本の作業用アームを持つ、巨大な機械仕じ掛かけのクモだった。

　黒光りする六本の脚あしは七メルテほどのところにある関かん節せつでＡの字に折れ曲がり、中央にある機体を支えている。

　機体の前面には、操そう縦じゆう者が乗り込むコックピットがありその下からは、脚と同じような多た関節のアームが伸びその先に機械仕掛けの手がついている。

　アームの奥、クモで言えば腹部にあたる部分に銃身と思われる黒い筒が二本突き出している半球状の砲ほう塔とうがある。

　その半球状の大きな砲塔を見てプレディカーツは思った。

　……この巨大な機械仕掛けのクモの本当の名前は、先ほど合ごう成せい音声が告げていた汎はん用よう作業機械というのが正しいのだろう。しかし、あの砲塔を見れば、多た脚きやく砲ほう台だいと呼びたくなるのも無理はないな。

　改めて機械仕掛けの巨大クモを見上げたプレディカーツは、思わずつぶやいた。

「映像では何度も見たが、実物を見ると、迫力があるな……」

「現存している多脚砲台は五体ですが、実際に稼働するものは、二体ほどではないかと思われます……喪うしなわれた知恵で作られた品物ですから維持するのが精せい一いつ杯ぱいでして、修理などができる代しろ物ものではありません」

　プレディカーツはターフェルをじろりと見た。

「その、維持することすらできていないではないか、維持とは、実際に動く状態にしておくことを言うのだ、稼働不能になっている理由を知りたい、整備責任者を呼べ」

「あ、はい、ただいま」

　ターフェルは、ハンガーの中に向かって小走りに走って行くと、やがて一人の作業服姿すがたの若い男を連れて戻ってきた。

　その男は、プレディカーツの前に立つと一礼した。

「三番整備ハンガー最高責任者のクオリと申します、プレディカーツ様に直接お会いできて光栄であります」

　その、緊きん張ちようと憧どう憬けいの入り混じったような目を見てプレディカーツは思った。

　……若くして昇しよう任にんする人間にとって、私のような存在は目標であり憧れなのだろう。それはまあ当然のことだが、問題は、なぜこのような優秀な人間が整備マニュアルを理解できないのか、ということだな。

　プレディカーツは、随ずい行こうしていた部下に振り向いた。

「メンテナンス報告書を見せろ」

　部下は、慌あわてて手に提さげていたケースを開け、書類を取り出した。

　その書類を手にとって、プレディカーツは聞いた。

「クオリ君、整備ハンガーの最高責任者の職しよく責せきとは何かね？」

　クオリは、背せ筋すじを伸ばすと、空中の一点を見つめ、暗あん唱しようするようにして答えた。

「はい！　最高責任者の職責とは、

　一、常に機器の保全と維持に全力をつくし、これを稼働しうる状態に保ち、諸問題が発生する前にそれを未然に防ぐこと。

　二、常に作業員の安全に配はい慮りよし、各種事じ故この絶ぜつ滅めつを期すること。

　三、常に作業員の作業環かん境きように配慮し、良好な人間関係を構こう築ちくし、円えん滑かつに作業を進めること。

　四、突発事じ案あん発生時には、適切な対応をとり、他部門への波及を最小限にくいとめること。

　以上の四点であります」

　プレディカーツは満足そうにうなずいた。

「よろしい、満点だ。昇しよう任にん試験の成績がトップということだけはあるな」

　クオリは胸を張った。

「はい、私は毎日過去の試験問題を勉強し、常に正しい答えを書くことができるように努力しております」

「ふむ、そのような優秀な君がだ、なぜマニュアルを理解できないというのかね？　この報告書には整備マニュアルに理解不ふ能のうな点が多すぎて実行不能と書いてあるが？」

「あ、はい。実際にごらんになっていただければわかると思います……おい、整備マニュアルを持って来い！」

　クオリが後ろにいた中年の作業員に命じると、その作業員は慌あわてて後ろにあった書類キャビネットのような棚から、分厚い書類ホルダーを取り出して持って来た。

「ご苦労」

　クオリは短くそう言うと、書類ホルダーを開いた。

「とにかく、わからないことだらけなのです。ここに『機動アクチュエーターには潤じゆん滑かつ用のシリコンゲルを注入し、シリンダー内を規き定てい量に満たしておくこと』とありますが、この言葉の意味がわかりません、何をどうしたらよいのかさっぱり……」

　プレディカーツは、眉まゆをひそめた。

「そこに書いてあるとおりにすればよいのではないかね？　機動アクチュエーターとはどれだ？」

　多た脚きやく砲ほう台だいの脚きやく部ぶ関かん節せつを指差してクオリは答えた。

「あそこにある、部品のことです」

「では、潤滑用シリコンゲルとはどれだ？」

　クオリは、部品倉庫を指差した。

「リストによりますと、あそこにあることになっております」

「では、その倉庫から持ってきて、あの機動アクチュエーターに注入するだけのことではないか、そのマニュアルは、そういったことを言っているのだろう？　違うのか？」

「それは……どういう意味なのでしょう？」

「どういう意味も何も無い、書かれていることをやれ、と言っているだけだ。まさか、お前はそれもできません、と言うのではないだろうな？」

　クオリは、悪びれる様よう子すも無くうなずいた。

「できません、やったこともありません」

「では、部下にやらせればよい」

「部下も、やったことは無いと思います」

「なんだと？　まさかお前は実際にあの多た脚きやく砲ほう台だいに触ったこともない、などと言うのではないだろうな？」

　プレディカーツが怒っている理由がわからない、という表情でクオリは答えた。

「ええ、触ったことなどありませんが……」

「貴き様さまはそれでも整備ハンガーの責任者か！　職しよく責せきを果たさぬ責任者など責任者ではない！」

　クオリはむっとした顔で答えた。

「職責は理解しております！　現に先ほども一いち言ごん一いつ句く間違えずにご返答いたしました。閣かつ下かも認めていらしたはずです！」

「そうだ、貴様はちゃんと答えた。なのに、なぜ、それができんのだ！」

「意味がわかりません、職責を聞かれたときに、それを一言一句間違えずに正しい答えを解答すること以外に、何をすればよいのですか？」

　プレディカーツは一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「貴様は、要するに職責というものを知識として知っているだけなのだな……機械を維持保ほ全ぜんすることはどういうことなのかを理解せず単に文もん言ごんとして覚えているだけで、実際に機械に触れたことなどないというのだな……」

　クオリは胸を張った。

「はい、それは試験に出ませんから」




　一時間後、プレディカーツは神しん殿でんの最上階にある自分の執しつ務む室にある大きな窓の前に立って、神殿の中央エントランスを見下ろしていた。

　広い吹き抜けのフロアを動き回る教団の人間を見ながらプレディカーツはつぶやいた。

「……平和が組織を腐らせるというのは、こういうことを言うのだな」

　実地試験は手間がかかるし、判定が難しく、判定官の情じよう実じつで左右される部分が多いという理由で廃止になってから、すべての考こう査さは口頭と書面による試験で行われて来たが……それによって上じよう職しよくに昇任したものの多くは、おそらくあのクオリという男のような人間なのだろう。

　教団の持つ力をいたずらに温おん存ぞんし続けた結果がこれだ。

　常に力をピープルどもに見せつけ、畏い怖ふと尊そん敬けいの念を植えつけねばならなかったのに教団は百年前の懲ちよう罰ばつ行動のあと、惰だ眠みんをむさぼり続けてしまった。頼みの綱だった多た脚きやく砲ほう台だいは、満足に動くのは一体か二体。大型二に足そく歩行汎はん用よう機きは行動不能……。

　百年の惰眠の末に教団に残されたものは、いにしえの技術の残ざん骸がいと、自らの手や足を動かすことを忘れた試験馬ば鹿か。そしてピープルどもの思い上がりだけか……。

　プレディカーツは、大きく息を吸い込むと、視線を神しん殿でんの一番奥おくにあるメインコンピューター室に向けた。

　……あそこにある膨ぼう大だいな知識を継けい承しようするのは、この私でなくてはならない。

　教団は、今こそ百年の惰眠から目覚めねばならないのだ！

　メタクサ最高評ひよう議ぎ会かい議長殿に実態を報告し、この私に全権を預けていただけるように働きかけねば、このままでは教団はすべての力を失ってしまう。それだけは避けねばならん。

　プレディカーツは、執しつ務む机づくえの上にある通話機のスイッチを押した。

「私だ……メタクサ最高評議会議長にお目にかかりたい旨むねのアポイントを取ってくれ」

　一ひと呼吸ほど置いたあとで、通話機は女性の声で応えた。

『かしこまりました、確認いたします』

　女性の声で話す合ごう成せい音声を聞いたプレディカーツは、右手の人差し指で机の上を叩たたきながら思った。

　……この声をサンプリング登録した女性は、とうにこの世を去っている……その者は自分の声が千年の時を超えて使われ続けるとは思ってもいなかったに違いない。

　名を残すことと声を残すことは、果たしてどちらの方がより多くの人に影えい響きようを与えるのだろうな。

　やがて、通話装置の表ひよう示じが瞬またたき、女性の声が答えた。

『メタクサ最高評議会議長閣かつ下かは在室されております、お待ちしているとのことです』

「わかった、すぐに伺うかがう、と伝えてくれ」

　プレディカーツはそう言うと、もう一度視線を神しん殿でんの奥に向かって投げかけ、そして執務室を出て行った。




　次の日。

　地下倉庫から、地上に向けて伸びる搬はん出しゆつ路ろを、一体の多脚砲台がゆっくりと動力作業車に牽ひかれて昇っていた。

　その作業車のデッキに立って、多脚砲台に取り付いている他の作業員を指し揮きしているのは、整備ハンガーで働いていた中年の作業員だった。

　胸にピカピカの監督章しようを付けたその作業員は、六本の脚あしの下にある大きな車輪に取り付いている作業員たちに指示を出していた。

「車輪の中心部分に車しや軸じくと呼ばれる部品がある！　動かす前に潤じゆん滑かつグリスを注入してあるが、動かすのは百年ぶりだ！　どこかで張り付いている可能性もある！　軸の部分から異い音おんや煙が出たらすぐに知らせろ！」

「了りよう解かいしました！」

　足の車輪を担当していた作業員は、大声でそう答えたあとで、声をひそめて横にいた同どう僚りように話しかけた。

「アウスのヤツ、はりきってやがんなあ」

　同僚はうなずいた。

「そりゃあそうさ、昨日までの、機械いじりの劣れつ等とう生せい扱いが百八十度変わって、最高責任者だからな……実際に機械を扱うことのできるのは、あのおっさんしかいないんだから当然と言えば当然なんだが……」

「そういえば、クオリのヤツはどうなったんだ？」

　同僚の作業員は肩をすくめた。

「なんでも、マニュアルライブラリーの整理員に回されたらしいぜ。あそこなら実際に機械を触ったこともない人間でも勤まるだろうってことみたいだ」

　やがて、多た脚きやく砲ほう台だいが搬はん出しゆつ路ろの中ほどまでやってきたとき、長いスロープのはるか上のほうで何かが動き出す重々しいモーター音がした。

「なんだありゃ？　何かあったのか？」

　ざわつく作業員に向かって、作業車のデッキに立っていたアウスが叫んだ。

「心配いらない！　今の音は、外に通じる外部扉とびらが開いた音だ！　まもなく内部扉が開く！　直射日光を直接見ないように気をつけろ！」

　アウスの言葉が終わらないうちに、搬出路の先に、一本の光の線が見えた。そして、その線は見る見るうちに広がり、面になった。

　地下倉庫に通じる搬出路を、夏の太陽が照らし出した。

　思わず目をそむけ、右う往おう左さ往おうする作業員と、そして太陽の光を浴びて黒く輝く多脚砲台を見たアウスは、唇の端に微笑を浮かべてつぶやいた。

「……やっと日の当たるところに出てきたな……俺も、お前さんも」

　搬出路の先は、神しん殿でんの前にある中央広場につながっていた。

　中央広場の中心部にあった複合樹じゆ脂し製の大きな紋もん章しようが、搬出路の扉だったことを、ロマ・コンティの市民たちの多くは初めて知った。

　市民たちの見ている前で大きく開かれた扉の下から、真っ黒な多脚砲台がゆっくりと姿を現し始めると、市民たちの間に、言葉にならないどよめきが広がっていった。

　六本の足を持つその機械仕じ掛かけの巨大なクモは、全身からゆらゆらと陽炎かげろうを立ち昇らせながら夏の太陽の下に立っていた。

　アウスは叫んだ。

「各員、担当部分のチェックに入れ！　三時間後に、プレディカーツ様のご臨りん席せきの下で実じつ弾だん射しや撃げき試験を行うぞ！」




　午後四時。

　夏の太陽は西に傾き、あれほど強かった日差しも心なしか和やわらぎ始めていた。太陽が西の峰みね々みねにかかる頃になれば、山から谷風が吹き、昼間の熱気を追い払うだろう。

　プレディカーツは、額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐうと、目の前に立っている各部ぶ署しよの責任者に念を押した。

「あの多た脚きやく砲ほう台だいを操そう縦じゆうする者の腕前は確かなのだろうな、試験の成績は良くても、一度も触ったことがありません、などという人間を乗せるわけにはいかんぞ！」

　保安部の部長は、微笑を浮かべて首を振った。

「我々保ほ安あん部の試験は、実技試験も含まれております……と言ってもシミュレーションですが、実際の多脚砲台の操縦とまったく変わらぬ実物大のコントローラーで訓練しておりますので、さほど心配することはないかと思われます……」

「そうか、ならば良い、貴き重ちような先人の財産だからな、壊されては元も子もない……」

　安心したようにうなずいたあとで、プレディカーツは整備責任者のアウスに聞いた。

「実弾は装そう填てんしたのだな？」

　アウスはうなずいた。

「はい、あの砲台には、大だい口こう径けいの弾だん丸がんを撃うち出す砲と、小しよう口径の数種類の弾丸を多数撃ち出す機き関かん砲ほうの二種類の砲が搭とう載さいされております。大口径の砲は破壊力が大きいため、射しや撃げき試験を行う場所もありませんので、今回は小口径の機関砲による射撃試験を行います。マニュアルによりますと、弾丸の直径は二十五ミリテ、毎まい分ふん九百発の射撃速度を持ち、弾丸には焼しよう夷い留りゆう弾だんを使用可能とあります」

「よくわからんが……その焼夷留弾とはどういうものかね？」

　アウスは、懐ふところから長さ三十センテほどの真しん鍮ちゆうの筒のようなものを取り出してプレディカーツに差し出した。

「これが、あの機関砲に使われる通常弾だんと呼ばれるものです、焼夷留弾というのはこの先についている弾だん頭とうが目標に命中するとその場で爆発し、燃え上がる破片を撒まき散らします。建物などに命めい中ちゆうすれば、おそらく粉ふん砕さいされ燃え上がるものと思われます」

　プレディカーツは目の前に差し出された実弾を少し脅おびえたような目で見ると、慌あわてて言った。

「そ、そうか、わかった……とにかくそれを仕し舞まいたまえ」

　アウスは慌あわてて機き関かん砲ほうの弾だん丸がんを引っ込めると頭を下げた。

「雷管キヤツプと発はつ射しや薬やくを抜いて砂を詰めた模も擬ぎ弾だんですが……驚かせて申し訳ありませんでした」

　模擬弾と聞いたプレディカーツは、小さく咳せき払ばらいをして言った。

「あ……はん。では、実際に威い力りよくのほどを見てみたいのだが？」

　アウスは、目の前にいた保安部の部長に向かってうなずいた。

　保安部の部長が、プレディカーツたちの立っている作業車のデッキから、隣となりに止まっている通信指し揮き車に向かって合図を送ると、その中にいた係員がマイクに向かって言った。

「アントン、聞こえるか？」

『こちらアントン、よく聞こえる』

「発はつ砲ぽう命令が出た、目標に照しよう準じゆんを合わせ、射しや撃げき開始！」

『アントン了りよう解かい！』

　プレディカーツたちの見ている前で、六本足のクモの腹部についていた半球形の砲ほう塔とうの細い方の銃身からいきなり炎ほのおと轟ごう音おんが吐き出された。

　銃身の先の炎からオレンジ色の棒が何本も飛び出し、多た脚きやく砲ほう台だいの前方にある山の斜面に建つ古い小屋に命中した。

　バカバカという爆発音と共に、古い小屋の中や外にいくつもの閃せん光こうが走り、煙の中に赤い火花がいくつも飛び散るのが見えた。

　やがて、機関砲は沈ちん黙もくし、小屋は炎を上げて燃え始めた。

　小屋の近くに待機していた作業用のワーカーたちが、消火液を撒まきながら燃え上がる小屋に向かって前進を始めるのを見て、プレディカーツは、やっと我に返った。

「……すごいな……小さい砲でこれほどの威力があるのだ。大きな砲はどれほどの威力があるのか想像もできんな」

　アウスはうなずいた。

「マニュアルによりますと、大だい口こう径けいの砲は射しや程てい三千メルテ以上、一発で三階建て以上の建物を粉ふん砕さいすることが可能、とのことでございます」

　アウスの答えを聞きながらプレディカーツは、一番最初に立てた懲ちよう罰ばつ行動に関する作戦計画案を思い出していた。

　……当初の案では、五体の多脚砲台と、七体の二に足そく歩行機を投入し、一気にデメララまで攻め寄せるつもりだったのだが、実際に投入できるのは多脚砲台が二体、それも充電を繰り返し、休み休み動かさねばならんと聞いて、正直がっかりしたが……これほどの威力があれば、二体でも十分かもしれんな。

　作業車の周りを忙せわしげに動き回る作業員を見ながらプレディカーツはアウスに聞いた。

「あれを動かすのに必要な作業員は何人だ？

　アウスは手に持った書類に目を落としてから答えた。

「最低でも十二人は必要かと……」

　プレディカーツは考え込んだ。

　確かにあの巨大なクモのような外見の多た脚きやく砲ほう台だいは心理的な効果は高く、戦力としても十分だ、しかし充じゆう電でん設備と共に行動しなければならないとなると補ほ給きゆう部隊の確保と維持にかなりの人ひと手でが必要になる。教団には一ひと握にぎりの保安部員がいるだけで、兵士がいない。

　……なんとかならんかな。

　何の気無しに目を上げたプレディカーツは、目の前で消火活動を行っている作業用ワーカーに気づいた。

　……作業用ワーカーか。人間では危険な作業や、清掃などの汚れ仕事はあいつらに任せるに限るな……。

　そのとき、プレディカーツの脳のう裏りに何かがひらめいた。

　そうだ、ワーカーを使えばよい！　教団の内部で清掃や環かん境きよう整備などの汚れ仕事を担当している作業用ワーカーの数は、予備を含めて五百体以上ある。あのワーカーどもの命令プログラムを書き換えて、兵士の代わりに使えばいい。確かワーカーのプログラムの中には治ち安あん維持行動もあったはずだ！

　ワーカーは疲れることもなく、忠実で、なおかつピープルどもの銃では倒されることもない無敵の兵士となるに違いない！

　……これで兵士ができた……あとは、行動あるのみだな。

　プレディカーツは満足したようにうなずくと、目の前に立つ多脚砲台を見上げた。

　黒い機体は、全身から言葉には言い表せない凶きよう悪あくな瘴しよう気きのような陽炎かげろうをゆらゆらと立ち昇らせて、西に傾いた夏の太陽の下に立ち尽くしていた。




　その頃、同じ北の神しん殿でんの片かた隅すみにある小さな部屋の中では、一人の老人が机の前に立っている一人の少女に話しかけていた。

　色白で、一見すると少年のようにも見える細い手足を持つその少女は、十四歳さいぐらいだろうか、長いプラチナブロンドの髪を後ろで束ね、半ズボンをはき、肩から大きなショルダーバッグを抱えているところを見ると、その格かつ好こうはどうやら旅支度じたくのようだ。

「……マリアクロン、お前の使命はわかっているな？」

　マリアクロンと呼ばれた少女は、澄んだ声で答えた。

「はい、メーリンガーお爺じい様。無事にこのメモリーをデメララまでお届けしてみせます！」

　メーリンガーと呼ばれた老人は、悲しそうな顔でうなずいた。

「本来ならば、このような仕事を十四歳になったばかりのお前のような娘に託すなどとんでもないことなのかもしれん、しかし、我々はメタクサ評ひよう議ぎ会かい議長の一派の厳しい監かん視し下かに置かれている。このロマ・コンティから自由に外に出られるのは、お前だけなのだ」

　マリアクロンは、にっこり微笑ほほえんだ。

「承しよう知ちしております、お爺じい様。見事監かん視しの目をすり抜けてご覧らんにいれます」

「うむ、保安部の者たちも、まさかお前のような少女が密みつ使しとは思うまい、気がかりなのはお前がこの神しん殿でんとロマ・コンティ以外の世界を知らないということだ。教団の常識は他の世界の常識ではない、物の価か値ちすら大きく違うのだ。路ろ銀ぎんはたっぷりと渡してあるが、気をつけて使うがよい、外の世界では金が無くては生きていくことはできないのだからな」

「わかりました、大切に使います」

　マリアクロンはそう言ってうなずくと、肩から掛けているショルダーバッグをぎゅっと握り締めた。







　第六章「作戦会議」







　北の神しん殿でんの中で、人々がさまざまな思おも惑わくで動いていたその頃。

　西せい域いき国こくの王都デメララにある軍ぐん務む局の建物の奥にある会議室では、小さな、しかし重要な会議が開かれていた。

　テーブルの片方には、王おう国こく府ふの官かん服ぶくを着た役人が、そしてその反対側には軍服を着た軍人たちが陣じん取どっている。

　彼らは西域国王国府の局長、もしくは局長補ほクラスの人間と、国防軍中央参さん謀ぼう本部の参謀たちである。

　彼らは、この西域国のいわゆるナンバーツー、と呼ばれるクラスの人間であり。それはこの会議こそが最さい重要会議であることの証明だった。

　組織のトップが集まって行われる最高会議が開かれる場合。重要な案あん件けんはすでに各部門で摺すり合わせが終わっており、ほとんど決定されていると言っても過か言ごんではない。最高会議は最終的な意い思し確認の場でしかない。

　本当に重要な案あん件けんを、さまざまな角度からさまざまな立場の人間がさまざまな意見を出し合って落としどころを決める、という白熱した会議が行われるのは、いわゆるこういったナンバーツーのレベルの会議である。

　この会議では、仮説も理想論も机き上じようの空論も用は無い。事実と検けん証しようとそれに基づく精せい度どの高い予測。それこそが求められていた。

　この会議に参加する者は皆みな真剣だった。

　彼らの両肩には実際に国と国民の命めい運うんすべてがかかっていたからだ。

　官かん服ぶく姿の高官がゆっくりと口を開いた。

「さて、東とう域いき国こくの情勢報ほう告こく及びスタンピードの被害総そう額がくの集計報告と復ふつ興こう計画についての報告も終わった。そろそろ本日の最大案件について、意見を聞こう。教団の評ひよう議ぎ会かいの動きについてだ。

　教団は懲ちよう罰ばつ行動の実行に傾いていることは間違いない。特に上級評議員のプレディカーツが先頭に立って旗を振っている。ソバーヌ殿に監かん禁きん幽ゆう閉へいされた恨うらみは忘れんぞ、ということだろうな……」

　会議室に低い笑い声が満ちた。

　外がい務む局の高官は、手に持っていたカバンから図ず版はんと、報告書の写しを閉じたものを取り出すと、壁かべ際ぎわで待機していた事務官を呼んで、それを全員に配るように指示した。

　その書類が配られるにつれて、会議室に小さな驚きよう嘆たんと苦悩のうめき声が満ちた。

　全員にその書類が配られたのを見計らって、高官が口を開いた。

「今、ご覧らんになっている資料は、我々が教団の廃はい棄き書類の中から見つけたものの一部です。その図版にあるのが、その報告書に書かれている多た脚きやく砲ほう台だいで、教団にはこの多脚砲台が五体あり、今回の懲罰行動にこれを投入する方向で準備を進めているものと思われます」

　高官の一人がうめくような声で言った。

「この……機械仕じ掛かけのクモの化け物は、どういう仕組みで動くのだ？　まさか魔法とは言わないだろうな」

「魔法などではありません、我々には理解不能の喪うしなわれた過去の技術でコントロールされている機械です。整備報告書の中に充じゆう電でん装置という単語があることから、この多脚砲台は電気の力で動くものと思われます」

「電気……というと、この部屋の照明と同じエネルギーか？　こんなものであの、化け物が動くのか？」

　高官はうなずいた。

「記録によりますと、昔はこのデメララから隣となり町まで、電気で動く車が毎日多くの人を乗せて行き来していたそうです。大きな電力にはそれほどの力があるのです。先日のグレンダラン攻防戦の際に近衛このえ連れん隊たいが使用した蒸気車もまた機械です。あれは石炭と水だけで軽く馬五十頭以上の力を出します。機械の力は生き物の力をはるかに超えているのです」

　そのとき、国防軍の情報参さん謀ぼうが手を上げた。

「そちらの情報に疑ぎ義ぎを挟みたい。今、外がい務む局の方はこの多た脚きやく砲ほう台だいを五ご体たい投入すると発言されたが、こちらには、五体のうち、満足に動くのは一体か二体、という情報が入っている。教団の整備部門の人間から直接入っている情報であることから、こちらの情報の方が確度が高いと思われるがいかが？」

　外務局の高官は、自分の持って来た資料を再さい確認したあとでうなずいた。

「確かにこちらの知りえた情報では、何体使用するのか、それを裏付けることはできません。ただ、確実なのは教団が今回の懲ちよう罰ばつ行動にこの多脚砲台を使用することは、ほぼ確実だということです。一体や二体の多脚砲台は戦力的にたいしたことはありませんが、教団の目的は軍事的な侵しん略りやく行動ではありません、我々に心理的な圧迫を加え影えい響きよう力を保持することが目的です」

　一人の高官が手を上げた。

「ここで、西せい域いき国こくとしての基本的なスタンスを確認しておきたい。まず、西域国は今回の教団の懲罰行動に対しどのような姿勢で臨むべきか、恭きよう順じゆんするのか、交渉に持ち込むのか、面と向かってノーと言うのか、それによって、我々の取るべき方ほう策さくも大きく異なる」

　この会議の最高責任者である内ない務む局長が立ち上がった。

　彼は、ソバーヌが大たい老ろうになった後のち、そのあとを継いで内務局長となった男だった。

　内務局長はゆっくりと話し始めた。

「恭順はありえない。我々はすでに自らの足で一歩を踏み出してしまった。我々が選択した道は決して間違っていないと信じる。その昔、教団は知識の守護者であり我々に喪うしなわれた過去の知識を分け与えてくれる尊い存在だった。しかし、百年前の大だい粛しゆく清せい以後、教団は我々に知識を与えることなく禁きん忌きだけを与えた。そして我々は、その禁忌を守り、新たな知識を得ることなくこの百年を生き抜いてきた。これはつまり、もはや我々に教団は必要が無いということではないだろうか？

　教団の持っている知識は膨ぼう大だいで、素晴らしいものだ。それを与えてもらうことができれば我々の技術は進み、便利で豊かな生活を送ることができるだろう。しかし、与えてもらえないのなら、それは存在していないのと同じことだ。

　我々はもはや教団を必要としていない。教団に献けん納のうする理由も義務も無い。もし、教団が我々に今までどおりの献納を望むなら、それ相そう応おうの対価を払うべきだと私は思う。教団の懲罰行動に対する西域国の基本方針は、交渉である。しかし、最悪の場合を視野に入れ、全面紛ふん争そうになった場合の対処も並行して進めるべきだと考える」

　軍ぐん務む局の参さん謀ぼう本部参謀長が手を上げた。

「百年前、我々の先祖は、教団の巨大ワーカーの姿に驚きよう愕がくし、パニックとなりました。そして戦線が崩ほう壊かいしたため東とう域いき国こくとの戦争はたった一日で終わりました。このときの全面戦争を終しゆう結けつさせるという教団の懲ちよう罰ばつ行動目的は正しかったと思います、しかし今回の教団の懲罰行動には理由がありません。我々は確かに軍隊を出兵させました、しかしそれはエズオルのスタンピードから国民の生命と財産を守るための自衛行動です、他国を侵しん略りやくしたわけでもありませんし、侵略の準備すらしていないのです。今回の教団の懲罰行動は、きわめて一方的だと言わざるを得ません。もし、交渉が決裂した場合、国防軍は自衛行動を取る用意があります」

　一人の高官が心配そうに言った。

「意気盛んなのは結けつ構こうだが、あの化け物をどうやって倒すのだね？　我々の武器では到とう底てい歯が立たぬぞ」

　参さん謀ぼう長は、沈ちん痛つうな表情でうなずいた。

「確かに、正面から攻撃を仕掛けても、あの化け物にはかないません。しかし、あれに乗り込み動かしているのは我々と同じ人間です。そしてあれの動力源が電気だとすれば、そこに付け込む隙すきがあります。国防軍は本日より士官、及び兵に対し、多た脚きやく砲ほう台だいに対するレクチャーを開始する予定です。いかに外見が恐ろしげで巨大でも、あれは機械であり、いわば洋服を縫ぬうミシンと同じものだと認識させるのです。心理的な衝しよう撃げきさえクリアできれば、戦せん線せん崩壊は避けられると考えております」

　横にいた情報参謀が言葉を付け足した。

「さらに付け加えますと教団には、巨大な機械はあっても、兵士がおりません。確かに多脚砲台は無敵ですが、付近一帯をすべて制圧することはできません、それに北の神しん殿でんからこのデメララまでの距離を考えますと、途中に必ず補給、休息などの拠きよ点てんを設ける必要があります。その拠点もまた弱点と考えます」

　そのとき外がい務む局の高官が手を上げた。

「君のその、教団に兵無し、という分ぶん析せきだが、こちらで把は握あくしている情報では、教団は人間の兵士ではなく、ワーカーによる兵士を動員するつもりでいるらしい。教団内で清掃やその他の雑用を行っている二に足そく歩行型の小型のワーカーの数は五百数十体あるが、それを治安維い持じ行動用に装備改かい変へんする手て順じゆん書についての報告書が発見されている。五百体のワーカーに対応するだけの方ほう策さくがあるのかね？」

　情報参謀は慌あわてて自分の資料をめくったが、それについての情報は無かったらしく、悔しそうに答えた。

「その件については、こちらでは把握しておりませんでした。教団内の反主流派から、今回の懲罰行動の詳細な計画書などが届けられることになっておるのですが、その密みつ使しがいまだにこちらに到着しておりませんので……」

　国防軍の情報参謀と、外務局の高官とのやり取りを聞いていた内ない務む局の局長が、眉まゆをひそめた。

「それにしても、外務局の情報分析班と、国防軍の情報部の二つの組織で情報収しゆう集しゆうを行うというのは不ふ合ごう理りだな、一本化できんのかね？」

　外がい務む局の高官と、国防軍の情報参さん謀ぼうは顔を見合わせた。

　最初に口を開いたのは外務局の高官だった。

「我々の情報分ぶん析せき班は、人数が少ないため、実際に現地に赴おもむくことはせず、主に教団の廃はい棄き書類等から教団の内情を分析しております、文書からは、実に客観的なデータが得られますので」

　国防軍の情報参謀は手に持った資料を指差した。

「我々は、ロマ・コンティに送り込んでいる作業班が、教団内部関係者などからさりげなく聞き出した情報を元に事実を推すい察さつしております。得た情報には個人の主しゆ観かんというフィルターがかかりますが、リアルタイムな情報を得ることができます」

　二人の話を聞いていた内ない務む省の局長は、小さくため息をついた。

「君たちの部下が、互いに相手の作業班を『ゴミあさり』『泥どろ棒ぼうネコ』と呼び合っていることは私も知っている。しかし、共通の敵に対しては、そんなことを言い合っている場合ではなかろう。部外にいる我々から見れば『泥棒ネコがゴミあさりをする』方が理に適かなっているよう思えるな。早急に合同部会を設立し、以後二つの部門は合同で教団の情報収しゆう集しゆう及び分析に当たってもらいたい」

　外務省の高官と情報部の参謀は、再び顔を見合わせて、どちらともなくうなずいた。

「かしこまりました」

「了りよう解かいしました」

　内務局長はにやっと笑った。

「で？　そのゴミあさりをしている泥棒ネコの元締めとしては、どう考えているのだね？　教団が行動を起こすのはいつ頃だと思し量りようする？」

　外務局の高官は国防軍の情報参謀をちらりと見て言った。

「すべての準備を終え、出動可能になるまでおよそ一ヶ月と判断します」

　国防軍の情報参謀も外務局の高官をちらりと見てうなずいた。

「私も同程度と判断いたします。一ヶ月後に開かれる教団の最高評ひよう議ぎ会かい定例会議で正式に決定され、メタクサ最高評議会議長の名前で声明が出されるものと思われます」

　内務局長は複雑な顔をした。

「ふむ……一ヶ月か。長いようで短い時間だな……国内には教団に服ふく従じゆうし一切の異議を申し立ててはならない、今までと同じ生活が続くならそれが一番良い、と唱となえる者も多い。たとえその理由が、おのれの既き得とく権けん益えきを守るためであっても、世の変化を嫌う人々にとって、その意見は甘かん美びに聞こえるだろう。しかし、我々はもはや後あと戻もどりはできない。幸いなことに国王名みよう代だいであるバーネット公こうは、我々と同じお考えである。この一ヶ月、外務局の方々には、西せい域いき国こくの未来のために教団との交渉に死力を尽くしてもらわねばならん」

　内務局長は、言葉を切ると、視線を国防軍の参謀たちに移し、言葉を続けた。

「そして、その交渉が決裂したとき、国防軍は教団の多た脚きやく砲ほう台だいと、五百数十体のワーカー兵を迎え討たねばならない……可能、不可能を論じるときは終わった。我々は、やらねばならぬのだ！　この西せい域いき国こくの命運は、我々の働きいかんにかかっている。これから一ヶ月、我々に一切の休息は許されない。西域国のすべての行政機き関かんと軍事部ぶ門もんはこれより臨りん戦せん態勢を取り、教団に対たい峙じする！」

　会議室の中にいた全員がうなずいた。

　この日、西域国の方針は決まった。

　百年に渡って禁きん忌きの名の下に技術を封じ、一切の進化と革新を認めてこなかった教団に対し、西域国は今、初めてノーと言おうと決めたのだ。

　その原動力になったのは、エズオルのスタンピードを放置しろと命じたに教団の圧力に対する反感と、教団の知識に頼ることなく作り上げた新型銃じゆうが与えた自信だった。

　しかし、圧倒的な戦力差を知らされた高官と軍の参さん謀ぼうたちの顔に浮かぶのは自信とはほど遠い不安に満ちた色だった。




　夏の太陽の下で、男たちの掛け声が響ひびいていた。

「よーし、引けえぇぇぇ！」

「もっとだ！　もっと高く！」

「そっちの材木を持って来い！　上で組み合わせるんだ！」

　何人もの上半身裸はだかの男たちが、長い材木に取り付いて、それを空中で組み合わせるためにロープを引っ張ったり、足場を組んだりしているその脇で、近衛このえ連れん隊たいの夏季軍ぐん装そうに身を固めた百人ほどの兵士が座り込んでいた。

　その兵士たちの前に一人の若い士し官かんらしい男が立ってなにやら説明している。

「いいか、お前たちの目の前で工こう兵へい隊が作っているあれが、午前中に図ず版はんを見せた多脚砲台……要するに機械仕じ掛かけの化けグモの実物大模も型けいだ。一本の足の長さは約十二メルテ、下から約七メルテのところに自由に動く関かん節せつがあり、全部で六本の足を使って自由自在に動ける」

　兵士たちの見ている前で、Ａの字に折れ曲がった形で組まれた材木が滑かつ車しやで引かれて立ち上がり始めた。

　説明していた長髪の士官らしい若い男は、その材木を指差した。

「ちょうど今、足が一本立ち上がったが、要するにあれが六本立ち上がり、その真ん中に人が乗る部分と、砲台があると思えばいい。お前たちは今日から毎日あの模型を相手に戦せん闘とう訓練を行う。そして一ヶ月後にあれの本物と戦うことになる！」

　そのとき、一人の兵士が手を上げた。

「でも……カルタ隊長。どうやってあんな化け物と戦うんですか？」

　カルタ隊長と呼ばれた若い士官は笑った。

「確かにあの化け物には、俺たちの持っているような長ちよう銃じゆうの弾だん丸がんなど何の役にも立たん。操そう縦じゆうする人間の乗っている部分は、透明なガラスのような物質で作られているが、ガラスとは全く違う我々の知りえぬ古いにしえの技術の産物で作られており、銃じゆう弾だんなどはじき返してしまうらしい。しかし、俺たちには新兵器がある。おい、クワーズあれを持って来い」

「はい！　カルタ隊長！」

　クワーズと呼ばれた中年の少し頭が禿はげ上がり始めた下か士し官かんが、足元にあった木箱の中から長い棒の先にレモンのような形をした球体がついた物体を取り出して差し出した。

　カルタはそれを兵士たちに良く見えるように頭の上に差し上げた。

「こいつが新兵器の炸さく裂れつ弾だんだ。銃に火か薬やくを装そう填てんしたあと、弾丸の代わりにこの棒を差し込んで、引き金を引くと、こいつが発射されるわけだ……」

　棒の先の球形の部分を指差してカルタは言葉を続けた。
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「この球形の部分には火薬が入っていて、先端に雷管キヤツプが取り付けてある。飛んでいって先端が目標物に当たると、そこで爆発する仕組みだ。石炭掘りのときに使っている炸裂筒とうから考え付いたものらしい。そしてこの棒は、新人がよくやるローディングロッド飛ばしの応用だろう。俺たちも今日から新人銃じゆう士しの仲間入りということだな。ペナルティは無しだから、どんどん飛ばして構わんぞ」

　兵士の間に笑い声が満ちた。

　カルタが言っていたローディングロッド飛ばし、とは、先込め式銃を撃うつときに、火か薬やくと弾だん丸がんを銃口から込めるローディングロッドを抜き忘れたまま銃を撃ってしまうことを言う。

　銃じゆう士しは、一秒でも早く銃を撃つことを求められるため、訓練が足りない新兵などが焦ってやってしまう失敗である。

　銃声と共に細長い棒が飛んでいく光景は、どの訓練所でも良く見られた光景だった。

　このローディングロッド飛ばしをやると、予備のローディングロッドを持ってくるまでその銃は使えない。訓練でこれをやってしまった新兵には常に重いペナルティが科せられるというのが常識だった。

　カルタは手に持っていた炸さく裂れつ弾だんをもう一度持ち上げた。

「ついでに言っておくと、こいつは本物じゃない。本物は今、デメララの工こう房ぼうで必死に作っている最中だ。数が無いから、訓練で消費するわけにはいかない。そのうちに実じつ弾だん訓練もできるようになると思うが今はこいつで取り扱いと照しよう準じゆんの合わせ方に慣れてもらう。この模も擬ぎ弾の先の弾だん頭とう部分は陶とう器きで作られていて、中に染料の粉が入っている。命中するとそこに色がつくわけだ。分隊ごとに色分けすれば、自分が撃った弾頭がどこに当たったのかが、すぐわかるようになっている……ということはだ、外れたのもよくわかる、ということだ、良く狙え」

　手に持っていた模擬弾頭を横にいた下か士し官かんに渡したあとでカルタは足元に置いてあった板を持ち上げて、そこに張られている多た脚きやく砲ほう台だいの図ず版はんを兵士に見せた。

「午前中に説明したとおり、俺たちが狙うのはこの化けグモの足の関かん節せつ部分だ。それ以外の場所に命めい中ちゆうさせても、ほとんど効果はない。そして、こいつが一番肝かん心じんな点だが、この炸裂弾は直線で飛ばして命中させるわけではないということだ、弾丸に比べるとはるかに重く大きなこんなシロモノを真っ直ぐ狙って撃ったって、そのまま飛んでいくわけがない、ということぐらい、お前らでもわかるだろう」

　兵士たちは互いの顔を見合わせた。

　兵士たちの不安げな顔を見たカルタは、手に持った板を下に置くと、再び下士官を呼んだ。

「おい、クワーズ、長ちよう銃じゆうを一いつ丁ちよう貸してくれ」

「はい、隊長」

　クワーズは背中に背負っていた長銃を降ろすと、ハンマーを半はん起おこしにして、雷管キヤツプが取り付けられていないことを確認したあとでハンマーをゆっくり下ろし、カルタに長銃を差し出した。

　カルタは小さく頭を下げてその長銃を受け取ると、銃口を上にして足元に立てた。

「この状態で発はつ射しや薬やくを装そう填てんして、この銃口から、この炸裂弾のガイドロッドを差し込む……」

　口頭で説明しながら、カルタはそのとおりにやってみせた。

　そして、長銃の銃口の先に、レモンのような形をした弾頭が突き出した長銃を持ち上げた。

「俺たちは今まで長銃は立って、銃じゆう床しようを肩に当て、水平にして目標物を狙って引き金を引くように教わってきた。しかし、こいつは違う。こいつはこうやって撃つ」

　そう言うなりカルタはその場にしゃがみ込んで片かた膝ひざを地面につけると、長ちよう銃じゆうの銃じゆう床しようを地面につけて銃を立てると左手で長銃を支え、右手を引き金に添えた。

　その格かつ好こうのままカルタは左手で長銃の銃身の角度を変えながら言った。

「こうやって撃うつと、発射された弾だん頭とうは山なりの弾道を描いて飛ぶことになる。つまり射しや程ていは、この左手の角度で決めることになる。弾頭の先についている雷管キヤツプは、正面からの衝しよう撃げきがなければ発火しない、だからこうやって弾頭を斜め真上に打ち上げてから落下させて垂直に当てなければ意味が無いのだ。あの化け物グモの足の関かん節せつ部分が無防備にさらけだされているのは山形に折れ曲がった頂点の部分だけだ、俺たちはそこに弾頭が落下してくるように狙いをつけて撃つことになる」

　兵士の一人が、おずおずと手を上げた。

「狙いをつけて撃つ……っておっしゃいましたけど……どうやって照しよう準じゆんを決めるんですか？　照準装置はどこに？」

　カルタはあっさりと言った。

「照準装置は無い、すべてカンだ」

　兵士たちがざわめくのを見てカルタは声を上げた。

「海のものとも山のものとも区別がつかん新兵器だ。使い方も、射程距離もよくわからん。テストと訓練をかねて、何度も何度も撃って、おおよその感覚を身体からだで覚えてもらうことになる。とりあえず今日は発はつ射しや薬やく無しで長銃に弾頭を装そう着ちやくする訓練、及び銃のバランスなどに慣れるための訓練を行う！　工こう兵へい隊の実物大模も型けいが完成したら、この模も擬ぎ弾を発射して照準の訓練を始めることにする。五分間の小休止ののち、訓練を開始する。解散！」

　カルタが敬けい礼れいし終わるのと同時に、兵士たちは、がやがやと言い合いながら立ち上がり、カルタが見せていた模擬弾頭を物もの珍しげに見始めた。

　兵士たちから少し離れたところで、その姿を見ていたカルタに、部下のクワーズが話しかけた。

「どんなものですかねえ……あの新兵器とかいうシロモノは」

　カルタは肩をすくめた。

「さあな、銃じゆう器き研究所のミント殿は、命めい中ちゆうすればそれなりの効果はあるはずだ、と言っていたが、実際に実戦に使ってみなければ結果は出ない。新兵器というのはそういうものだ」

　クワーズはちょっと驚いたように目を見開いた。

「あの武器もミント殿が発明されたのですか？」

「いや、違う。公募したものの中にあったものらしい。ミント殿は、西せい域いき国こくのインダストリアンたちに、新しいアイディアや技術を結集するように呼びかけた。そして集まってきたアイディアの一つだということだ……銃器研究所で、試作品の爆発実験のデータを見せてもらったが、かなりの威い力りよくがある。スタンピードのときに実用化されていれば、さぞかし役立っただろうな……」

　そう言ってからカルタは、気がついたようにクワーズに言った。

「スタンピードで思い出したが……ケリンの率ひきいる六三三銃じゆう士し隊たいの連れん中ちゆうも、今回の作戦に投入されるらしいな」

「拠きよ点てん防衛専門の地方守備隊が、その任を解かれて他の方面に回るというのは、異い例れいのことですな、それも六百番代の銃士隊とくれば前ぜん代だい未み聞もんです」

　カルタは面白そうに笑った。

「前代未聞だらけだな、あの部隊は。隊長は二十歳さい前の元もと不良、全員が新型銃を装備してしかも熟じゆく練れん兵。実じつ戦せん経験、敢かん闘とう精神、戦闘力、どれを取っても西せい域いき国こくのトップクラス……そして素そ行こう点の悪さでもトップクラス。まったくとんでもない部隊だよ」

　クワーズはにやっと笑って付け足した。

「ついでに言わせていただければ、食ってる食い物の味もトップクラスですな。グレンダラン攻防戦のとき、あの隊付けのコックが作ったメシを食わせてもらいましたが……いやはや、我々の隊と同じ材料を使っているとは到とう底てい思えない味でしたな」

　どこか遠い目をしてつぶやくように言ったクワーズを見て、カルタも一いつ瞬しゆん同じように遠い目になった。

「……確かに美う味まかった。あれだけの味を出せるコックはそういないだろう……それに、あのスタンピードを起こしたエズオルの群れを、一箇所におびき寄せたのもあのコックの機き転てんだったそうだな……ケリンたちは実に多た彩さいな人材を抱えている。それもまたあの六三三銃士隊の強みだな」

　カルタの言葉を聞いたクワーズはうなずいた。

「我々応おう援えん部隊のラッパを聞いたときに、あのコックは調理場にあった鍋なべで油を熱していたそうですが、とっさに、城じよう壁へきの外に備び蓄ちくしてあった最後の塩えん蔵ぞう肉を投げ捨ててその上に熱した油を注そそいだそうです……油で焦こげた肉の匂においは、防ぼう壁へきの周りにいたエズオルをおびき寄せるには十分すぎる効果があったようですね。おかげで我々はたいした抵抗も無く城内に入ることができました……」

　カルタは面白そうにつぶやいた。

「あの六三三銃士隊が粘り強く戦えた秘密は、ひょっとすると、あのコックにあるのかもしれないな」

「……と、申しますと？」

　カルタはにやっと笑った。

「生き延びれば、また美味いものが食える。それがわかっているなら、人間は何としてでも生き延びようとする……違うか？」

　クワーズはうなずいた。

「そうですね……それは大きな理由です」

「偉い将軍の百の督とく戦せん演説より、一いつ杯ぱいの美う味まいスープの方が兵も喜ぶし、効果的ってことだな……さて、時間だ。兵を集合させろ」

「かしこまりました！」

　クワーズは背せ筋すじを伸ばして敬けい礼れいすると、大声を張り上げた。

「近衛このえ連れん隊たい第一、第二銃じゆう士し隊たい、せいれぇぇつ！」




　工こう兵へい隊が組み立てている実物大の模も型けいと、その手前で整列した近衛連隊の兵士たちを遠くから見下ろすことのできる小高い丘の上に、一台の偵てい察さつ用の無む蓋がい馬車が停まっていた。

　その上で、双そう眼がん鏡きようをのぞいていたコルドン将軍が、横にいた指し揮き官の制服を着た女性士し官かんに向かってつぶやいた。

「こうやって遠くから見ると多た脚きやく砲ほう台だいの大きさがよくわかるな、まさにあれは化け物だよ……あそこにいるのは近衛連隊の部隊かね？」

　横にいたアニゼットはうなずいた。

「ええ、新兵器の炸さく裂れつ弾だんの訓練を始めた銃士隊の連れん中ちゆうです」

「さすがだな、近衛連隊の兵士の動きは……他の部隊とはちょっと違う」

　アニゼットは首を振った。

「いいえ、それは近衛連隊であるかどうか、という理由ではありません。実戦を経験しているかどうか、ということだと思います。近衛連隊の半数以上は、あのグレンダラン攻防戦を経験しております。生死の境さかい目めをくぐりぬけた人間と、そうでない人間とが違うのは当然のことです」

　コルドン将軍はうなずいた。

「そうか、そうだったな、彼らは君の言うところの強行偵てい察さつに参加し、グレンダランで戦ったのだな」

　アニゼットは下を向いた。

「独どく断だん専せん行こうの処分は覚かく悟ごの上でした……」

　そのアニゼットの様よう子すを見てコルドン将軍は微笑ほほえんだ。

「軍隊というところはな、どんな命令違い反はんも結果が相そう殺さいする、と決まっておるのだよ。命令を墨ぼく守しゆして戦せん機きを見逃し敗北してしまうより、独断専行を認めて勝利した方がよほど良いということだな……」

「恐れ入ります……」

　コルドン将軍はもう一度近衛連隊の兵士の動きを見たあとでつぶやいた。

「今度の戦いは……今までに経験したどの戦いとも異なる戦いとなるだろう……できることなら戦いたくは無い」

　アニゼットはうなずいた。

「外がい務む省の努力に期待しましょう。教団の要求とこちらの要求を摺すり合わせ、落としどころを見つけてくれることを願うのみです」

『一番隊……前へぇ！　装そう填てん用意ぃ……』

　遠く風に乗って、クワーズの号ごう令れいが聞こえて来た。




　その頃、デメララを遠く離れたグレンダランの城じよう壁へきの外にある小高い丘の上にも、六三三銃じゆう士し隊たいの下か士し官かんであるハンキーの号令が響ひびいていた。

「一番隊、撃うてぇ！」

　丘の上に並ぶ無数の墓ぼ標ひようの前に一列に並んだ銃士隊が、空に向けていた長ちよう銃じゆうの引き金を一いつ斉せいに引くと、銃声が響き渡った。

　白い煙が流されるのと同時に、南の密みつ林りん地帯にある低てい山ざんに反射した銃声が、ごろごろと遠えん雷らいのように返って来た。

　長銃を撃ち終わった兵士が、その場にしゃがむと、すぐ後ろにいた次の兵士が同じように長銃を空に向かって構えた。

「二番隊、撃てぇ！」

　ハンキーの号令に合わせて、再び空くう砲ほうの音があたりに響き渡った。

　墓ぼ標ひようの前で直ちよく立りつ不動の姿勢で敬けい礼れいしていたケリンが、ゆっくりと手を下ろすと、周りに集まっていた人々の間に、ほっとしたような空気が流れた。

　ケリンの斜め後ろに立っていた総そう督とく府ふの役人が声を張り上げた。

「以上をもちまして、グレンダラン防衛のために殉じゆんじた三十七名の第六三三銃士隊の英えい霊れいに対する叙じよ勲くん式しき典てんを終わります、なお、大だい聖せい堂どうに懇こん談だん会の準備ができておりますので、ご列席の方は、どうぞそちらの方へ……」

　丘の上にある共同墓ぼ地ちから、参列者たちがぞろぞろと動き始めた。

　ケリンは振り向くと、目の前に広がるグレンダランの街並みを見つめた。

　エズオルの侵しん入にゆうを受けた新市街地と旧きゆう市街地の一部は火災で焼け落ちたままになっていたが、その焼け跡の片付けも少しずつ進んでいるのだろう。市内からは家を建て直す大だい工くたちと応援派は遣けんされている工こう兵へい隊のハンマーの音が聞こえてくる。

　復ふつ興こうのために何よりも必要とされている錬れん鉄てつの生産が最優先され、西せい域いき国こく中からかき集められた馬と鉄道馬車が錬鉄工場から運び出された鉄材を積んで次々にグレンダランの街に入って行く光景が見えた。

　ケリンの脳のう裏りに、三ヶ月前の光景がよみがえった。

　旧市街地を埋め尽くしたエズオル。

　最終防ぼう壁へきで死し闘とうを繰り広げる銃士隊の隊員達。

　水路の支柱の上で、ミントを護まもって長ちよう銃じゆうを振るい続けたケリンは、部下たちが防壁の上で次々に倒されていく光景を遠くから見ていた。

　……モイダート、カトス、プラット……ごめん。

　俺は、お前らを助けることも、お前らの最期を見届けることもできなかった。

　……俺は最低の隊長だ。

　許してくれと言ったって、許しちゃくれねえだろう。

　俺はずっとお前らのことを忘れねえよ……死ぬまで忘れねえ。だからかんべんしてくれ。

　そして、俺が死んでも……お前たちは忘れられることはねえんだ。

　見えるだろう？　あの街が。聞こえるだろう？　あのざわめきが。

　あの街は、夜になれば明かりが灯ともり、昼には人々の声が満ちる。あの街は生きている。

　俺が死んで、この墓ぼ標ひようがすべて朽くちてなくなっても、お前たちは残る。

　お前たちが、その命をかけて守ったグレンダランという街がある限りお前たちは残るんだ。

　そのとき、一人の男の子がケリンの前に立った。

　その、七歳さいくらいの男の子はケリンに向かって敬けい礼れいして言った。

「隊長さん！　俺が大きくなったら銃じゆう士し隊たいに入れて下さい！　俺……プラットさんみたいな立りつ派ぱな銃士になりたいんだ！」

　驚くケリンの前に母親らしい女の人が飛び出してきた。

「こら、だめでしょう！　隊長さんに失礼じゃないか！　それに、言ってるだろう、銃士になれるのは士し族ぞくの方々だけなんだよ」

「なぜ、士族じゃないと銃士になれないんだよ！　俺もなりたいよ！　プラットさんみたいにみんなを守って戦える立派な人になりたいんだ！　ねえ、隊長さん！　お願いだよ、俺も銃士にしてくれよ」

　ケリンは微笑ほほえみを浮かべてその場にしゃがみ込んだ。

　そして、男の子と視線を合わせるとその目をのぞき込んだ。

　ケリンの目から微笑が消えていた。

「お前、名前は何と言う？」

　男の子はケリンの目の真剣さに、一瞬たじろいだが、胸を張って答えた。

「ナダー、ナダー・シングル！」

「そうか、ナダーっていうのか。お前は、本当に銃士になりたいのか？」

「うん」

「カッコイイから、とか、銃が撃うてるから、とかいう理由じゃなくて、本当に誰かを守るために戦いたいと思っているのか？」

「うん」

「死ぬぞ、怪け我がをするぞ、痛いぞ、右手や左手がなくなっちゃうかもしれないぞ、そしてそうやって守った人からありがとうと言ってもらえないかもしれないぞ、そんなことは当たり前だって言われるかもしれないぞ、それでもお前、銃じゆう士しになりたいのか？」

　ケリンの言葉の意味を知った男の子は目を見開いた。

　しかし、その目に浮かんだ恐怖の色は、すぐに決意の色に変わった。

「それでもいい！　それでも僕は銃士になる！　だって……プラットさんたちはそうやって僕たちを守ってくれたんだ！　だから……だからこんどは僕がプラットさんのような銃士になるんだ！」

　ケリンは立ち上がると、黙って右手を差し出した。

　え？　という顔をして見上げた男の子に向かってケリンは真ま面じ目めな顔で言った。

「握あく手しゆだ。お前はガキだけど、胸の中は漢おとこだ、だから握手だ。握手ってのは大人と子供じゃねえ、男と男の挨あい拶さつなんだぜ」

　自分が今、生まれて初めて大人と対等に扱われていることを知った男の子は、目を輝かせて右手を伸ばし、ケリンの手を思いきり握り締めた。

　ケリンはにやっと笑った。

「よし、握手したからには……ナダー。お前は一人前の漢だ、だったらいいか、まず母ちゃんを困らすな、弱いものをいじめるな、女の子を泣かすな、そして恥ずかしいことをするな。この四つを守れ、そして、この四つを守りきって十八になったらもう一度俺のところに来い！　俺が生きていたらお前を銃士にしてやる！」

「本当か！」

　目を丸くする男の子にケリンはうなずいた。

「ああ、漢に二に言ごんはねえ、忘れるなよ」

　そして、ケリンは男の子の母親を見て言った。

「勝手に決めちまいましたけど……俺、本気です。確かに銃士になれるのは士し族ぞくだけですけど……そんなルールは変わります、俺が変えます、もし変わんなかったら……こいつを俺の養よう子しにして、士族の身分を与えます」

　母親は目を見開いたまま言葉を失っていたが、やがてぽつりと言った。

「士族にする……ってそんな、おそれおおいことを……」

　ケリンは首を振った。

「士族だ平へい民みんだなんて区分けすることくらい馬鹿馬鹿しいことはねえと俺は思います。今は、それが無きゃ上う手まくいかねえと思ってる人間が多いからそうなってるだけで、そんなもの無くたっていいじゃねえか、という人間が多くなりゃ消えちまいますよ、そんな区別……」

　そこで言葉を切ってからケリンは改めて微笑ほほえんだ。

「とにかく俺は本気です。もし十八になってもこいつの気持ちが変わらなかったら、俺のところに寄よ越こして下さい」

　母親はうなずいた。

「わかりました……ありがとうございます。さあ、行くよ、ほら、ちゃんと隊長さんに挨あい拶さつしなさい」

「ケリン隊長！　俺、絶対行くからね！　待っててくれよ！」

　ナダーは、そう叫ぶと満面の笑みを浮かべてぴょこんと頭を下げた。

　母親に連れられて丘を降りていくナダーを見送ったケリンの肩を、ぽん、と叩たたいてＤデイー・Ｄデイーが言った。

「よ、未婚にして子持ちになったケリン閣かつ下か、明日は中央広場で女め神がみ像の除じよ幕まく式だからな、忘れないでくれよ」

　ケリンは、やれやれ、という顔をした。

「十年先のことなどわからないけどな……それにしてもデメララでも、このグレンダランでも式しき典てんばっかりだな」

「仕方ないさ、なんせお前は『名めい士し』なんだから」

「俺の代わりに名めい刺し一枚出して帰る、ってわけにはいかねえかな……『名士の名刺です』とか言って……堅かた苦くるしいのはどうもいけねえや」

「そんなわけにいくか馬鹿。名刺を渡しに来れるなら、そのまま出席しろ、と言われるに決まってる」

「それもそうか……」

　ケリンとＤ・Ｄが軽かる口くちを言い合っていると、丘を降りていく出席者の波をかき分けて、銃じゆう士し隊たいの軍服を着た兵士が登ってくるのが見えた。

「あれ？　何かあったのかな？」

「え？　あ、本当だ、ありゃあ今度十人隊長に昇任したアボットだな。あいつは駐ちゆう屯とん地ちの事務所で留る守す番してたはずだけど……」

　やがて、息を荒くしたアボットが。ケリンとＤ・Ｄの前に来て敬けい礼れいした。

　ケリンが敬礼を返すのと同時にアボットは、持っていた封書をケリンに差し出した。

「デメララの参さん謀ぼう本部から出しゆつ動どう命令だそうです」

「出動命令？　またどっかでスタンピードがあったのか？」

　アボットは首を振った。

「いえ、今度の相手は……教団です」
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「……ったく。デメララから出て行ったと思ったら、たった一週間で帰ってきやがって、旅費の無む駄だ遣づかい以外の何物でもねえ。西せい域いき国こくは俺たちの税金を何だと思ってやがんだ？」

　クローブはそう言うと、机の上にある籠かごの中にあったライ麦パンをむしって、その先をトマトスープの中にひたしてから口の中に放り込んだ。

「俺に言うな、軍ぐん務む局に言え……六三三銃じゆう士し隊たいに出しゆつ動どう命令を出したのはあいつらだ」

　ケリンは不ふ機き嫌げんそうに答えると、クローブのむしった残りのライ麦パンを取り上げて、壺つぼに入ったクリームチーズを塗りたくり始めた。

　ライ麦パンを飲み込んだクローブは、机の上にあった新聞を取り上げた。

「教団の懲ちよう罰ばつを恐れること無かれ……か。ふむ、この新聞は、例のお前のスキャンダルを取り上げていたデメララ・ウィークリーと違って、結けつ構こうまともなことを書いてやがるな」

「デメララ・ウィークリーって新聞は、教団とギルドの幹部連れん中ちゆうの御ご用よう新聞だから、禁きん忌きを守り教団の慈じ悲ひにすがれ、エズオルを狩ることを命じたソバーヌは平和の敵だ、てなことしか書いてない、気分が悪いから買わねえことにしてるんだ」

　クローブは新聞を畳むと、にやっと笑った。

「てめえで金出して買ってきたようなことを言いやがって、お前が新聞なんか買うわきゃねえ、おおかたＤデイー・Ｄデイーが買ってきたんだろうよ」

「バレたか……」

「バレて当然だ、何年お前の親をやってると思う」

　クリームチーズを塗ったライ麦パンにかぶりついたケリンは、口の中に広がる少し酸味のあるライ麦パンと、コクのあるクリームチーズが渾こん然ぜん一体となったなんとも言いようの無い風味を楽しみながらクローブに聞いた。

「ところでよ、親父おやじ、ちょっと聞きたいことがあるんだけどよ、ワーカーってあるだろ？　ほら二本足で歩く人間みたいな機械。親父のやっている体たい術じゆつってさ、あのワーカーにも効くのかな？」

「なんだよ、いきなり」

　ケリンは、口にパンをくわえたまま、机の上の新聞を指差した。

　そこには中なか見出しで『教団、兵士としてワーカー軍団を投入か？』という文字があった。

　クローブはそれを見て納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ああ、こいつか。教団が使っているワーカーってのは要するに人間に代わって雑用をするために作られたシロモノでな。普通の住宅みたいな人間が生活する場所で動き回るために、人間に似せて作られてるんだ。ただ、人間と違って痛みも感じないし、機械だからめちゃくちゃ力がある。まあ、なんだ。ぶん投げたり足払いをかけたりして転がすことはできるけど、突きや蹴けり、関かん節せつ技わざなんてのは効果がねえだろうな」

「そうか……じゃあどうやって倒せばいいんだろうな？　銃で撃うったって効かないって話しだし……」

　皿に残ったトマトスープを飲み干してからクローブはこともなげに言った。

「そりゃあ、お前、スイッチを切るしかねえな」

「スイッチ？」

「おうよ、機械ってのはどうやって動かす？　みんなスイッチを入れることで動くわけだ。だったら機械を止めたきゃスイッチを切るのが一番早い方法だな」

「ワーカーのスイッチってのはどこにあるんだ？」

　クローブは肩をすくめた。

「そこまでは俺も知らねえな。どっかにあるんだろう、頭のてっぺんとか首の後ろとかに。だから体術でワーカーを倒すとしたら、まず足払いみたいな技をかけて、地面に突つっ転ころがして、よってたかって押さえつけて、スイッチを切るのが順当な方法だろうな」

「暴れねえかな？」

　不安そうなケリンの顔を見てクローブはちょっと考え込むようにして答えた。

「俺も詳しくは知らねえが、風のウワサで、ああいったワーカーには安全装置みたいなのがついていて、人間に危害を加えないようにされているって話を聞いたことがあるな」

「でも、人間に危害を加えないようにされているんじゃ、兵士には使えないよな、兵士ってのは相手を倒すためのものだぜ」

「まあ、なんだ。俺たちみたいな無学な人間には到とう底てい想像もできないような仕組みで動いている機械だからな、そのへんはなんとかしてるんじゃないのか？　教団だって馬鹿じゃないんだから……」

　クローブが手に持ったマグカップに香こう茶ちやを注つぎながら、そう答えたその頃。




　北の神しん殿でんの最上階にあるプレディカーツの執しつ務む室では、プレディカーツが部下に向かって怒ど鳴なっていた。

「そんな馬鹿な話があるものか！　ええい教団には馬鹿しかおらんのか！」

　部下らしい男は、手に持った資料を差し出して答えた。

「馬鹿と言われましても、ワーカーに銃を持たせることはできません、できたとしても人間に向けて撃たせることはできないのです、最初からそうやって作られた物なのです。あれを作った人間ならあるいは可能だったのかもしれません、しかし、今の我々には無理です。命令を書き換えることはできます、しかしそれはあくまでも限られた部分だけであって、ワーカーを自由に操あやつれるというわけではないのです」

　プレディカーツは部下の差し出した資料の一部分を指差した。

「では、この治ち安あん維持プログラムとは何だ、ワーカーを兵士として使うためのものではないのか！」

「これは、ワーカーに保安員としての仕事をさせるときのものです。不ふ審しん者や侵しん入にゆう者に対し実力を行使して、抵抗を抑圧することを命じるものですが、この実力行使は、あくまでも相手のレベルに合わせた必要最さい小限のものに抑えられています」

「相手のレベル？　どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をするプレディカーツに、部下は資料の一部を見せた。

「ここにその対比がございます。要するに相手が武装していた場合は、自じ傷しよう他た害がいの恐れが高いと判断し最高レベルの実力行使を行い、相手が素す手でや、子供などの場合は、低レベルの実力行使……この場合は手で押し戻す程度の実力行使を行うというものです」

「生ぬるいな……武器は無いのか！　武器は！」

　部下は資料をめくった。

「ございます……えーと、これですね高こう圧あつ電流銃じゆうと呼ばれるもので、対象に対し高圧電流を浴びせかけ、失しつ神しんさせるものです」

「死なぬのか」

「ええ、あくまでも抵抗する力を失わせるだけのものです……心臓の弱い人間は万が一ということもありえますが、健康な人間でしたら命に別状は無いとのことです……」

　部下はそう答えたあとでプレディカーツの顔をのぞき込んだ。

「しかし……今回の懲ちよう罰ばつ行動の目的が、プレディカーツ様のおっしゃるとおり、平和維い持じのための示じ威い行動だとしたら、この程度の威い力りよくがあれば充分ではないのですか？」

　プレディカーツはむっとしたような顔になった。

「これは懲罰なのだぞ！　中ちゆう途と半はん端ぱな行動は百害あって一利無なしだ。我々が定めた禁きん忌きに従わなかった愚おろかなピープルどもに与える罰は、それこそ末まつ代だいまで語り継がれるような恐ろしいものでなくては効果が無いのだ！」

　手元にある資料に目を落としたプレディカーツはその中の項目に目を留めた。

「ここに、高圧電流銃の電圧は設せつ定てい変更が可能、とあるが？」

「ああ、それは電流到達の範囲を変更できるという意味です、強くすればそれだけ広こう範囲の相手に効果が及びますが、稼か働どう時間が極端に少なくなります。バッテリー容量との兼ね合いもありますから、むやみに電圧を上げるわけにもいきません……」

　プレディカーツは勝ち誇ったような微笑を浮かべた。

「電源については心配するな、多た脚きやく砲ほう台だいの充電のために、電源補ほ給きゆう車を使うことになっておる。使用する電源補ほ給きゆう車の数を増やし、ワーカーの高こう圧あつ電流銃じゆうの電圧を最大限に上げるように設定しろ。よいか、無知なピープルに恐怖を植え付けるのが今回の懲ちよう罰ばつ行動の目的だ、慈じ悲ひの念など持たぬようにな……」

「かしこまりました」

　部下は一礼すると下がって行った。

　部下が出て行った出入り口を眺ながめながら、プレディカーツは考えていた。

　……ワーカーを兵士として使えないというのは誤ご算さんだったが……なに、たいした問題にはならんだろう。ワーカーが相手をするのは武装した兵士どもだ、いわゆる最大限の実力行使を行う条件に当てはまる。

　やつらが作った幼よう稚ちな銃では五百数十体の機械仕じ掛かけの兵隊は倒せぬ。パニックに陥おちいり、武器を捨て、泣きながら両りよう膝ひざをついて許しを請う愚おろかなピープルどもを無制限に殺すわけにもいかんしな……高圧電流銃で、ちょうど良いということかもしれん。

　この懲罰行動は間違いなく成功するだろう。そうすれば評ひよう議ぎ会かいの中で私の発言力はさらに増すことは間違いない。

　メタクサ最高評議会議長の影えい響きよう力りよくほどでは無いにしろ、評議会の中で私に逆らうことのできる人間はいなくなる……そして、あとはメタクサがいなくなるのを待てばいい。

　あの年寄りに残された時間は、そう長くはない。そして、その跡あとを継ぐのはこの私しかおるまい。

　そのための足場固めだからな……念には念を入れておかねば。

　……そういえば反主流派の修正主義者どもも、最近は動きを見せぬようだな。メーリンガーの影響力も昔ほどではないということか。

　プレディカーツが白はく髪はつの老人の顔を思い浮かべていたその頃。




　デメララの下町の細い裏うら路ろ地じで、それと同じ顔を思い浮かべている少女がいた。

「……メーリンガーお爺じい様……ごめんなさい。マリアクロンは、もう……だめです」

　少女はそうつぶやくと、その場にしゃがみ込んだ。

　何度も転んだのだろう、少女は膝ひざやひじにいくつもの擦すり傷を作り、一週間前、ロマ・コンティを出たときとは比べ物にならないほどのみすぼらしい格かつ好こうをしていた。

　そのとき、しゃがみ込んだ少女の目の前にあるどこかの店の裏口らしい扉が開いた。

　中から出てきたのは、白いエプロンをした、若い見習いのコックのようだった。

　野菜くずの入った大きな桶おけを抱えて店の中から出てきたそのコックは、目の前に女の子がしゃがみ込んでいるのに気がついて、目を見開いた。

「わ、びっくりした……どうしたの？　身体からだの具合でも悪いの？」

　少女の返事は無かった。

　コックは木き桶おけをいつもの生ゴミ置き場に置くと、両手をエプロンで拭ふいてから、少女に近づいた。

「ねえ、どうしたの？　具合が悪いなら誰か呼んで来ようか？」

　少女は顔を上げて焦点の合っていない目でコックを見た。

　その目に、コックの白いエプロンはどう映ったのだろう、少女は恍こう惚こつとした微笑を浮かべると、抱き締めていたショルダーバッグを差し出して聞いた。

「あなたは　脱落者ドロツプアウター？」

「え？　何のことだい？　脱落者ドロツプアウターって……」

　少女の目から光が消えた。

　そして、そのまま少女はその場に崩れ落ちた。

「あ、おい、しっかりしろよ！　大丈夫か！　ちょっと待て、今、人を呼んでくる」

　コックは、そう言い残すと、裏口に飛び込んで叫んだ。

「アニス姉さん！　マウナ姉さん！　……誰でもいい、早く来て！　女の子が倒れてる！」




　部屋の中に、メリーダウンの入れた香こう茶ちやの香りが漂っていた。

　半はん透明の白い糸のような湯ゆ気げを立てる香茶のカップを口に運んだソバーヌは、熱い香茶を一口すすってから、聞いた。

「その少女は、間違いなくこう言ったのだな？　メーリンガーお爺じい様から頼まれた……と」

　目の前に置かれた香茶のカップから目を上げた役人らしい男は緊きん張ちようした顔つきのままうなずいた。

「はい、そのように申し立てました。一週間前にロマ・コンティを出てきたとのことです。名前はマリアクロン・リヒト・メーリンガー、十四歳さい。教団のメーリンガー評ひよう議ぎ員いんの孫まご娘むすめとのことでございます」

「十四歳の孫娘を密みつ使しに立てたか……メーリンガーの身しん辺ぺん監かん視しは以前にも増してきつくなっているようだな。ロマ・コンティから一週間もかかったところを見ると、追おつ手てもあったのだろう……」

　役人らしい男は首を振った。

「あ、いえ、追手などは、まったく無かったそうでして、時間がかかった理由は、途中で物価の相場を知らずに高い買い物をしたり、インチキ商売の露ろ店てんにひっかかって路ろ銀ぎんを使い果たしたためだと思われます。聞いたところによると、神しん殿でんと、ロマ・コンティの街から外に出たのは今回が初めてとのことです」

　ソバーヌはうなずいた。

「世間知らずの十四歳の少女には荷が勝ちすぎたというところかな……で？　容よう態だいはどうなのだ？」

「医師の診断によりますと、手足に多少の擦さつ過か傷しようを負っているだけで、生命に別状は無いとのことです。倒れた理由は脱だつ水すい症状と極度の空腹による低てい血けつ糖とう……ようするにお腹をすかして目を回したということですな。保護された白はく鹿しか亭ていという店で、夕食三人前平らげて一晩寝たらすっかり元気になりまして……まったく心配いりません」

　ソバーヌは笑った。

「そうか、それは良かった。女の子は元気なのが一番だ……それにしても白鹿亭という店の名前はどこかで聞いた覚えがあるな……」

　横で控えていたメリーダウンが、小声で告げた。

「王立銃じゆう器き研究所の主しゆ席せき研究員であるミント嬢じようが下宿している店でございます……」

「おお、そうかそうだった。しかし奇き遇ぐうだな、なぜその店の前で倒れたのだろう？　……飲まんのかね？　メリーダウンの入れた香こう茶ちやは王おう国こく府ふの中で一番美う味まいお茶だぞ」

「あ、はい、いただきます！」

　ソバーヌの笑う顔を見て、緊きん張ちようがほぐれたのだろう、役人は、そっと香茶のカップを手にとって香茶を一口飲んで、小さく息を吐くと微笑ほほえんだ。

「その件ですが、マリアクロンの言うところによりますと、歩いていたら美お味いしそうな匂においがしてきたので、ついふらふらと裏うら路ろ地じに入り、匂いの元まで来たら動けなくなってしまったのだそうです……聞き取り調査をしていた我われ々われ情報局の人間に、白鹿亭の料理は世界一だ、美味しい料理は匂いまで美味しい、と、力説しておりました」

「確かにすきっ腹を抱えて美味そうな匂いを嗅かげば誰でもふらふらとなるものだが……マリアクロン嬢から他に聞き出せたことはあるかね？」

　情報局の役人の顔から微笑が消えた。

「ありません、というか彼女自身は、何一つ情報を持っておりません。純然たるメッセンジャーでしかないと思われます。メーリンガー氏からの情報はすべて彼女が持っていた荷物の中にあるものと思われます。これがマリアクロン嬢が抱えていたバッグの中身です」

　役人はそう言うと足元に置いてあった黒いケースを取り上げると、机の上に置き、ナンバーキーを合わせてケースを開いた。

　ケースの中には雑ざつ多たなものがぎっしり詰まっていた。

「これはこれは……どこかの子供のオモチャ箱のようだな……」

　ソバーヌの言葉の通り、そのほとんどが安物のファンシーグッズと色ガラスを宝石風にカットし金メッキの台座にはめ込んだ、シロウトでも騙だますのは難しいような指輪やネックレスなどのイミテーションのジュエリーだった。

「はい、おそらく騙されて買ってしまったものでしょう……マリアクロン嬢は、かなりの額をこういった品物につぎ込んだようです……大金を持って一人旅をする世間知らずの小こ娘むすめとくればもう、そういった商人にとってはまたとない獲え物ものですからね」

「で？　メーリンガーが託した品物とはどれかね？」

　情報局の役人は、ケースの中を指差して肩をすくめた。

「それが……教えてくれないのです。その品物は、届ける相手の脱落者ドロツプアウターという人間が見れば一目でわかるはずだ。脱落者ドロツプアウターに渡すものだから、教える必要は無い。の一点張りでして」

「ふむ、メーリンガーの孫まご娘むすめのことだけはあるな、ひょっとしたら騙だまされて買ったのではなく最初からカモフラージュのためにこのガラクタを買ったのかもしれん……木の葉を隠かくすなら森の中と言うではないか」

「あ、いや……それはないかと思われますが……」

　ソバーヌは少し離れた場所で控えていたメリーダウンを呼んだ。

「メリーダウン、ちょっと手伝ってくれないか？　少女というにはちょっと無理があるが、君も若い女性に違いは無い、少なくとも私たちよりははるかに選せん別べつ能力は高いはずだ」

　メリーダウンは微笑ほほえんだ。

「かしこまりました……こう見えても心の中は少女のつもりでおりますので、お役に立てると思います」

　机の前にやってきたメリーダウンは、ケースの中を見て目を丸くした。

「まあ、可愛かわいい。結けつ構こうセンスがいいですね」

「わしにはガラクタにしか見えんが……これがジェネレーションギャップというやつか……」

　ソバーヌの嘆なげきを笑って返したあとで、メリーダウンはケースの中身を仕分けにかかった。

「これは、違いますね、よくあるもので東のニホリという都市の工こう房ぼうが作っているものです。あ、これもそうですね……えーとこの指輪は……火ひ打うち石いしを組み込んであって、誰でも簡単に火をつけることができるという歌い文句で夜店などで売っているインチキ商品ですね……」

　手早く仕分けしていくメリーダウンの手さばきを見ていた情報局の役人が関心したように言った。

「本当に何でもご存じなんですね……メリーダウンの名を戴いただいていらっしゃるだけのことはあります。我々にはこういった品物の区別など付きませんよ」

　机の上のケースから顔を上げたメリーダウンは、にっこりと笑って言った。

「こういうこともあろうかと……の決めセリフを言う快感を知ってしまったら情報収集など苦にはなりませんわ、そうは思いません？」

「ええ、まあ、それは我々にとって憧あこがれのセリフですね」

　やがて、選別をしていたメリーダウンの手のスピードがゆっくりになった。

　机の上にあったケースの中身は、さまざまなイミテーションジュエリーやファンシーグッズの山と、それ以外の品物に別れていた

　メリーダウンはイミテーションジュエリー以外の品物の中にあった銀色の棒のようなものを指差して静かに告げた。

「おそらくこれがメーリンガー氏の託された品物だと思われます。細さい工くというか、全体の作りが、他の品物とはまったく違います」

　ソバーヌはその銀色の金属でできた棒のようなものを取り上げて、情報局の男に聞いた。

「これは……何だと思うかね？」

　男は、その棒をしげしげと見てから、不安そうに答えた。

「以前、これと似たようなものを文ぶん献けんで読んだことがあります。おそらく大おお昔の情報機械で使用する、記録装置の部品の一部ではないかと思います」

「部品の一部だと？　これだけでは使えんのか？」

「ええ、確かこの棒を差し込むアダプターと呼ばれるものが必要だったはずです。それを使って、太たい古こより伝わるコンピューターと呼ばれている情報機械に差し込むことにより中に記録されている文章や図ず版はんを見ることができるはずです」

「そのアダプターという品物はどこにあるのかね？」

　情報局の役人は悲しそうな顔をして首を振った。

「現げん存ぞんしておりません。百年前の大だい粛しゆく清せいの際に教団が、王おう国こく府ふの中にあった情報機の記録装置と付属部品をすべて持ち去ってしまいました。コンピューターそのものはギルドの博物館に保存されておりますが、記録装置も部品も無いため、電源を入れてもまったく動きません」

　ソバーヌはため息をついた。

「つまり、今の我々にはこのメーリンガーのメッセージを見ることはできぬというわけだな」

　情報局の役人は首を振った。

「いいえ、我々の元にこれを読むすべが無いということをメーリンガー殿は知っていたはずです。にもかかわらずこれを孫まご娘むすめに託したということは、つまりその脱落者ドロツプアウターなる人物のところにはこれを読むための装置や部品があるということだと思われます……問題はその脱落者ドロツプアウターとは誰のことなのか、ということです」

「知っておるのかね？」

　驚いたように目を見開いたソバーヌを見て、情報局の役人は、慌あわてて首を振った

「あ、いいえ、局に帰って、早さつ速そく調べます！」

「調べるにしても、大粛清のあとのデータは欠落部分が多く、当てにはならんからな……判明したら教えてくれ」

　落らく胆たんしたようにソバーヌが言ったとき、脇にいたメリーダウンが口を開いた。

「古い情報なら、私が調べることができるかもしれません」

「君が？」

　驚くソバーヌと情報局の役人に向かって、メリーダウンはうなずいた。

「お忘れですか？　私はメリーダウンの名を戴いただいているのです。それに、こういうこともあろうかと、というのはこういうときに使うセリフだと思いますわ」




　一時間後、ソバーヌとメリーダウンの二人が馬車を降りたのは、デメララの中心街から少し離れたところに建つ、大きな邸てい宅たくの正門の前だった。

「こちらがメリーダウン家の本家です。あの建物は寄き宿しゆく舎しやと事務局になっています、面めん会かい予約は取っております。さあ参りましょう」

　そう言って門から中に入っていくメリーダウンの背中に向かってソバーヌは関心したように言った。

「噂うわさには聞いていたが、本当にいるのだな……その……初しよ代だい様と呼ばれる方が……」

「ええ、このメリーダウンの名の元となった御お方かたです。古いにしえの知恵と技術で作られた理解を超えた存在ですわ。古い情報という言葉を聞いたとき、真っ先に思いついたのが、このメリーダウン家に代だい々だい伝えられている門もん外がい不ふ出しゆつの秘密のことでした……」

　門から邸宅に通じる道の左右に広がる庭で、作さ業ぎよう衣いを着て植木の手入れをしている若い娘たちに軽く会え釈しやくを返しながらメリーダウンは言葉を続けた。

「初代様は千年の時を経て、今でも私たちを見守って下さる守り神です。人間よりも人間らしい肌き理め細やかな心を持ち、常に微笑を絶やさず、奉ほう仕しの心を持ち続ける秘書というもののエッセンスで作られたようなお方です。メリーダウンの名前を戴いただくものは卒業するときに初代様に会って質問をすることが許されるのです……ああやって修行している女の子たちの中で、メリーダウンの名前をもらえるのはほんの一ひと握にぎり……中には私のように運が良いだけで名前がもらえるものもおりますけど」

　上じよう品ひんに微笑ほほえむメリーダウンの横顔を見て、ソバーヌは思った。

　……運が良いだけでメリーダウンの名は戴けない。きっとこの娘は、人一倍の努力をしてきたのだろうな。




　その部屋は、邸宅の一番奥にあった。

　長い回かい廊ろの途中にある施せ錠じようされた扉を開けながら、責任者らしい鋭い目をした中年の女性が言った。

「特例中の特例でございますよ、ロゼから西せい域いき国こくの危機を救うためにソバーヌ様を初代様に合わせて欲しい、と聞いたときは、この事務局中が大騒ぎになりました。結局、理事会で緊きん急きゆう会議を開き、ソバーヌ様ならよい、ということになりましたの。まったく……ロゼ、あなたは昔のままですね。前例破やぶりの常じよう習しゆう犯はん……」

「申し訳ありません、セリーヌ事務局長様」

　メリーダウンはちょっと舌をだして首をすくめた。

　セリーヌと呼ばれた中年の女性はその顔を見てため息をついた。

「本当に変わりませんね、あなたは……」

　やがて、回かい廊ろうは大きな黒い扉に突き当たった。

　その扉の前に立ってセリーヌは振り向いた。

「では、初しよ代だい様にお引き合わせします、初代様は千年の昔から、秘書として生きてきた御お方かたです。初代様は人間ではありませんが、ただの機械でもありません。人と同じ心を持つ一人の女性です。心してお話し願います」

　ソバーヌはうなずいた。

「承しよう知ちしている、失礼のないようにするつもりだ」




　その部屋は、窓が無いことを除けばごく普通の部屋のように見えた。

　落ち着いた色調の壁紙と、暖だん色しよく系のカーペットが敷しき詰められた部屋の中央には、一段高くなった部分があり、そこに置かれた椅い子すに、秘書の制服とも言うべき紺こん色いろのスーツを着た一人の若い女性が座っていた。

　色白の人形のような整った顔を持つその女性は、ソバーヌを見てにっこり微笑ほほえむと、良く通る声で言った。

「ようこそ、お待ちしておりました、ソバーヌ・モリアーティ閣かつ下か。本来なら立ってご挨あい拶さつしなければならないのですが、残念なことに四し肢しがもう機能しておりませんの……交換部品も、とうに喪うしなってしまいました、今、動くのはキーパッドを叩たたく指先だけですわ、こうやって座ったままお話しする失礼をお許し下さい」

　その声を聞いて、ソバーヌはあることに思い当たった。

　この初代様の声は、自動機械などのインフォメーションのときなどに流れる音声と良く似ている。きっとあの古い自動機械が作られたときと同じだけの年月を生きてきたのに違いない。

　ソバーヌは首を振った。

「あ、いや、こちらこそいきなりやって来た失礼をお詫わびせねばならん」

　初代様は小さく会え釈しやくしたあとで、視線をメリーダウンに移した。

「ロゼ、元気でやっているようですね。秘書はまず健康で、そして活力にあふれていなくてはなりません……壊れかけた私がこんなことを言うのもおかしな話ですけどね」

　ソバーヌは、一歩進み出ると一礼した。

「初代様……あなたは、千年の時を生きてきた方だ……我々が見ることのできぬ歴史をその目でご覧らんになったに違いない……人の愚おろかさも素晴らしさもすべて。人は愚かにも過去の知識を忘ぼう却きやくのかなたに忘れ去ってしまった。あなたのその記き憶おくを我々のために役立ててはもらえないだろうか？」

　初代様は、慈いつくしみと悲しみの入り混じった目でソバーヌを見た。

「私は、本来ならあなた方から敬けい語ごで呼ばれるべきものではありません。私たち電子人じん格かくは人間を助け人間に奉仕するために生まれた擬ぎ似じ生命にすぎないのです。私の本当の名前はメリーダウン社製、汎はん用よう秘書バイオノイド、タイプＡＩＵＳＳＣ。と言います。私の基本機能は情報の管理と検けん索さく、そしてさまざまなコンピューターデバイスの操作でした。私の管理していたデータベースはその多くが外部記き憶おく装置に保存されていたもので、今はその外部記憶装置とのリンクが切られているために、限られた情報しか検索することはできません……それでもよろしいのでしたら喜んでお力になります」

「ありがとうございます」

　ソバーヌは再び一礼すると、懐ふところから、銀色の棒を取り出した。

「この部品について、教えていただきたいのですが……これは記録装置の部品でよろしいのですね？」

　初しよ代だい様は目を見開いた。

「それは、確かに記録用の汎用のメモリースティックですね、百年ほど前までは、ごく普通に使われていたものです。システム管理者の情報規き制せい……あなた方が大だい粛しゆく清せいと呼んでいるあの強制処分のあとは見ることすら無くなってしまいましたが……」

　初代様の答えを聞いたソバーヌは、納なつ得とくしたようにうなずくと、真剣な目をして聞いた。

「では、もう一つお聞きしたい。脱落者ドロツプアウターと呼ばれる者について何かご存ぞんじないだろうか？」

　ソバーヌの言葉を聞いた初代様は微笑ほほえんだ。

「今日は懐なつかしいことばかり聞かれますね。ええ存じておりますよ」

「本当ですか！　それは誰なのです？」

「百年前にシステム管理者……あなた方が教団と呼んでいるあの人たちが、大粛清を行ったときに、教団の方針に抗こう議ぎして、教団から脱退した人たちがいます。彼らは教団が管理していた情報端たん末まつや、それに使われる膨ぼう大だいなソフトやデータをそれぞれに分担して持ち出しました。このことを知った教団の幹部は彼らの潜せん伏ぷく先を突き止めて、持ち出された端末やデータの回収に当たりました。その多くは回収されたり破壊されてしまいましたが、中にはその手を逃れ、脱退した人々の手で匿かくまわれてきた情報機器やデータもありました……実を言うと私もその一つなのです」

　ソバーヌは目を見開いた。

「では、あなたが……脱落者ドロツプアウターだったのですか！」

　初代様は静かに首を振った。

「私ではありません、それは私を匿い、保護してくれた人々の呼び名です。その人たちは教団の組織内で進められていた階級差さ別べつ化かに反対し、みずからを成績不良の脱落者ドロツプアウターと呼んだのです。中には教団のシステムに外部から侵しん入にゆうし、採点プログラムを書き換えるような、つわものもおりました……その人たちはハッカーと呼ばれ恐れられておりました……」

　ソバーヌは急せき込むように聞いた。

「その人たちは今、どこにいるのだ？　百年前の出来事だとしたら当然生存しているわけはないが、きっとその子し孫そんがいるはずだ、名前や住所はわからないだろうか？」

　初しよ代だい様は悲しそうな目でソバーヌを見た。

「私の記き憶おくにある彼らの名前は、おそらく今は存在していません。彼らは教団の追及を逃れるために本名を消去し、全く違う名前やニックネームを本名として登録したのです。そしてもし私が教団の手に落ちたときのことを考えて、彼らは私にその新しい名前を教えてはくれませんでした……しかし、彼らは彼らだけで通じるなんらかのサインを名前に仕込んだのではないかと思われます……最後に私の前に現れた脱落者ドロツプアウターの方は、笑いながらこう言いました『俺の子供はずっと脱落者ドロツプアウターの名前を背負うことにする、それが誇りだ』と……」

　ソバーヌは肩を落として大きくため息をついた。

「そうですか、では、今、彼らがどこにいるのか、それはあなたでもわからないということなのですね」

　初代様は悲しそうに頭を下げた。

「誠に申し訳ありません……私の所持しているデータからお教えできることはこれくらいなのです……脱落者ドロツプアウターの子孫の方のところに、データやデバイスが残っていれば、私でもまだまだお役に立てると思います。もし、彼らの子孫の方が見つかったならぜひ教えて下さい、お願いします」

「わかりました、お教えしましょう、お約束します」

「ありがとうございます」

　初代様は、寂しそうに微笑ほほえんで改めて一礼した。




　王おう国こく府ふの建物に向かう馬車の中でソバーヌは落らく胆たんしたようにつぶやいた。

「結局、無む駄だ足あしだったようだな……」

　その言葉を聞いたメリーダウンは驚いたように言った。

「なぜですか？　すごい手がかりを一いつ杯ぱいもらったじゃないですか！　私、俄が然ぜんやる気が出てきました！　きっとその脱落者ドロツプアウターという人たちの子孫を見つけてみせます！」

　顔を上げて馬車の窓から、北の方角を見たソバーヌは、半分つぶやくように言った。

「外がい務む局の者が、教団の最高幹かん部ぶに向けたバーネット公こうの親しん書しよを送り届けたのは、三週間前だ。しかし、教団はそれに返答しようともしない。このことから見ても、教団が懲ちよう罰ばつ行動を起こすのは、ほぼ間違いないだろう。我々がいかに兵力を投入しようとも、彼らの持つ技術力と兵力の前には児じ戯ぎに等しいのだ。メーリンガーが我々に与えようとした情報のカケラでも判明すれば、対抗することが可能だったかもしれん……しかし我々には、もはや時間が無い……」

　メリーダウンは首を振った。

「時間はあります！　たとえ、このデメララの門の前に教団の軍ぐん勢ぜいが迫ろうとも……いえ、街の中に入られても、負けたと思わない限り時間はあるんだと思います！」

　ソバーヌは、メリーダウンをちらりと見て、静かに微笑ほほえんだ。

「君は……いつも前向きだな……」

　メリーダウンは、微笑を浮かべてうなずいた。

「秘書になるために、もっとも必要な資し質しつが……それです」







　第八章「最後通つう牒ちよう」







　西せい域いき国こく王おう国こく府ふ外がい務む局次じ官かんセドナ・ピルスナーは、目の前に広がる乳にゆう白はく色しよくの床を見つめていた。

　それは、西域国のどこを探しても存在しない未知の物質で作られていた。

　……この、北の神しん殿でんを除いては。

　斜め後ろにいた次官補ほが、不安そうにつぶやいた。

「ずいぶん遅いですね……指定された時刻はとうに過ぎています」

　謁えつ見けんの間まに通じる広いエントランスを見つめたままセドナは答えた。

「こちらから面会を申し込んで三週間待たされたのだ、ここでの待ち時間などたいしたことではない」

「確かに、そのとおりです……」

　セドナは微笑んだ。

「しかし、こうやって交渉の糸口がつかめたのだ、三週間の待ちぼうけは無む駄だではなかったということだな。やっと外務局外交官の責務を果たすことができる。軍事力の行使は外交の失敗を意味する。それだけはなんとしてでも避けねばならん」

　次官補ほは不安そうな顔をした。

「教団側はどんな条件を突きつけてくるのでしょう？」

「それは、会ってみなければわからんよ。こちらとしても今回の教団の禁きん忌きの拡大解かい釈しやくだけは譲ゆずるわけにはいかないからな。あのスタンピードに対する自衛行動を禁忌に触れるとされたのでは、立たつ瀬せが無い」

「確かに教団の禁忌の基準は、個人がエズオルに反撃するのは認めるが、集団でそれをやることは許されないというものでしたね」

　セドナはうなずいた。

「ああ、そのとおりだ。平時においては、その禁忌を守るのはたやすい、また意味もあるのだろう、しかしスタンピードを起こした何万という数のエズオルが襲おそってくるという状況で、個人のレベルで反撃などできるわけがない。実情を知ってもらえれば、教団の主張も少しは変わるだろう」

　セドナがそう言ったとき。

　ぽーん！

　エントランスの中に低い電子音が響ひびき、それと同時に奥にある謁えつ見けんの間まのドアが開いた。

　ドアの中から出てきたのは、白い教団の制服を着た若い男だった。

　……シサードの位くらい……ではないな、もっと低い地位の人間だ。

　その男は真っ直ぐセドナたちの前に歩いてくると、無言でセドナに一本の筒つつを差し出した。

「……これは？」

　怪け訝げんな顔をするセドナに向かって若い男は冷たく告げた。

「人類の叡えい智ちをつかさどる知の教団からの通告だ、受け取るが良い」

「通告？　我々の差し出した親しん書しよへの回答ということでよろしいのですかな？」

　若い男は首を振った。

「教団は回答はしない、ただ告げるのみだ、持って帰って国王に告げるが良い」

　セドナは食い下がった。

「それは、あまりにも一方的ではありませんか、一切の理由も聞かず、ただ従えと言うのでは承しよう諾だくできません！」

　若い男は無表情に言った。

「最高評ひよう議ぎ会かい委員長メタクサ様の言葉を伝える、心して聞け……『汝なんじら愚おろかなものが賢けん者じやの言うことに従うことは合理である。従わぬものには罰を与えるはこれ道どう理りである』……以上だ。帰れ」

「帰りません！　何が合理ですか！　これこそ不合理そのものではありませんか！　せめて責せきある方とお話をさせて下さい！」

　そのとき、若い男は初めて唇の端に薄笑いを浮かべた。

「帰らんのならそれでよい、四十八時間以内に通告の内容を無条件で受け入れる旨むねの回答が無ければ、貴き様さまらの王おう都とに大いなる罰が下されるだけのことだ。さらにこの件の最高責任者となった上級評ひよう議ぎ員いんのプレディカーツ様には、お前らと会うような余よ裕ゆうはない……懲ちよう罰ばつ部隊の指し揮き準備に大おお忙いそがしなのでな……」

　目を見開いたセドナの顔から血の気が引いた。

「四十八時間ですと？　ここからデメララまで普通に歩いて四日、早はや馬うまを飛ばしても一日半かかるのですぞ！　どうやって四十八時間で回答するというのですか！」

　若い男は冷たく言い放った。

「それはそちらで考えることであってこちらの関かん与よすることではない。四十八時間の時間的猶ゆう予よを与えた寛かん大だいさを感謝するがいい」

　セドナは両手を握り締めた。

　……こいつらは、一いつ体たい何者なのだ。何一つ産することなく、知識を人々に分け与えることもしない。こいつらが我々に与えたものは、ただ理り不ふ尽じんな禁きん忌きのみ。

　教団に属する者以外はすべて劣った愚おろかなものと決め付け、蔑さげすみ、ただ従うことだけを強制し、それに反すれば罰を与える。

　そして、それより何より最も怒りを覚えることは……。

　こいつらが、それを正しいことだと信じきって微み塵じんも疑っていないということだ！

　心の中に渦うず巻く怒りを抑えつけてセドナは一礼すると、くるりと振り返り、早足でエントランスの出口に向かった。

「セドナ次官！」

　慌あわててあとを追ってきた次官補ほに向かってセドナは叫ぶように言った。

「早馬の用意だ！　西せい域いき国こくの命運は、この一分一秒にかかっている！」




　教団の通告がデメララの王おう国こく府ふに届いたのは二十八時間後だった。

　その内容を見た西域国の国王名みよう代だいであるバーネット公こう以下の国家の重じゆう臣しんたちは言葉を失った。

　百項目以上に渡るその通告書は西域国に、今までの禁忌を上回る厳しい制約を要求していた。

　主なものを挙げると、

『今後、一切の「新しいこと」は行ってはならない。すべて前例に従い、前例に沿って動くことが真理であり幸福への道であることを広く国民に告げよ』

『新しいものなど、この世には無い。愚かなピープルの考え付くものはすべて。教団の持つ過去の偉大なる知識の中にあるものの再発見にすぎない。すべての知識と技術は教団に帰き属ぞくする。教団が認めた知識と技術以外のものは存在理由が無い』

『新しい書物の著作、新しい脚きやく本ほんによる演劇、新しい音楽の演奏と歌か詞し、これらは無用であり無意味であるため、すべて禁止する。我々には、過去に創作された十分すぎるほどの、物語、脚きやく本ほん、音楽の遺い産さんがある。もはやこれ以上の物語も脚本も音楽も必要は無い』

『新しいデザインの服は無む駄だにして不合理である。今後は各かく職種と階かい級きゆうによって教団が定めた服を全国民が着用すべし』

『新しきものを創造するために浪ろう費ひされるエネルギーを現存するものの生産に振り向ければ、諸君らの生産性は著いちじるしく向上するであろう。新しきものを求めるのは不合理であり、非生産的な犯罪行為である』

　教団からもたらされた通告書はこれらの件すべてを、四十八時間以内に無条件受じゆ諾だくするように要求していた。

　王おう宮きゆうの中にある会議室に集合したバーネット公こうと、五人の大たい老ろう、国防軍の幹部、そして各部局の局長たちは、ただ無言だった。

　やがて、バーネット公が立ち上がった。

「諸君、教団の意図するものが、これで明らかになった。彼らがこれほどの制約を我々に要求し、しかもその期限を四十八時間に制限した理由は一つしかない……彼らには、最初から交渉する気など無かったのだ。世がしたためた親しん書しよも、各部局でまとめたスタンピードの甚じん大だいなる被害の実態も、国防軍を出さねばどれほど被害が広がったのかその計算結果をまとめた報告書も……おそらく彼らは一いち読どくすらしていない！　彼らの頭の中にあることはただ一つ！　愚おろかなピープルに罰を。それだけなのだ……」

　バーネット公は居並ぶ重じゆう臣しんたちを見回した。

「諸君！　我々の前に二つの道がある。一つはあくまでも戦いを回かい避ひし、教団の要求を無条件に受け入れ、平和な日常を続ける道。そしてもう一つは、教団の要求を拒否し、戦いによって我々の自由と尊そん厳げんを守る道だ。

　世はこれより決けつを採りたいと思う。平和は何ものよりも尊とうとい。人の心の中から生まれ出いずる新たなもの、新しい技術、物語、歌や踊り、流行の服、そんなものより平和が大切だと思うのなら、右手を挙げよ。その者が多ければ、世は、みずから丸まる腰ごしで一切の護ご衛えいも随ずい員いんも連れずに教団の神しん殿でんに赴おもむき、そこではいつくばって許しを請こう。

　しかし、人の心から生まれ出ずる新たなもの、新しい技術、物語、歌や踊り、流行の服、それらにこそ価か値ちがあると思うのなら、左手を挙げよ。その者が多ければ、世はここに教団に対し西せい域いき国こくの自由と尊厳のために宣せん戦せんの詔みことのりを出す！」

　会議室が静まり返った。

　バーネット公は決然と言った。

「挙きよ手しゆを！」

　居並ぶ重臣たちは、ゆっくりと手を挙げた。

　すべて左手だった。

　重じゆう臣しんたちを見回したバーネット公こうは静かに言った。

「よろしい、手を下げよ」

　そして、手を下げた重臣たち一人一人を、もう一度見回しながらバーネット公は告げた。

「ただ一度の決けつで、これほどの大事を決めるというのは拙せつ速そくにすぎる……諸君らの覚かく悟ごを聞きたいと思う……ムルソー外がい務む局長、君は最後まで武ぶ力りよく行使に反対していた人間だ、なのになぜ教団と戦うことを選択したのかね？」

　ムルソーと呼ばれた高官は、その白髪しらが混じりの髪を振って大きくうなずくと、はっきりとした口く調ちようで言った。

「確かに平和は何よりも尊とうとく、最後の最後まで守り抜くべきものです。しかし、教団の新たな禁きん忌きの元に訪れる平和は、真の平和ではありません。一切の創造的活動を禁じられ、昨日と同じ今日、今日と同じ明日を永えい劫ごうに続けなければならないとしたら、それは単に生きていることを許されているに過ぎません。それは確かに平和な日々でしょう、しかし、それは下げ僕ぼくや奴ど隷れいの平和であって人間の平和ではない。だとしたらそれを守ることに意味はありません。我々が求めている平和とは人間の平和です」

　バーネット公はうなずくと、視線を白い髭ひげを生はやした軍人に向けた。

「では、対極に位置する者にも聞こう。コルドン将軍はどう思うのかね？」

　コルドン将軍は小さくため息をついてゆっくりと言った。

「実を言うとわしは右手を挙げるつもりだったのだ……」

　想像すらしていなかった将軍の言葉に会議室がざわめいた。

「ほう、軍の最高責任者が非ひ戦せんを唱となえるつもりだったとは……」

　驚くバーネット公に向かってコルドン将軍はゆっくりと言葉を続けた。

「軍の最高責任者だからこそ、わしは戦いの困難さを知っている。こちらで把は握あくしている教団の中心戦力は、例の多た脚きやく砲ほう台だいが二体、そして高圧電流銃じゆうを装備したワーカー五百数十体、装そう甲こう電源補ほ給きゆう車二十六台だ。このどれに対しても我々の持っている兵器ではほとんど無力だ。

　すでに工こう兵へい隊が落とし穴や、防ぼう護ご壁などを構こう築ちくし、銃じゆう士し隊たいの一部には新兵器である炸さく裂れつ弾だんなどの訓練配はい備びも終わっているが、これとてどれほどの効果があるのかわからぬ状況にある。

　これほどの戦力差を知って、そこに兵を差し向けることができるほどわしは無む謀ぼうでも愚おろかでもないつもりだ……」

「では、なにゆえに左手を？」

　コルドン将軍はうなずいた。

「わしは、小説を読むのが好きじゃ。それも新刊をな。音楽を聴きながら本を読むのが私の至し福ふくのひとときなのじゃ。それを喪うしなわぬために、それを守るために戦うのは決して無謀でも愚かでもないと思ったからじゃよ……そう、わしは極めて個人的な理由でこの国を戦争へと引きずり込むつもりじゃ。極ごく悪あく人にんと指差され、殉じゆんじた兵士の家族から鬼おに、悪魔、と罵ののしられるだろう、それがわしの望みじゃ、この戦いの責任は血に餓うえたこの軍人が背負うべきなのだからな」

　バーネット公こうは微笑ほほえんだ。

「ならば、世も同罪だ。世は二人の娘の着飾った姿を見るのが大好きなのだ。それを守るために私は教団に戦いを挑いどむつもりでいる。個人的な理由で戦いを望んでいるのはあなただけではない」

　そして、バーネット公は左手を高々と挙げて宣言した。

「西せい域いき国こく最高会議は、ここに開戦を決定した！　世は西域国国王名みよう代だいとしてその決定を受け、西域国の全兵士に開戦を告げる。兵よ、世は諸君らに西域国のすべてをゆだねる。これ以降すべての手続きにおいて戦うことが優先される！　我が敵は高こう慢まんなる知の教団なり！　戦う目的は、ただ自衛と西域国国こく民みんの未来のためなり！」

　列席者が全員立ち上がって一礼した。




　プレディカーツの執しつ務む机づくえの上にあったデジタル表ひよう示じのカウンターにゼロが四つ並ぶのと同時にピーピーという電子音が鳴り響ひびいた。

　バックサポートのついた大きな椅い子すの背もたれに身体からだを預けてそのカウンターを見ていたプレディカーツは、身体を起こすと、机の上のキーパッドに右手を伸ばして、電子音を止め、そのままキーパッドの脇にある通話装置のボタンを押して静かに聞いた。

「私だ、西域国からの使者は来ているかどうか受付に確認しろ」

『確認いたしました。受付では、そのような者の来らい訪ほう及びアポイントは一切受けておらないそうです』

　プレディカーツは小さく息を吐いてからうなずいた。

「よろしい、では、メタクサ最高評ひよう議ぎ会かい議長に、面会したい旨むねを伝えてくれ」

『かしこまりました』

　プレディカーツは、ゆっくりと立ち上がって南の窓を見た。

　眼下には、五百数十体のワーカーと、二体の多た脚きやく砲ほう台だいが並んで、命令を待っていた。

　耐たい衝しよう撃げき性せい樹じゆ脂しで覆おおわれた多脚砲台のコックピットが秋の日の光を浴びてきらきらときらめいているのが見えた。

　……これでメタクサ議長のサインをもらえば、すべての準備が終わる。

　教団の歴史に私の名が刻まれるときがやってきたのだ。

　あの二体の多脚砲台の持つ圧倒的な火力は、愚おろかなピープルどもの慢まん心しんを打ち砕き、五百数十体のワーカーは、愚かなピープルどもの軍隊に戒いましめの電でん撃げきを加えるだろう。

　西域国王が私の前にひれ伏し、命いのち乞ごいをする姿が目に浮かぶようだ。

　そして、選ばれた民たみによって運営されるこの教団において、さらに選ばれた存在であるこの私に逆らった……あのソバーヌを、見せしめにあの王おう宮きゆうの塔とうから吊つるせば、教団に逆らうものはいなくなる。

　教団の永遠の安あん泰たいは、この私の手によって打ち立てられるのだ。

　プレディカーツの目が復ふく讐しゆうの嬉よろこびに輝いたそのとき。

　通話装置のランプが瞬またたいた。

『メタクサ最高評ひよう議ぎ会かい議長と連絡が取れました、執しつ務む室でお待ちです』

「分かった、すぐに行く」

　プレディカーツは、通話装置に向かってそう答えると、机の上にあった命令書を書類ケースに入れて、部屋を出た。




　白はつ髪はつの髪をオールバックにした目つきの鋭い老人が、命令書から顔を上げて、目の前に立っていたプレディカーツに聞いた。

「この懲ちよう罰ばつ行動を行うことで教団に与えられるメリットは、よくわかった……で、念のために聞くが、この懲罰行動を取らなかった場合のデメリットはどのようなものがあるかね？」

「はい、まずその調査報告書に書かれているメリットのすべてを失います。次に献けん納のうに関する問題があります。西せい域いき国こくの国王と重じゆう臣しんは、教団に対する献納を取りやめる可能性があります。献納は、ピープルどもの義務であるにも関わらずその義務を放ほう棄きしようとしているわけです。東とう域いき国こくからの献納は今までどおり確保できたとしても、その総量が半分になるわけですから影えい響きようはかなりのものになると思われます」

　きびきびと答えるプレディカーツを頼もしそうに見たあとで、メタクサ議長はうなずいた。

「よろしい、教団において献納の確保は死し活かつ問題である。君に本件の全ぜん権けん限げんを与えよう」

　プレディカーツの顔が輝いた。

「わかりました、すぐに出動準備にかかります」

　メタクサは皮ひ肉にくな微笑を浮かべた。

「準備ではなかろう？」

「いえ、最終決定権はあくまでも議長にございますゆえ……」

「やっておいて今いま更さら……まあよい、決まってから動くより合理的であることは確かだ」

　そう言いながらメタクサは机の上にあったペンを手に持った。

　そして命令書にサインしながら考えていた。

　……権限には責任が伴う。

　この男は果たしてそのことを理解しておるのかな？　まあ良い、手は他にもある。西域国の中には国王や国民にではなく我々と、我々のもたらす富に忠ちゆう誠せいを誓ちかっておる人間が、いくらでもいる。そして、最悪の場合は東域国を使えば良い。

　やがて、サインを終えたメタクサはその命令書をプレディカーツに差し出した。

「効果的な懲ちよう罰ばつを与えることを期待して、展望室から見送らせてもらおう」

「お心遣づかい、痛み入ります。必ずやご期待に応えて見せます」

　命令書を受け取ったプレディカーツは、そう答えて深々と頭を下げた。




　神しん殿でんの前にある中央広場には、数千人に及ぶ教団関係者とその家族がひしめいていた。

　このロマ・コンティに住む人間のほとんどがその場にいた。

　保安部員の着ているのと同じ灰色のアーマースーツを着用した五百数十体のワーカー軍団と、その後ろに立つ六本足の巨大なクモのような多た脚きやく砲ほう台だいを見て、人々は目を輝かせていた。

　百年前の出動の記き憶おくは、このロマ・コンティの人々の間に伝説として語り継がれてきた。その伝説が再びよみがえったのだ。

　後方にある通信指し揮き車の屋根の上にあるゴンドラにプレディカーツが立つと、人々の間から拍手が湧わき起こった。

　プレディカーツが、胸元についているマイクロホンらしいものを操作すると、通信指揮車の前後左右についている拡声器から、ぱりぱり、という空くう電でん音が聞こえた。

　自分の声が拡声器を通じて流れていることを確認したプレディカーツは胸を張り声を上げた。

「諸君！　諸君らの前にあるこの素晴らしき技術の結晶を見よ！　これこそが、我ら知の教団が千年の時を経て受け継いできた偉大なる先人の遺い産さんである！　我らは百年前、この大いなる力を持って誤った道へ進もうとした愚おろかなるピープルどもに罰を与え、正しい道へと導いた。しかし、今、愚かなるピープルどもは再び誤った道へ足を踏み出した。禁きん忌きによって固く禁じられた大量殺さつ戮りく兵器を量産し、それをもって何万という無む垢くなる先せん住じゆう種族を殺戮したのだ！　かくのごとき蛮ばん行こうを我々は見過ごすことはできない！　禁忌によって保たれたこの平和な世界を維持するのは我々の義務である！

　愚かなる者にルールを守らせたければ、鞭むちと共に教え込むしかない。罰を持たない法は無力だ、人は罰を恐れるがゆえに法を守る……そう、恐怖だ。恐怖こそが愚かなるピープルどもに最も効果的な処しよ方ほう箋せんなのだ！

　我らはこの先人の大いなる力を借り、愚かなピープルどもに、恐怖と共に社会の秩序を教え込むのだ。真に選ばれた人間で形成された我ら知の教団こそが真に正しく、それに異い議ぎを唱となえそれを疑うことは絶対悪あくであると！」

　一瞬の間があったあとで、広場は熱狂的な拍手に包まれた。

　その拍手の嵐の中で、プレディカーツは満足そうに微笑ほほえむと、胸を張って叫んだ。

「我ら、これより平和維い持じの義務を果たさん！　進しん撃げき開始！」

　一段と高まる拍手の中を、五百数十体の機械仕じ掛かけの兵士が一いつ糸し乱れぬ歩調を取って行進を始め、その後ろに位置していた二体の多脚砲台も動き出した。

　多脚とはいえ広い平へい坦たんな道路などでは、六本の足の先についた車輪で進むため、足の動きはなかったが、高さ十数メルテに達する機械が実際に動く姿を下から見上げた人々の間には、感かん嘆たんにも似たどよめきと、熱狂的な拍手と叫び声が広がって行った。

「がんばれ！」

「愚おろかなピープルに正義の鉄てつ槌ついを！」

「プレディカーツ様ばんざい！」

　目を輝かせ、多た脚きやく砲ほう台だいを見上げて口々に叫んでいる人々を見ながらプレディカーツは小さくうなずいた。

　それにしても心理効果は抜ばつ群ぐんだな、教団の関係者でさえ、これだけの驚きを見せるのだ、愚かな西せい域いき国こくの兵士など簡単にパニックに陥おちいるに違いない。

　戦う前から結果のわかっている戦争など茶ちや番ばん以外の何物でもないが……しっかり火傷やけどを負わせねば気づかぬ愚か者が相手なのだから仕方が無い。




『知の教団の懲ちよう罰ばつ部隊進しん撃げき開始！』

　この報告が届くのと同時に、西域国国こく防ぼう軍は臨りん戦せん態勢に入った。

　しかし国防軍の部隊に目立った動きは無かった。

　参さん謀ぼう本部は一ヶ月前からこのことを予想して、動員計画を立て、その計画に従って各地の守備隊に出動命令を下していた。

　西域国の国防軍は、すでに一ヶ月前から戦いを始めていたのだ。

　伝令の乗った早はや馬うまがひっきりなしに出入りする軍ぐん務む局の建物。その一階の奥には、スタンピードのときに使われた総合会議室があり、その部屋の中央にある大きな円えん卓たくの上に地図が広げられ、西域国の北部の状況が一目でわかるようになっていた。

　地図の周りでは、幕ばく僚りようの参謀たちが忙せわしげに動き回りながら偵てい察さつ部隊から入ってきた情報や、迎げい撃げき部隊の配置完かん了りよう報告などを、地図の脇にあるボードに書き込んでいる。

　その光景は、スタンピードのときとほとんど変わらなかったが、空気だけが違っていた。

　そこにあったのは一種の悲ひ壮そう感だった。

　その地図を見ながらソバーヌがつぶやいた。

「ついに動き出したか……」

　ソバーヌの言葉を聞きつけたコルドン将軍がうなずいた。

「ええ、ついに動き出しました。我々の想像もつかぬ圧倒的な火力を持つ化けグモと、我々の銃では傷一つ付かぬ鋼鉄の身体からだを持つ疲れ知らずの兵士たちが……」

　テーブルの上に広げられた地図をしげしげと見てソバーヌが言った。

「それにしても、この地図は年ねん季きが入っていますな」

「約百年経たっておりますからな……」

「百年？」

　コルドン将軍はうなずいた。

「百年前の教団の武力介かい入にゆうは、わが国の軍事関係者にかなりの衝しよう撃げきを持って受け取られたのでしょうな。あの当時の軍人たちは、目の前に迫った東とう域いき国こくの脅きよう威いだけに気を取られ、教団にそんな力があり、それを行使する能力があるなど考えてもいなかったのでしょう。おそらくあの介入のあと、わが国にとって脅威とすべき対象は東域国ではなく教団となったのだと思われます……国防軍の情報部と王おう国こく府ふ外がい務む局の情報分ぶん析せき班はそれ以後、教団について極ごく秘ひ裏りに情報を収集し視し察さつを続けてまいりましたし、百年前の武力介入の際の図上シミュレーションは今でも士し官かん学校における必ひつ須す科目です」

「そうか……この地図はその……」

　コルドン将軍は微笑を浮かべてうなずいた。

「はい、士官学校から持ってきたものです。参さん謀ぼうたちにとっても見慣れた地図の方がよいと思いまして」

「で？　その士官学校における図上シミュレーションの結果はどうなのだ？　西せい域いき国こくが勝利したことはあるのかね？」

　興味深そうに聞いたソバーヌに向かってコルドン将軍は、首を振った。

「兵士の心理的衝撃や、兵へい站たんなどの要素を忠実に再現した場合は、まったく勝てません。しかし、兵士への教育、事前の陣じん地ち構こう築ちく、夜間における奇き襲しゆう、などのさまざまな条件を付ふ与よすることにより、少なくとも一方的に負けることは無いという結果を出すことができます。図上シミュレーションの最大の目的は、教団は神ではない、ということを教えるためです」

「教団は神ではない？」

「ええ、いかに技術に優れ、火力に優れた兵器を装備していても、教団は神ではありません。我々と同じ人間です。我々が彼らと同等である唯ゆい一いつの部分が、そこなのです」

　目の前に広げられた北部州の地図を見てソバーヌは思った。

　軍人とは、心の底から合理主義者でなくてはならんのだな。戦争の勝敗を決めるのは、前線の兵士の勇ゆう猛もうさでも技量でもない。

　生産性と、どれだけの物量を戦争に注つぎ込めるかという、その数字だ。

　その事実を受け入れることができる人間。それこそが真の軍人なのだろう。

　ソバーヌは自じ嘲ちようの笑いを唇の端に浮かべた。

　……政治家は、人の心を重く見すぎるな。

　我々は、考えもしなかった。

　あの圧倒的な力を持つ知の教団と戦うなどということを。

　教団は無む謬びゆうであり、その力は絶対であり、神にも等しいと、我々はずっと思い込んでいた。

　スタンピードが無ければ、我々は今でもそう思い込んでいただろう。

　彼らに怒りを覚え、彼らに異い議ぎを唱となえようと考えたとき、そのとき我々は気づいたのだ。

　……彼らは神などではないと。

　ソバーヌは、目の前にある地図の上に立てられているいくつもの旗と、ロマ・コンティに置かれている六本足のクモの模も型けいを見ながらコルドン将軍に聞いた。

「もし、我々の迎げい撃げきがことごとく失敗した場合、多た脚きやく砲ほう台だいがこのデメララに達するのは何日後だと推測する？」

「彼らは電気で自走する車両を使用しております。しかし、二十四時間動き続けることはできません。こちらの得ている情報では、午前八時から午後五時まで稼働させ、夜の十二時間で充電と整備を行う模も様ようです、そのペースから考えましておおよそ三日と見ております」

「三日か……」

　……つまり三日のうちにかたを付けねば、私は失しつ脚きやくし、サルートとギルドの一派がこの国の実権を握るということだな。

　コルドン将軍の説明は続いていた。

「敵軍は、おそらくロワーヌ川の手前にあるソーテルヌ村で、最初の夜を過ごすことと思われます。現在その村の周辺に、偵てい察さつを兼ねて特殊任にん務む部隊を配置してあります……そして第一の防衛ラインはこのロワーヌ川となります。渡と河かの最中に上流を塞せき止めてあった堰せきを切り、流木を流します。多脚砲台の足にダメージを与えることができれば良いのですが……」

　ソバーヌの目は、ロワーヌ川の南に広がる平原に立つ何本もの旗に止まった。

「ここが決戦の場、というわけだね」

「はい、サンジェルマン平原です、ここに落とし穴を含む無数の要よう害がいを設けてあります、ここで足止めしたところで近衛このえ連れん隊たいによる新兵器で攻撃をかけます、ここが正しよう念ねん場ばかと思われます」

　……この戦いは侵しん略りやくではなくて、相手の面子めんつの潰つぶしあいだ。ここで防ぐことができずにデメララに入られたら、すべては終わりだ。

　国王が王おう都とを捨てて逃げるわけにはいかない。そして、バーネット公こうが頭を下げる姿などを国民の前で見せるわけにはいかない。それができるなら最初からこのような戦いは起こさない。つまり、何が何でも勝たねばならんということだ。

　ソバーヌが考え込んでいたそのとき、部屋の中に連れん絡らく将校が飛び込んできた。

「前線より伝でん令れい！　敵てき先せん行こう部隊ソーテルヌ村に到達、ビバークの準備に入る模様！」

「ずいぶんと早いな、まだ正午を過ぎたばかりだぞ」

　連絡将校は、手に持った通信文を差し出した。

「先行部隊は自じ走そう式の車両に乗車していた、とのことであります、おそらく設せつ営えい部隊と宣せん撫ぶ活動を兼ねたものではないか、との分ぶん析せき報告が付けられております」

「本隊が到着する前に地ならしをしておく、というわけか……」

　コルドン将軍はそうつぶやいたあとで、ソバーヌに敬けい礼れいした。

「では、私はこれより決戦の場であるサンジェルマンの平原に赴おもむき、そこで前線を指し揮きします」

　ソバーヌはうなずいた。

「わかりました、どうかご無事で」




　ソーテルヌ村は、北国街道沿ぞいにある、小さな宿場の村だ。

　川沿いに広がるなだらかな丘きゆう陵りよう地帯の中腹にあるこの村は、街道沿いに十数棟とうの宿屋や食堂などが立ち並び、その裏うら手てには民家が並び、さらにそれを取り巻くように農家が並ぶ、という典型的な地方の村のレイアウトを持っていた。

　その石いし畳だたみの北国街道を、低いモーター音と共に四角い見慣れぬ車がゆっくりと村の中に入ってきたのは、昼を少し過ぎた頃だった。

　馬無しで走る車など見たことも無い村人は、その車を見ると慌あわてて家の中に飛び込んでドアを閉めた。

　やがて、その車は村の中央に止まり、後部の扉を開いた。

　村人が固唾かたずを呑んで見守る中、扉の中から姿を現したのは、灰色の服を着た大おお柄がらな人間だった。

　しかし、その人間の動きを見ているうちに村人たちは気がついた。

　二本の足で歩き、二本の腕こそ持っているが、それは人間ではなく人間と同じように作られた機械だった。

　顔に当たる部分には目も鼻も口もなく、ただ灰色ののっぺりとした球体になっている。

　車の後部から出てきた六体の機械は、車に背を向けて周囲を警けい戒かいするようにぐるりと取り巻くのと同時に車から声が流れ出した。

『ピープルたちよ、恐れなくとも良い。我々は知の教団である。この車を取り巻く六体の戦士は教団の忠実なる兵士たちである。彼らは野や蛮ばんで自制することを知らぬ西せい域いき国こくの兵士とは違い、礼れい儀ぎ正しく常に冷静である。彼らは無抵抗なものに危き害がいを加えることは無い、安心せよ。しかし、一いつ旦たん反抗すれば、彼らは大いなる稲いな妻ずまでその者に罰を与えるであろう……』

　その言葉が終わらぬうちに、一体のワーカーが右手を斜め下に突き出し、そこから青い電でん撃げきを地面に向けて放電した。

　ばちばちっ！

　耳みみ障ざわりな音と共に村の中央広場は一いつ瞬しゆん青白い光で満たされた。

　車からの音声は続いていた。

『西域国は大いなる禁きん忌きを破り、教団に反抗しようとしている。我々はそのような愚おろかな行為に対し罰を与えるためにやってきたのだ。ピープルよ、反抗の意思なきことを示し我々に協力せよ、武器を持たぬことを示すため両手を上げて家々から出よ』

　家の中に引っ込んだ村人たちは顔を見合わせた。

「どうする？」

「確か、村長さんと、国の役人たちが言っていたぞ、言うとおりにしろって」

「ああ、変なことはせずに、にこにこ笑って出迎えろと言うておったな」

「でも、あんなおっかねえ機械の人形ずらりと並べてるのを見て、にこにこ笑うのも変なもんだよ」

「まあ、いい、とにかく言われたようにしよう」

「外に出るのか？」

「出なきゃ何されるかわかんねえぞ」

「んまあ、それもそうだわ」

　家々でそんな会話があったあとで、村人たちはドアを開け、両手を上げて家の外に出た。

　装そう甲こう電源補ほ給きゆう車の中から、村の人々が出てくるのを見た教団の男は、ほっとしたようにコンソールにあるマイクに向かって言った。

「こちら、先行広こう報ほう班です。広報は成功しました、抵抗はまったくありません。見たところ兵士の姿もありません」

　一ひと呼吸ほど置いてからコンソールにあったスピーカーがプレディカーツの声で応えた。

『よろしい、ではワーカーを増強し、村の家か屋おく内外の検けん索さくに当たらせた後のち、安全が確認された段階で中心部の家を立ち退のかせ、その周囲にワーカーを配置し、警けい戒かい態勢を取らせろ、その家を前進本部と宿しゆく舎しやに使用する』

「了りよう解かいしました！」

　教団の男が通話スイッチを切るのと同時に、後ろにいた別の男が心配そうに聞いた。

「ワーカーの警戒モードはどうなっている？　神しん殿でんと違ってピープルの村は小しよう動物が多いぞ、ネコや犬、ニワトリにまで侵しん入にゆう者警けい報ほうを出されたら、今夜は寝られないぞ」

　コンソールに座っていた男は、スクリーンを切り替えて、文章を表ひよう示じさせ、それを指差して言った。

「対象を人間に限定した。マニュアルに書いてあるとおりだ」

「限定って……どうすればいいんだ？」

「人間というものの条件を入力すればいいのさ、身長は一メルテから二メルテ、体重は四十キロテから百五十キロテ、二に足そく歩行し二本の腕を持ち、体温を持つ生物が人間で、その条件に当てはまらない生き物には警報を発しないようにプログラムすれば、それより小さなネコや犬、そしてそれより大きな馬なんかに反応しなくなる……もっとも動物は四本足だから最初から除外されるけどな」

「そうか、六本足の人間とか、体重二百キロテの人間なんかいるわけないものな……」

「ああ、だから外の見張りはワーカーに任せておいて大丈夫さ」

　ワーカーのコントロールを担当していた教団の男は確信したように言った。

「マニュアルにはただひとつの正しい答えが書いてある。そのとおりにしておけば絶対に間違いない」

　教団の男が、予想外という言葉を予想できなかったその頃。




　村を眼がん下かに望む小高い丘の上で緑色のまだら模も様ようの布を頭からすっぽりかぶって双そう眼がん鏡きようを構え、村の中の様よう子すをうかがっていた男に、横にいた部下らしい男が言った。

「来ました！　本隊です！　街道の先に！」

　双眼鏡を構えていた男は慌あわてて双眼鏡の向きを変えて部下の指差すところを見た。

　拡大され、距離感が圧縮されて見える丘の向こうに、ゆっくり動く黒い大きな足が見えた。

　街道脇わきに立っている並木より高い位置にある操そう縦じゆう席らしい部分の半球形のガラスのような部分が西に傾き始めた太陽を反射してきらきらと光っている。

「でかいな……実物大模も型けいで見慣れているつもりだったが……動いているところを見るとさすがに身震いがする」

「あれは、でっかい機械だ、ミシンみたいなものだと思えって言われましたけどね」

　偵てい察さつ部隊の隊長らしい男は、双眼鏡を目に当てたまま答えた。

「そいつは違うな……ミシンは俺達を踏み潰つぶさねえし、鉄てつ砲ぽうも撃うって来ねえぜ」







　第九章「決戦」







　太陽は真上にあった。

　サンジェルマンの平原地帯は、風も無く、ただ秋とは名ばかりの真夏を思わせる残ざん暑しよの日差しだけが照りつけていた。

　その日差しの下を、横よこ一列に並んだ灰色の兵士たちと、巨大な二体の黒い機械仕じ掛かけのクモがゆっくり前進している。

　平原には、縦じゆう横おうに塹ざん壕ごうが掘られ、あちらこちらに材木を足場のように組んで作られた高さ十メルテ幅二十メルテほどの巨大な障害物が設けられていた。

　最前線に近い塹壕に配置されていたコルダイト連れん隊たいの銃じゆう士し隊たいの五十人隊長が、のぞき込んでいた双そう眼がん鏡きようを下ろすと、忌いま々いましげに舌した打うちをした。

「くそ！　ワーカーの数も変わらず、化けグモの足も異常なしか……」

　横にいた下か士し官かんが聞いた。

「渡と河か中に上流の堰せきを切って、流木を流す作戦はどうだったんでしょうかね？」

　前を向いたまま隊長は答えた。

「さあな、敵に異常がねえってところを見ると、まったく効果は無かったんだろうな」

「じゃあ、俺たちは無傷の敵を相手にするってわけですか？」

　五十人隊長はうなずいた。

「対ワーカー用の強きよう装そう弾だんが、どこまで通用するか、だな……皮かわ手袋は配ったか？」

「ええ、全員に。暑くて中が汗でぬるぬるになるってんで、評判はさんざんですけどね」

　下か士し官かんの答えを聞いた五十人隊長は、真剣な目で答えた。

「ワーカーは電流銃じゆうとかいうのを使うらしい、長ちよう銃じゆうに電気が流れたとき、感かん電でんしないためだ。暑くても外すなと言っておけ！」

「わかりやした、周しゆう知ち徹底をはかります！」

　敬けい礼れいして部下たちのいる塹ざん壕ごうに向かって小走りに走っていく下士官の背中を見て、隊長はつぶやいた。

「……もっとも、どれほどの効果があるのかわからん、素す手でよりはマシだろうがな……」




　平原地帯を見渡せる小高い丘の上に設けられた前ぜん線せん司し令れい部の天てん幕まくの下では、コルドン将軍以下の幕ばく僚りようたちが、黙ったまま知の教団の軍ぐん勢ぜいを見つめていた。

　やがて、幕僚の一人がつぶやくように言った。

「まもなく最初の障害物に到達します」

「うむ……」

　コルドン将軍はうなずくと、双そう眼がん鏡きようを顔に当てた。

　巨大な機械仕じ掛かけのクモは、平原の中に設置されている材木を組み合わせた障害物の手前で一いつ旦たん停止すると、あたりを見回すように機体を振ったあとで、大きく足を伸ばし、障害物と障害物の間にある何かをまたぎ越えた。

　幕僚たちがざわついた。

　材木を組んで作られた障害物の間にある、何も無いただの地面のように見えるその場所には深さ六メルテほどの大きな穴が掘ってあったのだ。

　穴の上に細い角材を並べ上に薄うす板いたを敷しいてその上から土がかけてあるその落とし穴は、人間や馬うま程度の体重なら充分に支えることが出来るが、多た脚きやく砲ほう台だいの足なら間違いなく落ちるだろう。

　遠とお目めにはもちろん、よほど近くまで近づかねばそこに落とし穴があることを見破ることは出来ないほど巧こう妙みように作ってあったのだ。

「くそ！　やつら、どうして落とし穴の位置がわかるんだ？」

　罵ののしり声を上げた幕僚たちに向かって、双眼鏡で多脚砲台の動きを見ていたコルドンが静かに言った。

「どういう仕組みなのかはわからんが……きっとそういったものを探たん知ちする何かを持っているのであろうな」

　コルドン将軍が悔しさを隠かくしきれないような声で答えたその頃。




「落とし穴は効果なしです、やつら、しっかりまたいでこっちに来ます」

　塹ざん壕ごうから身を乗り出して様よう子すをうかがっていたクワーズの報告を聞いたカルタは、小さく舌した打うちをした。

「くそ、やつらは落とし穴の位置がわかるに違いない……ということは俺たちの前にあるこの壺つぼ穴あなも効果なしということか……」

　カルタたち炸さく裂れつ弾だん装備の銃じゆう士し隊たいは、二重に設置された障害物と落とし穴の一番奥おくにある深いタコツボ型の大おお穴あなの周りに掘られた塹壕に配置されていた。

　国防軍の作戦は、障害物と落とし穴を避けて前進してきた多た脚きやく砲ほう台だいを、このタコツボ型の深い穴に誘ゆう導どうし、そこに落ちて動きが鈍ったところにカルタたちが新兵器の炸裂弾を撃うち込んで無力化するというものだった。

　しかし、多脚砲台は一番手前にある落とし穴を避け、真っ直ぐ進んできた。

　おそらくカルタたちの前にある足止め用の落とし穴も避けるだろう。

「どうしやすか？　足止めができないと、炸裂弾の命めい中ちゆう率りつはひどく落ちます」

　塹壕の中に並んで命令を待っている近衛このえ連れん隊たい銃士隊と、その長ちよう銃じゆうの先に装そう填てんされている炸裂弾を見てカルタは忌いま々いましげに言った。

「仕方ない。命中率が悪かろうが、とにかくこいつの射しや程てい距離内に入ったらぶっ放してなんとかあの化けグモの関かん節せつに命中させるしかないだろう、あいつを無力化できるのは我々だけなのだからな」

　あたりに通常の長銃を一いつ斉せい射しや撃げきをする音が響ひびき渡った。

「四番壕ごうにいるコルダイト連隊の銃士隊の一斉射撃ですな、足元にいるワーカーを狙ったようです」

　カルタは塹壕から身を乗り出すと双そう眼がん鏡きようを顔に当てた。

　視界の中で、何体かのワーカーに銃じゆう弾だんが命めい中ちゆうするのが見えた。

　しかし、いくら弾だん丸がんが命中してもワーカーは、その衝しよう撃げきで少しよろけるだけで倒れようとはしない。

　……効果なしか。

　ワーカーたちはそのままの歩調で前進を続けている。そして、銃士隊の塹壕から五十メルテほどに近づいたそのとき。

　恐怖にかられた叫び声が上がった。

　カルタの見ている前でワーカーたちの手から青白い閃せん光こうが放たれ始めたのだ。

　塹壕の中にいた何人かの兵士が手に持った長銃を放り出すのが見えた。

　青白い閃せん光こうが稲いな妻ずまのようにその長ちよう銃じゆうに向かって空中を走った。

　やがて、二百メルテほど先にある塹ざん壕ごうから、国防軍の制服を着た銃じゆう士したちが一いつ斉せいに飛び出すと、こちらに向かって一いち目もく散さんに走り出した。

　その向こうで、ワーカーたちが放つ電でん撃げきの青白い光がいくつも瞬またたき、兵士たちが手足を硬直させて地面に倒れ込むのが見えた。

「なんだありゃあ！」

「稲妻みたいだったぞ！」

「電撃だ！　高圧の電気を撃うち出しやがったんだ！」

　近衛このえ連れん隊たいの銃士隊の見ている前で、コルダイト連隊の銃士たちは次々に倒され、やがて、四番壕ごうに配置されていた銃士の生き残りが、命からがら、という状態でカルタたちのところまで逃げ込んできた。

　その兵士のほとんどは長銃を捨てていた。

　カルタは銃を捨てた兵士たちを叱しかる気は無かった。電撃を食らった長銃をつかんでいれば自分も感電して火傷やけどを負い、失しつ神しんしてしまうだろう。銃の代わりならいくらでもあるが、熟じゆく練れんした兵士の代わりは無いのだ。

「コルダイト連隊の兵士は後方に下がれ！　指し揮き官の指示を受けて再編しろ！」

　兵士たちが後方に下がろうとしたとき、カルタの後ろで怒ど鳴なり声がした。

「貴き様さまら！　銃はどうした銃は！　銃は士し族ぞくの魂たましいだぞ！　それを捨てて逃げるとは貴様らはコルダイト連隊の恥だ！　後退は許さん、銃を取りに戻れ！　戻らぬものは敵前逃とう亡ぼう罪ざいとして私が射しや殺さつする！」

　見ると、一人の中年の男が手に持った短銃を振り回してわめいていた。

　襟えりについている階かい級きゆう章しようは五百人隊長のものだった。

　……コルダイト連隊の連隊長だな……他の隊、まして階級が上の人間だが。こういった理り不ふ尽じんな馬鹿を見過ごすことはできん。

　カルタは怒鳴った。

「おやめ下さい連隊長閣かつ下か！　この状態で銃を取りに行けば全員あの電撃の餌え食じきです！　部下を全ぜん滅めつさせるおつもりですか！」

　短銃を振り回していた連隊長は、訝いぶかしげな顔をしてカルタを見た。そして階級章と連隊章を確認したのだろう、再びわめいた。

「うるさい！　近衛連隊か何か知らんが、たかがエズオルを倒したくらいで百人隊長に出世した、にわか隊長の分ぶん際ざいで、俺に意見するつもりか、偉そうに！　こいつらは俺の部下だ！　俺の好きにさせてもらうぞ！」

　カルタは自分の頭に血が上るのがわかった。

　感情で動いてはならぬことはわかっていたが、わかることと、それができることとは別だった。

「銃を喪うしなった兵を後方に下げ、再編し、装備を支給すれば再び戦力になる！　ここで無む為いに戦力を消しよう耗もうさせるのは馬鹿のやることだ！　ついでに言うならば、部下は貴き様さまの下げ僕ぼくでも奴ど隷れいでもない！」

　連れん隊たい長の顔色が変わった。

「き、貴様……若わか僧ぞうの不良上がりのくせに、この名めい門もん上級士族セツクの俺に向かって馬鹿だと！」

　カルタは冷たく言い放った。

「名門上級士族だというのならそれにふさわしい行いをしてから言え、今のお前は、ただの馬鹿だ」

「ゆ、許さん！」

　連隊長が短銃をカルタに向けたとき、りん、とした女性の声が響ひびいた。

「デトリング連隊長！　銃口を向ける方向が違うぞ！」

　兵士の群れをかき分けて姿を現したのは、近衛このえ連隊の連隊長であるアニゼットだった。

「アニゼット閣かつ下か！」

　デトリングと呼ばれた連隊長は、皮ひ肉にくっぽく言った。

「アニゼット姫、部下のしつけがなっておりませんぞ、階級が上の者に向かって下位の者が意見をするなど……」

　アニゼットはぴしりと言った。

「姫ひめ呼ばわりはやめて欲しいものだな。戦場では、私は一いち連隊長にすぎん。それに我が近衛連隊では、階級に関係なく、間違った行いをしたものには間違っていると進言するように教育をしている……それだけのことだ」

　デトリングは食い下がった。

「し、しかしそれでは連隊長としての私の立場が……」

「連隊長の立場を保つなど簡単なことだ、常に部下の目の届くところにいて、直接指し揮きし、いざというときは率そつ先せん垂すい範はんし突とつ撃げきの先頭に立つ。それだけでよいのだ……」

　アニゼットは、そこで言葉を切ると、コルダイト連隊が配置についていた前線の塹ざん壕ごうを指差した。

「立場を保つ絶ぜつ好こうの機会ではないか、みずから先頭に立ち、士し族ぞくの魂たましいである銃を拾いに行ったらどうかね？　近衛連隊は援えん護ごを惜おしまぬぞ」

「あ、いや、それは……」

　顔色を失ってしどろもどろになったデトリングに向かって、アニゼットは助け舟を出すように言った。

「しかし、見たところコルダイト連隊の損害はかなりのものだ。ここは攻勢に出ることなく一いつ旦たん後方に下がって部隊の再さい編制をしたほうが良いだろう、その旨むね私から司令部に進言しておこう」

　デトリングの顔に血の気が戻った。

「そ、そうか、わかった貴き公こうの進言に従うとしよう……」

　そう言うなりデトリングはくるりと振り返り、早足で後方に去って行った。

　その背中を見送ったあとでアニゼットはカルタを見て微笑ほほえんだ。

「相変わらずだな、カルタ」

　カルタは頭を下げた。

「誠に申し訳ありませんアニゼット様……」

「自分ではなく、他人がひどい扱いを受けることに怒ることができるのは美び徳とくだと私は思う。お前の、その一本気さと熱……私は嫌いではないぞ」

　カルタは下を向いたまま顔を少し赤らめた。

　そのカルタの表情に気づかぬようにアニゼットは顔を上げて前線を見た。

「敵の進軍が止まっておるようだな……」

　塹ざん壕ごうから身を乗り出して双そう眼がん鏡きようをのぞいていたクワーズが振り向いた。

「敵のワーカーの半数が後退していきました。その他のワーカーどもは停止したままです」

「下がった？　なぜだ？　あそこの塹壕にいたコルダイト連れん隊たいは総そう崩くずれになったままだ、進しん撃げきするチャンスだというのに……」

　腰に下げていた小型のオペラグラスをのぞいていたアニゼットが、何かに思い当たったように言った。

「ひょっとすると、補給かもしれんな。電気の補給だ……確か情報部から来た情報では充電と言っていた」

「そうか！　敵のワーカーは電でん撃げきを撃うちつくしたから、電気の補給に下がったんだ、俺たちが弾だん丸がんや火か薬やくを補給するように、あいつらも電気の補給が必要なんだ……」

　目を見ひらいたカルタは振り向くようにしてアニゼットに向き直った。

「アニゼット閣かつ下か、私はこの機会に軍を前進させる旨むね、意見具ぐ申しんいたします！　敵てき部隊は停止し、化けグモの足元を守るワーカーの数は半数。今、全軍をもって突とつ撃げきをかければ、敵は混乱します、その隙すきに我々が射しや程てい距離内に近づき、炸さく裂れつ弾だんをもってあの化けグモの足を破壊するのです！」

　アニゼットは鋭い目で停止している多た脚きやく砲ほう台だいを見た。

「……確かに落とし穴に落とし動きを止めるのも、ああやって自分から動かぬのも、動いていないことに違いは無い……」

　そして、振り向いたアニゼットの唇には微笑が浮かんでいた。

「よし、やるか！」

「はい、やりましょう！」

　カルタと目を合わせたアニゼットは、一瞬上じよう気きしたような顔になったあとで慌あわてて目をそらし、伝でん令れいを呼んだ。

「おい！　伝令！　司令部に意見具ぐ申しんだ！　敵ワーカー、およそ半数、充電のため後退中なり現在本隊は停止中。なお、これを天てん佑ゆうと信じ全軍をもって突とつ撃げきし、敵を混乱せしめ、炸さく裂れつ弾だんの射しや程ていまで接近せしめれば敵てき砲ほう台だいの破壊は可能なり……以上だ！」

　アニゼットの言葉を通信用紙に書き取った伝令はその用紙を通信筒とうの中に入れ、胸にかかっている皮のホルダーに差し込み、敬けい礼れいすると後方の連絡壕ごうに走り去った。

　やがて、二百メルテほど後方にある障害物の陰から伝令を乗せた一頭の馬が飛び出して司令部の方角に向けて走って行った。

　その馬を見送ってカルタが聞いた。

「司令部はどう判断するでしょうか？」

　アニゼットは首を振った。

「わからん……が、幕ばく僚りようどもも馬鹿ではない、今がチャンスだということは、わかっているだろう。問題は、防戦を第一に考えていた部隊配はい備びを、どうやって攻撃態たい勢せいに持っていくかだな。こちらから打って出るなんてことは恐らく考えてもいなかっただろうからな」

　カルタは前線を見つめたままうなずいた。

「時間が勝負ですね、敵の充電が終わったら、こっちには勝ち目が無い……」

　アニゼットは悪戯いたずらっぽい目でカルタを見て言った。

「こら、指し揮き官たるもの軽々しく勝ち目が無いなどと言ってはならんぞ……」

「あ、はい、申し訳ありません」

　慌てて頭を下げたカルタに向かって、アニゼットは澄ました顔で言った。

「そういうときは勝ち目が薄いと言え」

　カルタは目の前にいるクワーズの頭を見て、にやっと笑った。

「それはわかっておりましたが、薄いという言葉はあまり使いたくありませんでしたので……」

　周りにいる部下たちの間に、小さな笑いが広がって行くのを見ながらアニゼットは思った。

　……いい男だ。

　部下に慕したわれ、頭の回転が良く、情じように厚くそれでいて冷静だ。

　これだけの男は、ちょっといないな……問題は私より年下ということか。

　そこまで考えてから、アニゼットは、はっとした。

　……馬鹿か、私は。

　一いつ体たい何を考えているのだ！　今はそんなことを考えているときではない！

　自分の気持ちに気づいたアニゼットが、内ない心しん慌てていたその頃。




　多た脚きやく砲ほう台だいとワーカー軍団の後方で指し揮きを執とっていたプレディカーツが通信装置に向かって怒ど鳴なっていた。

「何をやっている！　なぜワーカーを後退させたのだ！」

　プレディカーツの目の前にある総合指揮コンソールのスピーカーから部下の声が聞こえて来た。

『後退させたのではありません、自動的に後退したのです、あれはプログラムされた行動であって、こちらの指示ではありません』

「なんだと？　なぜそのようなプログラムが作動したのだ！」

『急激な電圧低下を感かん知ちしますと、ワーカーは自動的に充じゆう電でん行動を取ることが優先的にプログラムされているのです、先ほどの戦闘でかなりの電力を消費したためと思われます』

「電力消費だと？」

　……なぜそんな、と言いそうになってからプレディカーツは、ワーカーの整備部門の責任者と交わした会話を思い出した。

　……そうか、そういえば治安維い持じ行動に切り替えるとき、電でん撃げきの電圧を最大値に上げるように指示したのは、私だったな。

　このような大事なときに、こういったことになるとは……計算が違ったな。

　計算が違ったと言えば西せい域いき国こくの兵士め、この多脚砲台を見てもパニック一つ起こさんとは、いったいどういうわけだ？　もっと心理的衝しよう撃げきを受けて戦意を喪そう失しつするはずだが……なぜ前例どおりに行かんのかな？

　プレディカーツは、心の中に浮かんだ一いち抹まつの不安をもみ消すように首を振ると、部下に聞いた。

「充電が完了し、ワーカーがすべて動けるようになるのにあとどれくらいかかる？」

『フル充電ではなく、優先プログラムが解かい除じよされるまであと約四十五分です』

　……四十五分か……そんなに長い間停止しているわけにはいかんな。何かこうやつらの度ど肝ぎもを抜くような心理的効果があるものを見せ、威い嚇かくせねば。

　コンソールにあるモニターに映る画面の上をさまよっていたプレディカーツの目が、多脚砲台の砲ほう塔とうに停まった。

　……そうだ、最も破壊力のあるあれを使ってやれ。

　広報と共にやれば、さぞかし効果的に違いない。

　プレディカーツはコンソールにあるキーパッドを操そう作さして、先頭の多脚砲台を呼び出した。「アントン、聞こえるか。威嚇発はつ砲ぽうを命ずる。多た銃じゆう身しん機き関かん砲ほうの弾だん丸がんを焼しよう夷い留りゆう弾だんに切り替え、前方の障害物に照しよう準じゆんを合わせろ」

　一ひと呼吸してから男の声が答えた。

『了りよう解かい、武器選択モードを多銃身機関砲に、使用弾丸を焼夷留弾に切り替えます』

「これより私が広報を開始する、私が合図したら、二秒間かん連続発はつ射しやせよ」

『二秒間連続発射、了りよう解かい！』

　アントンの答えを聞いたプレディカーツは、手元にあるキーパッドを叩たたいて、多た脚きやく砲ほう台だいの外部スピーカーと指し揮き通信車の音声回かい路ろをリンクした。




　一方その頃、西せい域いき国こくの国防軍司し令れい部は、防戦態たい勢せいだった部隊配置を攻撃体形に切り替えるためおおわらわだった。

「右翼に展開するカーリット連隊を急がせろ、時間が無い！　突とつ撃げき合図は　白、白、そうだ、白二発。間違えるなと伝えろ！」

「コルダイト連れん隊たいの再さい編へん制せいは終わったのか？　なに？　連隊長が急病だと？　副官を連隊長代だい理りにして、近衛このえ連れん隊たいの予備部隊につけろ！」

　命令を受けた伝でん令れいが次々に司令部の天てん幕まくを出て行くのと引き換えに、前線からやってきた伝令が飛び込んできた。

　伝令は参さん謀ぼうたちの前で敬けい礼れいすると通信筒とうを開け、通信文を読み上げた

「近衛連隊連隊長より伝令！　近衛連隊騎き兵へい隊、全騎兵出しゆつ撃げき準備完了！　連隊長は騎兵隊の指揮を執とり、中央突破を図るものなり！」

　司令部が一瞬ざわついた。

「アニゼット様みずから騎兵隊の指揮を執るというのか！」

「危険です！　やめさせた方がよろしいかと！」

　声を上げる幕ばく僚りようを見てコルドン将軍は静かに首を振った。

「やめろと言ってやめるようなお人ではあるまい。この一いち撃げきにすべてをかけろ、兵力の暫ざん時じ投入の愚ぐを犯すな……要するにあの方はそう言っておるのだ……伝令！」

「はっ！」

　アニゼットの元からやってきた伝令が進み出た。

「アニゼット様に伝えよ。西域国の興こう廃はい、この一戦にあり、なれど蛮ばん勇ゆうは勇者にあらず、生きて帰りし者こそ勇者なり……とな」

「了解しました！」

　伝令は一礼すると司令部を出て行った。

　コルドン将軍は、広げた地図の上に配置した部隊の位置を書き込んでいる参謀に聞いた。

「攻撃開始可か能のう時刻は？」

「はっ！　おおむね十五分後には可能かと……」

「よろしい、では十五分後に総そう攻撃を開始する、通信部隊、及び信号打ち上げ部隊に確実を期するように再度連れん絡らくせよ」

「了解しました！」

　幕ばく僚りようたちが緊きん張ちようした顔でうなずいたとき、戦場に男の声が流れた。

『西せい域いき国こく国防軍の諸君！　諸君らは騙だまされているのだ。我々は戦いを求めてこの地にやってきたのではない……』

　幕僚たちが、再びざわついた。

「なんだ、あの声は！」

「教団側の宣伝だ！　やつら、兵士たちに抵抗を止めるように呼びかけるつもりだぞ！」

「どうする？　士し気きに影えい響きようがでるのではないか？」

「しかしこちらでどうすることもできないだろう！　黙って聞いているしかないんだ！」

　コルドン将軍が、怒ど気きを含んだ声で一いつ喝かつした。

「浮き足立つな、馬鹿者！　貴き様さまらが兵を信じないでどうする！　兵は常に指し揮き官かんを見ておるのだぞ！」

　ばつが悪そうに互いの顔を見合わせて黙った幕僚たちに、コルドン将軍はゆっくりと言った。

「兵を信じろ、兵は無む学がくかもしれんが、そのぶん本質を見抜く目をもっておる。教団の言っていることと、やっていることの差をしっかり見ておる、安心せい」

　プレディカーツの演説は続いていた。

『……しかし、諸君らの指揮官、そして西域国の指導者は、我々が定めた平和のための禁きん忌きを踏みにじり、諸君らにエズオルの虐ぎやく殺さつを命じたのだ！　かつてこれほどの犯罪を犯した指導者がいただろうか！　この一いち事じをもってしても、今の西域国の指導者は許すことはできない！

　繰り返して言おう。我々は平和の使者である、我々は諸君らに平和な日々を与えるためにここにやってきた、武器を捨て、抵抗をやめよ。抵抗とは愚おろかな行為以外のなにものでもない！　諸君らの持つ貧弱な武器は、我が教団の大いなる力の前には無力なのだ！』

　最さい前線の塹ざん壕ごうで、炸さく裂れつ弾だんを装そう填てんした長ちよう銃じゆうを抱えてプレディカーツの演説を聴いていた近衛このえ連れん隊たいの兵士が、横にいる同どう僚りように聞いた。

「おい、オレたちは、エズオルの虐殺なんか命じられたか？」

「いんや、オレたちは、エズオルに虐殺されそうな市民を救えと命じられたんだ」

「じゃあなぜ、あいつはあんなことを言うんだ？」

　同僚は肩をすくめた。

「さあね、聞いた話じゃ教団ってのは、オレたちよりエズオルの方が大切だと言っていたらしいぜ、オレたちなんか何人死んだっていいけど、エズオルを殺すことは許さないとかなんとか……」

　最初に話しかけた兵士は顔をしかめた。

「けっ！　お前らなんぞ、食われてもいい、と言われて、はいはいと言うことを聞くヤツなんかいるもんか！」

　演説は続いていた。

『……そして我々の持つ大いなる力は諸君らの武力をはるかに超えている、今、その証しよう拠こを見せよう、そして一切の抵抗は無む駄だだと知るがよい……アントン、目標に照しよう準じゆんを合わせ……発はつ射しや！』

　プレディカーツの言葉が終わるのと同時に、前の方で停止していた多た脚きやく砲ほう台だいの下部にある半球形の砲ほう塔とうの二つの砲ほう身しんのうち細い方の砲身がうなりを上げた。

　ぶぉおおおおおおおおおお！

　その砲身は長さ二メルテ以上の炎ほのおと真っ赤な火の棒を吐き出した。

　半球形の砲塔の基部にある排はい莢きよう口こうから、空から薬やつ莢きようを滝のように吐き出しながら射しや撃げきは続いた。

　砲口から飛び出した無数の火の棒は、真っ直ぐに正面にある材木を組んで作られた障害物に命めい中ちゆうしそこで激しく爆発した。

　ドカドカ！　とも　バカバカ！　とも聞き取れる爆発音と共に障害物は激しく燃え上がりながら爆ばく砕さいされて行った。
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　射撃はきっかり二秒間続いて終わった。

　サンジェルマンの平原に、静せい寂じやくが訪れた。

　その地に展開していたすべての兵が沈ちん黙もくしていた。

　耳に聞こえるのはただ、激しく燃え盛る炎の中で、ぱちぱちと材木が弾はじける音だけだった。

　どれほどの時間がたったのだろう、数分……いや、実際には数秒しか過ぎていなかったのかもしれない。

　我に返った幕ばく僚りようの一人が叫んだ。

「将軍！　あの兵器は……」

　コルドン将軍は叫んだ。

「うろたえるな！　あれが情報部からの報告にあった連れん射しや兵器というものだ！　敵は強敵である！　それはわかっておったことだ、この作戦計画を立てたときに各自に心するように言っておいたはずだ！　敵は強敵である、それがゆえに我らは全力でこれに立ち向かうのだと！」

　コルドン将軍の言葉は幕僚と、その場にいた兵たちに電流のように伝わって行った。

　顔色が戻ってきた幕僚を見渡して、コルドン将軍は言った。

「前ぜん線せん部隊の動どう揺ようを抑えるために再度伝でん令れいを走らせよ！　作戦は続行！　白しろ二発の信号弾だんを合図に全軍突とつ撃げきせよ……とな！」

「了りよう解かいしました！」

　司し令れい部は生き返ったように動き出した。




　モニターを通じて静まり返った平原を見ていたプレディカーツは満足げにうなずいた。

　……まったく動きが無いということは、やつら、腰を抜かしたに違いない。

　デメララまで行って、王おう宮きゆうの塔とうを撃うち倒すところを見たかったが……組織的抵てい抗こうはどうやらこれで終わったようだな。

　プレディカーツは視線をコンソールにあるタイマーに移した。

　……ワーカーの急速充じゆう電でんが終わるまで、あと三分か。

　もう一度警けい告こくしておくとするか。

「諸君！　武器を捨てて、抵抗をやめるのだ……」

　マイクに向かってプレディカーツが言ったとき、視界の中に何か白いものが飛び込んできた。

　拡大されたモニターに映ったものは、後ろから白はく煙えんを引いて飛んでいく二本のロケット花火だった。

　平原の後ろにある小高い丘の上から打ち上げられたそのロケット花火は、青空にくっきりと二本の白い線を引いて、空中で爆発した。

　それと同時に、サンジェルマンの平原を揺さぶるような喚かん声せいが湧わき上がった。

「な、なにごとだ！」

　プレディカーツは目を疑った。

　ついさっきまで、まったく動きの無かった平原に、何千人という兵士がうごめいていた。

「ば、馬鹿な！　お前らは、あの威い嚇かく射しや撃げきを見なかったのか！　あの恐ろしさがわからんのか！」




　白はく馬ばにまたがったまま青空に引かれた二本の白い線を見上げていたアニゼットは、右手に持った指し揮き杖じようを振り上げると、頭の上で大きく二、三回振り回し、最後に前方を差して叫んだ。

「目標！　前方のワーカー軍団！　よいか決して止まってはならぬ！　速度こそが騎き兵へいの命！　近衛このえ連れん隊たい騎兵隊、突とつ撃げき！」

　西せい域いき国こく国防軍の最さい精せい鋭えいと呼ばれる近衛連隊騎兵隊五百騎きは、アニゼットを先頭にして突撃を開始した。

　それと同時に、左右の塹ざん壕ごうから千五百名の銃じゆう士し隊たいが同じように突撃を開始した。

「進め！　ワーカーに銃は効かん！　台だい尻じりでブン殴なぐれ！」

　百体に満たぬワーカーは、横一列になって放電を開始したが、とても抑えきれるものではなかった。

　電でん撃げきを受けて倒れた味方の身体からだを乗り越えて突撃してきた兵士が、ワーカーに取り付いた。

　ワーカーはその両手を振り回し、次々に兵士たちを投げ飛ばしていたが、兵士の数の方があまりにも多かった。

　そこに、五百騎の騎兵が突っ込んできた。

　戦場は大だい乱戦となった。

　電撃を受けて、棹さお立ちになり倒れる馬。

　騎兵の持つ斧おのの一いち撃げきを受けて、バランスを崩すワーカー。そしてそれに何人もの兵士がのしかかり、地面に押したおす。

　ワーカーの統制は完全に崩れた。

　千五百人の人間と五百頭の馬が巻き起こす茶色い土つち煙けむりの中にワーカーたちは完全に飲み込まれていた。

　それを見ていたカルタが叫んだ。

「今だ！　炸さく裂れつ弾だん部隊突撃！　目標は停止中の化けグモだ！　射しや程てい内に入り次し第だい各自射しや撃げき開始！」

「うおおおおお！」

　炸裂弾を装備した百人の銃じゆう士しは、雄おたけびを上げると一いつ斉せいに塹壕を出て走り始めた。




　丘の上にある司し令れい部から双そう眼がん鏡きようでその様よう子すを見ていた幕ばく僚りようが叫んだ。

「炸裂弾部隊、出ました！」

「戦せん機きを見るに敏びん、さすがだな……」

「あとは、あれにどれほどの効果があるかだ……」

　幕僚たちが食い入るように見つめる中で、射程距離内に達した近衛連隊の銃士たちが次々にその場に膝ひざをつき、長ちよう銃じゆうを立てると炸裂弾を発射し始めた。

　パン！

　パパン！

　戦場を覆おおいつくす茶色い土つち煙けむりの中に白い発はつ射しや煙えんがいくつも浮かぶのと同時に、長い棒のようなものが何本も飛んでいくのが見えた。

　その棒は放物線を描くと、そのまま多た脚きやく砲ほう台だいの上に垂直に落下した。

　ボン！　ボン！

　鈍い爆発音と共に砲台の至るところ、そしてその足元にいくつもの黒い煙が立った。

「命めい中ちゆう！」

「しかし……思ったより効果は見られません……」

　コルドン将軍は首を振った。

「あの化け物を一いち撃げきで倒せるような兵器があるわけが無かろう、あれはあくまでもクモの足の関かん節せつを破壊し、行動不能にさせるものだ、関節に命中せねば効果は無い！」

　前に出ていた多脚砲台は、機体のあちこちで生じた小しよう爆発に驚いたように後ずさりを始めた。

　そのとき、多脚砲台の右の一番前の足の関節部分で爆発が生じた。

　それを見上げていたカルタが叫んだ。

「関節に命中だ！　今のは誰だ！　クワーズ、名前を控えておけ！　あとで俺が一いつ杯ぱいおごってやるぞ！」

　銃じゆう士し隊たいの間に歓声が上がった。

　多脚砲台はそのまま下がり始めたが、炸さく裂れつ弾だんが命中した右の一番前の足に、明らかに異常が生じているのがわかった。

「やったぞ！　効果ありだ！　残りの足も狙え！」

　カルタの命令を聞いた銃士隊は背中に背負っていた箱の中から予備の炸裂弾を取り出した。

　発はつ射しや薬やくを銃口から入れて、誤ご爆ばく防止のために取り付けられている炸裂弾の先の雷管キヤツプの覆おおいを外してガイドの棒を銃口から差し込み、長ちよう銃じゆうに雷管を取り付けてハンマーを起こす。

　この一連の作業を、銃士隊は実に効率よくやってのけた。

　……猛もう訓練の甲か斐いがあったな。

　やがて、第二射目が始まった。

　一発目を撃うってカンが戻ったのだろう、二射目は、関節の周りに次々に命中した。




　通信指し揮き車の中で、無数の爆ばく炎えんにつつまれた多脚砲台を見ていたプレディカーツは半はん狂乱になっていた。

「アントン！　何をやっている、下がれ！　ベルタ！　アントンを援えん護ごしろ！」

　ベルタの操そう縦じゆう員から戸と惑まどったような声が返ってきた。

『援護と申しましても、どうすれば……』

「貴き様さまが操そう縦じゆうしているのは砲ほう台だいだろうが！　構わん、目の前にいる兵士どもに実じつ弾だんを発はつ射しやし皆殺しにしろ！」

　ベルタの操縦員は怯おびえたような声で叫んだ。

『できません！　人を撃うつなんて……そんなの人殺しじゃないですか！　私には無理です！』

　そのとき、ワーカーの整備責任者から通信が入った。

『充じゆう電でん完了です！　ワーカーを投入します！』

「急げ！」

　そうわめいたあとで、プレディカーツは目の前のモニターに映る大だい混乱の状況を見た。

　……たった二百五十体のワーカーを投入したところで、この混乱に収しゆう拾しゆうをつけることはできないかもしれん……どうすれば良いのだ。

　先頭に出ていた多た脚きやく砲台、アントンの操縦者が悲鳴混まじりの声で報告してきた。

『第一、第三、第六脚のアクチュエーターに異常発生！　潤じゆん滑かつ用のシリコンゲルが流れ出ており、充分な運動性能が出ません！　このままでは行動不能になります！　暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用のガスの使用を許可願います！』

　プレディカーツは顔を上げた。

「ガスだと？　そんなものが装備されていたのか！」

『治安維い持じモードのマニュアルどおりに搭とう載さいしてあります！　昏こん睡すい性のガスですが、こちらの人間にも影えい響きようが出ます！　いかがしますか？』

　プレディカーツは、素早く計算した。

　前に出ているのはガスの影響を受けないワーカーだけだ。あの状況でガスを散さん布ぷし、素早く後退すれば、我々に影響は少ないだろう。

「よし、我々は後退する、三十秒後にガスを噴ふん射しやし、お前も後退しろ！」

『了りよう解かいしました！』




　司し令れい部の天てん幕まくの脇にやぐらを組んで大型の双せう眼がん鏡きようで敵てき情じようを観察していた偵てい察さつ員が、大声で叫んだ。

「多脚砲台の後方に待機していた指し揮き車、及び電源補ほ給きゆう車が後退を始めました！」

「後退だと？　化けグモとワーカー兵はどうだ？」

「化けグモ二体、及びワーカー兵は未だ戦闘を続行中！　なお先頭の化けグモの足三本が満足に動きません！」

　司令部の中に明るい空気が流れた。

「やりましたぞ！　化けグモの足を破壊することに成功しました！」

「これで残るもう一体を潰つぶすことが出来れば、この戦いは勝ったも同然ですな」

　その楽らつ観かん論を戒いましめるようにコルドン将軍は首を振った。

「そう簡単に終わるわけが無かろう、敵は我々のあずかり知らぬ技術と知恵を持っているのだ、それにあの化けグモ一匹を倒すのに、かなりの戦力を消しよう耗もうしておるのだぞ……」

　コルドン将軍の言葉が終わらぬうちに、偵てい察さつ員が叫んだ。

「敵化けグモが煙えん幕まくらしきものを放出中！　あ、あ、あ、煙幕ではありません！　兵が倒れて行きます！　あれは毒ガスです！」

「なんだと！」

　司し令れい部は大騒ぎになった。

　その場にいた全員が手近にあった双そう眼がん鏡きようなどをひっつかむと、天てん幕まくから外に飛び出した。

　眼がん下かに広がるサンジェルマンの平原のど真ん中に立つ化けグモの腹部から白い煙のようなものが放出されていた。

　その煙は空気より重いのだろう、まるで濃のう密みつな液体のように地表に沿って広がり、その煙が達したところにいる兵士が次々に倒れてゆく。

　それを見た他の兵士や騎き兵へい隊にパニックが広がってゆくのが遠くからもわかった。

　コルドン将軍は叫んだ。

「撤てつ収しゆうだ！　ラッパを吹け！　信号！　赤二発！」




　カルタは、目の前で部下が倒れて行くのを見ていた。

　最初は敵の電でん撃げきにやられたのだと思ったが、すぐに押し寄せてくる白い煙に気がついた。

　どこか花の香かおりを思わせる甘い香りに似たその煙を吸い込みそうになったカルタはすぐに息を止め、肺の中にある空気を使って叫んだ。

「息をするな！　ガスだ！　銃じゆう士し隊たい、撤収！」

　カルタは背を向けて走り出したが、白い煙は足元を這はうように追いかけて来た。

　二百メルテほど走って振り向いたとき。

　カルタの目の前で見覚えのある長い髪を持った人間が崩れ落ちた。

　アニゼットだった。

　近くに倒れた馬と、騎き兵へい隊の兵士がいるところを見ると、おそらく倒れた部下を救おうとして自分もガスに倒れたのだろう。

　カルタは思いきって息を吸い込み、息を止めてそのままアニゼットに駆け寄った。

　ガスの成分も少し吸い込んでしまったのだろう、一瞬めまいが襲おそったが、カルタは足を踏み締めてアニゼットのところに向かった。

　アニゼットは完全に意識を失っていた。

　血の気を失った顔は、カルタの目に、白さを通り越して、半はん透明に見えた。

　……声をかけても無む駄だだな。

「御ご免めん！」

　カルタはそう言ってその場に膝ひざをつき、アニゼットを抱き起こし、そのまま背中に担かついだ。

　アニゼットの身体からだは思ったより軽く、そして細かった。

　男勝まさりな性格と、モノの言い方そして行動力……もっとゴツイ人のような気がしていたが……意外だな。

　カルタはそんなことを考えながらアニゼットを背負ったまま走り出そうとした。

　そのとき。

　カルタの身体を、言葉にならない衝しよう撃げきが走りぬけた。

　身体中の力が抜け、アニゼットを背中に担いだままカルタは両りよう膝ひざを地面についた。

　振り向くと、そこにワーカーが立っていた。

　電でん撃げきを撃うったばかりの右腕から青白い火花がぱちぱちと音を立てて飛んでいる。

　……くそ、こいつの電撃か……。

　カルタは震える足に渾こん身しんの力を込めて立ち上がった。

　こんなところで……倒れてたまるか……アニゼット様を置いていけるわけが無いだろう！

　お前が日ひ頃ごろ言っていた、上級士族セツクの誇りとやらを見せてみろ！

　自分にそう言い聞かせたとき、ワーカーはくるりと方向を変えて後方に去り始めた。

　……どうしたって言うんだ？　まあいい、今のうちだ。

　意識はすでに半分消えかけていた。

　肺と心臓が酸素を求め大おお暴あばれしているのがわかる。

　あたりは腰のあたりまで白いガスに満ちていた。

　白いガスの中に折り重なって倒れている人と馬の向こうに、必死で逃げていく兵士たちの姿が、かすかに見える。

　カルタの目の前に動くものが見えたのはそのときだった。

　……なんだありゃ。

　それは、一頭の馬だった。

　乗り手を失った馬が一頭、塹ざん壕ごうの脇に掘った土を盛り上げて作った山の上に所しよ在ざい無さげに立っていた。

　馬の手前には大きな落とし穴があり、足元のガスが、白い筋となってその落とし穴に吸い込まれていくのが見えた。

　その大きな穴があったおかげで、この馬はガスにやられなかったのだろう。

　カルタはふらつく足で一歩一歩馬うまのところに近づいた。

　落とし穴の蓋ふたに乗ると、角かく材ざいと板でできた落とし穴の落とし蓋は不ぶ気き味みにゆれたが、落ちることは無かった。

　そして馬の身体にたどり着いたカルタは、馬の身体にもたれて、思いきり息を吸い込んだ。

　馬の汗の匂においの混じった空気を何度も何度も深しん呼吸してから、カルタは背負っていたアニゼットをうつ伏せに馬の鞍くらに乗せた。

　長い髪を止めていた髪かみ留どめが外れ、馬の背の向こう側にプラチナブロンドの髪が舞った。

　ガスの量はどんどん増えていた。

　カルタは鞍のあぶみに足をかけると馬に飛び乗った。

　さっきまで耳を覆おおわんばかりの喚かん声せいと爆発音に満ちていた戦場が静まり返り、動くものはただ敵のワーカーだけだった。

　……くそ、負け戦いくさだな。

　カルタは馬の手綱たづなを引いて向きを変え、塹ざん壕ごうを掘った土を盛り上げた胸きよう壁へきの、少しでも高いところ、高いところを探し、ガスの薄い部分を選びながら走った。

　塹壕に入って頭を低くして移動するように訓練されていた兵士たちは、空気より重いガスをもろに食らったのだろう、あちらこちらの塹壕の中で折り重なるように倒れていた。

　その兵士たちの群れをいくつも飛び越えて、カルタは走った。

　そして、連絡壕ごうの伝でん令れい中継地点まで来たところで撤てつ収しゆうする部隊の最さい後こう尾びに追いついた。

「軍ぐん医い殿はいるか！　手当てをしてもらいたい！」

　撤収部隊の最後尾にいた兵士が首を振った。

「こっちにはいねえよ、野や戦せん病院は今いま頃ごろあのガスの中だ……」

　そう答えたあとで、その兵士はカルタが鞍の前に乗せているのが女性、それもアニゼットだと気がついたのだろう、慌あわてて付け足した。

「あの丘の上に仮かり包ほう帯たい所があるそうだ、そこに連れて行ってやれ」

「ありがとう」

　カルタはそう言い残して、丘を駆け上った。

　その馬を見送った兵士に、横にいた同どう僚りようが声をかけた。

「おい、今のヤツが乗せてたの……女だったよな」

「ああ、近衛このえ連れん隊たいの制服着ていたってことは、ありゃあアニゼット様だ」

「そういえばあの隊長は、新兵器の炸さく裂れつ弾だん装備の銃じゆう士し隊たいの隊長だぜ」

　後ろにいた男が首を振った。

「ウソつけ、炸裂弾部隊は最さい前ぜん線せんにいたんだぜ、助かるわけがねえ……騎き兵へい隊だってそうだ、ほとんど全ぜん滅めつだぞ」

「じゃあ、あいつはどうやってここまでやってきたんだ？」

「よっぽど運がいいか……肺はい活かつ量りようがあったんじゃねえのか？」

　撤収する兵士の列は丘の上に向かってのろのろと動いていた。

　ケガ人の姿こそ無かったものの、その姿はどう見ても敗はい残ざん兵の群れにしか見えなかった。







　第十章「特殊部隊」







　サンジェルマンの平原に夕ゆう闇やみが訪れようとしていた。

　丘の上にある監かん視し処しよから平原を見下ろした偵てい察さつ員の目に映るものは、二体の化けグモ……そのうちの一体は完全に足を畳んで座り込んだ状態になっている……そして、二基の白い巨大なドームテントと、周囲を警けい戒かいするワーカーの群れだった。

　双そう眼がん鏡きようをのぞいていた偵察員が横にいた仲間に話しかけた。

「おい、あのでっかいドームの中では何をやっているんだろうな？」

「さあな、よくわからんが……右の方のドームには今日の戦いでやられた連れん中ちゆうが収容されているみたいだぜ、ワーカーが一生懸けん命めい運び込んでいたのを見た」

「死体置き場ってわけか……」

　仲間はびっくりしたように目を見開いた。

「何だ、お前聞いていなかったのか。あのガスは眠りガスだ、意識を失うけど死んだわけじゃないぞ、撤てつ収しゆう部隊に収容された連中もみんな四時間ほどで意識を回復したらしい」

「じゃあ、あそこは……」

　仲間はうなずいた。

「捕ほ虜りよ収容所ってわけだ。ざっと二千人は捕まっている計算だな……」




　プレディカーツの前に立った部下は手に持った書類を見ながら言った。

「捕虜の総数は二千二百七十一名でした。現在第二エアドームに収容し、食料を配布しておりますが……これで、デメララにおける宣せん撫ぶ活動用に用意してあった嗜し好こう品や食料、飲料水などの備び蓄ちくを、ほとんど使い尽くしてしまいました、明日にはデメララに入城しなければ、人じん権けん問題に発展するおそれがあります」

「これほどの捕虜が発生するとは考えてもいなかったからな……で？　どうだ。デメララからは何も言って来んのか？　使者が来る様よう子すとかはないのか？」

「ええ、軍ぐん使しのようなものが来る様子は、まったくありません。丘の上にいくつか動きがありましたが丘を下ってくる様子はありません」

　プレディカーツは苛いらついたように舌した打うちをした。

「まったく、どこまで愚おろかなのだあの西せい域いき国こくの連中は！　今日一日で総兵力の三分の一を失ったのだぞ！　停てい戦せん交渉……いや、全面降こう伏ふくを申し出て当たり前ではないか！　何の理由があってあいつらはこれほどまでに我々に歯向かうのだ……」

　手に持っていた整備責任者の報告書を指し揮きコンソールの上に投げ出してプレディカーツは言った。

「多た脚きやく砲ほう台だいのうち、アントンは使用不可能だ。捕ほ虜りよと共に、ここに置いて行くしかあるまい。ワーカー十体と、多た重じゆう放電柵さくでエアドームを警備しておけ、明日、多脚砲台のベルタとワーカーで我々はデメララを攻こう略りやくする、捕虜にはそれまで我慢するように伝えておけ」

「了りよう解かいしました」

　一礼して去っていく部下の背中を見送って、プレディカーツは指揮コンソールの前にある椅い子すに崩れ落ちるように座り込んだ。

　……どうして、こう、前例どおりに行かないことばかり起きるのだ？　どこからか情報が漏れているとでもいうのだろうか？

　プレディカーツの脳のう裏りに白はく髪はつの老人の顔が浮かんだ。

　……メーリンガーか？　いや、まさかあの男にはそんな能力は無いはずだ。

　では、どうして……。

　プレディカーツが悩んでいたその頃。




　王おう都とデメララの軍ぐん務む局にある総合会議室には、失望感と喪そう失しつ感が入り混じった絶望の空気しか無かった。

　西せい域いき国こく国防軍は、サンジェルマンの平原で二千人以上の戦力を失った。

　それは、この戦いに投入された総そう兵力の三分の一を超えていた。

　サンジェルマン平原の戦いは、事実上の決戦であり、司し令れい部はこの戦いに総力を結集していた。その総力が、教団のガス攻撃により潰ついえたということは、事実上じよう西域国国防軍は、継けい戦せん能力を失ったに等しい。

　残りの予備兵力と、撤てつ収しゆうが間に合った兵力を合わせた数はおよそ三千百人。

　人数こそあるものの、予備隊のほとんどは地方守備隊を中心とした訓練も装備も行き届いていない二線級の部隊にすぎず、戦力として期待できるものではなかった。

　最終防衛ラインとして定められたデメララ北方に広がる丘きゆう陵りよう地帯には、すでに工こう兵へい隊が塹ざん壕ごうを構こう築ちくしていたが、大だい規模な障害物を設営する時間は無く、多脚砲台の前には無力だと思われていた。

　しかし戦場から戻ってきたコルドン将軍は、会議室の中で意気消しよう沈ちんして座り込んでいた参さん謀ぼうたちを見るなり大声で怒ど鳴なりつけた。

「馬鹿者！　戦いは終わったと誰が言った！　バーネット公こうが終戦の詔みことのりを出すまで我々の仕事は終わらんのだ！　貴き様さまらの仕事は、ため息をつくことでも、座り込むことでもない！　そんなことをやらせるために国は貴様らに給料を払っているのではない！　さあ働け！　給料ぶんの仕事をやってみせろ！」

　コルドン将軍の怒ど鳴なり声によって、兵力を失ったショックから立ち直った参さん謀ぼうたちは、それぞれに戦力の再さい編へん制せいと、最終防衛線せんの構こう築ちくのために動き出した。

　そんな会議室に、王おう宮きゆうでバーネット公こうに報告を終えたソバーヌがやってきたのは、午後八時を過ぎた頃だった。

　入り口に立つ衛えい兵へいに会え釈しやくして会議室の中に入って来たソバーヌは、そのまま中央に広げられている大きな地図の前に立った。

　ソバーヌの姿に気がついたコルドン将軍がやってきて頭を下げた。

「……負け戦いくさの報告という嫌な役目を押し付けてしまって申し訳ありませんでした。バーネット公は何と？」

　ソバーヌはゆっくりと答えた。

「ガスの正体が、眠りガスで、死傷者はほとんど無い、ということを一番喜んでおられた。それに、今日の戦いは、丸っきりの負け戦でもあるまい、現に化けグモの一体は行動不能に陥おとしいれたのだろう？」

　コルドン将軍は悔しそうに首を振った。

「確かに目標の半分は達成したと言っても良いでしょう……しかし犠ぎ牲せいが大きすぎました、二千名を超える捕ほ虜りよを出すというのは前ぜん代だい未み聞もんの失しつ態たいです」

「まさか敵がガスを使うとは誰も考えていなかったのだから仕方ない……」

「石炭を乾かん留りゆうする作業の作業員が使う空気呼吸器を装備しておけば良かったのですが……それとて数は無いし、またあれを使われたら勝ち目はありません」

　ソバーヌは首を振った。

「いや、大丈夫だろう、王おう宮きゆうからここまで歩いてくるときに夜空を見たのだが、今夜はいつもより星の瞬またたきが多いような気がする。これは上空の空気が動いておる証しよう拠こだよ、おそらく明日は風が強い。風が強くてはガスは使えまい」

　コルドン将軍はため息混まじりに答えた。

「だと……良いのですが。まったく……川を上り下りする運うん航こう船でもあるまいに、運を風に任せなければならんとは……」

「なに、風も運のうちだ……」

　そう言って地図に視線を戻したソバーヌは、サンジェルマンの平原に一本だけ部隊の配置を示す旗が立っているのに気がついた。

「まだ、あそこに部隊がいるのかね？」

　顔を上げたコルドン将軍は、良くぞ聞いてくれた、という顔をして旗を指差した。

「この部隊は特殊任にん務む部隊です、闇やみに乗じて敵のビバーク地帯に忍び込み、やつらの動力源げんである電源補ほ給きゆう車を破壊し、捕虜を奪だつ還かんするという特別任務で動いております」

　ソバーヌはコルドン将軍の指差すところにある旗に六三三、という数字があるのを見て目を見開いた。

「……これは、この部隊は、あのグレンダランの守備部隊か？」

　コルドン将軍はうなずいた。

「はい、国防軍にはれっきとした特殊部隊もおりますが、いかんせん実じつ戦せん経験がありません。こういった任務は、決断力と臨りん機き応おう変へんな思し考こうのできる指し揮き官と、その指揮官を心から信頼して結束している部下がいなければ務まりません、そして経験値ちなどの要素を総合しますと、その条件に当てはまるのはこの部隊しかおりませんでした。彼らは、この日のために、この三週間特殊な訓練を行ってきました、きっと我々の期待に応えてくれるものと思います！」

　旗を見つめたままソバーヌはケリンの顔を思い浮かべた。

　……西せい域いき国こくに未み曽ぞ有うの国こく難なんが訪れたとき。そのターニングポイントとなる部分に、必ずあの若者がいる。

　あの若者には、巡り合わせとしか言い様ようの無い何かがあるのだろうか？

　そして、ソバーヌは小さくつぶやいた。

「……運の良さも、また才能なのかもしれんな」




　サンジェルマンの平原を、夜の風が渡っていく。

　昼間の喧けん騒そうが嘘うその様に静まり返った平原に響ひびくのは、風が草木を揺する音と、秋の気配の中で鳴く虫の声だけだった。

　真っ暗な平原の中に夜の闇やみよりさらに黒くいく筋も延びる線が見える。

　それは、教団の多た脚きやく砲ほう台だいを迎え撃うつために国防軍が平原に縦じゆう横おうに掘った塹ざん壕ごうだった。

　何一つ動くものも無いこの平原の中で、唯ゆい一いつうごめくものがあった。

　それは塹壕の中にある、いくつもの黒い影だった。

　その影の中でもひときわ大きな影がハンキーの声でささやいた。

「うまい具合に風がでてきやしたね……気配を消すにはもってこいでさあ」

　先頭にいた影がケリンの声で答えた。

「さすがは元盗とう賊ぞくだな、俺たちにこの任務が来た理由はそれかもしれねえぞ」

「どういう意味ですかい？」

「俺たち六三三銃じゆう士し隊たいの顔ぶれ見てみろ、元もと盗賊とか元イカサマ師とか、元不良とか……おおよそまともな連れん中ちゆうはいやしねえ。人の目を盗んで動き回るには、お天てん道とう様をまぶしがるような人間の方が向いてるってことさ」

「あんまり嬉うれしくねえですね、そう言われると……」

　靴くつ墨ずみを塗った顔からは表情は読み取れなかったが、情なさけなさそうな口く調ちようからハンキーの表情を思い浮かべたケリンは、思わず笑いそうになって慌あわてて口を押さえた。

　後ろの方からＤデイー・Ｄデイーの声がした。

「ケリン、あまり無む駄だ口ぐちを叩たたくな、やつらの探たん知ち装置の中には音声や振動をキャッチするものもあるんだぞ」

「わかってるよ、でもよ、本当に俺たちが訓練してきた方法で、そのワーカーの探知装置ってのを突破できるのか？　俺にはどうも信じられねえな」

「俺だって信じられないさ、でも、信じるしかないだろう、それとも何か？　尻尾しつぽ巻いて逃げ帰れって言うのか？」

　ケリンは首を振った。

「そんなこたぁできるわけがねえ、あそこに捕まってるのは、グレンダランで俺たちが弾だん薬やくを使い果たして絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだったそのときに、山ほどの弾薬を持って応援に来てくれた近衛このえ連れん隊たいの連れん中ちゆうだぞ！　今度は俺たちが助ける番だ……」

　ケリンの言葉を聞いて、その後ろにいる八十人の銃じゆう士し隊たいが一いつ斉せいにうなずいたのだろう、黒い影が、もこもこと動いた。




　上じよう下げ真っ黒な服を着て黒い布で頭を包んだケリンたちは、塹ざん壕ごうを使って教団のビバーク地点の五百メルテほど手前まで近づいたところで一いつ旦たん停まった。

「よし、訓練どおり四人一組に分かれろ！」

　ケリンの声で真っ黒な塊かたまりがごそごそと動いて四人ずつの塊になった。

「以後、すべての行動はこの四人が、一匹の動物に見えるように一体化して動くこと。男同士で身体からだくっつけて動くのは、気持ち悪ぃかもしんねえけど仲間だと思って我慢しろ」

　闇やみの中に声にならない笑いがさざなみのように広がって消えて行った。

　ケリンの注意を聞きながら、Ｄデイー・Ｄデイーは、デメララに戻って来たときに軍ぐん務む局で会った情報局の男を思い出していた。

　……ザーレックが、情報部にいるとはな。あいつもアカデミーを中退したなんて知らなかった。

　命令を受けてグレンダランから呼び戻されたＤ・Ｄとケリンは、参さん謀ぼう本部でこの特殊任にん務むについて説明を受けた。

　この任務には、通常の部隊行動や、点てん検けん、礼れい式しき、秩ちつ序じよなどといった正せい規き軍に必要不ふ可か欠けつな要素は邪じや魔まになるため、ケリンたちが選ばれたと聞かされた。

　ザーレックはケリンとＤ・Ｄに資料を渡して言った。

「教団は、このデメララに来るまで二回か三回はビバークするはずだ。ワーカーと化けグモの充電は夜間に行われる。そこを襲おそって電源補ほ給きゆう車を破壊すれば、やつらは動けなくなる。電力が無ければただのデク人形というわけだ」

「でもよ、どうやって、そこまで行くんだ？　当然見み張はりだって立てているだろう？」

　ケリンの疑問を聞いたザーレックはうなずいた。

「そうです、教団はビバーク地点に何なん重じゆうもの警けい戒かい線を敷いて厳げん重じゆうな見張りを立てるでしょう、しかし、その見張りをするのが人間ではなくワーカーだとしたら、そこに付け込む隙すきがあります」

「付け込む隙？」

　怪け訝げんな顔をするケリンとＤデイー・Ｄデイーに、ザーレックは書類の束を見せた。

「これは、教団のワーカーのソフトウェアプログラムマニュアルです。この資料にあるとおりワーカーは人間とは違う仕組みの目と耳を持っていて、そして人間のように考えたりしません」

「考えたりしない？　どういう意味だ？」

　訝いぶかしげな顔をするケリンに、ザーレックは笑いながら答えた。

「ワーカーたちは、プログラムで動く機械です。プログラムというのは条件です。つまり、人間が侵しん入にゆうしたら警けい報ほうを出して捕まえろ、と命令しても、それだけではワーカーは何をしていいのかわからないため動きません。事前に『人間』というものの定てい義ぎを教えなければ区別がつかないからです」

　ケリンはうなずいた。

「そうか、そういったことを全部教えておかなきゃならないってわけか……」

　ザーレックは手に持った古い本のようなものを見せた。

「もっとも、ワーカーには、そういった基本的な定義が最初から教え込まれているようです。そうでなくては雑用はできませんからね。これがその基本マニュアルです」

「で？　だから結局俺たちに何を説明したいんだ？」

　ちょっとイライラしたように言ったＤ・Ｄを見て、ザーレックは笑った。

「気が長いようで短い、というお前の性格は変わってないなＤ・Ｄ。要するに教団の連れん中ちゆうは応用とか、更こう新しんとかそういった『新しい』ことをしない。基本、とか前例とか『現状維い持じ』することだけが正しいと思っている。だとしたらワーカーもまた、基本条件のまま動かしているんじゃないかと思うんだ」

　ザーレックはそこで言葉を切って、別の書類を示した。

「ここにあるのが、君たちにやってもらう訓練内容だ。これは要するに『人間ではないもの』になってもらうための訓練ということさ」

　そして、訓練内容を聞いたケリンは、腹を抱えて笑ったあとで二つ返事でこの任務を受けた。




「おい、Ｄ・Ｄ、行くぞ、早く俺たちの後ろに付け」

　ケリンに声をかけられて、Ｄ・Ｄは我に返った。

　顔を上げると、ケリンの背中に部下が二人ぴったりとくっ付いていた。

「あ、ああ、今行く」

　Ｄデイー・Ｄデイーは慌あわててその一番後ろの部下の背中に抱きついた。

　体温と汗の匂においがむわっと立ち昇る。

「くそ、冬だったらちょっと嬉うれしかったかもしれないが、夏にやるこっちゃないな……」

「文句を言うな、夜で、風があるだけありがたいと思え、じゃあ行くぞ、それ、右、左、右、左」

　ケリンの掛ける小さな声に合わせて四人の男たちが足を揃そろえて歩き出した。
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　見ると他の部下たちも皆、同じように四人縦たてに並んで身体からだをくっ付けてムカデ競走のように歩き始めていた。

　ケリンたちは、ムカデ競走の格かつ好こうのまま、ぞろぞろと警けい戒かいに立っているワーカーに近づいて行った。

　Ｄ・Ｄは、抱きついている部下の背中から緊きん張ちよう感かんが伝わってくるのを感じた。

　顔を上げると、一番先頭のムカデ……ハンキーの分隊が歩ほ哨しように立っているワーカーの手前五十メルテあたりまで近づいているのが見えた。

　ワーカーは顔をハンキーたちに向け、電流銃じゆうを装備した右手を上げた。

　……くそ、やっぱりこんな馬鹿な作戦はダメだったんだ！

　Ｄ・Ｄはそう思ったが、ハンキーたちの分隊が近づいているのに、ワーカーはそれ以上の動きを見せなかった。

　ケリンもそれを見ていたのだろう、無言で右手で握り拳こぶしを掲げた。

　親指が立っていた。

　Ｄデイー・Ｄデイーの見ている前でハンキーたちはワーカーの横を通過してそのまま警けい戒かいラインの内部に侵しん入にゆうした。

　警けい報ほうも鳴らず、ビバーク地点からは何の動きも無い。

　それを見ていた他の分隊たちは、まるでムカデ競走のクライマックスのように速度を上げた。

　すべての隊員が警戒ラインを越えてビバーク地点に入ったことを確認したケリンが、大きく手を振ると、ムカデ競走の形にくっ付いていた隊員が素早く分かれ、四方に散って行った。

　なぜ、警戒中のワーカーがケリンたちに対し警報を発しなかったのか、それは簡単な理由である。

　ワーカーにプログラムされていた人間の定てい義ぎとは、

『体長は一メルテから二メルテ、体重は四十キロテから百五十キロテ、二に足そく歩行し二本の腕を持ち、体温を保つ生物』

　であり、今、侵入してきた

『体長二メルテから三メルテ、体重は三百キロテから五百キロテ、八はつ足そく歩行し八本の腕を持ち体温を保つ生物』

　は人間の定義から外れていたからである。




　突然鳴り響ひびいた警報でプレディカーツは飛び起きた。

　顔を上げると、ドームテントの外を何人もの人間が走り回っている気配がした。

　それも十人や二十人ではない。

　……くそ、捕ほ虜りよどもめ、どうやって逃げ出したのだ！

　上着を肩からひっかけて仮か設せつ居住区を出たところに血けつ相そうを変えた部下が飛び込んできた。

「電源補ほ給きゆう車が……火を噴ふいています！」

「なんだと？　早く消せ！　ワーカーは何をやっていたのだ！」

「高圧電気柵さくが消えるのと同時に捕虜が一いつ斉せいに逃げ出しました、ワーカーはそちらの方で手て一いつ杯ぱいで……」

　プレディカーツは怒ど鳴なった。

「捕虜など放っておけ！　電源の確保が最さい優先だ！　ワーカーをすべて消火と保守に振り向けろ！」

「かしこまりました！」

　走り去っていく部下を見て、プレディカーツは奥おく歯ばを噛かみ締めた。

　……くそ！　どうしてこう次から次へと問題が起こるのだ！　私の出した答えが間違っているはずが無い！　間違っているはずが無いのだ！




　逃げてゆく兵士たちに向かってＤデイー・Ｄデイーが怒ど鳴なった。

「いいか、必ず二人一組で逃げろ！　ワーカーに近づいたら足を縛しばって二人にん三脚きやくで走り抜けるんだ！　三本足ならワーカーは反応しない！」

　兵士は、慌あわててうなずくと、近くにいた仲間と肩を組み、靴くつ紐ひもを結び合わせて二人三脚の格かつ好こうをして走り出した。

　脱走を図った約二千人の捕ほ虜りよが走り回っているエアドームの周りは大だい混乱になっていた。

　そんな中で、真っ黒な服装に身を固めたケリンの部下たちは、ビバーク地点の中心部に並んで止まっている電源補ほ給きゆう車に取り付いていた。

「おい、早くその皮かわ袋ぶくろをよこせ！」

　ハンキーの指示を受けた隊員が背中に背負っていた皮袋を下ろすと、皮袋はちゃぽんと水音を立てた。

「おい、こぼすなよ。せっかくここまで担かついで来たんだ、ここでこぼしたら元も子もねえぞ！」

　隊員は首をすくめると、皮袋を倒さぬようにそっとハンキーに手渡した。

「よし、下がってろ！　感電するかもしれねえぞ！」

　ハンキーはそう言うと、電源補給車の周りに置かれた長椅い子すのようなものに近づいた。

　その長椅子には、何体ものワーカーが行ぎよう儀ぎ良く膝ひざを揃そろえて座っていた。

　……こいつが、ザーレックが言っていた充電ターミナルとかいうものだな、よし。

　ハンキーはその椅子の上で皮袋の口を開けて、中に入っていた液体を椅子に流し込んだ。

　ばたばたと走り回る人々の向こうで青白い火花が光ったのを見たケリンがにやっと笑った。

「また一台やっつけたみたいだな」

「ああ、クソ重い皮袋を背負わせていた甲か斐いがあった」

「それにしても、あんなものを流し込むだけで、ああも簡単にぶっ壊れるものかねえ」

　不ふ思し議ぎそうにつぶやくケリンに向かってＤ・Ｄが笑いかけた。

「複雑な構造のものほどひ弱で、単純なものは壊れない……機械も人間も同じだ、お前見てるとよくわかる」

「どういう意味だ！」

「怒るなよ、誉ほめてるんだぜ……さて、そろそろ潮しお時どきじゃないか？」

　ケリンはポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して、蓋ふたを開けた。

「うん、時間だ。合図を打ち上げてくれ」

「わかった！」

　Ｄ・Ｄはそう言うと、背負っていた箱を降ろし、その中から底に板のついた黒い筒つつを取り出して地面に置いた。

「頼むからちゃんと発火してくれよ……」

　そうつぶやきながら底についていた長ちよう銃じゆうの撃げき発はつ装置のようなものを起こして引き金を引くと……。

　ぱうぅっ！

　火か薬やくの発火音と共に筒つつの先からシュルシュルと火花を散らして火の玉が打ち上がった。

ぱーん！

　火の玉は大きな破は裂れつ音と共に空中で弾はじけた。

「よし、成功だ！」

　うなずくＤデイー・Ｄデイーに向かってケリンが微笑ほほえんだ。

「俺たちも撤てつ収しゆうしようぜ、きっと作戦は成功だ」

「ならいいけどな……」

　眉まゆをひそめたＤ・Ｄを見てケリンが文句を言った。

「お前どうしてそうペシミスティックなものの見方しかしねえんだよ、もっと楽らつ観かん的に物事を見た方が楽しいぜ」

　筒を放り込んだ箱を背中に背負いながらＤ・Ｄは答えた

「それは俺の代わりに誰かさんがやってる。だから俺がこんな風でちょうどいいんだよ、さあ逃げるぞ」

「おう！」

　二人は腰をかがめたまま小走りに走り出した

　消火作業のために右う往おう左さ往おうするワーカーを見ながらＤ・Ｄは思った。

　……ムカデ競走で侵しん入にゆうして、二人にん三脚きやくで逃げる。

　まるでどっかの運動会だな。




　白々と明け始めた空の下で、白い煙を上げている消火液だらけの電源補ほ給きゆう車を見つめていたプレディカーツの前に、三十代半なかばの二人の男がやってきた。彼らはこの西せい域いき国こくに対する懲ちよう罰ばつ行動部隊の整備責任者と、ビバーク地域の警けい戒かい班はんの責任者だった。

　最初に口を開いたのは、多た脚きやく砲ほう台だいやワーカーなどのメンテナンスやプログラムなどを担当する整備責任者だった。

「損害の程度を報告します。襲しゆう撃げきした奴やつらは、充じゆう電でん端たん子しの部分に電でん導どう性のある液体……恐らく濃度の高い塩水か何かを流し込んだものと思われます。充電装置の端子がショートし、そこから発火したため、電源補給車総そう数すう二十六台中、七台が使用不能、六台が変電設備破は損そん、三台が充電設備破は損そん……無傷なものは十台であります」

　そして、次にワーカーなどを使って、このビバーク地点の警戒を行っていた保安要よう員いんのリーダーである警備責任者が報告した。

「エアドームに収容していた二千二百七十一名のうち、負傷して動けぬものを除くほぼ全員、約二千名が逃亡しました。敵の攻撃目標は充じゆう電でん設備だけだったようでして、保安要よう員いんなどに負傷者はありません」

　プレディカーツは、警けい戒かい班の責任者に向けて怒ど鳴なった。

「どうしてこのようなことになった！　やつらはどこから侵しん入にゆうしたのだ！　警戒班は何をしていた！　この責任は貴き様さまらにある！　貴様らがマニュアルどおりにワーカーを運用していれば、このようなことにはならなかったはずだ！」

　警備の責任者は、慌あわてて首を振った。

「我々はプレディカーツ様の示したマニュアルどおりにワーカーを運用しておりました！　重要地点防ぼう衛えい警戒プログラムに切り替えたワーカーの配置場所、運用方法、すべてマニュアルどおりであります！」

　プレディカーツは、目の前にある黒くろ焦こげの電源補ほ給きゆう車を指差した。

「厳げん重じゆうな警戒態勢を取っておるならば、なぜ、このようなことになった！　正しい答えであるマニュアルに従っていれば、侵入されるはずが無い。それはつまり貴様らが正しい答えを入力しなかったためだ！」

「違います！　奴やつらは……その……なんというか……マニュアルには想そう定ていされていない方法で、警戒ラインを突破したのです」

　プレディカーツは目を見開いた。

「馬鹿な！　そんなことがあるわけがない！　マニュアルは無む謬びゆうだ！　この世に一つしかない正しい答えだ！」

「ワーカーの映像記録を分ぶん析せきしたところ、彼らは四人で一組になって侵入してきております。その姿が、ワーカーに入力してある人間の条件である二本の足と二本の手を持つ生き物、という条件に当てはまらなかったために、警戒用のワーカーは警けい報ほうを発しなかったのだと思われます」

「そんなはずはない！　人の姿が重なった場合でも、判別がつく程度の性能はあるはずだ！」

　警けい備び責任者は、うなずいた。

「はい、確かにそういった性能はあります。しかし、侵入してきた奴らは、身体からだを密着させ、さながら一つの生き物のように動いており、ワーカーには判別できなかったのです。奴らは、おそらくこのために、かなりの訓練を積んだ連れん中ちゆうだと思われます……」

　そして、警備責任者は眉をひそめながら言葉を続けた。

「プレディカーツ様。我々の、この懲ちよう罰ばつ行動には無理があったのではないでしょうか？　奴らは我々の多た脚きやく砲ほう台だいを見てもパニックに陥おちいることもなく、的てき確かくに弱点を攻撃してきます。今回のこの攻撃といい、昨日の攻撃といい、我々と戦うための準備を重ねていたとしか思えません。奴らは我々との全面戦争を覚かく悟ごしているのです！　となれば、いかに我々の武器が優れていようとも、たった一体の多た脚きやく砲ほう台だいと五百数十体のワーカー兵では勝てません！」

「なぜ勝てぬと言いきれる！」

　警けい備び責任者は、ゆっくりと言った。

「数の違いです。確かに我々には西せい域いき国こくの首都デメララを破壊することも、数多くの国防軍の兵士たちを殺すこともできます。しかし、西域国の都市すべてを灰にし、すべての兵士を殺すことはできません。もし、彼らが首都を落とされても戦うことをあきらめず、持じ久きゆう戦を展開したら、我々は絶対に勝てません。我々の本当の戦力は、地方都市のレベルでしかないのです！」

　プレディカーツは、警備責任者をにらみつけた。

「貴き様さまは解かい任にんだ！　我々に敗北主義者は必要ない！　貴様の処分は北の神しん殿でんに戻ってから決める。ここに残って動けなくなった多脚砲台の見張り番でもやっているがいい！」

　そして、プレディカーツは顔を整せい備び責任者に向けた。

「で？　残ざん存ぞんする電源補ほ給きゆう車の電力で部隊は維持できるのか？」

　整備責任者は、不安そうな表情のままうなずいた。

「動ける多脚砲台が一台になりましたから、消費電力に余よ裕ゆうがあります、それをワーカーに振り向け、さらに高こう圧あつ電流銃じゆうの電圧を下げれば、戦闘は継続可能です」

　プレディカーツは黙ったまま電源補給車の残ざん骸がいを見ていたが、やがてゆっくりと南の空を見た。

「わかった……片づけが終わり次第進しん撃げきを開始する。貴重な先せん人じんの財産を破壊することの罪つみ深ぶかさと、その罰がどれほどのものか、奴やつらの骨ほね身みに教え込むのだ！　……持久戦などという馬鹿げた考えを抱かぬように、一気にデメララを目指し、王おう宮きゆうを瓦が礫れきの山にする！　決定的な技術力の差を見せ付け、戦意を喪そう失しつさせるのだ！」







　第十一章「王都決戦」







　その日、デメララに秋風が吹いた。

　昨日までの夏の南風ではない、北の山々から吹き降ろす乾いた北西の風だった。

　その秋の風が吹きぬけるデメララの街角で、行きかう人々は互いの顔を見合わせては、あちらこちらで不安そうに話し込んでいた。

　このデメララが戦いに巻き込まれるという噂うわさは三日前から流れ始め、中には荷物をまとめて馬車に積み込み、デメララを脱出する者も現れ始めていた。

　不安そうな人々の視線は、王おう宮きゆう前の中央広場に整列する近衛このえ連れん隊たいの兵士たちにも注そそがれていた。

　整列した兵士たちの前に、アニゼットが立っていた。

　近衛連隊の制服に身を固めたアニゼットは胸を張って兵士に呼びかけた。

「近衛連隊の諸君！　近衛連隊の任務とは何か？　それは外がい敵てきからこのデメララと、そして王おう家けを守ることである！　だとすれば、本日これから行われる戦いは、この近衛連隊こそが主役でなければならない！　諸君らの多くは、明け方にこのデメララにたどり着き、装備を受け取り、そのまま休むことなくここに立っている。疲れているかもしれない、休みたいかもしれない……しかし、目の前に迫る脅きよう威いを前にして、我々は休むわけにはいかないのだ……」

　アニゼットはそこで言葉を切るとにやっと笑った。

「もっとも……諸君も、かく言うこの私も……四時間はたっぷり寝ているはずだ……不ふ本ほん意いであったにせよ、だ……」

　近衛連隊の兵士の間に小さな笑いが広がって行くのを見たあとで、アニゼットは表情を引き締めた。

「諸君！　諸君らは本日、その背中にデメララの市民を背負い、戦うことになる。引くな！　負けるな！　勝て！　それ以外に道は無いと知れ！　我々が再びこの大おお手て門もんをくぐるとき、それは凱がい旋せんである！　我らはそれ以外の理由で二度と再びこの門をくぐることは無い！」

　そしてアニゼットは腰の短剣を抜くと、長く伸ばした自分の髪をつかみ、ざくっと一気に切り落とした。

　兵士と、市民が息を飲む中でアニゼットは顔を上げ切ったプラチナブロンドの長い髪を差し出して叫んだ。

「見よ！　これより我は王家の姫にあらず！　ただ兵士として戦うものなり！」

　中央広場がどよめいた。




　隊列を組み、大おお手て門もんから出て行く兵士たちを見送るアニゼットの脇に立っていたカルタが、そっと話しかけた。

「……ずいぶん思いきったことをされましたね……もったいない」

　肩までのショートカットになった自分の髪を撫なでたアニゼットは唇の端に微笑を浮かべて答えた。

「なに、髪などはいくらでも伸びる。生きてさえいればな……それはそうと、礼を言っていなかったな」

　カルタはそっと首を振った。

「いえ、礼などとんでもありません、やるべきことをやっただけです」

「おかげで虜りよ囚しゆうにならずに済んだ……王おう家けの血を引くものが虜囚になったのではあとが大変だったかもしれぬ……いずれ改めて礼を言おう」

「そのお言葉だけで満足しております……それに……」

　カルタは中央広場の片かた隅すみにある街路樹じゆの下で、折り重なるようにして寝ている八十人ほどの黒装しよう束ぞくの一団に視線を移してから言葉を続けた。

「礼は彼らにこそ言うべきではないかと……近衛このえ連れん隊たいが再び近衛連隊と成り得たのは彼らのおかげです」

　アニゼットはうなずいた。

「確かにそうであるな、まったくあの男には驚かされるばかりだ……」

　中央広場にある時計塔とうの大おお時計を見上げて、時間を確認したカルタはうなずいた。

「さて、そろそろ起こしましょう、彼らも出しゆつ撃げきの時間です」

　時計を見たアニゼットが聞いた。

「配置完かん了りようは正午で間違いないな？」

「はい、正午までに各部隊ともデメララから北に二キロテにある丘きゆう陵りよう地帯に配置完了せよ、というのが参さん謀ぼう本部からの作戦指し示じでした」

　アニゼットは時計を見たままつぶやいた。

「あと三時間か……」




　その頃、デメララの屋や敷しき町の外れにある一いつ画かくに、一台の高級な馬車が停まっていた。

　そのあたりは、いわゆる成り上がった下級士族デミセツクと没落した上級士族セツクが入り乱れて住む、下町と屋敷町の入り混じった雰ふん囲い気きを持つ住宅街で、高級な馬車が停まっていても別べつ段だんめずらしくはないが、その馬車から運び出されたものを見た近所の主婦は、驚いてウワサし合った。

「いま、そこのデビルズさんのお宅に運び込まれたもの、見ました？」

「ええ、大きな綺き麗れいなお人形さんでしたわねえ、ほんと人間と同じくらいの大きさの……」

「それにしても変ですわねえ、デビルズさんのお宅にはお嬢じようさんはいらっしゃらないはずですわよ？」

「そう言えばそうですわよね、確か二は十た歳ちになる息子むすこさんがいらしただけで……」

　二人の主婦は互いに顔を見合わせたあとで、微び妙みような薄うす笑わらいを浮かべた。

「……あの息子さんは、メガネをかけていらして一見まじめそうでしたわねえ……」

「ええ、そういう人に多いそうですわよ、そういった趣味の人が……」

「大変ねえデビルズさんのお宅も……」

「一人息子さんでしたのに……ご結婚、遅れそうねえ」

　家の前で二人の主婦がＤデイー・Ｄデイーの嗜し好こうを目いっぱい誤ご解かいしていた頃。そのＤ・Ｄの家の中にある書しよ斎さいでは、運び込まれた初しよ代だい様の前に立ったメリーダウンが、外がい務む局の情報分析部員を顎あごで使っていた。

「はい、君は早く電源を用意して！　電極を間違えないでね」

「そっちの君、初代様のターミナルを、このライティングデスクの引き出しに隠かくしてあったターミナルと接続して。色を合わせれば、ちゃんと接続できるようになっているから！」

「あ、それからそこの君、ソバーヌ様から預かったメモリースティックどこにあるの？　あれが無きゃ話にならないんだからね！」

　書斎の真ん中に据すえられた大きな椅い子すの上に座っている髪の長い色白の等とう身しん大だいの人形……初代様と呼ばれるバイオノイドが、笑いながら澄んだ声で言った。

「張りきっていますね、ロゼ」

　ロゼ、と呼ばれたメリーダウンはにっこり笑ってうなずいた。

「当たり前ですよ初代様！　だって、脱落者ドロツプアウターの人たちが命がけで守り通した秘密が、やっと明らかになるんですから！」

「今日、ここに来た理由は、教団のメーリンガー氏からの情報の解かい析せきだったはずですよ」

「ええ、わかってます。でも、まず脱落者ドロツプアウターの秘密を解かなくてはあのメモリースティックの内容もわからないわけですから」

　メリーダウンはそう言うと、書斎の入り口で目を丸くしているＤ・Ｄの両親のところに近づいて頭を下げた。

「お騒がせして、誠に申し訳ありません……本来ならばちゃんとお話を通してから日を置いて作業するべきなのですが、緊きん急きゆうにあの情報を解析する必要がございましたものですから……」

　Ｄ・Ｄの父親は、くわえていたパイプを外して慌あわてて首を振った。

「あ、いや別に構わんよ、気にしないでくれ。それよりも、ひい爺じいさんからずっと開かずの机として引き継いできたあのライティングデスクが、そんな大たい層そうなものだとは知らなかった……親父おやじは『いつか使えるときが来るから何があっても絶対に処分するな』としか言い残さなかったからな」

　メリーダウンは真剣な目になった。

「デビルズハカープログラム、という珍しい名前、そして子供につける名前の頭かしら文字はすべてＤデイー・Ｄデイー・Ｄデイーにするというしきたり……ＤＤＤとは試験の採点結果ならば不合格、つまり落らく第だいを意味します。これに気がついたとき、私はＤ・Ｄの家か系けいこそが脱落者ドロツプアウターの子し孫そんだと直感しました……アカデミーを飛び出したあの性格、権けん威い主義が大嫌いなあの性格を思い浮かべたとき、脱落者ドロツプアウターのイメージが彼と重なったんです……私は間違っていなかったようですね」

　Ｄ・Ｄの父親はちょっとびっくりしたようにメリーダウンを見た。

「メリーダウンさんはうちのＤ・Ｄと親しいのですかな？　随すい分ぶんと良く知っていらっしゃるようだが……」

「あ、いえ、親しいとかそういうことではないんですが、アカデミーで存じ上げておりましたので……」

　そう言ってちょっと赤くなったメリーダウンが下を向いたとき、書しよ斎さいで作業していた情報部の職員が声をかけた。

「メリーダウンさん、準備終わりました」

「はい、今行きます」

　そう答えたあとでメリーダウンはＤ・Ｄの両親に頭を下げた。

「後日改ためてご挨あい拶さつにまいります、これより仕事になりますので」

「あ、はい。またうちのＤ・Ｄがいるときにでも遊びに来て下さい」

　Ｄ・Ｄの両親にもう一度頭を下げたあとで、メリーダウンは初しよ代だい様のところに駆け寄った。

「初代様、ご用意はよろしいでしょうか？」

　初代様はうなずいた。

「ええ、情報端たん末まつ用のデバイスは準備完了しました、いつでも結けつ構こうです……」

　そして、そこで言葉を切って初代様は悪戯いたずらっぽい笑いを浮かべた。

「ちょっとドキドキしますね……何年ぶりかしら」

「私もドキドキしています……では電源を入れます」

　そう言ったあとでメリーダウンはライティングデスクの横にしゃがみ込んで電源装置のスイッチに触れている職員に向かってうなずいた。

「電源、オン！」

　職員がスイッチを入れるのと同時に、ライティングデスクの中から何かが動き出すような電子音が聞こえて来た。

　初代様が微笑ほほえんだ。

「生きていますね、ええ、大丈夫です、この情報端末は使えます……記き憶おく装置、データベースすべてが百年前のままです……ロゼ、ライティングデスクの扉を開けて御ご覧らんなさい……ロックは解かい除じよしました」

　ライティングデスクに近づいたメリーダウンが、そっと前の天てん板いたに手をかけると、天板は音もなくすっと手前に開いた。

　その中にあったものを見たメリーダウンは息を飲んだ。

　そこには、三つのモニターと大きな二つのキーパッド、そして各種の記き憶おく媒ばい体たいを受け入れる汎はん用ようのアダプターソケットが並んでいた。

　初しよ代だい様の声がした。

「メモリースティックをそのアダプターソケットに入れて、左のプラグに差し込んで下さい」

「あ、はい、わかりました！」

　メリーダウンは、職員からメモリースティックを受け取ると、言われたとおりにプラグに差し込んだ。

　初代様は目を閉じたまま言った。

「ああ、大丈夫です、フォーマットは以前のまま変わっていませんね、エンコードも古いタイプそのままです……」

　メリーダウンは不安そうに聞いた。

「内容は、どのようなものなのでしょうか？」

　初代様は少し眉まゆをひそめてから、つぶやくように答えた。

「これは……何かのマニュアルのようですね……教団の治安維い持じ部隊に対する抵抗の方法を事こと細こまかに記してあります……警けい備び用ワーカーや、汎はん用よう大型多た脚きやく機械などに、武器無しで立ち向かうレジスタンスの方法です……」

　初代様の言葉を聞いたメリーダウンは息を飲んだ。

　それこそが今、このデメララの外でケリンやＤデイー・Ｄデイーたちが戦っている相手だったからだ。

　メリーダウンは叫んだ。

「それを教えて下さい！　それがあれば、私たちは勝てるかもしれません！　教団の軍ぐん勢ぜいはもうそこまで迫っています！　一刻を争うんです！」

　初代様は目を見開いたあとでうなずいた。

「プリントアウト……は、おそらく無理ですね……では、私が書き出します、紙と筆ひつ記き用具を！」

　メリーダウンが、ついに脱落者ドロツプアウターの秘密にたどり着いた頃。




　王おう宮きゆうの北の塔とうの望ぼう楼ろうで双そう眼がん鏡きようをのぞいていた兵士が叫んだ。

「信号が上がった！　赤と……白だ！　間違いないよな？」

　横にいた同どう僚りようは、双眼鏡を顔に当て、北側のサンジェルマン平原の方角の地平線を見た。

　視界の中に白い筋と赤い筋の二本の煙の筋が立ち昇っていた。

「間違いない！　奴やつらが行動を開始したんだ！」

　最初に叫んだ兵士は壁かべ際ぎわに走り寄ると、そこに札をつけて下がっている何本ものヒモの中から赤い札のついたヒモを選び出し、それを思いきり引いた。

　軍ぐん務む局の一階にある会議室の壁面に取り付けてあるベルが、突然チンチンと鳴り出し、それを聞いた幕ばく僚りようたちは一いつ瞬しゆん凍りついたあとで、一いつ斉せいに動き出した。

「前線司し令れい部に早はや馬うまを飛ばせ！」

「敵の勢力はどんな物なのだ！　あの化けグモは何体ある！　ワーカー兵は何体だ！」

「早く確認して報告させろ！」

　ばたばたと走り回る幕僚たちを見てコルドン将軍は顔をしかめた。

「ええい！　落ち着け！　貴き様さまらが慌あわててどうするのだ！　向こうから来てくれているのだ。敵てき情じようなど……」

　そして会議室の窓を指差して言葉を続けた。

「そのうちそこから外を見るだけでわかるようになる……じたばたしても始まらん」

　コルドン将軍の言葉を聞いて毒どつ気けを抜かれたような顔になった幕僚たちは、お互いの顔を見合わせてから、落ち着いて動き始めた。

　……そのうちに部隊移動も市内循じゆん環かんの鉄道馬車でできるようになるかもしれんが……そのときはこのデメララも終わりだろうがな。

　サンジェルマン平原のビバーク地点を撤てつ収しゆうした教団の部隊は、まっすぐにデメララへと向かって進軍を開始していた。

　やがて、北国街道沿ぞいに配置した偵てい察さつ部隊から、次々に情報が届けられ始めた。

「敵は化けグモ一体と、その他車しや両りよう約二十台で侵しん攻こう中！」

「速度は馬の速そく歩ほ程度！　なおワーカー兵はすべて車両の屋根等に乗車、自じ力りき歩行はせず！」

　報告を聞いた幕僚たちはうなずいた。

「電力温おん存ぞんできましたな……夕べの襲しゆう撃げきが効いているということでしょうか」

「敵は速度を重視した、これは敵に余よ裕ゆうが無いということの現れかと思われます」

　コルドン将軍はうなずいた。

「余裕など、向こうにもこっちにもない、ということだな。この戦いは負けた、と思った方が負けるということなのかもしれん……前線の部隊がどれだけがんばれるか、そこにかかっておるのだ……この戦いくさは国家の意地の張り合いで始まり、そして前線の兵士の意地の張り合いで勝敗が決まる……本当は前線の兵士の意地などに頼らぬ戦いをすべきなのだがな」

　コルドン将軍が、テーブルの上に広げた地図を見てつぶやいた頃。




　デメララの北部に広がるなだらかな丘きゆう陵りよう地帯……普段は羊などが放ほう牧ぼくされている草原に、男たちの声が響ひびいていた。

　三列横おう隊たいに並んだ六三三銃じゆう士し隊たいは、それぞれに連れん発ぱつ銃じゆうを右足元に立て、両足を肩かた幅はばに開いて左手を腰に回して胸を張って立っていた。

　ケリンがゆっくりと隊員の間を歩きながら檄げきを飛ばしていた。

「いいか！　てめえら、いよいよ俺たちの本当の戦いを見せるときが来た！　いいか、びびんじゃねえぞ！　わかったか！」

　ケリンの檄に、隊員たちが声を揃そろえて返事を返した。

『はい！　親分！』

　ケリンは叫んだ。

「お前たちは最低のくずだ！」

『はい！　そうであります！』

「お前たちは銃じゆう士し隊たいのごみためだ！」

『はい！　そうであります！』

「お前たちは数万のエズオルに勝った！」

『はい！　そうであります！』

「お前たちは強い！」

『はい！　そうであります！』

「お前たちは負けねえ！」

『はい、そうであります！』

　そしてケリンは最後に全員の前に立って叫んだ。

「お前たちは何だ！」

　隊員は胸を張って声を揃えて叫んだ

『俺たちは六三三銃士隊であります！』

　ケリンはにやっと笑った。

「それを忘れるな！　よし！　配置につけ！」

「おう！」

　隊員たちは一気に動き出した。

　隊列の脇からそれを見ていたＤデイー・Ｄデイーが、肩をすくめてつぶやいた。

「やっぱり、どこか軍隊のノリじゃねえな……」




　その光景を、少し離れたところで見ていたアニゼットが笑いながらカルタに言った。

「あれは……士し気きを高めるのに実に効果的かもしれんな……近衛このえ連れん隊たいでもやってみるか？」

　カルタは、まいったな、という顔をして答えた。

「近衛連隊は、氏うじ素す性じようの確かな名門と呼ばれる家いえ柄がらの出身者が多いですからね、どことなく品がいいというか線が細いというか……ああいった力技というか雑ざつ草そうのような気合入いれは無理かもしれません」

　アニゼットはうなずいた。

「確かにな……年ねん々ねん入隊者がひ弱になっていくような気がするのは事実だ。軍隊というところは、能力だけを考こう慮りよして、階かい級きゆうを決めるべきなのかもしれんな。実際に戦ってみると下級士族デミセツクだの上級士族セツクだのという枠わくは、無意味だ」

　カルタは目を見開いた。

「アニゼット様、不用意にそのようなことを……」

　アニゼットは微笑ほほえんだ。

「構わん！　それを言うなら次じ男なん坊ぼうの貴き様さまがここにいることすら間違いということになる。そんな馬鹿なことはない、貴様がここにいないことの方が私にとっては大きな間違いだ……さあ配置についた部下の様よう子すを見に行くぞ」

　すたすたと歩き出したアニゼットのあとをついて歩きながら、カルタはマントの下にあるアニゼットの肩の線を見ていた。

　以前は広く力強く見えたその肩が、今は実に細く薄いものに見えた。

　あのとき、身体からだを抱き上げたときの感かん触しよくが手に残っていた。

　カルタは慌あわてて首を振った。

　……アニゼット様は、自分を女として扱われることを望んではおられない。

　忘れねば。

　しかし、カルタは心の底で、それが不可能なことであることに、薄うす々うす気づいていた。




　丘きゆう陵りよう地帯の配置についた防衛部隊の前に多た脚きやく砲ほう台だいが姿を現したのは、午後二時を回った頃だった。

　目の前に防衛線を敷いて歩ほ兵へい部隊が展開されているのを見た懲ちよう罰ばつ部隊は、一いつ旦たんそこで停止して車両に乗せていたワーカーたちをすべて降ろし、前面に一列に並べた。

　指し揮き通信車の中にあるモニターに映る国防軍の防衛線を見たとき、プレディカーツは、両手の握り拳こぶしで指揮コンソールを殴なぐりつけた。

「愚おろかにもほどがある！　あいつらは学習という言葉を知らんのか！　なぜだ！　なぜこれほどまでに我々に逆らうのだ！　勝ち目は無い！　絶対に無い！　なのに……なぜ！」

　血走った目でモニターを見ていたプレディカーツは、何かに気がついたように目を見開いた。

「そうか……わかったぞ！　お前らは甘えているのだな……我々に逆らっても殺されない、我々は人殺しをしない……お前らはそう思って我々を舐なめきっているのだ！　だからこれほどまでに逆らい続けるのだ！」

　プレディカーツは唇を歪ゆがめて笑った。

　その笑いは、古い宗教画に描かれた悪魔の笑い方に良く似ていた。

「ならば……逆らう気も起こさせぬようにしてやろうではないか……」

　歪ゆがんだ笑いを顔に貼はり付けたままプレディカーツはマイクに呼びかけた。

「ベルタ！　遠距離砲ほう撃げきだ！　目標はデメララの王おう宮きゆうに立つ塔とうだ、二つのうちどちらでも構わん、武器選択はオートにして機械に任せろ」

　コンソールのスピーカーから、焦ったような声が聞こえて来た。

『しかし、プレディカーツ様、この距離で、あの大きな目標を破壊するとなると、大だい口こう径けいの砲を選択せざるを得ません！　それにあの塔を破壊すれば、落下物で市民にかなりの被害が出る可能性が……』

　プレディカーツは叫んだ。

「構わん！　少々の犠ぎ牲せいを出したところで相手は愚おろかなピープルどもだ、それにその責任は無む思し慮りよな抵抗を続ける西せい域いき国こくの首しゆ脳のうにある！　我々が本気であるということを見せ付けねばこの戦いは終わらんのだ！　愚かな者どもには結果を見せ付けるのが最も効果的だ！」

　スピーカーからは震え声が返ってきた。

『し、しかし……今、照しよう準じゆんを合わせましたところ、あの塔の上部に人間のシルエットを確認しました！　あの塔には人がいます！　私には撃うてません！』

「馬鹿者！　貴き様さまはそれでも教団の保安要よう員いんか！　全責任は相手にあるのだ、お前には無い！　安心して引き金を引け！」

　スピーカーからは、多た脚きやく砲ほう台だいの操そう縦じゆう者の悲痛な声が聞こえてきた。

『確かに私は保安要員です！　犯罪者や、やむを得ぬときは人に武器を向けて撃つことを求められます。その覚かく悟ごはあります……しかし、これは……撃つべきときではありません！　相手は犯罪者でもなんでもない！　私に武器を向けているわけでもないのです！』

　プレディカーツはしばらく黙っていたが、やがて静かに言った。

「よろしい、抗こう命めいするというわけだな……ならば貴様を査さ問もん委員会にかけるしかあるまい。懲ちよう罰ばつ部隊の隊員が懲罰にかけられるというのはシャレにもならんが仕方が無い……貴様は家族ともども追放だ！　可哀かわい想そうにな、貴様の子供は優秀でアカデミーの特とく待たい生に推すい薦せんされているというのに……貴様が馬鹿をやったおかげで子供の将来も何もかもすべて失うのだからな……」

　コンソールのスピーカーが悲鳴を上げた。

『わかりました！　ご命令に従います！　ですから子供の件だけは……』

　プレディカーツはにやっと笑った。

「よし、わかったと言うのならまず行動で見せろ。この件、貴様に貸しにしておく」

　そう言いながらプレディカーツは手元のコンソールを操作して、多脚砲台の火か器き管かん制せい装置と発はつ射しや装置のリモート装置をオンにした。

　……あの男は当てにならん。いざというときは私が撃たねばなるまい。

『……武器選択モード、百五ミリテ滑かつ空くう砲、砲ほう弾だん選択ＨＥ弾、発はつ射しや数一発。目標……三千メルテ前方の尖せん塔とう上部……』

　武器使用モードの画面を感情を失ったような口く調ちようで読み上げ終わった多た脚きやく砲ほう台だいの操そう縦じゆう士しは、搾しぼり出すような声で最後に言った。

『撃うち……ます！』

　その声が終わるのと同時に、立っていた多脚砲台の下側。クモで言うところの腹部についている半球状の砲ほう塔とうの二本の砲ほう身しんのうち、太い方の砲身が、おびただしい量の炎ほのおを吐いた。

　砲ほう声せいは、ずしん、とも　どかん　ともつかぬ衝しよう撃げき波はと低てい周しゆう波はの入り混じった音としてあたりに響ひびいた。

　塹ざん壕ごうに伏せていた国防軍の兵士たちの頭上を大きな光の玉が真っ直ぐ飛んで行った。

　兵士たちがその火の玉を目で追うのと、それが王おう宮きゆうの二本の塔の片方に命めい中ちゆうするのは同時だった。

　火の玉はそのまま塔の中ちゆう腹ふくで閃せん光こうと煙に変わった。

　音はしなかった。

　そして、一瞬のタイムラグのあとで、腹に響くような爆発音が聞こえて来た。

　おびただしい煙の中に、王宮の塔がゆっくりと傾き、崩れ落ちて行くのが見えた。

　塔のすべてが煙の中に消えたとき、雷らい鳴めいのような轟とどろきと、下の方から土つち煙けむりらしい煙が噴ふき上がってきた。

　戦場は静まり返っていた。

　誰もが無言のまま、煙を噴き上げるデメララの街を見ていた。

　やがて、多脚砲台の後方に停まっている電源補ほ給きゆう車の中にある一台の車から声が流れ始めた。

　それは、昨日、サンジェルマンの平原で流れたのと同じ男の声だった。

『見たか！　これが教団の真の力だ！　教団には貴き様さまらを皆殺しにするだけの武器も意思もあるのだ！　貴様らは教団を甘く見て、逆らい続けてきたが、これで我々の本気がどういうものか、よくわかっただろう！　我々に逆らうことの愚おろかさを知っただろう！　禁きん忌きを破りエズオルを虐ぎやく殺さつした貴様らの行為の先にあるもの、それは悲ひ惨さんな戦争と、環かん境きよう破壊による国土の荒こう廃はいだ！　教団に従い、禁忌を守ること以外に貴様らに道は無い！　武器を捨て抵抗をやめるのだ！』

　一瞬の静せい寂じやくのあとで、戦場に若い男の声が響き渡った。

「何を言いやがる！　説教する相手がちがうぞ！　説教したけりゃエズオルに言え！　エズオルに！　森から出てくるな！　人を食うなってよ！」

　ケリンの声だった。

　戦場に笑い声が上がった。

　自分の演説を混ぜ返されたプレディカーツが、慌あわてて言葉を続けようとしたそのとき。

　ケリンは叫んだ。

「今だ！　六三三銃じゆう士し隊たい！　撃てぇ！」

　その声と同時に轟ごう音おんが鳴り響ひびいた

　それは、最さい前ぜん線せんの塹ざん壕ごうに陣じん取どっている六三三銃じゆう士し隊たいの一いつ斉せい射しや撃げきだった。

　塹壕の縁ふちに湧わき上がる白煙の中に、いくつものオレンジ色の炎ほのおが閃ひらめく。

　吹き付ける西風に白い硝しよう煙えんはすぐに吹き散らされるのだが、あとからあとから硝煙は湧わき続ける。

　息継ぐ間もなく、撃うち続けるケリンたちの連れん発ぱつ銃じゆうの迫力の前に、国防軍の将しよう兵へい達は思わず息を飲んだ。

　彼らは、グレンダラン攻防戦で、たった百人の六三三銃士隊が、数万のエズオルを撃げき退たいしてのけた、その理由を今、初めて目まの当たりにした。

　集中運用される連発銃によって発射される銃じゆう弾だんの量は、通常の銃士隊の比ではない。

　撃ちだされた弾だん丸がんは、まさしく鉛なまりの暴風となってワーカー兵に襲おそいかかり、その多くはワーカー兵の顔面に集中した。

「ワーカーの頭部に探たん知ち機があるはずだ！　電流銃じゆうの射しや程てい距離に近づく前に弾丸を当て、鉛で表面を覆おおって目め潰つぶしにしろ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーの指示する声も聞こえぬほどの銃声と共に銃士隊の連発銃は、弾丸を吐き出し続けた。

　この世界の銃の弾丸は、鉛でできている。鉛は人間のツメで傷がつくほど柔らかい金属であり、超ちよう硬こう合金で作られたワーカー兵の身体からだや手足に命めい中ちゆうしても、そこで潰れるだけで貫かん通つうすることはできない。

　それを知ったケリンとＤ・Ｄは、鉛の弾丸を目潰しに使うことを考えたのだ。

　ワーカー兵の、のっぺりとした半球形の顔に当たる部分に、いくつもの灰色の染みが張り付き始め、バランスを崩して倒れるワーカーが続出し始めた。

　連発銃を食らってワーカーが倒れたのを見た、他の連れん隊たいの兵士たちから歓声が上がった。

　塹壕の前でワーカー兵の動きを見ていたケリンが、振り向いて、Ｄ・Ｄに聞いた。

「やっつけたのか？」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「いや、足の関かん節せつ部とかに弾丸が集中して命中して、バランスを崩しただけだ、行動不能にしたわけじゃない！」

　その、Ｄ・Ｄの言葉を裏付けるかのように、倒れたワーカー兵は、皆、しばらくすると何事も無かったかのようにゆっくりと起き上がり始めた。

　しかし、そのうちの何体かは、明らかに異常をきたしているような動きを見せていた。

「見ろよ！　効いてるみたいだぜ！」

　ケリンの言葉を聞いたＤ・Ｄは不ふ思し議ぎそうにうなずいた。

「ああ、でも、どうしてだろう？　俺たちの弾丸は、あのワーカーたちの手足や胴どう体たいを貫通できないはずなのに……」

　Ｄ・Ｄは気づかなかったが、六三三銃士隊たちの集中射しや撃げきは、まったく効果がないわけではなかったのだ。

　銃じゆう士し隊たいの撃うつ弾だん丸がんは、それ自身が貫かん通つうしなくとも、命めい中ちゆうすればその運動エネルギーは、そのままワーカーのボディに加わる。

　一発二発なら、その影えい響きようは無いに等しい。しかし、銃士隊の連れん発ぱつ銃じゆうは、ワーカーのボディに、何十発という弾丸が命中するショックを与え続けた。

　ワーカーは常に自己診しん断だんプログラムを走らせており、このショックにより、センサーやバランサーに異常を生じた十数体のワーカーが、その場でシステムの再さい構こう築ちくのために、一時的に機能を停止したのだった。

　最さい前ぜん線せんに立っていたワーカー兵が、その場に座り込み、それに合わせて進しん撃げきが一時中ちゆう断だんしたのを見たカルタは、すぐ後ろにいたアニゼットに向かって一礼して言った。

「アニゼット連れん隊たい長閣かつ下か！　炸さく裂れつ弾だんの使用許可を！　今なら射しや程ていギリギリまで近づくことができます！」

　アニゼットは険けわしい顔でカルタを見返した。

「しかし、遠距離から炸裂弾を発射しても落下角かく度どが小さく、あの化けグモの関かん節せつ部ぶに真上から命中させることは難しいぞ。まして昨日と違って、炸裂弾の数が少ない、我々の炸裂弾は最後の切り札ふだである。これ以外に有効な兵器は無いのだ」

「存ぞんじております、しかしワーカーの一部が活動を停止し、敵てき全体の進軍が停止している今を逃せば、その切り札を使うときはありません！　ご決断を！」

　アニゼットは、猛もう射撃を続ける六三三銃士隊の硝しよう煙えんの向こうに霞かすむ、ワーカー兵と、黒い一匹の化けグモを見た。

　……あのワーカー兵の電流銃じゆうの射しや程ていは、約三十から四十メルテだった。

　ギリギリで……行ける！

　アニゼットはうなずいた。

「よし、兵を前進させよ、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に出る！　ここで負ければ我々にはあとが無いのだからな！」

　カルタは、大きくうなずくと、両側に広がる塹ざん壕ごうの中で待機していた近衛このえ連隊の銃士たちに向かって大声で叫んだ。

「近衛連隊銃士隊炸裂弾部ぶ隊たい！　前方で射撃中の三番壕ごうまで前進！」

　銃士たちは、次々に塹壕を出て、前方の壕に向かって走り出した。

　足音に気づいて振り向いたケリンは、後方から走ってくる近衛連隊の銃士隊が、それぞれに背中に大きな箱を背負っているのを見て、にやっと笑った。

「カルタめ、しっかり動きを読んでやがる」

　Ｄデイー・Ｄデイーが心配そうに言った。

「この距離で当たるかな？」

「ギリギリってとこだろう。俺たちはこのままワーカーどもの足止めに全力を尽くすぞ！」

　やがて、部下を連れたカルタが、ケリンたちの塹ざん壕ごうにやってきた。

　カルタはケリンに向かって敬けい礼れいすると、にやっと笑って言った。

「すまんが、お主ぬしらのこの塹壕。少しの間、間ま借がりさせてもらいたい」

　ケリンも笑いながら返した。

「ちょっくら狭いが、我慢してくれ……で？　ここから撃うって当たるのか？　その炸さく裂れつ弾だんとやらは」

　カルタは胸を張った。

「当たるのではない、当てるのだ。近衛このえ連れん隊たいを見くびらないでもらおうか」

　その言葉を聞いたケリンは、声を上げて笑ったあとで、カルタに向かって右手の握り拳こぶしの親指を立てて言った。

「さすがだぜ、カルタ」

　そして、ケリンは塹壕にいる自分の部下たちに向かって振り向くと大声で叫んだ。

「ようし、野や郎ろうども！　これから近衛連隊の旦だん那な方が、でっかい花火を打ち上げて、あの化けグモをぶっ潰つぶすそうだ！　俺たちの仕事は、あのワーカーどもを近づけねえように足止めすることだ！　気張れ！　近衛連隊に負けるんじゃねえぞ！　デミセックの意い地じを見せてやれ！」

　六三三銃じゆう士し隊たいの隊員たちから喚かん声せいが上がるのを聞いたカルタは、それに負けじと声を張り上げた。

「近衛連隊の諸君！　今こそ我々の技量を披ひ露ろうするときである！　六三三銃士隊の勇ゆう者しやたちに負けてはならぬぞ！」

　近衛連隊の兵士たちから歓声が上がった。

　塹壕の中で顔を合わせた六三三銃士隊と、近衛連隊の兵士たちは、親しげな視線を交わした。

　グレンダラン攻防戦で、肩を並べて押し寄せるエズオルの群れと文字通り血まみれの戦いを繰り広げた戦せん友ゆう同士の彼らの間に言葉は必要なかった。

　六三三銃士隊は、塹壕から立ち上がり、胸きよう壁へきの上によじ登ると、その場から立ち止まっているワーカー兵に向けて猛もう射しや撃げきを開始した。

　集中射撃を食らった何体ものワーカーが、その場にうずくまるのを見たカルタの声が飛んだ。

「近衛連隊銃士隊！　前へ！」

　近衛連隊の銃士隊は、塹壕から目の前の胸壁に這はい上がると、射撃している六三三銃士隊の間に、片かた膝ひざを着いてしゃがみ込み、持っていた長ちよう銃じゆうを立てた。

「炸裂弾、装そう填てん！」

　背中に背負っていた箱の中から取り出した炸裂弾の弾だん頭とうの安全カバーを外して、それを銃口から差し込んだ近衛連隊の銃士隊は、正面を見ながら、左手に持った銃の角度を合わせた。

「一番隊、撃てぇ！」

　右側に展開していた近衛このえ連れん隊たいの銃じゆう士し隊たいが長ちよう銃じゆうの引き金を引いた。

　パン！

　パパン！

　発はつ射しや音と共に、棒の先に炸さく裂れつ弾だん頭とうをつけた炸裂弾が飛び出し、山なりの弾だん道どうを描いてワーカーの後方に立っていた多た脚きやく砲ほう台だいに飛んでいく。

　しかし、その弾道は昨日のような高い位置から落下するものではなかった。

　ボン！

　ボン！

　多脚砲台の機体のあちこちに、炸裂弾が命めい中ちゆうしたことを示す黒い爆ばく煙えんが、いくつも上がったが、そのほとんどが、多脚砲台の正面部分であり、関かん節せつ部の上部に命中したものはなかった。

「くそ！　やはり上から落とさなければ効果なしか！」

　カルタが、悔しそうな声で叫んだ。

　そう、近衛連隊が発射した炸裂弾は、多脚砲台の機体には、まったく効果が無かった。

　効果があったのは、多脚砲台の後方に停まっている通信指し揮き車の中でモニターを見ていたプレディカーツの心理状態だった。

　目の前で黒こく煙えんに包まれた多脚砲台を見たとき、プレディカーツの脳のう裏りを、昨日の戦いで損そん傷しようし、行動不能となったもう一台の多脚砲台の姿がよぎった。

　……ここで、虎とらの子の多脚砲台を破壊されれば、この懲ちよう罰ばつ行動自体が無む駄だになってしまう。

　そんなことはさせん！　この懲罰行動は輝かしい業ぎよう績せきとなって私の経歴に華はなを添えるものでなくてはならないのだ！

　プレディカーツは、目の前の通信用マイクに向かって叫んだ。

「ベルタ！　攻撃を許可する！　自衛行動だ！　機き関かん砲ほうであの兵士どもを皆みな殺しにしろ！」

　通信指揮車の中で、ワーカーに指示を与えていた部下たちが、ぎょっとした顔をしてプレディカーツを見たとき、モニターの下にあるスピーカーがベルタの操そう縦じゆう者の声を伝えてきた。

『できません！　火力に差がありすぎます！　ベルタは、あの程度の攻撃ではダメージを受けません』

「そう言いながら、昨日アントンは行動不能になったではないか！　これ以上貴き重ちような教団の財産を破壊させるわけにはいかんのだ！」

『だったら下がればいいだけのことです！　機械を守るために人命を奪うというのは、本ほん末まつ転てん倒とうではありませんか？』

　そのとき、プレディカーツの後ろにいたワーカー兵の整備管かん理り担当の部下が言った。

「ワーカーを前進させましょう！　あの炸裂弾の射しや程てい外まで兵士を排除してしまえば問題はありません！」

　モニターに映っている座り込んでいるワーカー兵を指差してプレディカーツは叫んだ。

「前進させたくとも、ああやって座り込んでおるワーカーがいるうちは、動かせぬではないか！」

「統一行動を優先させているために、一定以上の数のワーカーが停止すると、他のワーカーも停止するのです、その一いつ定てい数すうの設定を多めに取れば、他の行動可能なワーカーは前進を開始します」

　プレディカーツは、目の前のスクリーンに映る約五百体のワーカー兵を見た。

　……座り込んでいるのは五十体たいに満たぬな。残りのワーカーであの小こうるさい銃じゆう士しどもを叩たたき潰つぶせば、ことを荒立てるほどのこともない、というわけか。

　まあ、愚おろかなピープルの兵士など百人単位で殺しても、なんら問題ないが、殺しすぎたのでは、私の評判に傷がつくかもしれん。将来に禍か根こんを残すことは避けたほうが賢けん明めいだな。

「わかった、大だい至し急きゆう設定を変更し、ワーカーを前進させ、あの愚かな銃士どもを排除しろ！」

「了りよう解かいしました！」

　ワーカーの整備管理担たん当とうの部下は一礼すると、目の前にあるキーパッドを叩たたいて設定の書き換えを始めた。




　一番隊の撃うった炸さく裂れつ弾だんに効果が無いことを見て取ったカルタは、ケリンに向かって叫んだ。

「そちらの銃士隊の射しや撃げきを中止させてくれ！　我々はさらに前に出る！」

　ケリンは目を見開いた。

「これ以上前に出たら電でん撃げきを食らうぞ！」

　カルタは首を振った。

「ギリギリのところまで近づく！　ここであの化けグモを倒さねば、西せい域いき国こくは終わりだ！」

　そのとき、Ｄデイー・Ｄデイーが怒ど鳴なるように言った。

「交こう互ご前進をさせましょう！　我々の銃士隊と、そっちの炸裂弾部隊とが交互に前進するのです！」

　カルタとケリンの目が輝いた。

「そうか！　俺たちが足を止め……」

「我々が前に出る……というわけだな」

　Ｄ・Ｄがうなずいた。

「近づけるところまで近づいてぶっ放せば、何とかなるかもしれませんよ」

　顔を見合わせたケリンとカルタは、互いに笑い合うと、部下に向かって叫んだ。

「六三三銃士隊！　射撃中止！　そのまま五メルテ前へ！」

　銃士隊が射撃を中止して、銃を構えたまま前に出た。

　ケリンが部下のあとを追って走った。そして、全員が五メルテ前進し終わったのを見み届とどけてから叫んだ。

「ようし、射しや撃げき開始！　さっきより当たるはずだぞ！」

　六三三銃じゆう士し隊たいが連れん発ぱつ銃じゆうを撃うち始めるのを見たカルタが叫んだ。

「近衛このえ連れん隊たい銃士隊！　同じく五メルテ前へ！」

　カルタの部下が前進を開始し、そのあとにカルタが続いた。

　後方の塹ざん壕ごうからその連れん係けいプレイを見ていたアニゼットが、驚きよう嘆たんのため息を漏らしたあとで小声でつぶやいた。

「見事な連係だ……あれがどん底ぞこ部隊と国防軍のエリート部隊とは……どう見ても別の部隊とは思えぬな……」

　二つの部隊は同じように交互に前進し、ついに停止したワーカー兵の二十メルテほど前まで近づいた。

　目の前にそそり立つ真っ黒な多た脚きやく砲ほう台だいを見上げた、近衛連隊の下か士し官かんであるクワーズが叫んだ。

「ここならどんぴしゃです！　いけます！」

「よし！　近衛連隊射撃開かい始し！」

　カルタの号ごう令れいで、膝ひざをついた近衛連隊の銃士たちが長ちよう銃じゆうの引き金を引いたそのとき。

　銃士隊の間から叫び声が上がった。

「ワーカーが動き出したぞ！」

　パン！

　パン！

　今まで停止していた他のワーカー兵が一いつ斉せいに動き出したのを見て、集中力を欠いたのだろう、近衛連隊の銃士隊の撃った炸さく裂れつ弾だんの多くは、多脚砲台の脚きやく部ぶ以外の場所で炸裂した。

　最さい前ぜん線せんでうずくまったままのワーカー兵を追い越して前に出てきたワーカー兵たちが右手を上げるのを見たケリンが叫んだ。

「銃を投げつけろ！　下がれ！」

　六三三銃士隊は、目の前に立つワーカー兵に向かって銃を投げた。

　ばちばちっ！

　ワーカー兵の右手から放たれた青い稲いな妻ずまは、投げつけられた銃に向かって走った。

　前に出ていたケリンたちが逃げてくるのを見たカルタが叫んだ。

「近衛連隊！　下がれ！　五番壕ごうで再編制だ！」

　青い閃せん光こうが走る中を、必死に駆け戻ってくるケリンとカルタたちの部隊の姿を見た国防軍の他の部隊の兵士たちの落らく胆たんのため息が戦場に広がった。

　四番壕に飛び込んだケリンは、動き始めたワーカー兵を振り返ると、悔しそうに叫んだ。

「ちくしょう！　もう少しだったのに！」

　その横で、同じようにワーカー兵を見ていたＤデイー・Ｄデイーは、小さく首を振った。

「俺たち六三三銃じゆう士し隊たいと、カルタの指し揮きする近衛このえ連れん隊たいの炸さく裂れつ弾だん銃士隊は、この西せい域いき国こくで最強の火力を持つ部隊だ……その両方の部隊が攻撃失敗したということは、事実上、西域国は奴やつらに対する対抗手段を失ったってことだ……」

　ケリンの叫び声が戦場に響ひびいた。

「くそ！　……何かないのかよ！　何か、あいつらを止める手立てはないのか！」

　その叫びは、その時その場にいた数千人の将兵すべての魂たましいの叫びだった。

　約五百体のワーカー兵と化けグモは、勝ち誇ったような動きで、ゆっくりと前進を開始した。

　将兵たちは、じりじりと身を焦こがすような焦しよう燥そう感かんと共にその光景を見ていた。

　そして、戦場にいたすべての将兵の脳のう裏りに「敗北」の二文字が浮かんだ。




　そのとき。

　戦場に一頭の伝でん令れい用の馬が駆け込んできた。

　しかし、馬にまたがっているのは伝令ではなかった。それは、紺こん色いろのスーツを着て太ももの付け根までまくり上げたタイトスカートをはいた、どう見ても秘書としか見えない格かつ好こうをした若い女の人だった。

　その女の人が乗った馬は、いくつもの塹ざん壕ごうを飛び越えて、まっすぐに六三三銃士隊のいる最前線の塹壕に突っ込んでくると、そこで停まった。

　馬に乗っていた若い女は、めくれ上がったスカートを気にもせずに足を高く上げひらりと馬を飛び降り、そのままＤデイー・Ｄデイーのところに駆け寄った。

　その女の人を見たＤ・Ｄは目を見開いたまま叫んだ。

「メリーダウン先せん輩ぱい！　一体なんであなたが！」

　メリーダウンは、Ｄ・Ｄの言葉に応えようともせずに、右手を胸元に差し込み、そこに突っ込んであった通信筒とうを取り出して差し出した。

「Ｄ・Ｄ！　これ！　ワーカーとあの化けグモを素す手でで倒す方法が書いてあるの！　あんたの御ご先せん祖ぞ様のおかげよ！」

　何が起こったのか理解できずに呆ぼう然ぜんとしているＤ・Ｄを見て、メリーダウンは大声で叱しかり付けた。

「何をぼけっとしてるのよ！　早くこれを読んであいつらを倒して！　道具のロープはあの馬に積んできたわ！　デメララは大騒ぎよ！　軍隊は負ける、教団に従え！　ってギルドの幹かん部ぶやサルートの手て下したが叫んで走り回ってるの！　あんたがここであいつらを倒さないと、サルートの天下になるのよ！」

「わ、わかった！」

　我に返ったＤ・Ｄは、力強くうなずくと、通信筒を開いた。




　一分後。

　パンツ一いつ丁ちようになったケリンが塹ざん壕ごうの上に姿を現したのを見た兵士たちは驚きよう愕がくした。

　まさか、あのケリンが降こう伏ふくするとは誰も予想していなかったのだ。

　驚愕はすぐに怒りに変わった。

　戦場のあちらこちらから罵ば声せいが飛び始めた。

　その、パンツ一丁で立ち上がったケリンの姿を見て、プレディカーツは笑ったのだろう。

　通信指し揮き車から笑いを含んだ声が流れてきた。

『これはこれは……確かに武器を捨てて抵抗をやめろ、と言ったが、何もそこまでしなくてもよいのだがな……まあよい、貴き様さまには特別の計らいをするとしよう……』

　そのとき、ケリンは胸を張って叫んだ。

「いらねえよ！　そんな計らいなんか！　なぜなら……俺たちは武器は捨てたが……抵抗はやめねえんだ！」

　その声を合図に、六三三銃じゆう士し隊たい全員が塹壕から飛び出してケリンの両側に並んだ。

　全員がパンツ一丁の裸だった。

　戦場にいる他の部隊の兵士や指揮官があっけに取られている中で、ケリンたちは雄おたけびをあげてワーカーに突進した。

　……電でん撃げきを食らう！

　誰もがそう思った、しかし、ワーカーは電撃を発はつ射しやすることなく、ただ、ぼーっと立ったままケリンたちが近づいてくるのを見ているだけだった。

　そして、ケリンたちはそのままワーカーの脇を通過した、と思ったらくるりと振り返り、そのままワーカーに飛びついた。

　あっちこっちでワーカーと裸の男たちの格かく闘とうが始まった。

　パンツ一丁のハンキーが大声を上げて、一体のワーカーに組み付いた。

　ワーカーは、両腕を開こうとしたが、ハンキーはその腕をがっちりと抱え込んで離さない。

　両腕を開こうとするモーターの力は、到とう底てい人間の力では防ぐことはできないはずだった。

　しかし、ハンキーは真っ赤な顔をしたままその腕を押さえ込んでいた。

　そして、ハンキーは腰を落とすと、抱え込んだワーカーを持ち上げにかかった。

　ワーカーの重さは数百キロテはある、人ひと一人の力で持ち上がるはずがない。しかし、その常識は目の前で覆くつがえされつつあった。

「うぉおおおお！」

　ハンキーが真っ赤な顔をして咆ほえるのと同時にワーカーの身体からだが宙に浮かんだ。

　そして、最さい前ぜん線せんにいた兵士たちの見ている前で、ハンキーはそのまま身体を大きくそらせて後ろに倒れ込んだ。

　ごげん！

　重々しい金属音と共に、ワーカーは頭から地面に突き刺さった。

　やがて身体からだを起こしたハンキーを見て、兵士たちは大だい歓声を上げた。

　前線の兵士たちに、興こう奮ふんの渦うずが巻き起こりつつあった。

　呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていたカルタに向かって、ケリンが叫んだ。

「カルタ！　加か勢せいしろ！　こいつらは武器を持っていない人間には電でん撃げき攻撃をしねえ！　そして裸の人間には力を加か減げんするようにできてんだ！」

　カルタは一いつ瞬しゆん迷ったが、目の前の光景がケリンの言葉を裏付けていた。

　……そうか、だったら、何を迷うことがある。

　カルタは横にいたアニゼットに頭を下げた。

「アニゼット様、我々も加勢に参ります！　あのワーカーどもを無む力りよく化かすれば、後方にいる指し揮き官を捕ほ虜りよにできます！　……ごめん！」

　カルタはそう言うと腰の弾だん帯たいと短剣を外して塹ざん壕ごうに投げ捨てた。そして上着を脱ぎながら部下の銃じゆう士し隊たいに向かって叫んだ。

「銃士隊、良く聞け！　我々もケリン閣かつ下かの部隊に加勢する！　夕べ救たすけてもらった恩おんを返そうではないか！　銃を捨てろ！　服を脱げ！　行くぞ！」

　近衛このえ連れん隊たいの隊員は、一瞬互たがいの顔を見合わせたあとで、次々にカルタの命令に従った。

　全員がパンツ一いつ丁ちようになるのに一分とかからなかった。

　裸になった部下たちを見回したカルタは、にやっと笑ってから叫んだ。

「進め！　近衛連隊の意い地じを見せてやれ！　俺たちの武器はこの腕と意地だ！」

　カルタ率ひきいる近衛連隊第一、第二銃士隊の約百名は、雄おたけびを上げてケリンたちが大だい乱らん闘とうしている戦場に突進した。

　ケリンたちは五人がかりでワーカーを押し倒し、すかさず一人がワーカーの着ているアーマースーツをめくり上げ、腰のところにあるコントロールパネルを開けてメインスイッチを切るという戦い方を展開していた。

　最初は暴れるワーカーの扱い方がわからずに苦く戦せんしていたが、そのうちにコントロールパネルの開け方にも慣れたのだろう、気がつくと、乱戦の中に、倒れたまま動かなくなったワーカーの姿が目立つようになっていた。

　それは、想像を超えた光景だった。

　どんな銃で撃うっても倒すことができなかった不ふ死じ身みの機械の兵士たち。

　その兵士たちに、ケリンたちは素す手でで戦いを挑いどみ、そして今、目の前で勝ってみせたのだ。

　素手でワーカーを倒せるのだということがわかったとたん、戦場に大歓声が上がった。そして、その大歓声は、そのまま人の波となって押し寄せた。

　その人の波は……すべて裸だった。

　塹壕に配置されていた千五百人の兵士が、すべてパンツ一丁の裸となって塹壕を飛び出し、ケリンたちの戦いに参じたのだ。

　その頃、多た脚きやく砲ほう台だいから発はつ射しやされた砲ほう弾だんによって王おう宮きゆうの塔とうが破壊されたデメララの街の中は大だい混乱になっていた。

　崩ほう落らくした王宮の塔の破片が、王宮の一部と、そしてその南側にある軍ぐん務む局の建物や、中央広場に面した高級住宅街と官かん庁ちよう街の建物に降り注そそぎ、それらの建物にも大きな被害をもたらしていた。

　崩落した塔の一部は、軍務局の屋根を貫つらぬき、階下にあるミントの仕事場である王立銃じゆう器き研究所の部屋の中にまで飛び込んでいた。

　塔に命めい中ちゆうした砲弾の爆発による衝しよう撃げき波はで、王宮と軍務局の建物の窓ガラスのほとんどが一瞬にして吹き飛んだとき、金属加か工こう機械の間に立って、誤ご差さを測定していたミントは、床にしりもちをつくような形で投げ出された。

「きゃあ！」

　悲鳴を上げるのとほぼ同時に、天井がメリメリと音を立てた。

　思わず見上げたミントの上に、天井を支えていた梁はりや上の部屋の床などが降って来たのは、そのときだった。

　真上の部屋の屋根を突き破って落下してきた石造りの塔の外壁の一部は、そのまま階上の部屋の床や梁はりを押しつぶしたのだ。

　二台の金属加工機械の間に倒れたミントの上に、轟ごう音おんを立てて何本もの太い材木が落ちてきたが、それらの材木はすべて金属加工機械が受け止めてくれた。

　ミントが震えながら目を開けたとき、部屋の中には土つち埃ぼこりが充満しており、その中に、一ひと筋すじの光の帯おびが斜め上から差し込んでいた。

　その光の帯の先を見上げたとき、ミントは息を飲んだ。

　天井の大穴から見えたものは、青空と、そしてその青空を背にして立つ、無残に破壊された王宮の塔の姿だった。

　呆ぼう然ぜんと塔を見上げていたミントの耳に、自分の名前を呼ぶ部下の声が飛び込んできた。

「ミント所長！　ご無事ですか！　返事をして下さい！」

「私はここです！」

　ミントの返事を聞きつけたのだろう、土埃の中から、銃器研究所の研究員の一人が現れた。

　彼もまた、この崩落した天井の下から這はい出したのだろう、頭の上から小こ麦むぎ粉こをかぶったように土埃が頭と肩の上に積もっている。

　金属加工機械の間に両りよう膝ひざをついて四つん這ばいになっているミントを見た研究員は、慌あわてて聞いた。

「大丈夫ですか！　お怪け我がは？」

　ミントは首を振った。

「大丈夫です、この機械の隙すき間まに倒れたので、下した敷じきにならずにすみました……これといって怪け我がもありません……」

　研究員は、ほっとした顔になってうなずくと、部屋の出口を指差した。

「それは良かった！　さあ、早く逃げましょう！　塔とうの残りが崩れてくるかもしれません！」

　ミントは天井の大穴から塔を見上げて聞いた。

「いったい何があったのですか！　なぜ、塔が突とつ然ぜん爆発したのですか？」

　研究員は崩ほう壊かいした塔を見上げて言った。

「よくわかりませんが、教団の多た脚きやく砲ほう台だいから撃うち出された何かが命めい中ちゆうし、そこで爆発したのです」

　……きっと、私たちが作った、あの炸さく裂れつ弾だんと同じ原理の武器だわ。

　でも、原理は同じでも、威い力りよくは数百倍……いえ、数千倍はあるかもしれないわね、射しや程てい距離も破壊力も比べることすら無意味に思えるくらいの差がある。

　そのとき、ミントの脳のう裏りに教団の軍隊と、そしてそれを迎え撃とうとしている西せい域いき国こくの兵士たちの光景が浮かんだ。

　そして、その兵士の姿は、そのままケリンの姿に変わった。

　ミントの目が見開かれた。

　ケリンは……あの武器を持った敵と戦っている。

　あの武器を撃ち込まれたら、西域国の兵士は皆みな殺しにされてしまう。私の作った連れん発ぱつ銃じゆうや炸裂弾なんかで勝てるような相手じゃない！

　足が震え、立っていられなくなったミントは思わず目の前にあった材木につかまって身体からだを支えた。

「大丈夫ですか！」

　慌あわてて駆け寄ってきた部下に向かって、ミントは小さくうなずいたあとで真剣な目になって聞いた。

「私は大丈夫です……でも……教団と戦っている国防軍はどうなっていますか？　あの武器は国防軍の兵士にも使われているのですか？」

　部下は首を振った。

「今のところ、一発しか撃っていないようです。戦力の示じ威い目的の行動だと思われます」

　ミントは、大きく安あん堵どのため息をついたあとで、もう一度崩くずれた塔を見上げた。

　巨人の握り拳こぶしで殴なぐりつけられたように真ん中から折れた石造りの塔は、圧倒的な技術の差を見せつけるように青空の中に突き出していた。

　その無む残ざんな姿を見て、ミントは思った。

　私も……あんな威力を持つ武器を作りたい。

　誰にも負けない、強い武器が作りたい……いえ……作らなくちゃいけない。

　弱い武器を持たされた兵士は弱い。弱い兵士は生きて帰れない。

　だから……私はもっともっと強い、もっと威い力りよくのある武器を作らなくちゃいけないんだ。

　……あの人が、生きて帰れるように。




　その頃、デメララの王おう宮きゆうにある謁えつ見けんの間までは、バーネット公こうを前にして、サルートとソバーヌが激しくやり合っていた。

　倒とう壊かいした尖せん塔とうの衝しよう撃げきで、王宮の窓ガラスはすべて割れ、謁見の間の中にはおびただしい量の砂さ埃じんが積もっていた。

　頭から砂すな埃ぼこりを浴びたサルートが両手を振り上げた。

「バーネット公！　見るがいい、この惨さん状じようを！　これはすべて禁きん忌きを犯おかし、教団に逆らい続けたその結果ですぞ！　教団は本気です！　教団に逆らい続ければこのデメララは火の海と化し市民におびただしい犠ぎ牲せいが出るのですぞ！　今からでも遅くありません！　降こう伏ふくの使者を！　この地に平和をもたらすことにためらうことなどないではないですか！」

　ソバーヌが両手を広げた。

「何を言うか！　この惨状、これこそが教団の本ほん性しようではないか！　おのれの意に従わぬものは容よう赦しやすることなく冷れい酷こく無む情じような仕打ちを平然と行う、それが教団の本性だ！　我々は教団に隷れい属ぞくしているわけではない、我々が求めたのは教団の否定ではなく教団との共存だ！　しかし、教団は、その心情を訴えた親しん書しよを開こうともせずに送り返し、一方的に懲ちよう罰ばつを決定した！　ここで降伏すればどうなると思う！　我々の未来は隷属だ！　下げ僕ぼくだ！　何なに一つおのれの意のままにすることもできずに、ただ教団の顔色をうかがい、息をするにも教団の許可を必要とするような、暗黒の日々が待っているのだぞ！　……もっとも、貴き様さまには何を言っても無む駄だだろう。貴様の頭にあるのはおのれの利権だけだ。降伏を勧める貴様の目には国民のことなどこれっぽっちも映ってはいないのだからな！」

　サルートは皮ひ肉にくな笑いを浮かべた。

「まあ、なんとでも言うがいい、もはや西せい域いき国こくの命めい運うんは尽きたも同然だ。貴様がいくら国防軍を結集し、立ち向かおうとも、教団の力にかなうべくも無い。今いま頃ごろ貴様の言葉に騙だまされて前線送りにされた兵士どもは両手を上げて降伏しておる頃だ。軍が降伏してしまえば、ここで貴様が何を言っても無駄なことだ……」

　サルートがそこまで言ったとき、突然、王宮の外から、何千人もの人間が上げるわーわーという大喚かん声せいが響ひびいてきた。

　謁見の間にいた三人は驚いたように窓の外を見た。

「何事だ？　一体何があったのだ？」

　不安げに顔を見合わせた三人の元に、外に立っていた衛えい兵へいが飛び込んできた。

　衛兵はその場に膝ひざをつくと報告した。

「申し上げます！　ただいまの喚声は、デメララ北方において防衛戦せん闘とうを展開中の我が軍が全ぜん面めん攻勢に転じたものでございます！」

　サルートが目をむいた。

「全面攻勢だと？　全面降こう伏ふくの間違いではないのか！」

　衛えい兵へいは首を振った。

「いえ、前線からの伝でん令れいによりますと、我が軍は敵のワーカー兵を次々に倒し、敵てき指し揮き官に迫る勢いとのことにございます！」

「なんと！　それは真まことか！」

　ソバーヌとバーネット公こうは顔を見合わせた。

「陛へい下か、軍ぐん務む局まで参りましょう、この目で真実を確かめるのです！」

「うむ、そうしよう、一体何が起ったのか、しかと確認せねば……」

　二人が急ぎ足で部屋を出て行く姿を、サルートは呆ぼう然ぜんと眺ながめていたが、やがてその顔が醜みにくく歪ゆがんだ。

「勝ったつもりか！　ソバーヌ……見ているがいい、最後に笑うのはこの私だ」

　サルートは吐き捨てるようにそうつぶやくと、ソバーヌたちが出て行ったのとは反対側の出入り口から謁えつ見けんの間まを出て行った。




　戦場は大混乱になっていた。

　茶色い土つち煙けむりの中で、二千五百人の半はん裸らの男が、団だん子ごのようになって、約五百体のワーカーを押し倒し、コントロールパネルを外し、スイッチを切ろうと、必死になっているのだ。

　そして、カルタ率ひきいる近衛このえ連れん隊たいの集団は、ワーカーの防衛網もうを突破して奥に停まっている通信指揮車と電源補ほ給きゆう車へと向かっていた。

　その集団に気づいたプレディカーツは、コンソールのマイクに向かってわめいた。

「ベルタ！　何をやっている！　砲ほうを撃うて！　機き関かん砲ほうであいつらを粉こな々に吹き飛ばせ！」

　一ひと呼吸置おいてからスピーカーが答えた。

『できません！　できるわけがありません！　彼らは非ひ武装で、それも裸はだかだ！　彼らに向けて銃を撃てばそれは虐ぎやく殺さつだ！　どんな理由があっても絶対に正当化できない！　プレディカーツ様！　教えて下さい！　この戦いに何の意味があったのですか！　非武装の裸の人間を皆みな殺しにすることに、何の意味があるんですか！』

　プレディカーツは無言のままリモート装置のスイッチを入れた。

　そして、モニター画面に浮かび上がった火か器き選択モードで機関砲と通常弾だんを選択した。

　コンソールのスピーカーから戸と惑まどったような声が聞こえて来た。

『なぜ火器管かん制せいモードが作動しているんですか？　……まさか、そっちでリモートしているんじゃないですよね！』

　プレディカーツはうるさく飛び回る蠅はえを追い払うような手つきで、多た脚きやく砲ほう台だいからの音声スイッチを切ると、その手を操そう縦じゆう装置の下にある赤いボタンに置き、実に無む造ぞう作さにそのボタンを押した。




　その少し前。

　後方でカルタたちの戦いを見ていたアニゼットが、困ったような口く調ちようで横にいた侍じ従じゆうに聞いた。

「指し揮き官たるもの、常に兵の先頭に立ち、見本を示すものと私は教わってきたし、私もそう思うのだが……私もあの戦いに参じるべきだろうか？」

　年老いた侍従は目を丸くした。

「姫ひめ様が……あそこに行かれるのでございますか？」

　アニゼットは、うなずいた。

「うむ、あそこに行くためには当とう然ぜん裸はだかにならねばならぬが……」

　侍従は飛び上がった。

「おやめ下さい姫様！　あなたは嫁よめ入り前のそれも王おう家けの血を引く御お方かたではありませんか！　公こう衆しゆうの面前で裸になるなどとんでもない！」

　侍従の言葉を聞いたアニゼットは、少し困ったような顔になった。

「うむ……やはりそう思うか……しかし、私は今まで前線に出たがらぬ他の連れん隊たいの隊長どもに向かって散さん々ざんに説教してきた身だからな……」

　侍従は、ぶんぶんと音がするほどの勢いで首を振った。

「他の戦いならいざしらず、あのようなはしたない……というかむちゃくちゃな戦いは特別でございます！　それに姫様が裸になりますと、逆に気が散って部下の士し気きが下がりますぞ！」「そうか……それほどまでに言われたのでは仕方が無いな、部下の戦いぶりを見るに留めるとするか」

　アニゼットが微笑ほほえんだ。

　そのとき。

　ぶおおおおおおおおおおおおおお！

　戦場に轟ごう音おんと共に火ひ柱ばしらが立った。

　多た脚きやく砲ほう台だいの下部についている砲ほう塔とうから噴ふき出した火柱は、そのままカルタたち近衛このえ連隊の男たちの上に襲おそいかかった。

　カルタたちを追っていたアニゼットの目に映ったのは。

　飛び散る赤い霧きりと。

　宙を舞う人間の手足だった。

　ワーカーたちと乱らん闘とうを繰り広げていた兵士たちが凍りついた。

　次の瞬間。

　アニゼットは塹ざん壕ごうを飛び出していた。

　後ろで引き止める侍じ従じゆうの声も、何も耳に入らなかった。

　全力疾しつ走そうしながらアニゼットはマントを脱ぎ捨て、体たい革かくを外した。そして上着を脱ぎ、ブラウスも脱いだ。

　そしてベルトを緩め、ズボンを脱ぎ、ブラジャーとショーツ、そしてブーツだけの姿になって男たちの中に飛び込んだ。

　下着姿すがたの女が飛び込んできたのを見てぎょっとする兵士たちをかき分けながらアニゼットはそのまま突き進んだ。

　そのとき、後方に停まっていた通信指し揮き車から再び男の声が流れた。

　その声はヒステリックな、半分わめくような声だった。

『見たか！　私は貴き様さまらなど怖くは無い！　私は選ばれた人間なのだ！　私に逆らうものは容よう赦しやしない！　無む駄だな抵抗をやめろ！　その場にひざまずけ！　この銃は貴様らを皆みな殺しにできるのだぞ！』

　その声が終わらないうちに女の声が響ひびいた。

「ふざけるな！　何が選ばれた人間だ！　貴様を選んだのは誰だ！　悪魔か！　鬼おにか！　少なくとも神や人間ではあるまい！」

　アニゼットだった。

　多た脚きやく砲ほう台だいの下部でまだ煙を上げている銃口の真下に下着姿のアニゼットが飛び出した。

　アニゼットは両手を広げた。

「さあ撃うて！　私を撃つがいい！　血の臭いがそんなに好きなら、人が肉にく塊かいに変わるのをそんなに見たいならさっさと引き金を引け！　大いなる知恵？　先せん人じんの宝？　ふざけるのもいいかげんにしろ！　いくら知恵があっても、いくら技術に優れようとも、それを扱う人間の心が愚おろかなら何の意味も無い！　どんな理由をつけようとも、貴様はただの殺人者だ！」

　一瞬の沈ちん黙もくのあとで、指揮車のスピーカーがわめいた。

『馬鹿な女だ……死ぬがいい！』

　砲ほう塔とうが動き、銃身がアニゼットに向いた。

　それと同時に誰かが飛び出してアニゼットを抱きかかえそのまま横に飛んだ。

　ぶおおおおおおお！

　轟ごう音おんと共に一瞬前までアニゼットの立っていたあたりに二メルテほどの土の噴ふん水すいが立った。

　アニゼットを抱きかかえて飛んだのはカルタだった。

　倒れ込んだカルタに砲ほう台だいの砲塔が向きを変えた。

　それを見たカルタはアニゼットをかかえ込んだまま地面を蹴けって転がった。

　そのあとを追って、轟音と土の噴水が追いかける。

　そして、土の噴水が追いつくその寸すん前ぜんに、いきなり土の噴水の位置が変わった。

　見ると、砲ほう塔とうから突き出している銃身に、ロープのようなものが巻きつき、その下に何人もの人間がぶら下がっていた。

　銃身から出ていた炎ほのおと轟ごう音おんが止まり、そのロープを振りほどこうとするかのように砲塔が、がくんがくんと左右に回った。

　カルタの見ている前で、化けグモの足に向かって、さらに何本ものロープが飛んでいくのが見えた。

　ロープを投げたのはケリンたちだった。

「ようし！　野や郎ろうども！　よじ登れ！」

　ケリンの命令を聞いた六三三銃じゆう士し隊たいの隊員が次々にロープにつかまって、よじ登り始めた。

　化けグモは、二本のアームで、ロープを引っ張り、足を上下させてケリンたちを振り落とそうとしたが、落とされても落とされても、兵士たちはロープをかけてよじ登り続けた。

　そして、ついに最上部のコックピットに一人の兵士がたどり着いた。

　その兵士に向かってＤデイー・Ｄデイーの指示が飛んだ。

「よくやった！　その赤い枠わくで囲んである扉の中にあるレバーを引け！　そいつを引けばこいつはおしまいだ！」

　兵士は大きくうなずくと、コックピットの外部にある赤い枠で囲われた小さな扉を開けると、その中にあったレバーを引いた。

　何も起こらないように見えた次の瞬間。

　しゅばん！

　圧縮された空気が一気に空中に放出されるような轟音と共に、コックピット上部の半はん透明の天てん蓋がいが空中に舞った。

　化けグモは動きを止めた。

　兵士たちの見ている前で、巨大な化けグモは、ゆっくりと足を折り畳んで座り込み始めた。

　それは空気で膨ふくらましていた人形の空気を抜いたときの様よう子すに良く似ていた。

　天蓋のあった部分に座っていた灰色の服を着た男は手を上げて叫んだ。

「降こう伏ふくする……こいつのメインスイッチは切った。もう動かない……さっき銃の引き金を引いたのは私ではない……信じてもらえないかもしれないが……」

　その顔を見て、カルタがこの男の言っていることは真実なのだろうと考えたとき、すぐ横でアニゼットの声がした

「私は……大丈夫だ……手を離せ」

　カルタははっとして自分の腕の中を見た。

　そこに、下着姿すがたのアニゼットがいた。

「あ、うわ、申し訳ありません！　とっさでしたので……」

「いや、いい、助かった……」

　抱いていた手を離したカルタはあたりを見回したが、周りにいるのはみんな裸の男ばかりで、アニゼットに着せるようなものは見当たらない。

　……どうしようか。

　カルタが途と方ほうにくれたとき、ケリンが灰色の厚あつ手でのジャケットを持って走ってきた。

「おい、これ！　姫様にかけてやれよ！　あそこでひっくり返ってるワーカーからひっぺがしてきたんだ、着ごこちは良くねえかもしれねえけど、無いよりマシだろう」

「ありがたい、恩に着る」

　カルタは頭を下げてそれを受け取ると、しゃがみ込んでいた下着姿すがたのアニゼットの肩にそれをかけた。

「しばらくこれでご辛しん抱ぼう下さい、すぐに後方にお連れします」

　アニゼットは赤い顔のままそっぽをむいて何かを小声で言った。

　聞き取れなかったカルタは思わず聞き返した。

「は？　今、なんと？」

　アニゼットは、カルタと視線を合わさぬままもう一度言った。

「あんまり見るな……兵や民たみに見られても恥ずかしくは無いが……貴き様さまに見られると……少し恥ずかしい」

　カルタが慌あわてて視線をそらしたとき、誰かが叫んだ。

「見ろ！　逃げるぞ！」

　見ると後方に停まっていた通信指し揮き車や電源補ほ給きゆう車がＵターンして走り去って行くところだった。

　何人かの男が逃げていく車を追おうとしたが、ケリンがそれを止めた。

「まあ待て！　自分の格かつ好こうを見てみろ！　この格好で追っかけるわけにはいかねえだろうが！　あいつらのことは他の部隊に任せておけ！　まずはケガ人の手当てが先だ、誰か衛生兵と軍ぐん医いを呼んで来い！」

　やがて、その場にいた兵士たちがざわざわと動き始めたとき。

　誰かが、はっと気づいたように叫んだ。

「そう言えば……俺たちは勝ったんじゃねえのか？」

　その一言を聞いた戦場が一いつ瞬しゆん静まり返った。

　それは、その場にいるすべての人間が一瞬息いきを止めたせいだったのかもしれない。

　そして。

　次の瞬間。

　歓声が爆発した。




　こうしてデメララ攻こう防ぼう戦は、西せい域いき国こく側の勝利に終わった。

　逃亡を図ったプレディカーツたちは、サンジェルマン平原を越えたところで追つい跡せきしていた騎き兵へい隊に包ほう囲いされ、逮たい捕ほされた。

　このことを知った教団は、西せい域いき国こくに使者を送り懲ちよう罰ばつ行動の停止を正式に通告し、懲罰行動に使用した装備一いつ式しきの返へん還かんを求めてきた。

　西域国の王おう宮きゆうにある会議室では、この申し出を受け入れるかどうかについての会議が開かれていた。

　会議に出席している顔ぶれは、一週間前に教団からの最後通つう告こくを受け、開戦を決定したときと同じだったが、会議室の雰ふん囲い気きは大きく違っていた。

　教団の懲罰部隊を撃げき退たいしたことにより、教団の態度は大きく変わり、最後通告についても白紙に戻し、禁きん忌きについても後日正式に交渉にあたる旨むねの確約を取り付けたのだ。

　これは、事実上の勝利と言っても過言ではない。

　いくつかの案あん件けんの処置が決定され、内ない務む局長が休憩を告げると、会議室はそのまま事実上の祝しゆく賀が会と化した。

　大たい老ろうや局長たちとバーネット公こうが、朗ほがらかな顔で会話を交わし、とき折笑い声が湧わく中で、バーネット公が、横に座っていたソバーヌに話しかけた。

「いやはや、何と言っても今回の勝利は、国防軍の用意周しゆう到とうな準備があってこそだ。強い軍隊があってこそ、国家は初めて国家たりえるのだな」

「ええ、まあ、勝利といえば勝利なのでしょうな」

　あいまいな微笑を浮かべてうなずいたソバーヌを見たバーネット公は、怪け訝げんな顔をした。

「今回の勝利について、何か気がかりなことでもあるのかね？」

　ソバーヌは小さくうなずいた。

「閣かく僚りようや国民の多くは、我々は勝利した、と浮かれておりますが、教団の懲罰部隊は兵器こそ優れているものの、兵力としては実に小規模な相手でした。まして平和維い持じ行動という名めい目もくで自分自身の腕を縛しばりつけた相手です。戦いのレベルから言えば地域紛ふん争そうですらありません。この勝利で、国防軍の将しよう兵へいたち……特に指し揮き官たちが慢まん心しんすることの方が私には怖いのです」

　バーネット公はうなずいた。

「確かにそのとおりだな。今回の戦いは、いわば双方の面子めんつのぶつかり合いのようなものだ、領土目的の侵しん略りやくではない。それがゆえに勝てたというのも事実だろう。しかし、このことによって、我が国は新しい禁忌を押し付けられ、教団に隷れい属ぞくすることから逃れることができたというのも事実だ。

　この戦いで、我が国が得たものは、ほとんど無いと言っても良い。しかし、教団側は、初めて我が国を対等な存在であると認め、正式な交渉のテーブルにつく気になったのだ。何かを得るための交渉は、これから始まる。それは、我が国にとって大きな一歩であることに間違いはない」

　ソバーヌは静かに頭を下げた。

「おっしゃるとおりです。私は少々悲ひ観かん的にものを見すぎるようですな」

「いや……国民や国を司つかさどる者たちが、少々浮かれているのは事実だろう。だからこそ君のような人間がいてくれないと困るのだ」

　バーネット公こうはそう言って笑うと、席を離れ、部屋の隅すみで談だん笑しようしているコルドン将軍のところに向かって歩いて行った。

　コルドン将軍と談笑するバーネット公を眺ながめながら、ソバーヌは誰にも知られないように小さくため息をついた。

　……もし、教団が新しい技術の開発を認めたなら、わが国は軍事的にも生産性においても大きな力を手に入れることになる。

　我々だけがその力を手に入れることを、東とう域いき国こくが黙って見ているとも思えんな。

　この大きな力をどう使うのか。その使い道を誤らぬようにしなければ……。







　第十二章「動乱」







　店の中は話し声も聞き取れないほどの大おお騒ぎだった。

　ミントは机の上に広げていた本を閉じると、階下から聞こえてくる騒音を、困ったような嬉うれしいような気分で聞きながらため息をついた。

　この日、白はく鹿しか亭ていは六三三銃じゆう士し隊たいの貸し切りだった。

　あんまり大きくない店に八十人の男たちが詰め込まれ、飲めや歌えやのどんちゃん騒ぎをやっているのだ、静かになるわけが無い。

　……ケリンと、その仲間の人たちが騒いでいるんだもの、我慢しなくちゃね……でも良かった。ケリンが無事で。

　そのとき誰かが部屋のドアをノックした。

「はい、どなたですか？」

「俺だけど……ちょっといいかな？」

　ケリンの声だった。

　ミントはちょっとびっくりしたような声を上げた。

「え？　ケリン？」

　ドアの向こうでケリンがうなずく気配がした。

「そうさ、お前に渡したいものがあるんだ。俺たちはこのあとグレンダランに帰るから、今日ぐらいしか渡すときが無いんだ」

「わかったわ、ちょっと待って、今、開けるから」

　ミントはそう言うと部屋の入り口に小走りで向かうと、部屋のかんぬきを外した。

　ドアを開けると、そこにケリンが、いつもの笑顔で立っていた。

「よ、わりぃなあ騒そう々ぞうしくて、俺の知ってる店ってここしかねえからさ」

「いいの、だってみんなケリンの仲間なんだから……入って」

　ケリンは慌あわてて首を振った。

「いや、いいよ。夜中に一人暮らしの女の子の部屋に入るわけにはいかねえよ」

　ミントはくすっと笑った。

「グレンダランでは何度も入ってきたくせに」

「だって、ありゃあお前の工こう房ぼうじゃねえか、こういった自分の部屋とは意味が違うさ」

　ケリンの言葉を聞いたミントは悪戯いたずらっぽい笑いを浮かべて聞いた。

「意味が違うって……どういう意味？」

「え？　あ、いや、その、あれ？　どこにやったかな？」

　ケリンはどぎまぎしたような様よう子すで、ポケットを探っていたが、やがて目的のものを探り当てたらしく、ヒップポケットからリボンの付いた筒つつのようなものを取り出してミントに差し出した。

「はい、これ。教団が使っていたチャンバーだと思うんだ」

　その筒のようなものを受け取ったミントは目を丸くした。

「どうしたのこれ？　教団の武器や部品は全部教団が回収していったはずよ、ネジ一本からチョコレートバーの包み紙まで」

　ケリンは、得意そうに笑った。

「拾っておいたのさ、お前なら喜ぶだろうと思って」

　ミントはその筒のようなものを見た。

　……材質は真しん鍮ちゆうね、底に付いているのは雷管キヤツプかしら。これをどうやって撃うったのかしら。研究する価か値ちはありそうだわ。

　そんなことを考えていたとき、誰かが慌てて階段を駆け上ってくる足音がした。

　……なにかあったのかな？

　ミントが足音の方角を見ていると、足音の主ぬしが現れた。

　それは、隣となりにある警備隊ガーデイアンの分ぶん署しよに勤務しているジムだった。

「なんだ、ジム先せん輩ぱいじゃないですか、どうしたんですか？　血けつ相そう変えて、アニス姉さんに縁えん談だんでも持ち上がったんですか？」

　ジムは真剣な表情で怒ど鳴なった。

「馬鹿、そんなんじゃない！　一いち大事だ！　さっき大おお手て門もんを出たところでソバーヌ大たい老ろうが襲おそわれて撃うたれたんだ！」




　西せい域いき国こくの動乱は続いていた……。





ＥＮＤ









　あとがき




　お久しぶりです＆お待たせしました「雑ざつ家か」の鷹たか見み一かず幸ゆきです。

『ガンズ・ハート３　硝しよう煙えんの栄光』いかがでしたでしょうか？　この本は、電でん撃げき文庫としては記念すべき十冊目になります。

　あとがきから先にお読みになる方に向けて、この本の内容を簡単に説明しますと、この話は、スタンピードから国民を救うために禁きん忌きを破った西せい域いき国こくと、あくまでも禁忌を守ることを要求する知の教団との間に起こった紛ふん争そうの話です。

　知の教団が繰り出すハイテク兵器に、火ひ縄なわ銃じゆうとほとんど変わらない武器しか持っていないケリンたちが、どう立ち向かうのか、それが今回のお話のメインとなっております。

　そして、今回のお話にも私のお話の定てい番ばんである「愚おろか者」と「賢かしこい者」が登場します。

　人間は誰でも悪人であるのと同時に善人です。そして、愚かな行動を取ることによって「愚か者」となり、その愚かな行為がときとして「悪あく行ぎよう」と呼ばれるのだと思います。

　愚かな行為を、愚かだとは思わないがゆえに彼らは愚か者なのかもしれません。

　愚かな行為をやった愚か者が、その報むくいを受け、賢いことをやった賢い者が、そのことにより報われる話。これはそのまま昔話や寓ぐう話わと同じ物語構造です。

　私は、人間が読みたいと思う物語の基本構造は変わらない、と思っています。

「絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危機から脱出する話」

「理り不ふ尽じんな力によって引き裂かれた愛する二人が、艱かん難なん辛しん苦くの末に再びめぐり合う話」

「正面から当たったら絶対に勝てない強い相手を、奇き想そう天てん外がいな方法で撃げき退たいする話」

　こういった構造の物語は、はるか昔から書かれ、描かれ、演じられてきました。物語も音楽も、一人の人間が一生かかっても消費しきれないほどの蓄積を持っています。

　もし、構造が同じものに意味が無いとしたら、新曲も新作も意味がありません。しかし、たとえどんなに古い曲でも、それを違う人間が歌ったり演奏すれば、その曲は多くの人に受け入れられ評価されます。歌う人間、演奏する人間が違えば、そこには違いが生じるのです。

　人間は、多た様よう性に価か値ちを見出す生き物だと私は思うのです。

　……なんてことを、したり顔で書いている私もまた自分のやっていることが愚おろかな行為だと気づいていない愚か者の一人なんですけどね（笑）




　さて、コムズカシイ話はこれくらいにして、次のお話について軽く触れて、あとがきを終えることにしましょう。

　次のお話は『ガンズ・ハート４　硝煙の彼方かなた』という仮題がついています。

　このお話では、この世界の半分を統とう治じしていた東とう域いき国こくが動き始めます。

　二つの国家を分けていた大河バンドール。渡し舟でなければ渡れなかったその川に、知の教団が一本の長い橋を架かけます。

　この橋の本当の目的とは何か？　自分たちの権けん勢せいを守るために知の教団が仕掛けた大きな罠わなが動き始めたとき。西せい域いき国こくはどう動くのでしょうか？

　愛する人のために、より強力な武器を作ることを決意したミント。

　教団撃げき退たいの功こう労ろうにより下級士族デミセツクとしては異い例れいの出世を遂とげたケリンと、参さん謀ぼう本部付け将しよう校こうとなったカルタ。

　彼らの前に訪れる戦乱の大波は、西域国全体を飲み込み、ついには国家の形すら変えていくことになります。

　次の四巻でガンズ・ハートの世界のお話は終わる予定ですが、彼らの前に待ち構えている運命とはどんなものなのか、実を言うと私にもわかりません。頭の中にあるお話を文字にして読むためには、本になるのを待つしかありません。そして、読むためには、何と言っても書かなくてはならないわけでして、もし運が良ければ年内にもう一度電でん撃げき文庫でお目にかかれるかもしれませんが、予定は未定にして確定にあらず。という言葉の通り、長い目で見ていただければ、と思います。





（質はともかく速さと量だけで生き延びている雑ざつ家か）　鷹たか見み一かず幸ゆき









鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業本拠地を持つ物語製造業者の一人。この「ガンズ・ハート３　硝煙の栄光」が10冊目の電撃文庫となる。ライトノベル業界を生き残るために、年に６冊以上の本を市場に投入しており、現在「ガンズ・ハート４　硝煙の彼方」を執筆中。
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